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１ 調査目的 

 長岡市では、令和 3 年 3 月に「第 6 期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、第 2 期障

害児福祉計画（令和 3 年度～令和 5 年度）」を策定し、障害者施策を推進してきた。令和 5

年度、この計画を見直し、「第 7 期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、第 3 期障害児福

祉計画（令和 6 年度～令和 8 年度）」を策定することになっている。本調査は、障害者及び

障害児の生活実態等を把握し、計画改定の基礎資料とすることを目的とした。 

 

２ 調査設計と回収結果 

 本調査は、（１）在宅者調査、（２）施設入所者調査、（３）高齢者調査、（４）障害児調

査から成っている。調査設計ならびに回収結果は、下表のとおりである。 

  

調査区分 （２）施設入所者調査 （３）高齢者調査

調査対象
新潟県内の障害児・
者入所施設に入所し
ている18歳以上の方

障害者手帳（身体障害
者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手
帳）を所持している65歳
以上の方

調査票名称（略称）
調査票Ａ
（Ａ票）

調査票Ｂ
（Ｂ票）

調査票Ｃ
（Ｃ票）

調査票Ｄ
（Ｄ票）

調査票Ｅ
（Ｅ票）

所持している障害者
手帳による区分

身体障害者手帳 療育手帳 精神保健福祉手帳

身体障害者手帳
療育手帳

精神障害者保健福祉
手帳

調査方法

対象者数（送付数） 760 600 740 140 510

有効回収数 455 377 411 98 305

有効回答率 59.9% 62.8% 55.5% 70.0% 59.8%

調査基準日

調査期間

調査区分

就学前児童 小学校段階 中学校段階 高等学校段階
義務教育修了後・高等
学校等に未就学

調査票名称（略称）
調査票Ｆ-1
（Ｆ-1票）

調査票Ｆ-2
（Ｆ-2票）

調査票Ｆ-3
（Ｆ-3票）

調査票Ｆ-4
（Ｆ-4票）

調査票Ｆ-5
（Ｆ-5票）

所持している障害者
手帳による区分

調査方法

対象者数（送付数）

有効回収数 18 52 44 45 3

有効回答率

調査基準日

調査期間

調査対象

250

（１）在宅者調査

障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳）を所持している18歳以上65歳未満の方

配票は郵送法・回収は郵送法とインターネット上の回答

令和4年8月1日

配票は郵送法・回収は郵送法とインターネット上の回答

令和4年11月3日～11月25日

令和4年8月1日

令和4年11月3日～11月25日

（４）障害児調査

障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳）や児童通所受給者証を所持している18歳未満の方

障害者手帳、児童通所受給者証の保持者

64.8%
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※(1)在宅者調査（Ａ票、Ｂ票、Ｃ票）について 

「所持している障害者手帳による区分」のとおり、Ａ票は身体障害者手帳所持者、Ｂ票

は療育手帳所持者、Ｃ票は精神保健福祉手帳所持者を対象としているが、複数の障害者手

帳を所持している重複障害の方については、原則として障害程度の重い区分の調査対象と

している。 

各票は、①調査票の用紙を色分けした点、②Ｂ票にふりがなをふってある点の違いはあ

るが、障害の状態や障害者手帳の交付状況をたずねた質問（問２・問３）以外は同じ内容

である。 

以上の点を踏まえて、在宅者調査全体（Ａ票、Ｂ票、Ｃ票の合計）をみると、対象者数

2,100 人、有効回収数 1,243 人、有効回収率 59.2%である。  

 

３ 回答方法 

回答方法は、以下の２つからどちらか１つを選択方法として実施した。 

① 調査票に直接記入し、同封の返信用封筒に入れて郵送する郵送調査 

② ２次元コードを端末で読み取り、インターネット上の回答フォームから回答する

ＷＥＢ調査 

  回答方法の状況は、調査票（紙）が 1,579 人（87.3%）、 

ＷＥＢ調査が 229 人（12.7%）であった。 

数 ％ 数 ％ 数 ％

A表 394 86.6% 61 13.4% 455 100.0%

B表 357 94.7% 20 5.3% 377 100.0%

C表 326 79.3% 85 20.7% 411 100.0%

D表 91 92.9% 7 7.1% 98 100.0%

E表 298 97.7% 7 2.3% 305 100.0%

F－１表 12 66.7% 6 33.3% 18 100.0%

F－２表 29 55.8% 23 44.2% 52 100.0%

F－３表 33 75.0% 11 25.0% 44 100.0%

F－４表 38 84.4% 7 15.6% 45 100.0%

F－５表 1 33.3% 2 66.7% 3 100.0%

合計 1,579 87.3% 229 12.7% 1,808 100.0%

合計調査票（紙） ＷＥＢ調査

障害者生活実態調査回答分類別一覧表
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４ 調査項目 

（1）障害者に対する調査について 

Ａ票、Ｂ票、Ｃ票については、就労状況と就労意向、Ｄ票は地域生活移行に対する意

向、Ｅ票は介護保険サービス利用状況を明らかにすることを主として、以下の表に示

す項目についてたずねた。 

 

項目
在宅者調査

Ａ票、Ｂ票、Ｃ票
施設入所者調査

Ｄ票
高齢者調査

Ｅ票

基本属性 ○ ○ ○

生活の場について ○ ○ ○

文化・スポーツについ
て

○ ○ ○

就労について ○

介護保険サービスの
利用について

○

入院・通院について ○ ○

外出について ○ ○ ○

相談窓口について ○ ○ ○

災害時について ○ ○

障害のある人への差
別について

○ ○ ○

社会生活について ○ ○ ○
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（2）障害児に対する調査について 

Ｆ票については、受けている教育（療育）段階に応じ、調査票を次の５つに分け、以

下の表に示す項目についてたずねた。 

   ・Ｆ-１票 …… 就学前の療育・教育 

   ・Ｆ-２票 …… 小学校段階における教育 

   ・Ｆ-３票 …… 中学校段階における教育 

   ・Ｆ-４票 …… 高等学校段階における教育 

   ・Ｆ-５票 …… 義務教育修了後、高等学校等に就学していない方 

Ｆ-1票
Ｆ-2票、Ｆ-3票

Ｆ-4票
Ｆ-5票

基本属性

生活の場について

文化・スポーツについて

相談窓口について

相談支援ファイル「すこ
やかファイル」について

在宅福祉サービスにつ
いて

障害のある人への差別
について

学校について ○

サービス利用について ○ ○

就労について ○

生活の場について ○

外出について ○

相談場所について ○ ○ ○

保育園や幼稚園、認定こ
ども園の利用について

○

個別の教育支援計画及
び指導計画について

○

進学・進路先について ○ ○

項目

共
通
回
答
項
目

（
Ⅰ

）

個
別
回
答
項
目

（
Ⅱ

）

○
（全　票　共　通）
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５ 調査実施主体 

  長岡市 

 

６ 集計・分析機関 

  長岡大学 

   地域連携研究センター運営委員  米山 宗久（長岡大学経済経営学部教授）  

              

７ 報告書の見方 

（１）報告書の構成 

 ・(1)在宅者調査（Ａ票～Ｃ票）の回答者を「在宅者」として、Ａ票（身体障害者手帳所

持者）の回答者を「身体障害者」、Ｂ票（療育手帳所持者）の回答者を「知的障害者」、

Ｃ票（精神保健福祉手帳所持者）の回答者を「精神障害者」としてまとめてある。 

 ・(2)施設入所者調査（Ｄ票）の回答者を「施設入所者」としてまとめてある。 

 ・(3)高齢者調査（Ｅ票）の回答者を「高齢者」としてまとめてある。 

 ・(4)障害児調査（Ｆ票）の回答者を「障害児」としてまとめてある。 

 ・各章の概要は次のとおりである。 

Ⅱ 回答者（調査対象者）の属性：回答者の基本属性について、在宅者（身体障害者・

知的障害者・精神障害者）、施設入所者、高齢者、障害児に分け

てまとめてある。 

Ⅲ 調査結果の要約：調査項目ごとに、在宅者（身体障害者・知的障害者・精神障害

者）、施設入所者、高齢者、障害児の回答の単純集計結果につい

て、質問順にまとめてある。 

Ⅳ 調査結果（調査対象者別）：調査対象者別に、「Ａ 身体障害者」「Ｂ 知的障害者」

「Ｃ 精神障害者」「Ｄ 施設入所者」「Ｅ 高齢者」「Ｆ 障害

児」として、回答者の年齢別、障害種別など、クロス集計結果を

質問順にまとめてある。 

Ⅴ 経年比較：令和元年度に実施した「長岡市障害者生活実態調査」と比較を行い、

必要に応じて調査結果をまとめてある。 

Ⅵ 調査票・単純集計結果：本調査で用いた全調査票（Ａ票～Ｆ票）と、そのなかに

単純集計結果を記載してある。 

 

（２）集計結果の見方 

・各問の質問文は、省略したかたちで示してある。 

・属性と要約の各問の番号については、Ａ票・Ｂ票・Ｃ票を「問○」のかたちで共通で

示し、Ｄ票、Ｅ票を「Ｄ問○」「Ｅ問○」、Ｆ票のうち共通回答項目（Ⅰ）を「Ｆ問○」、

個別回答項目（Ⅱ）を「Ｆ-1 問○～Ｆ-５問○」として、調査結果（調査対象者別）

の各問の番号については、「問○」で統一して示してある。 

・経年比較については、令和元年度を「Ｒ1」、今回を「Ｒ4」で統一して示してある。 

・回答者数に対する各選択肢の比率（％値）の小数点以下第 2 位を四捨五入しているた 

め、単数回答であっても合計は 100.0％にならないことがある。 
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・無回答、判読の困難な回答、もしくは単数のところを複数回答しているなどの無効回

答を「不明・無回答」として集計している。 

・各問の該当数を(n=  )のかたちで示してある。 

・Ａ票～Ｄ票の年齢階級の「10 歳代」には、18 歳と 19 歳の回答者が、また、在宅者調

査（Ａ票・Ｂ票・Ｃ票）の「60 歳以上」には、60 歳～64 歳の回答者が該当している。 

 



 

 

 

 

Ⅱ 回答者（調査対象者）の属性 
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１ 在宅者 

在宅者調査の対象者（Ａ票-身体障害者手帳所持者、Ｂ票－療育手帳所持者、Ｃ票－精神

保健福祉手帳所持者）である回答者の属性（年齢、障害の状態、障害者手帳の交付状況）

は、（１）～（３）のとおりである。Ａ票、Ｂ票、Ｃ票の回答者を合わせて全体として集計

し、各票の回答をクロス集計のかたちで示している。 

 

（１）年齢（問１）  

全体の傾向：割合の高い順に、｢50 歳代｣｢40 歳代｣｢30 歳代｣｢20 歳代｣｢60 歳代｣｢10 歳代｣

である。 

身体障害者：｢50 歳代｣は 35.4%、｢60 歳代｣は 30.1%である。高齢層が多い。 

知的障害者：｢20 歳代｣は 33.2%、｢30 歳代｣は 23.9%、｢40 歳代｣は 20.2%である。若年層

が多い。  

精神障害者：｢40 歳代｣は 27.7%、｢50 歳代｣は 23.1%、｢30 歳代｣は 21.4%である。中年層

が多い。 

 

2.2 

4.5 

0.4 

2.3 

13.6 

33.2 

7.7 

17.4 

21.4 

23.9 

9.5 

17.8 

27.7 

20.2 

15.4 

20.9 

23.1 

14.6 

35.4 

25.0 

11.4 

3.4 

30.1 

15.8 

0.5 

0.3 

1.5 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅱ－１ 年齢

１０

歳代

２０

歳代

３０

歳代

４０

歳代

５０

歳代

６０

歳代

不明・

無回答
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（２）障害の状態（問２）  

身体障害者－(1)障害種別：｢肢体不自由｣は 49.5%、｢内部障害（内臓や呼吸器など）｣は

31.4%で合わせると 8 割を超える。以下、｢聴覚障害・平衡機

能障害｣は 11.0%、｢視覚障害｣は 9.0%、｢音声・言語・そしゃ

く機能障害｣は 6.6%、｢その他｣は 6.2%である。 

 

9.0%

11.0%

6.6%

49.5%

31.4%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

視覚障害

聴覚障害・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由

内部障害（内臓や呼吸器など）

その他

図表Ⅱ－２ 身体障害者の障害の状態 （１）障害種別

（複数回答：ｎ＝455）

 

 

身体障害者－(2)障害等級：｢1 級｣は 34.1%で割合が最も高く、以下、｢2 級｣は 18.9%、｢4

級｣は 16.9%、｢3 級｣は 14.3%、｢5 級｣は 8.1%、｢6 級｣は 6.2%

である。 

1 級～3 級と 4 級～6 級の割合は、67.3%と 31.2%である。重度

者（1 級と 2 級）と非重度者（3 級～6 級）の割合は、53.0%

と 45.5%である。 

１級

34.1%

２級

18.9%

３級

14.3%

４級

16.9%

５級

8.1%

６級

6.2%

不明・無回答

1.5%

図表Ⅱ－３ 身体障害者の障害の状態

（２）障害等級（ｎ＝455）
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知的障害者－障害等級：療育手帳｢Ａ｣は 32.9%、｢Ｂ｣は 63.9%である。 

 

Ａ

32.9%

Ｂ

63.9%

不明・無回答

3.2%

図表Ⅱ－４ 知的障害者の障害の状態

－障害等級（ｎ＝377）

 

 

精神障害者－障害等級：｢2 級｣は 83.7%。最重度の｢1 級｣は 4.6%、｢3 級｣は 10.0%である。 

 

１級

4.6%

２級

83.7%

３級

10.0%

不明・無回答

1.7%

図表Ⅱ－５ 精神障害者の障害の状態

－障害等級（ｎ＝411）
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（３）障害者手帳の交付状況（問３）  

身体障害者：｢ほかの手帳は持っていない｣は 85.9%である。 

｢療育手帳｣と回答した重複障害者は 6.8%、｢精神障害者保健福祉手帳｣と回

答した重複障害者は 1.1%である。 

 

6.8%

1.1%

85.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

ほかの手帳は持っていない

図表Ⅱ－６ 身体障害者のほかの障害者手帳の交付状況

（複数回答：ｎ＝455）

 

 

知的障害者：｢ほかの手帳は持っていない｣は 77.2%である。 

｢身体障害者手帳｣と回答した重複障害者は 13.5%、｢精神障害者保健福祉手

帳｣と回答した重複障害者は 4.8%である。 

 

13.5%

4.8%

77.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

ほかの手帳は持っていない

図表Ⅱ－７ 知的障害者のほかの障害者手帳の交付状況

（複数回答：ｎ＝377）
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精神障害者：｢ほかの手帳は持っていない｣は 86.6%である。  

｢身体障害者手帳｣と回答した重複障害者は 9.0%、｢療育手帳｣と回答した 

重複障害者は 2.4%である。 

 

9.0%

2.4%

86.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者手帳

療育手帳

ほかの手帳は持っていない

図表Ⅱ－８ 精神障害者のほかの障害者手帳の交付状況

（複数回答：ｎ＝411）
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２ 施設入所者  

施設入所者調査の対象者（Ｄ票-障害者施設入所者）である回答者の属性（年齢、障害者

手帳の交付状況、障害の状態）は、（１）～（３）のとおりである。 

 

（１）年齢（Ｄ問１）  

｢65 歳以上｣の割合は 38.8%と最も高く、以下、｢50 歳代｣は 26.5%、｢40 歳代｣は 14.3%、

｢60 歳～64 歳｣は 13.3%、｢30 歳代｣は 6.1%、｢20 歳代｣は 1.0%、｢10 歳代｣は回答がな

い。 

 

１０歳代

0.0%

２０歳代

1.0%

３０歳代

6.1%

４０歳代

14.3%

５０歳代

26.5%

６０歳～６４歳

13.3%

６５歳以上

38.8%

図表Ⅱ－９ 年齢（n=98）
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（２）障害者手帳の交付状況（Ｄ問２）  

｢療育手帳｣は 68.4%、｢身体障害者手帳｣は 49.0%、｢精神障害者保健福祉手帳｣は 4.1%

である。  

 

49.0%

68.4%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

図表Ⅱ－１０ 障害者手帳の交付状況（複数回答：n=98）

 

 

（３）障害の状態－障害種別と障害等級（Ｄ問３）  

｢療育手帳Ａ｣は 45.9%、｢身体障害者手帳総合等級１～３級｣は 42.9%、｢療育手帳Ｂ｣

は 16.3%、｢身体障害者手帳総合等級４～６級｣は 5.1%、｢精神障害者保健福祉手帳１～

３級｣は 2.0%である。 

 

42.9%

5.1%

45.9%

16.3%

2.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

身体障害者手帳総合等級１～３級

身体障害者手帳総合等級４～６級

療育手帳Ａ

療育手帳Ｂ

精神障害者保健福祉手帳1級～３級

図表Ⅱ－１１ 障害の状態－障害種別と障害等級（複数回答：n=98）
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３ 高齢者  

高齢者調査の対象者（Ｅ票-65 歳以上の高齢者）である回答者の属性（年齢、障害者手

帳の交付状況、障害者手帳の等級）は、（１）～（３）のとおりである。 

（１）年齢（Ｅ問１）  

｢70 歳代｣の割合は 44.6%と最も高く、以下、｢80 歳代｣は 26.2%、｢65 歳～69 歳｣は

22.0%、｢90 歳以上｣は 5.9%である。 

 

６５歳～６９歳

22.0%

７０歳代

44.6%

８０歳代

26.2%

９０歳以上

5.9%

不明・無回答

1.3%

図表Ⅱ－１２ 年齢（n=305）

 

 

（２）障害者手帳の交付状況（Ｅ問２）  

｢身体障害者手帳｣は 64.9%、｢精神障害者保健福祉手帳｣は 25.6%、｢療育手帳｣は 10.5%

である。  

 

64.9%

10.5%

25.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

図表Ⅱ－１３ 障害者手帳の交付状況（複数回答：n=305）
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（３）障害の状態－障害種別と障害等級（Ｅ問３）  

｢身体障害者手帳総合等級１～３級｣は 43.3%、｢身体障害者手帳総合等級４～６級｣

は 26.2%、｢精神障害者保健福祉手帳１～３級｣は 22.0%、｢療育手帳Ｂ｣は 6.6%、｢療育

手帳Ａ｣は 6.2%である。 

 

43.3%

26.2%

6.2%

6.6%

22.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

身体障害者手帳総合等級１～３級

身体障害者手帳総合等級４～６級

療育手帳Ａ

療育手帳Ｂ

精神障害者保健福祉手帳1級～３級

図表Ⅱ－１４ 障害の状態－障害種別と障害等級（複数回答：n=305）
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４ 障害児  

障害児調査の対象者（Ｆ票-18 歳未満）である回答者の属性（年齢、障害者手帳の交付

状況、障害者手帳の等級）は、（１）～（２）のとおりである。 

 

（１）年齢（Ｆ問１）  

就学前児童：｢5 歳｣は 44.4%、｢4 歳｣は 22.2%、｢3 歳｣と｢6 歳｣はともに 16.7%である。 

 

16.7 22.2 44.4 16.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童(n=18)   

図表Ⅱ－１５ 年齢

３歳 ４歳 ５歳 ６歳

 

 

小学校段階：｢8 歳｣は 26.9%、「7 歳」は 15.4%、｢9 歳｣と「11 歳」はともに 13.5%、「6

歳」は 11.5%、｢10 歳｣と「12 歳」はともに 9.6%である。 

 

11.5 15.4 26.9 13.5 9.6 13.5 9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校段階(n=52) 

図表Ⅱ－１６ 年齢

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳

 

 

中学校段階：｢13 歳｣は 34.1%、｢12 歳｣は 27.3%、「14 歳」は 20.5%、「15 歳」は 18.2%で

ある。 

 

27.3 34.1 20.5 18.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校段階(n=44) 

図表Ⅱ－１７ 年齢

１２歳 １３歳 １４歳 １５歳
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高等学校段階：｢16 歳｣は 42.2%、｢17 歳｣は 35.6%、｢15 歳｣は 17.8%、｢14 歳｣と｢18 歳｣

はともに 2.2%である。 

 

2.2 17.8 42.2 35.6 2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高等学校段階(n=45)   

図表Ⅱ－１８ 年齢

１４歳 １５歳 １６歳 １７歳 １８歳

 

 

義務教育修了未就学：｢16 歳｣は 66.7%、｢15 歳」は 33.3%である。 

 

33.3 66.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

図表Ⅱ－１９ 年齢

１５歳 １６歳
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（２）障害の状態－障害種別と障害等級（Ｆ問２）  

全体の傾向：「療育手帳Ｂ」は 58.0%、｢療育手帳Ａ｣は 35.2%、「身体障害者手帳総合等級

１～３級」は 11.1%、「精神障害者保健福祉手帳１～３級」は 4.3%である。 

就学前児童：｢療育手帳Ｂ｣は 61.1%、｢療育手帳Ａ｣は 22.2%である。 

小学校段階：｢療育手帳Ｂ｣と｢療育手帳Ａ｣はともに 46.2%、「身体障害者手帳総合等級１

～３級」は 17.3%である。 

中学校段階：｢療育手帳Ｂ｣は 52.3%、｢療育手帳Ａ｣は 43.2%である。 

高等学校段階：｢療育手帳Ｂ｣は 75.6%、｢療育手帳Ａ｣は 22.2%である。 

義務教育修了未就学：｢療育手帳Ｂ｣は 66.7%、「精神障害者保健福祉手帳１～３級」は

33.3%である。 

 

0.0 

2.2 

2.3 

7.7 

5.6 

4.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

66.7 

75.6 

52.3 

46.2 

61.1 

58.0 

0.0 

22.2 

43.2 

46.2 

22.2 

35.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.6 

0.6 

0.0 

8.9 

6.8 

17.3 

11.1 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=162) 

図表Ⅱ－２０ 障害者手帳の交付状況（複数回答）

身体障害者手帳総合等級1～3級 身体障害者手帳総合等級4～6級

療育手帳A 療育手帳B

精神障害者保健福祉手帳1～3級 障害者福祉は持っていない

 

 



 

 

 

 

Ⅲ 調査結果の要約 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

Ａ票・Ｂ票・Ｃ票 

Ｄ票・Ｅ票 
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１ 生活の場について  

在宅者調査及び高齢者調査では、１）住居形態、２）暮らしの場の変更、３）暮らした

い場所、４）世帯構成、５）同居者の変更、６）暮らしたい者、７）平日の昼間に過ごし

ている場所、８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所、９）昼間の過ごし方

- (2)昼間に利用したいサービスや支援についてたずねた。 

施設入所者調査では、１）入所施設の種類、２）施設入所と退所の意向、３）施設に入

所して暮らしたい理由、４）施設入所で昼間利用したいサービスや支援、５）施設を退所

して暮らしたい場所、６）施設を退所しない・できない理由、７）施設を退所して昼間過

ごしたい場所、８）施設を退所して昼間利用したいサービスや支援についてたずねた。 

 

（１）在宅者 

１）住居形態（問４） 

現在、どこで暮らしているかをたずねた。  

全体の傾向：｢自分または家族の持ち家｣は、72.9%である。  

身体障害者：｢自分または家族の持ち家｣は、81.5%である。  

知的障害者：｢自分または家族の持ち家｣は、69.5%である。 

精神障害者：｢自分または家族の持ち家｣は、66.4%、｢民間の賃貸アパート・マンション、

借家｣は 18.2%である。 

66.4 

69.5 

81.5 

72.9 

18.2 

6.9 

11.2 

12.2 

4.6 

5.8 

2.0 

4.0 

4.9 

11.9 

0.9 

5.6 

4.9 

5.0 

2.4 

4.0 

1.0 

0.8 

2.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－１ 住居形態

自分または

家族の持ち家

（一戸建て、

分譲マンション

など）

民間の

賃貸アパート

・マンション、

借家

市営住宅、

県営住宅

グループ

ホーム

その他 不明・

無回答
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２）暮らしの場の変更（問５） 

現在の暮らしの場を変えたいかをたずねた。  

全体の傾向：｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、78.2%である。  

身体障害者：｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、82.4%である。  

知的障害者：｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、80.6%である。 

精神障害者：｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、71.3%、｢現在の暮らしの場を変え

たい｣は 25.1%である。 

25.1 

16.7 

14.9 

18.8 

71.3 

80.6 

82.4 

78.2 

3.6 

2.7 

2.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－２ 暮らしの場の変更

現在の暮らしの場を変えたい 現在の暮らしの場を変えたくない

不明・無回答
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３）暮らしたい場所（問６） 

 問５で「現在の暮らしの場を変えたい」と回答した人に、今後、どこで暮らしたいか

をたずねた。  

全体の傾向：｢民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、34.2%、「自分または家族の

持ち家｣は、24.4%である。  

身体障害者：｢自分または家族の持ち家｣は、36.8%、｢民間の賃貸アパート・マンション、

借家｣は、23.5%である。  

知的障害者：｢グループホーム｣ は、38.1%、｢民間の賃貸アパート・マンション、借家｣

は、30.2%である。 

精神障害者：｢民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、43.7%、｢自分または家族の

持ち家｣は、20.4%である。 

20.4 

17.5 

36.8 

24.4 

43.7 

30.2 

23.5 

34.2 

10.7 

6.3 

10.3 

9.4 

11.7 

38.1 

10.3 

18.4 

9.7 

4.8 

11.8 

9.0 

3.9 

3.2 

7.4 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=103)   

知的障害者(n=63)   

身体障害者(n=68) 

全体 (n=234) 

図表Ⅲ－３ 暮らしたい場所

自分または

家族の持ち家

（一戸建て、

分譲マンション

など）

民間の

賃貸アパート

・マンション、

借家

市営住宅、

県営住宅

グループ

ホーム、

その他 不明・

無回答
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４）世帯構成（問７） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。  

全体の傾向：｢家族｣は、77.2%である。  

身体障害者：｢家族｣は、80.4%である。  

知的障害者：｢家族｣は、77.5%である。 

精神障害者：｢家族｣は、73.5%、｢自分ひとり｣は、18.7%である。 

18.7 

7.4 

14.1 

13.6 

73.5 

77.5 

80.4 

77.2 

6.3 

13.5 

3.7 

7.6 

1.5 

1.6 

1.8 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－４ だれと暮らしている

自分ひとり 家族 その他 不明・無回答

 

 

５）同居者の変更（問８） 

現在の同居者を変えたいかをたずねた。  

全体の傾向：｢現在の同居者を変えたくない｣は、82.8%である。  

身体障害者：｢現在の同居者を変えたくない｣は、85.7%である。  

知的障害者：｢現在の同居者を変えたくない｣は、85.1%である。 

精神障害者：｢現在の同居者を変えたくない｣は、77.4%、｢現在の同居者を変えたい｣が

18.7%である。 

18.7 

9.8 

11.2 

13.3 

77.4 

85.1 

85.7 

82.8 

3.9 

5.0 

3.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－５ 同居者の変更

現在の同居者を変えたい 現在の同居者を変えたくない 不明・無回答
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６）暮らしたい者（問９） 

問８で「現在の同居者を変えたい」と回答した人に、今後、だれと暮らしたいかをた

ずねた。  

全体の傾向：｢自分ひとりで暮らしたい｣は、47.3%である。  

身体障害者：｢自分ひとりで暮らしたい｣は、41.2%である。  

知的障害者：｢自分ひとりで暮らしたい｣は、45.9%である。 

精神障害者：｢自分ひとりで暮らしたい｣は、51.9%、｢家族と暮らしたい｣は、15.6%であ

る。 

51.9 

45.9 

41.2 

47.3 

15.6 

24.3 

25.5 

20.6 

24.7 

24.3 

29.4 

26.1 

7.8 

5.4 

3.9 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者(n=77)   

知的障害者(n=37)   

身体障害者(n=51) 

全体 (n=165) 

図表Ⅲ－６ 暮らしたい者

自分ひとりで暮らしたい 家族と暮らしたい その他 不明・無回答
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７）平日の昼間に過ごしている場所（問１０） 

現在、平日の昼間に主にどこで過ごしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢自宅｣は、39.0%、｢会社などの勤め先｣は、30.7%、｢障害者通所施設｣は、

21.6%、合わせると約 9 割を占める。 

身体障害者：｢会社などの勤め先｣は、45.9%、「自宅｣は、40.0%である。  

知的障害者：｢障害者通所施設｣は、48.8%、｢会社などの勤め先｣は、23.6%である。 

精神障害者：｢自宅｣は 57.4%と 3 障害のなかでは高く、｢会社などの勤め先｣は 20.4%と低

い。 

57.4 

17.8 

40.0 

39.0 

1.5 

1.1 

1.1 

1.2 

20.4 

23.6 

45.9 

30.7 

12.7 

48.8 

7.0 

21.6 

1.7 

1.6 

0.0 

1.0 

4.4 

4.8 

3.7 

4.3 

1.9 

2.4 

2.2 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－７ 平日の昼間に過ごしている場所

自宅 学校 会社など

の勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム

その他 不明・

無回答
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８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所（問１１（１）） 

  今後の昼間の過ごし方について、平日の昼間、主にどこで過ごしたいかをたずねた。 

全体の傾向：｢自宅｣は、35.3%、「会社などの勤め先｣は、34.4%、｢障害者通所施設｣は、

19.1%である。 

身体障害者：｢会社などの勤め先｣は、44.2%、｢自宅｣は、40.0%である。 

知的障害者：｢障害者通所施設｣は、43.8%、｢会社などの勤め先｣は、26.5%である。  

精神障害者：｢自宅｣は、48.2%、｢会社などの勤め先｣は 30.7%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

 

８）昼間の過ごし方-(2)昼間に利用したいサービスや支援（問１１（２）） 

 今後、昼間どのようなサービスや支援が必要かを複数回答でたずねた。 

全体の傾向：｢サービスや支援は必要ない｣が 42.8%で最も多い。以下、10%以上の回答の

あったものを上位からあげると次の 5 項目である。 

｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣

(21.3%)、 

｢将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身につけたい｣(13.3%)、 

｢社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作活動などをし

たい｣(12.5%)、 

｢ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもら

いたい｣(12.2%)、 

｢介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期

間、施設に入所したい｣(10.9%)である。 

身体障害者：｢サービスや支援は必要ない｣は 61.5%である。そのほか上位 3 位をあげる

と、 

｢ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもら

いたい｣(9.7%)、 

｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣

(9.2%)、 

「出かけるときに、ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい」と｢介護を

してくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期間、施設

に入所したい｣が(8.4%)である。 

 

知的障害者： ｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣

は 35.5%である。そのほか上位 3 位をあげると、 

｢サービスや支援は必要ない｣(24.4%)、 

｢介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期

間、施設に入所したい｣(20.4%)、 

｢社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作活動などをし

たい｣(16.7%)である。 

 

精神障害者：｢サービスや支援は必要ない｣は 38.9%である。そのほか上位 3 位をあげる

と、 

｢将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身につけたい｣と｢障

害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣が

(21.7%)、 

｢ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもら

いたい｣(16.3%)である。 
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4.3%

12.2%

9.5%

3.1%

10.9%

8.8%

3.9%

13.3%

21.3%

12.5%

42.8%

5.7%

9.7%

8.4%

4.6%

8.4%

3.7%

4.8%

5.7%

9.2%

6.4%

61.5%

4.5%

10.9%

14.6%

2.1%

20.4%

13.5%

5.0%

13.3%

35.5%

16.7%

24.4%

2.7%

16.3%

6.1%

2.4%

5.1%

10.0%

1.9%

21.7%

21.7%

15.3%

38.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ホームヘルパーに

入浴や排せつなどの身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに

掃除・洗濯・調理・買い物などの

家事を支援してもらいたい

出かけるときに、

ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが

病気や用事があるときや

休養のため、短期間、

施設に入所したい

施設に通って、

生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、

施設に通って、

入浴や排せつ、食事の

介護などを受けたい

将来就職したいので、

施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、

簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅲ－９ 昼間の過ごし方 （２）昼間に利用したいサービスや支援（複数回答）

全体 (n=1,243) 身体障害者(n=455) 知的障害者(n=377)   精神障害者(n=411)   
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（２）施設入所者  

１）入所施設の種類（Ｄ問４） 

 現在、どこの障害者入所施設に入所しているかをたずねた。 

｢知的障害者入所施設｣は、66.3%、｢身体障害者入所施設｣は、30.6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）施設入所と退所の意向（Ｄ問５） 

 今後、どこで暮らしたいかをたずねた。 

｢施設に入所して暮らしたい｣は、83.7%、｢施設を退所して暮らしたい｣は、11.2%であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者

入所施設
30.6%

知的障害者

入所施設
66.3%

その他

1.0%

不明・無回答

2.0%

図表Ⅲ－１０ 入所施設の種類（n=98）

施設に入所して

暮らしたい
83.7%

施設を退所して

暮らしたい
11.2%

不明・無回答

5.1%

図表Ⅲ－１１ 施設入所と退所の意向(n=98)
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３）施設に入所して暮らしたい理由（Ｄ問６） 

 問５で「施設に入所して暮らしたい」と回答した人に、その理由を複数回答でたずね

た。 

｢安心して生活することができるから｣は、79.3%、｢自宅などで面倒をみてくれる家族

などがいないから｣は、46.3%、｢障害が重いから｣は、41.5%である。 

41.5%

79.3%

46.3%

17.1%

8.5%

9.8%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

障害が重いから

安心して生活することができるから

自宅などで面倒をみてくれる家族などがいないから

自宅などがバリアフリーになっていないから

自宅などで暮らしていくために必要なお金がないから

障害者のグループホームでどのような介護が受けられ

るかよくわからないから

その他

図表Ⅲ－１２ 施設に入所して暮らしたい理由（複数回答:n=82）
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４）施設入所で昼間利用したいサービスや支援（Ｄ問７） 

問５で「施設に入所して暮らしたい」と回答した人に、昼間どのようなサービスや支

援を利用したいかをたずねた。 

｢入浴や排泄、食事の介護を受けたい｣は、41.5%、｢施設のレクリエーションなどに参

加して、自由に過ごしたい｣は、29.3%、｢自立した生活ができるように、施設の中で体の

機能訓練や生活するために必要な訓練をしたい｣は、4.9%である。（不明・無回答は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入浴や排せつ、

食事の介護を受

けたい, 41.5%

自立した生活がで

きるように、施設

の中で体の機能

訓練や生活する

ために必要な訓

練をしたい, 4.9%

将来就職したい

ので、技術や知識

を身につけたい, 

0.0%

施設のレクリエー

ションなどに参加

して、自由に過ご

したい, 29.3%

その他, 2.4%

不明・無回答, 

22.0%

図表Ⅲ－１３ 施設入所で昼間利用したいサービスや支援

(n=82)
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５）施設を退所して暮らしたい場所（Ｄ問８） 

 問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、どこで暮らしたいかをたずね

た。  

｢自分や家族の持ち家｣は、45.5%、｢障害者のグループホーム｣は、27.3%、「市営住宅、

県営住宅」と｢その他｣は、9.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の持ち

家（一戸建て、分譲

マンションなど）

45.5%

民間の賃貸アパー

ト・マンション
0.0%

市営住宅、

県営住宅
9.1%

障害者のグループ

ホーム
27.3%

その他

9.1%

不明・無回答

9.1%

図表Ⅲ－１４ 施設を退所して暮らしたい場所(n=11)
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６）施設を退所しない・できない理由（Ｄ問９） 

問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、施設を退所しない、または退

所できない理由を複数回答でたずねた。 

｢安心して生活することができないから｣は、45.5%、｢障害が重いから｣と｢自宅などで

面倒をみてくれる家族などがいないから｣と｢家族の同意が得られないから｣は、27.3%で

ある。 

27.3%

45.5%

27.3%

9.1%

9.1%

18.2%

27.3%

9.1%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

障害が重いから

安心して生活することが

できないから

自宅などで面倒をみてくれる

家族などがいないから

自宅などがバリアフリーになって

いないから

自宅などで暮らしていくために

必要なお金がないから

障害者のグループホームで

どのような介護が受けられるかよくわからないから

家族の同意が得られないから

家族などに悪いから

その他

図表Ⅲ－１５ 施設を退所しない・できない理由（複数回答:n=11）
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７）施設を退所して昼間過ごしたい場所（Ｄ問１０） 

問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、昼間、主にどこで過ごしたい

かをたずねた。  

｢自宅｣は、36.4%、｢障害者通所施設｣は、27.3%、｢障害者のグループホーム｣は、18.2%

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅

36.4%

学校

0.0%

会社などの勤め先

0.0%
障害者通所施設

27.3%

障害者のグループ

ホーム
18.2%

その他

9.1%

不明・無回答

9.1%

図表Ⅲ－１６ 施設を退所して昼間過ごしたい場所(n=11)
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８）施設を退所して昼間利用したいサービスや支援（Ｄ問１１） 

問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、昼間、どのようなサービスや

支援が必要かを複数回答でたずねた。 

「介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期間、施設に

入所したい」は、45.5%、｢介護が必要なので、施設に通って、入浴や排せつ、食事の介

護などを受けたい｣と｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流を

したい｣は、36.4%である。 

27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

45.5%

27.3%

36.4%

9.1%

36.4%

27.3%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ホームヘルパーに入浴や排せつなどの

身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・

買い物などの家事を支援してもらいたい

出かけるときに、ガイドヘルパーに付き添ってもらい

たい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや

休養のため、短期間、施設に入所したい

施設に通って、生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、施設に通って、

入浴や排せつ、食事の介護などを受けたい

将来就職したいので、施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅲ－１７ 施設を退所して昼間利用したいサービスや支援

（複数回答:n=11）
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（３）高齢者  

１）住居形態（Ｅ問４） 

現在、どこで暮らしているかをたずねた。  

｢自分または家族の持ち家｣は、64.9%、「その他」は、15.4%、｢グループホーム｣は、9.2%

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）暮らしの場の変更（Ｅ問５） 

現在の暮らしの場を変えたいかをたずねた。  

｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、83.0%、｢現在の暮らしの場を変えたい｣は、

12.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の暮らしの

場を変えたい

12.1%

現在の暮らしの

場を変えたくな
い 83.0%

不明・無回答

4.9%

図表Ⅲ－19 暮らしの場の変更(n=305)
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３）暮らしたい場所（Ｅ問６） 

問５で「現在の暮らしの場を変えたい」と回答した人に、今後、どこで暮らしたいか

をたずねた。  

｢自分または家族の持ち家｣は、29.7%、｢グループホーム｣は、21.6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）世帯構成（Ｅ問７） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。  

｢家族｣は、56.1%、｢自分ひとり｣と「その他」は、20.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分または

家族の持ち家

（一戸建て、
分譲マンション

など） 29.7%

民間の

賃貸アパート

・マンション、
借家 13.5%

市営住宅、

県営住宅 16.2%

グループ

ホーム 21.6%

その他 16.2%

不明・

無回答 2.7%

図表Ⅲ－２０ 暮らしたい場所(n＝37)

自分ひとり

20.0%

家族 56.1%

その他 20.0%

不明・無回答
3.9%

図表Ⅲ－２１ だれと暮らしている(n=305)
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５）同居者の変更（Ｅ問８） 

現在の同居者を変えたいかをたずねた。  

｢現在の同居者を変えたくない｣は、79.3%、｢現在の同居者を変えたい｣は、7.5%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）暮らしたい者（Ｅ問９） 

問８で「現在の同居者を変えたい」と回答した人に、今後、だれと暮らしたいかをた

ずねた。  

｢家族と暮らしたい｣は、47.8%、｢自分ひとりで暮らしたい｣は、30.4%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の同居者

を変えたい
7.5%

現在の同居者

を変えたくない
79.3%

不明・無回答

13.1%

図表Ⅲ－２２ 同居人の変更(n=305)

自分ひとりで

暮らしたい
30.4%

家族と暮らし

たい 47.8%

その他 21.7%

図表Ⅲ－２３ 暮らしたい者(n=23)
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７）平日の昼間に過ごしている場所（Ｅ問１０） 

現在、平日の昼間に主にどこで過ごしているかをたずねた。 

｢自宅｣は、64.6%と最も高く、｢障害者通所施設｣は、7.5%、｢グループホーム｣は、3.9%

である。 

【経年比較】 

経年で比較してみると、｢自宅｣と｢障害者通所施設｣は変化がなく、｢グループホーム｣は

1 ポイントほど低い。 

64.6%

64.2%

0.0%

0.0%

2.0%

2.4%

7.5%

7.4%

3.9%

3.1%

17.7%

18.8%

4.3%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4  高齢者

(n=305)

R1  高齢者

(n=841)

図表Ⅲ－２４ 平日の昼間に過ごしている場所

自宅 学校 会社など

の勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム

その他 不明・

無回答

 

 

８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所（Ｅ問１１（１）） 

今後の昼間の過ごし方について、平日の昼間、主にどこで過ごしたいかをたずねた。 

｢自宅｣は、64.3%と最も高く、｢障害者通所施設｣と｢グループホーム｣は、6.2%である。 

【経年比較】 

経年で比較してみると、｢自宅｣と｢障害者通所施設｣は変化がなく、｢グループホーム｣は

2 ポイントほど高い。 

64.3%

64.9%

0.0%

0.0%

1.6%

2.1%

6.2%

6.5%

6.2%

3.8%

4.6%

5.5%

10.5%

11.9%

6.6%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4  高齢者

(n=305)

R1  高齢者

(n=841)

図表Ⅲ－２５ 昼間の過ごし方 （１）平日の昼間に過ごしたい場所

自宅 学校 会社など

の勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム

障害者

入所施設

その他 不明・

無回答
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９）昼間の過ごし方- (2)昼間に利用したいサービスや支援（Ｅ問１１（２）） 

今後、昼間どのようなサービスや支援が必要かを複数回答でたずねた。 

｢サービスや支援は必要ない｣は、31.1%、「ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い

物などの家事を支援してもらいたい｣は、15.7%、「介護が必要なので、施設に通って、入

浴や排せつ、食事の介護などを受けたい」は、14.8%、｢介護をしてくれる家族などが病

気や用事があるときや休養のため、短期間、施設に入所したい｣は、13.8%、｢障害者施設

などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣は、12.8%である。 

9.5%

15.7%

8.5%

8.5%

13.8%

7.2%

14.8%

2.0%

12.8%

9.5%

31.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

ホームヘルパーに入浴や排せつなどの

身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・

買い物などの家事を支援してもらいたい

出かけるときに、ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや

休養のため、短期間、施設に入所したい

施設に通って、生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、施設に通って、

入浴や排せつ、食事の介護などを受けたい

将来就職したいので、施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作的

活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅲ－２６ 昼間に利用したいサービスや支援（複数回答:n=305）
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２ 文化・スポーツについて  

在宅者調査、施設入所者調査及び高齢者調査では、１）芸術・文化活動の実施、２）ス

ポーツ活動の実施、３）スポーツの頻度、４）スポーツをしたい希望意志についてたずね

た。 

 

（１）在宅者 

１）芸術・文化活動の実施（問１２） 

   現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

全体の傾向：｢している｣は、62.3%、「したいと思うが、していない」は、22.8%、｢した

いと思わない｣は、12.5%である。 

身体障害者：｢している｣は、63.1%、「したいと思うが、していない」は、26.6%、｢した

いと思わない｣は、7.9%である。 

知的障害者：｢している｣は、58.9%、「したいと思うが、していない」は、22.8%、｢した

いと思わない｣は、15.9%である。 

精神障害者：｢している｣は、64.5%、「したいと思うが、していない」は、18.5%、｢した

いと思わない｣は、14.4%である。 

 

64.5 

58.9 

63.1 

62.3 

18.5 

22.8 

26.6 

22.8 

14.4 

15.9 

7.9 

12.5 

2.7 

2.4 

2.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－２７ 芸術・文化活動

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・無回答
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２）スポーツ活動の実施（問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢している｣は、13.0%、｢していない｣は、84.7%である。 

身体障害者：｢している｣は、12.5%、｢していない｣は、85.7%である。 

知的障害者：｢している｣は、13.0%、｢していない｣は、83.8%である。 

精神障害者：｢している｣は、13.4%、｢していない｣は、84.4%である。 

13.4 

13.0 

12.5 

13.0 

84.4 

83.8 

85.7 

84.7 

2.2 

3.2 

1.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－２８ スポーツ活動

している していない 不明・

無回答
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３）スポーツ活動の頻度（問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

全体の傾向：｢週に２～３回｣は、27.3%、｢週に１回｣は、22.4%、｢ほぼ毎日｣は、18.0%

である。 

身体障害者：｢週に２～３回｣は、36.8%、「週に１回」は、24.6%、「月に１回｣は、10.5%

である。 

知的障害者：｢ほぼ毎日｣は、24.5%、「週に２～３回」と｢週に１回｣と「月に２～３回」

は、18.4%である。３障害では「ほぼ毎日」の割合が最も高い。 

精神障害者：｢週に２～３回｣は、25.5%、「週に１回」は、23.6%、「ほぼ毎日｣は、21.8%

である。 

21.8 

24.5 

8.8 

18.0 

25.5 

18.4 

36.8 

27.3 

23.6 

18.4 

24.6 

22.4 

12.7 

18.4 

8.8 

13.0 

7.3 

8.2 

10.5 

8.7 

9.1 

6.1 

8.8 

8.1 

0.0 

6.1 

1.8 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=55)   

知的障害者(n=49)   

身体障害者(n=57) 

全体 (n=161) 

図表Ⅲ－２９ スポーツ活動の頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不明・無回答
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４）スポーツ活動をしたい希望意志（問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

全体の傾向：｢したいと思う｣は、45.9%、｢したいと思わない｣は、52.8%である。 

身体障害者：｢したいと思う｣は、46.4%、｢したいと思わない｣は、52.3%である。 

知的障害者：｢したいと思う｣は、41.8%、｢したいと思わない｣は、56.6%である。３障害

では「したいと思わない」の割合が最も高い。 

精神障害者：｢したいと思う｣は、49.0%、｢したいと思わない｣は、49.9%である。 

49.0 

41.8 

46.4 

45.9 

49.9 

56.6 

52.3 

52.8 

1.2 

1.6 

1.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=347)   

知的障害者(n=316)   

身体障害者(n=390) 

全体 (n=1,053) 

図表Ⅲ－３０ スポーツ活動の希望意志

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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（２）施設入所者 

１）芸術・文化活動の実施（Ｄ問１２） 

   現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

｢している｣は、48.0%、「したいと思うが、していない」は、25.5%、｢したいと思わな

い｣は、18.4%である。 

48.0 25.5 18.4 8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設入所者(n=98)   

図表Ⅲ－３１ 芸術・文化活動

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答

 

 

２）スポーツ活動の実施（Ｄ問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

｢している｣は、9.2%、｢していない｣は、89.8%である。 

9.2 89.8 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設入所者(n=98)   

図表Ⅲ－３２ スポーツ活動

している していない 不明・

無回答

 

 

３）スポーツ活動の頻度（Ｄ問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

｢ほぼ毎日｣は、55.6%、「週に２～３回｣は、33.3%である。 

55.6 33.3 11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設入所者(n=9)   

図表Ⅲ－３３ スポーツ活動の頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 不明・無回答

※ 週に1回・月２～３回・月に１回・年に数回は、回答なし
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４）スポーツ活動をしたい希望意志（Ｄ問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

｢したいと思う｣は、27.3%、｢したいと思わない｣は、68.2%である。 

27.3 68.2 4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設入所者(n=88)   

図表Ⅲ－３４ スポーツ活動の希望意志

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答

 

 

（３）高齢者 

１）芸術・文化活動の実施（Ｅ問１２） 

   現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

｢している｣は、35.4%、「したいと思うが、していない」は、29.5%、｢したいと思わな

い｣は、30.2%である。 

35.4 29.5 30.2 4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者(n=305) 

図表Ⅲ－３５ 芸術・文化活動

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答

 

 

２）スポーツ活動の実施（Ｅ問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

｢している｣は、7.2%、｢していない｣は、90.8%である。 

7.2 90.8 2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者(n=305) 

図表Ⅲ－３６ スポーツ活動

している していない 不明・

無回答
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３）スポーツ活動の頻度（Ｅ問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

｢ほぼ毎日｣と｢週に２～３回｣は、36.4%、｢週に１回｣は、18.2%である。 

36.4 36.4 18.2 4.5 

0.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者(n=22) 

図表Ⅲ－３７ スポーツ活動の頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回

 

 

４）スポーツ活動をしたい希望意志（Ｅ問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

｢したいと思う｣は、18.4%、｢したいと思わない｣は、76.9%である。 

18.4 76.9 4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者(n=277) 

図表Ⅲ－３８ スポーツ活動の希望意志

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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３ 就労について  

在宅者調査の対象者に、１）就労状況、２）就労継続できる理由、３）障害福祉サービ

スの利用、４）就労している人の就労形態、５）就労上で困っていること、６）職業訓練

系の障害福祉サービスの利用、７）就労していない人の就労意向、８）就労したい人の希

望職種、９）就労できない・したくない理由、１０）就労するために必要なことについて

たずねた。 

 

（１）在宅者 

１）就労状況（問１６） 

 現在、就労をしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢1 年以上継続して就労している｣は、33.3%、｢就労していないし、障害者

施設等へも通所していない｣は、32.5%、｢就労していないが、障害者施設

等へ通所している｣は、24.7%、｢過去 1 年の間に、就労した｣は、6.8%であ

る。 

身体障害者：｢1 年以上継続して就労している｣は、52.5%で、知的障害者・精神障害者に

比べて割合が高い。 

知的障害者：｢就労していないが、障害者施設等へ通所している｣ は、52.0%である。 

精神障害者：｢就労していないし、障害者施設等へも通所していない｣は、49.1%である。 

19.7 

24.9 

52.5 

33.3 

10.7 

4.5 

5.3 

6.8 

18.0 

52.0 

8.1 

24.7 

49.1 

14.9 

32.1 

32.5 

2.4 

3.7 

2.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－３９ 就労状況
１年以上

継続して

就労

している

過去１年

の間に、

就労した

就労して

いないが、

障害者

施設等へ

通所している

就労して

いないし、

障害者

施設等へも

通所していない

不明・

無回答
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２）就労継続できる理由（問１７） 

 問 16 で「1 年以上継続して就労している」と回答した人に、就労し続けている、ま 

たは、続けることができている理由を複数回答でたずねた。 

全体の傾向：｢生活のために働かなければならないから｣は、66.9%、｢仕事の内容が自分

に合っているから｣は、50.5%、「勤務時間が合っているから｣は、42.5%、｢仕

事にやりがいがあるから｣は、35.3%、｢職場の同僚との関係が良好だから｣

は、29.7%である。 

身体障害者：｢生活のために働かなければならないから｣は、72.0%、｢仕事の内容が自分

に合っているから｣は、46.4%である。「生活のために働かなければならな

いから｣は、知的障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

知的障害者：｢仕事の内容が自分に合っているから｣は、56.4%、｢生活のために働かなけ

ればならないから｣は、55.3%、｢仕事にやりがいがあるから｣が 41.5%であ

る。  

精神障害者：｢生活のために働かなければならないから｣は、65.4%、「勤務時間が合って

いるから｣は、58.0%、｢仕事の内容が自分に合っているから｣が 55.6%であ

る。 
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35.3%

50.5%

42.5%

29.7%

16.2%

6.8%

10.9%

66.9%

4.6%

1.0%

32.2%

46.4%

38.5%

25.9%

10.5%

1.3%

7.5%

72.0%

4.6%

0.8%

41.5%

56.4%

39.4%

34.0%

24.5%

14.9%

18.1%

55.3%

3.2%

1.1%

37.0%

55.6%

58.0%

35.8%

23.5%

13.6%

12.3%

65.4%

6.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

仕事にやりがいがあるから

仕事の内容が自分に合っているから

勤務時間が合っているから

職場の同僚との関係が良好だから

職場に相談できる人がいるから

福祉サービスの就労定着支援を利用しているから

給料や賃金が高いから

生活のために働かなければならないから

その他

特にない

図表Ⅲ－４０ 就労継続できる理由（複数回答）

全体 (n=414) 

身体障害者(n=239) 

知的障害者(n=94)   

精神障害者(n=81)   
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３）障害福祉サービスの利用（問１８） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」回答

した人に、就労するために障害者施設等で行う職業訓練系の障害福祉サービスの利用を

たずねた。 

全体の傾向：｢利用していない｣は、74.7%、｢利用した｣は、20.6%である。 

身体障害者：｢利用していない｣は、91.3%、｢利用した｣は、6.5%である。「利用していな

い｣は、知的障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

知的障害者：｢利用していない｣と｢利用した｣ともに、44.1%である。  

精神障害者：｢利用していない｣は、67.2%、｢利用した｣は、29.6%である。 

29.6 

44.1 

6.5 

20.6 

67.2 

44.1 

91.3 

74.7 

3.2 

11.7 

2.3 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=125)   

知的障害者(n=111)   

身体障害者(n=263) 

全体 (n=499) 

図表Ⅲ－４１ 障害福祉サービスの利用

利用した 利用していない 不明・

無回答
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４）就労している人の就労形態（問１９） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、どのような仕事をしているかをたずねた。  

全体の傾向：｢会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト｣は、50.3%、

「会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣は、33.5%、｢自営業｣は、

4.6%である。これらを合わせると 88.4%を占める。 

身体障害者：｢会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣は、47.1%で、知的障害者・

精神障害者に比べて割合が高い。 

知的障害者：｢会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト｣は、61.3%

である。一方、｢会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣は、18.0%

である。 

精神障害者：｢会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト｣は、69.6%

で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高い。 

1.6 

0.9 

7.6 

4.6 

0.8 

0.0 

1.1 

0.8 

0.8 

0.9 

0.4 

0.6 

18.4 

18.0 

47.1 

33.5 

69.6 

61.3 

36.5 

50.3 

6.4 

12.6 

4.6 

6.8 

2.4 

6.3 

2.7 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=125)   

知的障害者(n=111)   

身体障害者(n=263)

全体 (n=499) 

図表Ⅲ－４２ 就労している人の就労形態
自営業 家の仕事

（家業）の

手伝い

内職 会社や

役所などの

正社員・

正規職員、

会社役員

会社や

役所などの

臨時職員・

派遣社員・

パート・

アルバイト

その他 不明・

無回答
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５）就労上で困っていること（問２０） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、就労する上で困っていることはあるかを複数回答でたずねた。  

全体の傾向：｢特に困っていない｣は、37.9%、｢給料や賃金が少ない｣は、27.5%、「職場の

人とコミュニケーションが取れない」は、13.6%、「通勤が不便」は、11.8%、

「職場に相談できる人がいない」は、11.6%、「職場の人の理解がない」は、

11.4%である。  

身体障害者：｢特に困っていない｣は、46.0%、｢給料や賃金が少ない｣は、22.1%である。

「特に困っていない」は、知的障害者や精神障害者に比べて割合が高い。  

知的障害者：｢特に困っていない｣は、37.8%、｢給料や賃金が少ない｣は、24.3%である。 

精神障害者：｢給料や賃金が少ない｣は、41.6%、｢職場の人とコミュニケーションが取れ

ない｣は、25.6%、「特に困っていない｣は、20.8%である。 
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10.2%

27.5%

8.2%

7.4%

11.8%

11.4%

11.6%

13.6%

4.2%

9.0%

37.9%

7.6%

22.1%

7.6%

8.0%

8.7%

9.1%

7.6%

7.2%

7.2%

9.1%

46.0%

9.0%

24.3%

3.6%

3.6%

18.0%

10.8%

13.5%

15.3%

0.9%

3.6%

37.8%

16.8%

41.6%

13.6%

9.6%

12.8%

16.8%

18.4%

25.6%

0.8%

13.6%

20.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅲ－４３ 就労上で困っていること（複数回答）

全体 (n=499) 

身体障害者(n=263) 

知的障害者(n=111)   

精神障害者(n=125)   
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６）職業訓練系の障害福祉サービスの利用（問２１） 

 問 16 で「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、過

去に職業訓練系の障害福祉サービスの利用をたずねた。 

全体の傾向：｢利用しようと考えたことはない｣は、57.7%、｢利用したことはあるが、現

在は利用していない｣は、15.8%、｢利用しようと考えたことはあるが、特

に行動していない｣は、14.1%である。 

身体障害者：｢利用しようと考えたことはない｣は、76.0%、｢利用しようと考えたことは

あるが、特に行動していない｣は、11.0%、｢利用したことはあるが、現在

は利用していない｣は、6.8%である。「利用しようと考えたことはない」は、

知的障害者や精神障害者に比べて割合が高い。 

知的障害者：｢利用しようと考えたことはない｣は、42.9%、｢利用したことはあるが、現

在は利用していない｣は、33.9%、｢利用しようと考えたことはあるが、特

に行動していない｣は、10.7%である。 

精神障害者：｢利用しようと考えたことはない｣は、48.5%、｢利用したことはあるが、現

在は利用していない｣と｢利用しようと考えたことはあるが、特に行動して

いない｣は、17.3%である。 

 

17.3 

33.9 

6.8 

15.8 

8.4 

3.6 

1.4 

5.2 

17.3 

10.7 

11.0 

14.1 

48.5 

42.9 

76.0 

57.7 

8.4 

8.9 

4.8 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=202)   

知的障害者(n=56)   

身体障害者(n=146)   

全体 (n=404) 

図表Ⅲ－４４ 職業訓練系の障害福祉サービスの利用

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用にいたらなかった

利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない

利用しようと考えたことはない

不明・無回答
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７）就労していない人の就労意向（問２２） 

 問 16 で「就労していないが、障害者施設等へ通所している」または「就労していない

し、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、就労をしたいかをたずねた。 

全体の傾向：｢就労したいができない｣は、41.6%、｢就労したくない｣は、27.8%、｢就労し

たい｣は、19.1%である。 

身体障害者：｢就労したいができない｣は、44.8%、｢就労したくない｣は、29.0%、｢就労し

たい｣は、16.4%である。 

知的障害者：｢就労したいができない｣は、42.5%、｢就労したくない｣は、29.8%、｢就労し

たい｣は、18.3%である。 

精神障害者：｢就労したいができない｣は、38.8%、｢就労したくない｣は、25.4%、｢就労し

たい｣は、21.7%である。「就労したい」は、身体障害者や知的障害者に比

べて割合が高い。 

21.7 

18.3 

16.4 

19.1 

38.8 

42.5 

44.8 

41.6 

25.4 

29.8 

29.0 

27.8 

14.1 

9.5 

9.8 

11.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=276)   

知的障害者(n=252)   

身体障害者(n=183)   

全体 (n=711) 

図表Ⅲ－４５ 就労していない人の就労意向

就労したい 就労したいが

できない

就労

したくない

不明・

無回答
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８）就労したい人の希望職種（問２３） 

問 22 で「就労したい」と回答した人に、どのような内容の仕事をしたいと思うかを 

たずねた。 

全体の傾向：割合の高かったものを上位 4 位まであげると、｢生産工程｣は、28.7%、｢そ

の他｣は、25.0%、｢サービス業｣は、16.2%、｢専門的、技術的職業｣は、8.1%

である。 

身体障害者：｢その他｣は、30.0%、「生産工程｣は、26.7%、｢サービス業｣は、20.0%、｢医

療関係｣は、10.0%である。 

知的障害者：｢生産工程｣は、45.7%、「その他」は、26.1%、｢サービス業｣は、13.0%、｢営

業、販売｣は、8.7%である。 

精神障害者：｢その他｣は、21.7%、｢サービス業｣と「生産工程｣は、16.7%、｢専門的、技

術的職業｣は、15.0%である。 

1.7 

4.3 

3.3 

2.9 

11.7 

0.0 

6.7 

6.6 

6.7 

8.7 

0.0 

5.9 

0.0 

0.0 

10.0 

2.2 

15.0 

2.2 

3.3 

8.1 

16.7 

13.0 

20.0 

16.2 

16.7 

45.7 

26.7 

28.7 

21.7 

26.1 

30.0 

25.0 

10.0 

0.0 

0.0 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=60)   

知的障害者(n=46)   

身体障害者(n=30)   

全体 (n=136)   

図表Ⅲ－４６ 就労したい人の希望職種

農業、林業、漁業

一般事務

営業、販売

医療関係

専門的、技術的職業

サービス業（調理人、接客業、ビルや駐車場などの管理人、警備員、清掃業など）

生産工程（部品組み立てや仕分け作業、採掘・製造・建設作業、運輸・通信など）

その他

不明・無回答

 

 

 

 



65 

 

９）就労できない・したくない理由（問２４） 

問 22 で「就労したいができない」または「就労したくない」と回答した人に、その理

由をたずねた。 

全体の傾向：｢障害が重いから｣は、33.2%、「働く自信がないから｣は、31.4%、合わせる

と 64.6%である。3 位以下の割合は低く、「希望の職種がないから」は、5.3%、

「通勤手段がない、通勤が困難だから」と｢家庭の事情｣は 4.9%である。 

身体障害者：｢働く自信がないから｣は、33.3%、「障害が重いから｣は、30.4%、「働く必要

がないから」は、7.4%で、知的障害者・精神障害者と比べて割合が高い。 

知的障害者：｢障害が重いから｣は、46.2%で、身体障害者・精神障害者と比べて割合が高

い。｢働く自信がないから｣は 20.3%である。 

精神障害者：｢働く自信がないから｣は、41.2%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合

が高い。「障害が重いから｣は、22.0%である。 

2.3 

7.7 

5.9 

5.3 

3.4 

4.9 

6.7 

4.9 

0.0 

1.1 

0.0 

0.4 

1.7 

1.6 

0.0 

1.2 

9.0 

2.2 

3.0 

4.9 

3.4 

0.0 

7.4 

3.2 

41.2 

20.3 

33.3 

31.4 

22.0 

46.2 

30.4 

33.2 

9.0 

8.2 

5.9 

7.9 

7.9 

7.7 

7.4 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=177)   

知的障害者(n=182)   

身体障害者(n=135)   

全体 (n=494)   

図表Ⅲ－４７ 就労できない・したくない理由

希望の職種がないから

通勤手段がない、通勤が困難だから

給料や賃金が安いから

職場環境が悪いから

家庭の事情（家事、結婚、育児、就学など）があるから

働く必要がないから

働く自信がないから（年齢や体力的な理由を含む）

障害が重いから

その他

不明・無回答
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１０）就労するために必要なこと（問２５） 

全員に、就労するために必要なことは何だと思うかをたずねた。 

全体の傾向：｢職場の人の理解、手助けが得られる環境｣は、27.0%、｢自分の能力に合っ

た仕事や勤務体制｣は、26.8%、「障害者施設での職業訓練」は、8.8%、｢職

業相談・職業紹介｣は、6.8%である。 

身体障害者：｢自分の能力に合った仕事や勤務体制｣は、32.3%で、知的障害者・精神障害

者に比べて割合が高い。「職場の人の理解、手助けが得られる環境｣は、

24.2%、「職業相談・職業紹介｣は、10.5%で、知的障害者・精神障害者に比

べて割合が高い。 

知的障害者：｢職場の人の理解、手助けが得られる環境｣は、29.2%で、身体障害者・精神

障害者に比べて割合が高い。｢障害者施設での職業訓練｣は、14.6%で、身

体障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

精神障害者：｢自分の能力に合った仕事や勤務体制｣は、28.2%、「職場の人の理解、手助

けが得られる環境」は、28.0%である。 

4.1 

5.6 

3.3 

4.3 

6.1 

3.2 

10.5 

6.8 

4.1 

5.6 

3.7 

4.4 

28.2 

18.6 

32.3 

26.8 

28.0 

29.2 

24.2 

27.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.9 

10.7 

14.6 

2.2 

8.8 

6.8 

4.2 

4.8 

5.3 

11.9 

19.1 

16.5 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－４８ 就労するために必要なこと

ハローワークなどの職業訓練 職業相談・職業紹介

職場への送迎通勤費用の助成 自分の能力に合った仕事や勤務体制

職場の人の理解、手助けが得られる環境 会社内の設備のバリアフリー化

障害者施設での職業訓練 その他

不明・無回答
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４ 介護保険サービスの利用について  

高齢者調査の対象者に、１）要介護認定の有無、２）介護保険サービスの利用状況、３）

利用している介護保険サービスについてたずねた。 

（１）高齢者 

１）要介護認定の有無（Ｅ問１６） 

介護保険の要介護認定を受けているかをたずねた。 

「受けていない」は、55.1%、要介護認定を受けている人の要介護度は、順に、｢要介

護１｣と｢要介護３｣は、6.6%、｢要支援２｣は、6.2%、「要介護２」は、5.9%、「要介護５」

は、5.2%、「要介護４」は、4.9%、｢要支援１｣は、4.3%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援１

4.3%

要支援２

6.2%

要介護１

6.6%

要介護２

5.9%

要介護３

6.6%

要介護４

4.9%

要介護５

5.2%

受けていない

55.1%

不明・無回答

5.2%

図表Ⅲ－４９ 要介護認定の有無(n=305)
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２）介護保険サービスの利用状況（Ｅ問１７） 

問 16 で要介護認定を受けていると回答した人に、介護保険サービスを利用しているか

をたずねた。 

「利用している」は、65.3%、「利用していない」は、23.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している

65.3%

利用していない

23.1%

不明・無回答

11.6%

図表Ⅲ－５０ 介護保険サービス利用状況(n=121)
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３）利用している介護保険サービス（Ｅ問１８） 

問 17 で介護保険サービスを利用していると回答した人に、どのような介護保険のサー

ビスを利用しているかを複数回答でたずねた。 

「通所サービス」は、53.2%、「福祉用具」は、44.3%、「訪問サービス」は、31.6%、「住

宅改修」は、24.1%、「ショートステイ」は、21.5%である。 

31.6%

53.2%

21.5%

44.3%

24.1%

6.3%

2.5%

0.0%

3.8%

3.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

訪問サービス

通所サービス

ショートステイ

福祉用具

住宅改修

有料老人ホーム等

定期巡回訪問

認知症グループホーム

小規模多機能型介護

介護予防サービス

その他

図表Ⅲ－５１ 利用している介護保険サービス（複数回答：n=79）
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５ 入院・通院について  

在宅者調査及び高齢者調査の対象者に、１）入院・通院の状況、２）通院頻度について

たずねた。 

 

（１）在宅者 

１）入院・通院の状況（問２６） 

現在、入院や通院をしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢通院している｣は、75.5%、｢入院も通院もしていない｣は、19.1%である。 

身体障害者：｢通院している｣は、82.4%、｢入院も通院もしていない｣は、13.6%である。  

知的障害者：｢通院している｣は、54.9%、｢入院も通院もしていない｣は、37.7%で、身体

障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

精神障害者：｢通院している｣は、86.6%、｢入院も通院もしていない｣は、8.0%である。 

86.6 

54.9 

82.4 

75.5 

3.9 

3.2 

2.2 

3.1 

8.0 

37.7 

13.6 

19.1 

1.5 

4.2 

1.8 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411) 

知的障害者(n=377) 

身体障害者(n=455)

全体 (n=1,243)

図表Ⅲ－５２ 入院・通院の状況

通院している 入院している 入院も

通院も
していない

不明・

無回答
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２）通院頻度（問２７） 

問 26 で「通院している」と回答した人に、現在、どのくらい医療機関に通院している 

かたずねた。 

全体の傾向：｢月に１回｣は、47.2%、｢年に数回｣は、28.5%、｢月に２～３回｣は、11.5%、

｢週に２～３回｣は、7.0%である。  

身体障害者：｢月に１回｣は、36.5%、「年に数回｣は、35.5%で、知的障害者・精神障害者

に比べて割合が高い。  

知的障害者：｢月に１回｣は、44.0%、「年に数回｣は、32.9%である。  

精神障害者：｢月に１回｣は、60.4%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高い。 

0.0 

1.0 

0.0 

0.2 

5.6 

1.4 

11.5 

7.0 

2.0 

2.4 

1.3 

1.8 

11.2 

12.1 

11.5 

11.5 

60.4 

44.0 

36.5 

47.2 

18.5 

32.9 

35.5 

28.5 

1.4 

4.8 

2.7 

2.7 

0.8 

1.4 

1.1 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=356)   

知的障害者(n=207)   

身体障害者(n=375) 

全体 (n=938) 

図表Ⅲ－５３ 通院頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不定期 不明・無回答
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（２）高齢者 

１）入院・通院の状況（Ｅ問１９） 

現在、入院や通院をしているかをたずねた。 

｢通院している｣は、75.4%、「入院している」は、10.5%、「入院も通院もしていない｣

が 9.5%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通院している

75.4%

入院している

10.5%

入院も通院も

していない
9.5%

不明・無回答

4.6%

図表Ⅲ－５４ 入院や通院(n=305)
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２）通院頻度（Ｅ問２０） 

問 19 で「通院している」と回答した人に、現在、どのくらい医療機関に通院している 

かたずねた。 

｢月に１回｣は、44.8%、｢月に２～３回｣は、23.5%、｢年に数回｣は、20.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ毎日

0.0% 週に２～３回

4.8%

週に１回

2.2%

月に２～３回

23.5%

月に１回

44.8%

年に数回

20.0%

不定期

1.7%

不明・無回答

3.0%

図表Ⅲ－５５ 医療機関への通院頻度(n=230)
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６ 外出について  

在宅者調査、施設入所者調査及び高齢者調査の対象者に、１）外出頻度、２）外出時に

困っていることについてたずねた。 

 

（１）在宅者 

１）外出頻度（問２８） 

現在、どのくらい外出（暮らしている場所から外に出ること）しているかをたずねた。  

全体の傾向：｢ほぼ毎日｣は、56.8%、｢週に２～３回｣は、18.2%、｢週に 1 回｣は、8.3%で

ある。  

身体障害者：｢ほぼ毎日｣は、64.0%で、知的障害者・精神障害者に比べて割合が高い。  

知的障害者：｢ほぼ毎日｣は、60.2%である。 

精神障害者：｢ほぼ毎日｣は、45.7%、「週に２～３回｣は、27.0%で、身体障害者・知的障

害者に比べて割合が高い。「週に１回｣は、9.7%で、身体障害者・知的障害者

に比べて割合が高い。 

45.7 

60.2 

64.0 

56.8 

27.0 

13.0 

14.5 

18.2 

9.7 

6.4 

8.6 

8.3 

7.1 

4.2 

4.2 

5.1 

2.4 

3.2 

2.4 

2.7 

1.9 

5.0 

2.6 

3.1 

4.9 

2.9 

2.2 

3.3 

1.2 

5.0 

1.5 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－５６ 外出頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 まったく外出しない 不明・無回答
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２）外出時に困っていること（問２９） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。 

全体の傾向：｢特に困っていない｣は、44.9%である。以下、10%以上の回答のあったもの

は、｢他人の目が気になる｣は、15.2%、｢発声・奇声、突然のハプニング等

があり不安｣は、14.2%、｢バスや電車に乗ることができない｣は、13.1%で

ある。 

身体障害者：｢特に困っていない｣は、51.6%で、知的障害者・精神障害者に比べて割合が

高い。｢バスや電車に乗ることができない｣は、10.1%である。 

知的障害者：｢特に困っていない｣は、44.6%、｢バスや電車に乗ることができない｣は、18.0%

で、身体障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

精神障害者：｢特に困っていない｣は、37.7%、｢他人の目が気になる｣は、27.5%で、身体

障害者・知的障害者に比べて割合が高い。｢発声・奇声、突然のハプニン

グ等があり不安｣は、24.8%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高

い。 
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13.1%

8.2%

8.6%

4.7%

14.2%

2.7%

6.0%

15.2%

5.6%

0.9%

8.0%

44.9%

10.1%

6.2%

5.5%

9.0%

5.9%

1.3%

4.8%

8.1%

4.8%

1.8%

8.1%

51.6%

18.0%

7.7%

8.8%

2.7%

12.5%

3.7%

9.5%

10.3%

6.4%

0.5%

6.1%

44.6%

11.9%

10.9%

11.9%

1.9%

24.8%

3.2%

3.9%

27.5%

5.8%

0.2%

9.5%

37.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化がされていない

発作、奇声、突然のハプニング等があり不安

利用したい施設が送迎サービスをしていない

外出する際に介助してくれる人がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える外出手段がない

手話通訳者などがいないと、意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅲ－５７ 外出時に困っていること（複数回答）

全体 (n=1,243) 

身体障害者(n=455) 

知的障害者(n=377)   

精神障害者(n=411)   
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（２）施設入所者  

１）外出頻度（Ｄ問１６） 

現在、どのくらい外出（施設から外に出ること）しているかをたずねた。 

｢年に数回｣は、34.7%、｢月に１回｣は、21.4%、｢月に２～３回｣は、17.3%、｢まったく

外出しない｣は、16.3%、｢週に１回｣は、7.1%、｢週に２～３回｣は、2.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ毎日

0.0% 週に２～３回

2.0%

週に１回

7.1%

月に２～３回

17.3%

月に１回

21.4%

年に数回

34.7%

まったく外出しな

い
16.3%

不明・無回答

1.0%

図表Ⅲ－５８ 外出頻度(n=98)
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２）外出時に困っていること（Ｄ問１７） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。 

｢バスや電車に乗ることができない｣は、57.1%、｢交通手段がない｣は、25.5%、「発作、

奇声、突然のハプニング等があり不安」は、20.4%、｢特に困っていない｣は、18.4%、｢外

出する際に介助してくれる人がいない｣は、17.3%である。 

57.1%

25.5%

13.3%

13.3%

20.4%

7.1%

17.3%

7.1%

11.2%

2.0%

10.2%

18.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化がされていない

発作、奇声、突然のハプニング等があり不安

利用したい施設が送迎サービスをしていない

外出する際に介助してくれる人がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える外出手段がない

手話通訳者などがいないと、意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅲ－５９ 外出時に困っていること（複数回答：n=98）
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（３）高齢者 

１）外出頻度（Ｅ問２１） 

現在、どのくらい外出（現在暮らしている場所から外に出ること）しているかをたず

ねた。 

｢ほぼ毎日｣は、28.2%、｢週に２～３回｣は、27.5%、｢まったく外出しない｣は、14.4%、

｢週に１回｣は、8.2%、｢月に２～３回｣は、6.9%、｢年に数回｣は、6.6%、｢月に１回｣は、

4.3%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ毎日

28.2%

週に２～３回

27.5%週に１回

8.2%

月に２～３回

6.9%

月に１回

4.3%

年に数回

6.6%

まったく外出しない

14.4%

不明・無回答

3.9%

図表Ⅲ－６０ 外出頻度(n=305)
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２）外出時に困っていること（Ｅ問２２） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。 

｢特に困っていない｣は、43.9%、｢バスや電車に乗ることができない｣は、22.3%、「交通

手段の運賃が高い」は、15.7%、「交通手段がない」は、13.4%である。 
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７ 相談窓口について  

在宅者調査、施設入所者調査及び高齢者調査の対象者に、１）相談窓口の認知状況、２）

相談窓口での相談経験、３）相談窓口に相談したことがない理由についてたずねた。 

 

（１）在宅者 

１）相談窓口の認知状況（問３０） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・ 

生活支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員とその内容について、一覧表

示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

全体の傾向：｢知っていた｣は、60.3%、｢知らなかった｣は、36.8%である  

身体障害者：｢知っていた｣は、44.6%、「知らなかった｣は、52.7%である。  

知的障害者：｢知っていた｣は、78.8%で、身体障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

｢知らなかった｣は、17.5%である。  

精神障害者：｢知っていた｣は、60.6%、｢知らなかった｣は、37.0%である。 

60.6 

78.8 

44.6 

60.3 

37.0 

17.5 

52.7 

36.8 

2.4 

3.7 

2.6 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411)   

知的障害者(n=377)   

身体障害者(n=455) 

全体 (n=1,243) 

図表Ⅲ－６２ 相談窓口の認知状況

知っていた 知らなかった 不明・無回答
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２）相談窓口での相談経験（問３１） 

問 30 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談した 

ことがあるかをたずねた。  

全体の傾向：｢相談したことがある｣は、61.0%、「相談したことがない」は、38.1%である。 

身体障害者：｢相談したことがある｣は、36.5%、「相談したことがない」は、63.1%である。  

知的障害者：｢相談したことがある｣は、74.7%で、身体障害者・精神障害者に比べて割合

が高い。「相談したことがない」は、24.6%である。 

精神障害者：｢相談したことがある｣は、64.7%、「相談したことがない」は、33.7%である。 

64.7 

74.7 

36.5 

61.0 

33.7 

24.6 

63.1 

38.1 

1.6 

0.7 

0.5 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=249)   

知的障害者(n=297)   

身体障害者(n=203)

全体 (n=749)

図表Ⅲ－６３ 相談窓口での相談経験

相談したことがある 相談したことがない 不明・無回答
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３）相談窓口に相談したことがない理由（問３２） 

 問 31 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

全体の傾向：｢相談することがない｣は、58.9%である。  

身体障害者：｢相談することがない｣は、66.4%で、知的障害者・精神障害者に比べて割合

が高い。  

知的障害者：｢相談することがない｣は、63.0%である。 

精神障害者：｢相談することがない｣は、44.0%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい｣

は、13.1%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高い。 

6.0 

4.1 

4.7 

4.9 

13.1 

11.0 

3.9 

8.4 

7.1 

6.8 

3.1 

5.3 

7.1 

0.0 

1.6 

2.8 

44.0 

63.0 

66.4 

58.9 

17.9 

5.5 

14.8 

13.3 

4.8 

9.6 

5.5 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=84) 

知的障害者(n=73) 

身体障害者(n=128)

全体 (n=285)

図表Ⅲ－６４ 相談窓口に相談したことがない理由

相談窓口の

場所や

電話番号を

知らない

相談窓口の

場所が

遠くて

行きにくい

相談窓口で

相談したことを

周囲に

知られて

しまうことが心配

相談窓口の

職員が

信用できない

相談することがない その他 不明・

無回答
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（２）施設入所者  

１）相談窓口の認知状況（Ｄ問１８） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・ 

生活支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧

表示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

｢知っていた｣は、43.9%、｢知らなかった｣は、52.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた

43.9%

知らなかった

52.0%

不明・無回答

4.1%

図表Ⅲ－６５ 相談窓口の認知状況(n=98)
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２）相談窓口での相談経験（Ｄ問１９） 

問 18 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談した

ことがあるかをたずねた。 

｢相談したことがない｣は、51.2%、｢相談したことがある｣は、48.8%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談したことが

ある
48.8%

相談したことが

ない
51.2%

不明・無回答

0.0%

図表Ⅲ－６６ 相談窓口での相談経験(n=43)
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３）相談窓口に相談したことがない理由（Ｄ問２０） 

問 19 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

｢相談することがない｣は、77.3%、｢相談窓口の場所や電話番号を知らない｣は、13.6%

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口の場所や電

話番号を知らない
13.6%

相談窓口の場所が遠

くて行きにくい
0.0%

相談窓口で相談したこ

とを周囲に知られてし

まうことが心配

0.0%

相談窓口の職員が信

用できない
0.0%

相談することがない

77.3%

その他

9.1%

不明・無回答

0.0%

図表Ⅲ－６７ 相談窓口に相談したことがない理由(n=22)
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（３）高齢者 

１）相談窓口の認知状況（Ｅ問２３） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・ 

生活支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧

表示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

｢知らなかった｣は、49.8%、｢知っていた｣は、44.6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた

44.6%知らなかった

49.8%

不明・無回答

5.6%

図表Ⅲ－６８ 相談窓口の認知状況(n=305)
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２）相談窓口での相談経験（Ｅ問２４） 

問 23 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談した

ことがあるかをたずねた。 

｢相談したことがない｣は、58.1%、｢相談したことがある｣は、38.2%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談したことが

ある
38.2%

相談したことが

ない
58.1%

不明・無回答

3.7%

図表Ⅲ－６９ 相談窓口での相談経験(n=136)
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３）相談窓口に相談したことがない理由（Ｅ問２５） 

問 24 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

｢相談することがない｣は、63.3%、｢相談窓口の場所や電話番号を知らない｣は、6.3%

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口の場所や電

話番号を知らない
6.3%

相談窓口の場所が遠

くて行きにくい
1.3%

相談窓口で相談したこ

とを周囲に知られてし

まうことが心配

0.0%相談窓口の職員が信

用できない
3.8%

相談することがない

63.3%

その他

19.0%

不明・無回答

6.3%

図表Ⅲ－７０ 相談窓口に相談したことがない理由(n=79)
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８ 災害時について  

在宅者調査及び高齢者調査の対象者に、１）災害時に困ることや心配なことについてた

ずねた。 

 

（１）在宅者 

１）災害時に困ることや心配なこと（問３３） 

災害が発生したときに、困ることや心配なことは何かをたずねた。  

全体の傾向：｢避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、37.7%、｢避難場所を知ら

ない｣は、16.7%、｢避難場所まで行けない｣は、7.3%である。  

身体障害者：｢避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、39.8%で、知的障害者・精

神障害者に比べて割合が高い。「避難場所を知らない｣は、13.4%である。  

知的障害者：｢避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、35.8%、「避難場所を知ら

ない｣は、15.6%である。 

精神障害者：｢避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、37.0%、「避難場所を知ら

ない｣は、21.2%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高い。 

21.2 

15.6 

13.4 

16.7 

5.4 

7.7 

8.8 

7.3 

7.8 

5.6 

6.8 

6.8 

3.9 

6.4 

5.3 

5.1 

37.0 

35.8 

39.8 

37.7 

11.2 

8.5 

10.1 

10.0 

13.6 

20.4 

15.8 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=411) 

知的障害者(n=377) 

身体障害者(n=455)

全体 (n=1,243)

図表Ⅲ－７１ 災害時に困ることや心配なこと

避難場所を知らない 避難場所まで行けない

緊急時に助けてくれる人がいない 緊急時に情報を得る手段がない

避難場所で必要なケアが受けられるか

不安（生活上の介助や医療・服薬など）

その他

不明・無回答
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（２）高齢者 

１）災害時に困ることや心配なこと（Ｅ問２６） 

災害が発生したときに、困ることや心配なことは何かをたずねた。  

｢避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、31.1%、｢避難場所まで行けない｣

は、16.1%、｢避難場所を知らない｣は、9.8%である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難場所を

知らない
9.8%

避難場所まで

行けない
16.1%

緊急時に

助けてくれる

人がいない

6.6%

緊急時に

情報を得る

手段がない

3.9%

避難場所で必要なケ

アが受けられるか不安

（生活上の介助や医

療・服薬など

31.1%

その他

8.5%

不明・

無回答
23.9%

図表Ⅲ－７２ 災害時に困ることや心配なこと(n=305)
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９ 障害のある人への差別について  

在宅者調査、施設入所者調査及び高齢者調査の対象者に、１）障害を理由として差別さ

れたと感じた場面、２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えることについ

てたずねた。 

 

（１）在宅者 

１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問３４） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたず

ねた。 

全体の傾向：｢差別を感じたことはない｣は、56.2%、｢雇用に関する場面｣は、15.4%、｢情

報の取得や利用・意思疎通の場面｣は、9.5%、「買い物・外食の場面」と「医

療に関する場面」は、8.0%である。  

身体障害者：｢差別を感じたことはない｣は、64.2%で、知的障害者・精神障害者に比べて

割合が高い。｢雇用に関する場面｣は、14.3%である。 

知的障害者：｢差別を感じたことはない｣は、53.8%、「交通機関を利用する場面｣は、10.6%

で、身体障害者・精神障害者に比べて割合が高い。｢雇用に関する場面｣は、

10.3%である。 

精神障害者：｢差別を感じたことはない」は、49.4%、「雇用に関する場面｣は、21.2%で、

身体障害者・知的障害者に比べて割合が高い。「情報の取得や利用・意思

疎通の場面」は、11.9%、「医療に関する場面」は、11.7%である。 
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7.0%

6.2%

9.5%

8.0%

8.0%

3.5%

2.0%

15.4%

3.0%

4.1%

56.2%

5.3%

4.8%

7.0%

8.6%

4.2%

2.4%

1.1%

14.3%

2.9%

4.4%

64.2%

9.5%

10.6%

9.8%

9.8%

8.5%

4.5%

3.4%

10.3%

1.9%

2.7%

53.8%

6.6%

3.6%

11.9%

5.8%

11.7%

3.6%

1.7%

21.2%

4.1%

5.1%

49.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

教育に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅲ－７３ 障がい差別と感じた場面（複数回答）

全体 (n=1,243) 

身体障害者(n=455) 

知的障害者(n=377)   

精神障害者(n=411)   
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２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問３５） 

  障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

全体の傾向：「障害者雇用をさらに進める」は、26.0%、｢福祉教育を充実させる｣は、14.2%、

｢民間事業所における配慮をさらに進める｣は、12.5%である。  

身体障害者：｢障害者雇用をさらに進める」は、29.7%、「民間事業所における配慮をさら

に進める｣は、16.2%で、知的障害者・精神障害者に比べて割合が高い。 

知的障害者：「福祉教育を充実させる｣は、22.3%で、身体障害者・精神障害者に比べて割

合が高い。「障害者雇用をさらに進める｣は、20.5%、「福祉サービスをさら

に充実させる」は、15.2%で、身体障害者・精神障害者に比べて割合が高

い。 

精神障害者：｢障害者雇用をさらに進める｣は、27.1%、｢行政機関における配慮をさらに

進める｣は、12.4%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高い。 

11.8 

22.3 

9.9 

14.2 

4.7 

7.1 

4.5 

5.3 

2.4 

0.9 

9.9 

4.1 

10.0 

15.2 

7.2 

10.7 

12.4 

8.9 

9.9 

10.7 

10.6 

11.6 

16.2 

12.5 

2.9 

3.6 

3.6 

3.3 

2.4 

4.5 

0.9 

2.5 

27.1 

20.5 

29.7 

26.0 

8.2 

5.4 

8.1 

7.4 

7.6 

0.0 

0.0 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=170) 

知的障害者(n=112) 

身体障害者(n=111)

全体 (n=393)

図表Ⅲ－７４ 障害のある人への差別を解消するために必要と考えること

福祉教育を

充実させる

講習会や

学習会などを

開催する

施設や設備

のバリアフリ

ー化をさらに

進める

福祉サービ

スをさらに

充実させる

行政機関に

おける配慮

をさらに進め

る

民間事業所

における配

慮をさらに

進める

教育におけ

る配慮をさ

らに進める

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

障害者雇用

をさらに進め

る

その他 不明・

無回答
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（２）施設入所者  

１）障害を理由として差別されたと感じた場面（Ｄ問２１）  

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたず

ねた。 

｢差別を感じたことはない｣は、64.3%、｢買い物・外食の場面｣と｢医療に関する場面｣

は、5.1%、「公共施設を利用する場面」は、4.1%である。 

4.1%

0.0%

3.1%

5.1%

5.1%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

7.1%

64.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

教育に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅲ－７５ 障がい差別と感じた場面（複数回答）（ｎ＝98）
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２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（Ｄ問２２） 

  障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

｢福祉サービスをさらに充実させる｣は、31.3%、｢福祉教育を充実させる｣は、25.0%で

ある。 

福祉教育を

充実させる

25.0%

講習会や

学習会などを

開催する
0.0%

施設や設備

のバリアフリ

ー化をさらに

進める

0.0%

福祉サービ

スをさらに

充実させる
31.3%

行政機関における配

慮をさらに進める

0.0%

民間事業所における

配慮をさらに進める

6.3%

教育における配慮

をさらに進める

6.3%

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

6.3%

障害者雇用を

さらに進める

0.0%

その他

12.5%

不明・

無回答

12.5%

図表Ⅲ－７６ 障害のある人への差別を解消するために必要と考えること

(n=16)
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（３）高齢者 

１）障害を理由として差別されたと感じた場面（Ｅ問２７） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたず

ねた。 

｢差別を感じたことはない｣は、63.0%、｢買い物・外食の場面｣は、5.6%、「医療に関す

る場面｣は、4.6%である。 

3.0%

3.0%

2.6%

5.6%

4.6%

0.0%

0.3%

1.3%

0.3%

4.3%

63.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

教育に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅲ－７７ 障がい差別と感じた場面（複数回答） （ｎ＝305）
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２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（Ｅ問２８） 

  障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

｢福祉サービスをさらに充実させる｣は、18.0%、「行政機関における配慮をさらに進め 

る」は、16.0%、｢障害者雇用をさらに進める｣は、8.0%、｢講習会や学習会などを開催

する｣は、6.0%である。 

福祉教育を

充実させる

4.0%
講習会や

学習会などを

開催する
6.0%

施設や設備のバリアフリ

ー化をさらに進める

4.0%

福祉サービ

スをさらに

充実させる
18.0%

行政機関における配

慮をさらに進める

16.0%

民間事業所における

配慮をさらに進める

2.0%

教育におけ

る配慮をさ

らに進める
4.0%

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

4.0%

障害者雇用

をさらに進め

る
8.0%

その他

12.0%

不明・

無回答

22.0%

図表Ⅲ－７８ 障害のある人への差別を解消するために必要と考えること

(n=50)
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１０ 社会生活について  

在宅者調査、施設入所者調査及び高齢者調査の対象者に、１）社会生活を営む上で必要

と考えることについてたずねた。 

 

（１）在宅者 

１）社会生活を営む上で必要なこと（問３６） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。 

全体の傾向：｢経済的な支援｣は、25.7%、｢社会的な理解の促進｣は、24.1%、｢障害福祉サ

ービスの充実｣は、12.2%、「雇用促進と就労支援」は、11.9%である。  

身体障害者：｢経済的な支援｣は、29.5%、｢社会的な理解の促進｣は、23.5%である。 

知的障害者：｢社会的な理解の促進｣は、24.1%、「障害福祉サービスの充実｣は、20.2%で、

身体障害者・精神障害者に比べて割合が高い。｢経済的な支援｣は、17.0%

である。 

精神障害者：｢経済的な支援」は、29.7%で、身体障害者・知的障害者に比べて割合が高

い。「社会的な理解の促進」は、24.8%で、身体障害者・知的障害者に比べ

て割合が高い。「雇用促進と就労支援」は、12.9%である。 
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（２）施設入所者  

１）社会生活を営む上で必要なこと（Ｄ問２３） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。 

「生活環境の整備」は、20.4%、｢障害福祉サービスの充実｣は、16.3%、｢社会的な

理解の促進｣は、15.3%、「余暇活動の充実」は、14.3%である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的な理解の促進

15.3%

保険・医療の充実

2.0%

雇用促進と就労支援

1.0%

経済的な支援

7.1%

余暇活動の充実

14.3%

生活環境の整備

20.4%

障害福祉サービスの

充実
16.3%

その他

1.0%

不明・

無回答
22.4%

図表Ⅲ－８０ 社会生活で必要なもの (n=98)
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（３）高齢者 

１）社会生活を営む上で必要なこと（Ｅ問２９） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。 

「経済的な支援」は、30.5%、｢障害福祉サービスの充実｣は、15.1%、｢社会的な理

解の促進｣は、14.8%である。  

 

 

 

 

 
社会的な理解の促進

14.8%

保険・医療の充実

9.8%
雇用促進と就労支援

1.6%

経済的な支援

30.5%

余暇活動の充実

2.0%

生活環境の整備

6.2%

障害福祉サービスの充実

15.1%

その他

2.0%

不明・

無回答
18.0%

図表Ⅲ－８１ 社会生活で必要なもの(n=305)



 



 

 

Ｆ票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



105 

 

共通回答項目（Ⅰ） 

１ 生活の場について 

障害児調査では、１）住居形態、２）世帯構成についてたずねた。 

 

１）住居形態（Ｆ問３） 

現在、どこで暮らしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢家族の持ち家｣は、85.8%、｢賃貸アパート・マンション、借家｣は、13.0%である。 

就学前児童：｢家族の持ち家｣は、88.9%、｢賃貸アパート・マンション、借家｣は、11.1%である。 

小学校段階：｢家族の持ち家｣は、86.5%、｢賃貸アパート・マンション、借家｣は、11.5%である。 

中学校段階：｢家族の持ち家｣は、93.2%、｢賃貸アパート・マンション、借家｣は、4.5%である。 

高等学校段階：｢家族の持ち家｣は、75.6%、｢賃貸アパート・マンション、借家｣は、24.4%である。 

義務教育修了未就学：｢家族の持ち家｣は、100.0%である。 

 

100.0 

75.6 

93.2 

86.5 

88.9 

85.8 

0.0 

24.4 

4.5 

11.5 

11.1 

13.0 

0.0 

0.0 

2.3 

1.9 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=162) 

図表Ⅲ－Ｆ－１ 住居形態

家族の持ち家

（一戸建て、

分譲マンション

など）

賃貸アパート

・マンション、

借家

入所施設 その他
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２）世帯構成（Ｆ問４） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢家族｣は、98.8%、｢施設入所｣は、1.2%である。 

就学前児童：｢家族｣は、100.0%である。 

小学校段階：｢家族｣は、98.1%、｢施設入所｣は、1.9%である。 

中学校段階：｢家族｣は、97.7%、｢施設入所｣は、2.3%である。 

高等学校段階：｢家族｣は、100.0%である。 

義務教育修了未就学：｢家族｣は、100.0%である。 

100.0 

100.0 

97.7 

98.1 

100.0 

98.8 

0.0 

0.0 

2.3 

1.9 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

97% 97% 98% 98% 99% 99% 100% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=162) 

図表Ⅲ－Ｆ－２ 世帯構成

家族 施設入所 その他
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２ 文化・スポーツについて 

障害児調査では、１）芸術・文化活動の実施、２）スポーツ活動の実施、３）スポーツの頻度、４）

スポーツの希望意志についてたずねた。 

 

１）芸術・文化活動の実施（Ｆ問５） 

   現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしているかをたず

ねた。 

全体の傾向：｢している｣は、67.9%、「したいと思うが、していない」は、21.6%、｢したいと思わな

い｣は、10.5%である。 

就学前児童：｢している｣は、44.4%、「したいと思うが、していない」は、38.9%、｢したいと思わな

い｣は、16.7%である。 

小学校段階：｢している｣は、65.4%、「したいと思うが、していない」は、25.0%、｢したいと思わな

い｣は、9.6%である。 

中学校段階：｢している｣は、70.5%、「したいと思うが、していない」は、22.7%、｢したいと思わな

い｣は、6.8%である。 

高等学校段階：｢している｣は、77.8%、「したいと思うが、していない」と｢したいと思わない｣は、

11.1%である。 

義務教育修了未就学：｢している｣は、66.7%、「したいと思わない｣は、33.3%である。 

66.7 

77.8 

70.5 

65.4 

44.4 

67.9 

0.0 

11.1 

22.7 

25.0 

38.9 

21.6 

33.3 

11.1 

6.8 

9.6 

16.7 

10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=162) 

図表Ⅲ－Ｆ－３ 芸術・文化活動

している したいと思うが、していない したいと思わない
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２）スポーツ活動の実施（Ｆ問６） 

   現在、スポーツをしたり、見たりしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢している｣は、23.5%、｢していない｣は、75.9%である。 

就学前児童：｢していない｣は、100.0%である。 

小学校段階：｢している｣は、23.1%、｢していない｣は、76.9%である。 

中学校段階：｢している｣は、25.0%、｢していない｣は、72.7%である。 

高等学校段階：｢している｣は、33.3%、｢していない｣は、66.7%である。 

義務教育修了未就学：｢していない｣は、100.0%である。 

0.0 

33.3 

25.0 

23.1 

0.0 

23.5 

100.0 

66.7 

72.7 

76.9 

100.0 

75.9 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=162) 

図表Ⅲ－Ｆ－４ スポーツ活動

している していない 不明・

無回答
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３）スポーツ活動の頻度（Ｆ問７） 

問６で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。 

全体の傾向：｢ほぼ毎日｣は、39.5%、｢週に１回｣は、26.3%、｢週に２～３回｣は、15.8%である。 

就学前児童：回答はない。 

小学校段階：｢週に１回｣は、58.3%、｢月に２～３回｣は、25.0%である。 

中学校段階：｢週に２～３回｣と｢週に１回｣は、ともに 27.3%、「ほぼ毎日｣は、18.2%である。 

高等学校段階：｢ほぼ毎日｣は、80.0%、｢週に２～３回｣は、13.3%である。 

義務教育修了未就学：回答はない。 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

2.6 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

2.6 

0.0 

0.0 

9.1 

25.0 

0.0 

10.5 

0.0 

0.0 

27.3 

58.3 

0.0 

26.3 

0.0 

13.3 

27.3 

8.3 

0.0 

15.8 

0.0 

80.0 

18.2 

8.3 

0.0 

39.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

義務教育修了未就学(n=0)   

高等学校段階(n=15)   

中学校段階(n=11) 

小学校段階(n=12) 

就学前児童(n=0)   

全体 (n=38) 

図表Ⅲ－Ｆ－５ スポーツ活動の頻度

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不明・無回答
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４）スポーツ活動をしたい希望意志（Ｆ問８） 

問６で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。 

全体の傾向：｢したいと思う｣は、63.4%、｢したいと思わない｣は、35.8%である。 

就学前児童：｢したいと思う｣は、77.8%、｢したいと思わない｣は、22.2%である。 

小学校段階：｢したいと思う｣は、62.5%、｢したいと思わない｣は、37.5%である。 

中学校段階：｢したいと思う｣は、59.4%、｢したいと思わない｣は、37.5%である。 

高等学校段階：｢したいと思う｣は、63.3%、｢したいと思わない｣は、36.7%である。 

義務教育修了未就学：｢したいと思う｣は、33.3%、｢したいと思わない｣は、66.7%である。 

33.3 

63.3 

59.4 

62.5 

77.8 

63.4 

66.7 

36.7 

37.5 

37.5 

22.2 

35.8 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=30)   

中学校段階(n=32) 

小学校段階(n=40) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=123) 

図表Ⅲ－Ｆ－６ スポーツ活動の希望意志

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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３ 相談窓口について 

１）相談窓口の認知状況、２）相談窓口での相談経験、３）相談窓口に相談したことがない理由に

ついてたずねた。 

 

１）相談窓口の認知状況（Ｆ問９） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生活支援セ

ンター、身体障害者相談員・知的障害者相談員、長岡市子ども家庭センターこども発達相談室、

子ども・青少年相談センター、長岡市学校教育課特別支援教育係）とその内容について、一覧

表示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

全体の傾向：｢知っていた｣は、78.4%、｢知らなかった｣は、21.0%である。 

就学前児童：｢知っていた｣は、77.8%、｢知らなかった｣は、16.7%である。 

小学校段階：｢知っていた｣は、76.9%、｢知らなかった｣は、23.1%である。 

中学校段階：｢知っていた｣は、77.3%、｢知らなかった｣は、22.7%である。 

高等学校段階：｢知っていた｣は、80.0%、｢知らなかった｣は、20.0%である。 

義務教育修了未就学：｢知っていた｣は、100.0%である。 

100.0 

80.0 

77.3 

76.9 

77.8 

78.4 

0.0 

20.0 

22.7 

23.1 

16.7 

21.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.6 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図表Ⅲ－Ｆ－７ 相談窓口の認知状況

知っていた 知らなかった 不明・無回答
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２）相談窓口での相談経験（Ｆ問１０） 

問９で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談したことがある

かをたずねた。 

全体の傾向：｢相談したことがある｣は、82.7%、「相談したことがない」は、17.3%である。 

就学前児童：｢相談したことがある｣は、78.6%、「相談したことがない」は、21.4%である。 

小学校段階：｢相談したことがある｣は、92.5%、「相談したことがない」は、7.5%である。 

中学校段階：｢相談したことがある｣は、88.2%、「相談したことがない」は、11.8%である。 

高等学校段階：｢相談したことがある｣は、75.0%、「相談したことがない」は、25.0%である。 

義務教育修了未就学：｢相談したことがない｣は、100.0%である。 

0.0 

75.0 

88.2 

92.5 

78.6 

82.7 

100.0 

25.0 

11.8 

7.5 

21.4 

17.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

義務教育修了未就学(n=3)   

高等学校段階(n=36)   

中学校段階(n=34) 

小学校段階(n=40) 

就学前児童(n=14)   

全体 (n=127) 

図表Ⅲ－Ｆ－８ 相談窓口での相談経験

相談したことがある 相談したことがない
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３）相談窓口に相談したことがない理由（Ｆ問１１） 

 問１０で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

全体の傾向：｢相談することがない｣は、72.7%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」は、13.6%、

「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、9.1%である。 

就学前児童：「相談することがない」が 66.7%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、33.3%で

ある。 

小学校段階：｢相談することがない｣が 66.7%である。 

中学校段階：｢相談することがない｣が 75.0%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」が 25.0%で

ある。 

高等学校段階：｢相談することがない｣は、77.8%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」が 22.2%

である。 

義務教育修了未就学：｢相談することがない｣は、66.7%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、

33.3%である。 
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４ 相談支援ファイル「すこやかファイル」について（Ｆ問１２） 

 市で配布している相談支援ファイル「すこやかファイル」を知っているかをたずねた。 

 

全体の傾向：「知っているし、利用している」は、73.5%、「知っているが、利用していない」は、14.8%、

「知らない」が 11.7%である。 

就学前児童：「知っているし、利用している」は、27.8%、「知っているが、利用していない」は、38.9%、

「知らない」が 33.3%である。 

小学校段階：「知っているし、利用している」は、82.7%、「知っているが、利用していない」は、11.5%、

「知らない」が 5.8%である。 

中学校段階：「知っているし、利用している」は、75.0%、「知っているが、利用していない」は、15.9%、

「知らない」が 9.1%である。 

高等学校段階：「知っているし、利用している」は、80.0%、「知っているが、利用していない」は、

8.9%、「知らない」が 11.1%である。 

義務教育修了未就学：「知っているし、利用している」は、66.7%、「知らない」が 33.3%である。 
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中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=162) 

図表Ⅲ－Ｆ－１０ 「すこやかファイル」の認知状況

知っているし、利用している 知っているが、利用していない 知らない
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５ 在宅福祉サービスについて 

１）在宅福祉サービスの利用内容、２）在宅福祉サービスの利用理由、３）在宅福祉サービスの利

用度、４）在宅福祉サービスを利用しない理由、５）在宅福祉サービスを利用できなくて困ったこと

についてたずねた。 

 

１）在宅福祉サービスの利用内容（Ｆ問１３） 

在宅福祉サービスの利用内容を複数回答でたずねた。 

 

就学前児童：「児童発達支援」は、55.6%、短期入所（ショートステイ）は、5.6%である。一方、「在

宅福祉サービスを利用していない」は、33.3%である。 
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0.0 

55.6 

0.0 

0.0 

33.3 

短期入所（ショートステイ）

日中一時支援

ファミリー・サポート・センター

児童発達支援

保育所等訪問支援

その他

在宅福祉サービスを利用していない

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

図表Ⅲ－Ｆ－１１ 在宅福祉サービスの利用内容（Ｆー１） （複数回答ｎ＝18）

 

 

小学校段階：「放課後等デイサービス」は、67.3%、「総合支援学校放課後サポート事業」は、11.5%、

「放課後児童クラブ」は、9.6%である。一方、「在宅福祉サービスを利用していない」

は、19.2%である。 
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その他

在宅福祉サービスを利用していない
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図表Ⅲ－Ｆ－１２ 在宅福祉サービスの利用内容（Ｆー２）（複数回答ｎ＝52）
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中学校段階：「放課後等デイサービス」は、52.3%、「総合支援学校放課後サポート事業」と「日中

一時支援」は、ともに 6.8%である。一方、「在宅福祉サービスを利用していない」は、

40.9%である。 
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図表Ⅲ－Ｆ－１３ 在宅福祉サービスの利用内容（Ｆー３）（複数回答ｎ＝44）

 

 

高等学校段階：「放課後等デイサービス」は、42.2%、「総合支援学校放課後サポート事業」は、17.8%、

「日中一時支援」は、11.1%である。一方、「在宅福祉サービスを利用していない」は、

46.7%である。 

4.4 

11.1 

17.8 

42.2 

4.4 

46.7 

短期入所（ショートステイ）

日中一時支援

総合支援学校放課後サポート事業

放課後等デイサービス
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図表Ⅲ－Ｆ－１４ 在宅福祉サービスの利用内容（Ｆー４）

（複数回答ｎ＝45）
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義務教育修了未就学：「在宅福祉サービスを利用していない」は、100.0%である。 
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

図表Ⅲ－Ｆ－１５ 在宅福祉サービスの利用内容（Ｆ－５）

（複数回答ｎ＝3）
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２）在宅福祉サービスの利用理由（Ｆ問１４） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用している」と回答した人に、どのような理由で在宅福祉サー

ビスを利用しているか複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、53.8%、「親が働

いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、40.4%、「親以外に面

倒を見てくれる家族がいないから」と「ときどき家族が休息をとってもらうため」は、

ともに 22.1%である。 

就学前児童：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、58.3%である。 

小学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、47.6%、「親が働

いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、42.9%、「親以外に面

倒を見てくれる家族がいないから」は、26.2%である。 

中学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、65.4%、「親が働

いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、50.0%、「親以外に面

倒を見てくれる家族がいないから」は、30.8%である。 

高等学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、50.0%、「親が

働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、41.7%、「ときどき

家族が休息をとってもらうため」は、37.5%である。 

義務教育修了未就学：回答者は、いないかった。 
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義務教育修了未就学(n=0)   
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中学校段階(n=26) 

小学校段階(n=42) 

就学前児童(n=12)   

全体 (n=104) 

図表Ⅲ－Ｆ－１６ 在宅福祉サービスの利用理由（複数回答）

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから

親以外に面倒を見てくれる家族がいないから

家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから

ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）

自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから

冠婚葬祭などで家族が不在になるから

集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため

その他
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３）在宅福祉サービスの利用度（Ｆ問１５） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用している」と回答した人に、在宅福祉サービスは十分利用で

きているかたずねた。 

 

全体の傾向：「十分に利用できている」と「おおむね利用できている」は、38.5%である。 

就学前児童：「十分に利用できている」は、16.7%、「おおむね利用できている」は、41.7%である。

一方、「ほとんど利用できていない」は、16.7%である。 

小学校段階：「十分に利用できている」は、35.7%、「おおむね利用できている」は、38.1%である。 

中学校段階：「十分に利用できている」は、42.3%、「おおむね利用できている」は、34.6%である。

一方、「利用できないことがよくある」は、11.5%である。 

高等学校段階：「十分に利用できている」は、50.0%、「おおむね利用できている」は、41.7%である。 

義務教育修了未就学：回答者がいなかった。 
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中学校段階(n=26) 

小学校段階(n=42) 

就学前児童(n=12)   

全体 (n=104) 

図表Ⅲ－Ｆ－１７ 在宅福祉サービスの利用度

十分に利用できている おおむね利用できている

利用できないことがよくある ほとんど利用できていない

不明・無回答
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４）在宅福祉サービスを利用していない理由（Ｆ問１６） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用していない」と回答した人に、在宅福祉サービスを利用しな

い理由をたずねた。 

 

全体の傾向：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、82.8%、「在宅福祉サービスをある

ことを知らなかったから」は、6.9%である。 

就学前児童：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、100.0%である。 

小学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、80.0%、「在宅福祉サービスを利用

したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあることを知らなかっ

たから」は、ともに 10.0%である。 

中学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、77.8%、「在宅福祉サービスを利用

したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあることを知らなかっ

たから」は、ともに 5.6%である。 

高等学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、85.7%、「在宅福祉サービスを利

用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあることを知らな

かったから」は、ともに 4.8%である。 

義務教育修了未就学：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、66.7%、「在宅福祉サービ

スをあることを知らなかったから」は、33.3%である。 
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小学校段階(n=10) 

就学前児童(n=6)   

全体 (n=58) 

図表Ⅲ－Ｆ－１８ 在宅福祉サービスを利用しない理由

在宅福祉サービスを利用したいが、十分に利用できないから

在宅福祉サービスを利用する必要がないから（施設入所している方も含みます）

在宅福祉サービスがあることを知らなかったから

不明・無回答

 
 

 



122 

 

５）在宅福祉サービスを利用できなくて困ったこと（Ｆ問１７） 

問１５で「利用できないことがよくある」または「ほとんど利用できていない」、問１６で「在宅

福祉サービスを利用したいが十分に利用できないから」と回答した人に、在宅福祉サービスを利用

できなくて困っていることを複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「家族の用事をキャンセルした」は、38.5%、「祖父母など親以外の家族の負担が増えた」

は、23.1%である。 

就学前児童：「その他」は、100.0%である。 

小学校段階：「家族の用事をキャンセルした」は、40.0%である。 

中学校段階：「祖父母など親以外の家族の負担が増えた」と「家族の用事をキャンセルした」は、と

もに 50.0%である。 

高等学校段階：「家族の用事をキャンセルした」は、50.0%である。 

義務教育修了未就学：対象はいなかった。 
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６ 障害のある人への差別について 

１）障害を理由として差別されたと感じた場面、２）障害のある人への差別を解消するために必要

と考えることについてたずねた。 

 

１）障害を理由として差別されたと感じた場面（Ｆ問１８） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面について複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「教育に関する場面」は、21.6%、「買い物・外食の場面」は、13.6%、「公共施設を利

用する場面」は、10.5%である。一方、「差別を感じたことはない」は、54.9%である。 

就学前児童：「教育に関する場面」は、16.7%、「公共施設を利用する場面」と「買い物・外食の場面」

は、ともに 11.1%である。一方、「差別を感じたことはない」は、61.1%である。 

小学校段階：「買い物・外食の場面」は、17.3%、「教育に関する場面」は、15.4%、「公共施設を利用

する場面」は、13.5%である。一方、「差別を感じたことはない」は、57.7%である。 

中学校段階：「教育に関する場面」は、29.5%、「公共施設を利用する場面」は、15.9%、「買い物・外

食の場面」と「文化活動に関する場面」は、ともに 13.6%である。一方、「差別を感じ

たことはない」は、47.7%である。 

高等学校段階：「教育に関する場面」は、20.0%、「買い物・外食の場面」は、11.1%である。一方、

「差別を感じたことはない」は、57.8%である。 

義務教育修了未就学：「教育に関する場面」は、66.7%、「情報の取得や利用・意思疎通の場面」は、

33.3%である。一方、「差別を感じたことはない」は、33.3%である。 
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図表Ⅲ－Ｆ－２０ 障がい差別と感じる場面（複数回答）

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・意思疎通の場面 買い物・外食の場面

医療に関する場面 教育に関する場面

文化活動に関する場面 その他

差別を感じたことはない
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２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（Ｆ問１９） 

 障害のある人への差別を解消するために必要と考えることをたずねた。 

全体の傾向：「福祉教育を充実させる」は、20.3%、「教育における配慮をさらに進める」は、18.8%

である。 

就学前児童：「福祉教育を充実させる」と「施設や設備のバリアフリー化をさらに進める」と「行政

機関における配慮をさらに進める」は、ともに 33.3%である。 

小学校段階：「福祉教育を充実させる」は、27.3%である。 

中学校段階：「教育における配慮をさらに進める」は、28.6%、「障害者雇用をさらに進める」は、14.3%

である。 

高等学校段階：「福祉教育を充実させる」と「教育における配慮をさらに進める」は、ともに 22.2%、

「行政機関における配慮をさらに進める」は、11.1%である。 

義務教育修了未就学：「教育における配慮をさらに進める」は、50.0%である。 
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小学校段階(n=22) 

就学前児童(n=6)   

全体 (n=69) 

図表Ⅲ－Ｆ－２１ 障害のある人への差別を解消するために必要と考えること

福祉教育を充実させる 講習会や学習会などを開催する

施設や設備のバリアフリー化をさらに進める 福祉サービスをさらに充実させる

行政機関における配慮をさらに進める 民間事業所における配慮をさらに進める

教育における配慮をさらに進める イベントなどへ参加しやすいよう配慮する

障害者雇用をさらに進める その他

不明・無回答
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個別回答項目（Ⅱ） 

 

１ 学校について 

１）在籍している学校・学級、２）在籍していた学校・学級の種類、３）学校・学級に通うきっ

かけについてたずねた。 

 

１）在籍している学校・学級（Ｆ-２問１・Ｆ-３問１・Ｆ-４問１） 

  現在、在籍している学校・学級についてたずねた。 

 

小学校段階：「小学校の特別支援学級」は、55.8%、「特別支援学校小学部」は、44.2%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の通

常学級 0.0%

小学校の通常

学級と通級に

よる指導 0.0%

小学校の特

別支援学級

55.8%

特別支援学

校小学部

44.2%

その他 0.0%

図表Ⅲ－Ｆ－２２ 在籍している学校・学級

（Ｆ-２）（ｎ＝52）
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中学校段階：「特別支援学校中学部」は、54.5%、「中学校の特別支援学級」は、34.1%、「中学校の

通常学級と通級による指導」は、9.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校段階：「特別支援学校高等部」は、84.4%、「通信制高校」は、8.9%、「定時制高校」は、6.7%

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の通常

学級 2.3% 中学校の通常

学級と通級に

よる指導

9.1%

中学校の特別

支援学級

34.1%

特別支援学校

中学部 54.5%

その他 0.0%

図表Ⅲ－Ｆ－２３ 在籍している学校・学級

（Ｆ-３）（ｎ＝44）

全日制高校

0.0% 定時制高校

6.7%

通信制高校

8.9%

特別支援学校高

等部 84.4%

その他 0.0%

図表Ⅲ－Ｆ－２４ 在籍している学校・学級

（Ｆ-４）（ｎ＝45）
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２）在籍していた学校・学級の種類 

 ①以前の教育段階における学校・学級（Ｆ-３問２・Ｆ-４問２） 

  以前の教育段階で在籍していた学校・学級についてたずねた。 

中学校段階：「小学校の特別支援学級」は、43.2%、「特別支援学校小学部」は、38.6%、「小学校の通

常学級と通級による指導」は、15.9%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校段階：「中学校の特別支援学級」は、48.9%、「特別支援学校中学部」は、44.4%、「中学校の

通常学級と通級による指導」は、4.4%、「中学校の通常学級」は、2.2%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の通常学

級 2.2%

中学校の通常学

級と通級による

指導 4.4%

中学校の特

別支援学級

48.9%

特別支援学校中

学部 44.4%

その他 0.0%

図表Ⅲ－Ｆ－２６ 中学校段階に在籍していた学校・学級

（Ｆ-４）（ｎ＝45）
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 ②学校・学級の変更の有無（Ｆ-２問２（1）・Ｆ-３問３（1）・Ｆ-４問３（1）） 

  現在在籍している学校・学級以前に在籍していた学校・学級の有無についてたずねた。 

 

全体の傾向：「ない」は、82.3%、「ある」は、17.0%である。 

小学校段階：「ない」は、88.5%、中学校段階、高等学校段階に比べて割合が高い。 

中学校段階：「ない」は、79.5%、「ある」は、20.5%である。 

高等学校段階：「ない」は、77.8%、小学校段階、中学校段階に比べて割合が低い。 

 

20.0 

20.5 

11.5 

17.0 

77.8 

79.5 

88.5 

82.3 

2.2 

0.0 

0.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

全体 (n=141) 

図表Ⅲ－Ｆ－２７ 学校・学級の変更の有無（Ｆ-２～Ｆ-４）

ある ない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



131 

 

 ③変更以前の学校・学級の種類（Ｆ-２問２（2）・Ｆ-３問３（2）・Ｆ-４問３（2）） 

  問 2（1）または問 3（1）で「ある」と回答した人に、変更以前に在籍していた学校・学級の種

類についてたずねた。 

 

小学校段階：「小学校の特別支援学級」と「特別支援学校小学部」は、ともに 33.3%、「小学校の通

常学級」と「小学校の通常学級と通級による指導」は、ともに 16.7%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校段階：「中学校の通常学級と通級による指導」は、33.3%、「特別支援学校中学部」は、22.2%、

「中学校の特別支援学級」は、11.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の通常学

級 16.7%

小学校の通常学

級と通級による

指導 16.7%

小学校の特別支

援学級 33.3%

特別支援学校小

学部 33.3%

その他 0.0%

図表Ⅲ－Ｆ－２８ 変更以前在籍していた学校・学級

（Ｆ-２）（ｎ＝6）

中学校の通常学

級 0.0%

中学校の通常学

級と通級による

指導 33.3%

中学校の特別支

援学級 11.1%

特別支援学校中

学部 22.2%

その他 22.2%

不明・無回答

11.1%

図表Ⅲ－Ｆ－２９ 変更以前在籍していた学校・学級

（Ｆ-３）（ｎ＝9）
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高等学校段階：「特別支援学校高等部」は、55.6%、「全日制高校」と「通信制高校」は、ともに 11.1%

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）学校・学級に通うきっかけ（Ｆ-２問３・Ｆ-３問４・Ｆ-４問４） 

  在籍している学校・学級に通うことになったきっかけを複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「親が情報を集めて希望した」は、61.0%、「担任やコーディネーターなどの助言」は、

44.7%、「本人が希望した」は、19.9%、「利用していた施設や機関で紹介された」は、

14.2%である。 

小学校段階：「親が情報を集めて希望した」は、78.8%で、中学校段階、高等学校段階に比べて割合

が高い。「担任やコーディネーターなどの助言」は、40.4%、「利用していた施設や機関

で紹介された」は、26.9%で、中学校段階、高等学校段階に比べて割合が高い。 

中学校段階：「親が情報を集めて希望した」は、61.4%、「担任やコーディネーターなどの助言」は、

43.2%、「同じ地域の学校で学びたかった」は、15.9%で、小学校段階、高等学校段階に

比べて割合が高い。 

高等学校段階：「担任やコーディネーターなどの助言」は、51.1%で、小学校段階、中学校段階に比

べて割合が高い。「本人が希望した」は、44.4%で、小学校段階、中学校段階に比べ

て割合が高い。「親が情報を集めて希望した」は、40.0%である。 

 

全日制高校

11.1% 定時制高校

0.0%

通信制高校

11.1%

特別支援学校

高等部 55.6%

その他 0.0%

不明・無回答

22.2%

図表Ⅲ－Ｆ－３０ 変更以前在籍していた学校・学級

（Ｆ-４）（ｎ＝9）
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14.2 

5.7 

0.0 

19.9 

61.0 

44.7 

9.9 

3.5 

2.1 

1.4 

7.8 

9.9 

26.9 

11.5 

0.0 

3.8 

78.8 

40.4 

3.8 

1.9 

0.0 

0.0 

3.8 

13.5 

9.1 

4.5 

0.0 

13.6 

61.4 

43.2 

11.4 

4.5 

6.8 

2.3 

15.9 

9.1 

4.4 

0.0 

0.0 

44.4 

40.0 

51.1 

15.6 

4.4 

0.0 

2.2 

4.4 

6.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

利用していた施設や機関で紹介された

医療機関で紹介された

親の会・当事者団体で紹介された

本人が希望した

親が情報を集めて希望した

担任や特別支援教育コーディネーターなど

の助言

勉強についていけなかった

人間関係がうまくいかなかった

教員の理解が足りなかった

学校と関係機関との連携がうまくいかな

かった

同じ地域の学校で学びたかった

その他

図表Ⅲ－Ｆ－３１ 在籍している学校・学級に通うことになったきっかけ

（Ｆ-２～Ｆ-４）（複数回答）

全体 (n=141) 小学校段階(n=52) 中学校段階(n=44) 高等学校段階(n=45)   
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２ サービス利用について 

１）サービスの利用内容、２）サービスの情報取得、３）サービスを利用していない理由、４）

今後利用したいサービス内容についてたずねた。 

 

１）サービスの利用内容（Ｆ-１問１・Ｆ-２問４・Ｆ-３問５・Ｆ-４問５） 

  どのようなサービスを利用しているか複数回答でたずねた。 

就学前児童：「児童発達支援」は、83.3%、「短期入所」と「保育所等訪問支援」は、ともに 11.1%で

ある。、一方、「サービスを利用していない」は、11.1%である。 

11.1 

0.0 

0.0 

83.3 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

短期入所

日中一時支援

ファミリー・サポート

・センター

児童発達支援

保育所等訪問支援

移動支援

居宅介護（ホームヘルプ）

その他

サービスを利用していない

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

図表Ⅲ－Ｆ－３２ サービスの利用内容（Ｆ-１）（複数回答ｎ＝18）
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小学校段階：「放課後等デイサービス」は、76.9%で、中学校段階、高等学校段階に比べて割合が高

い。「総合支援学校放課後サポート」は、17.3%である。一方、「サービスを利用してい

ない」は、17.3%である。 

中学校段階：「放課後等デイサービス」は、56.8%である。一方、「サービスを利用していない」は、

38.6%である。 

高等学校段階：「放課後等デイサービス」は、37.8%、「総合支援学校放課後サポート」は、33.3%で、

小学校段階、中学校段階に比べて割合が高い。一方、「サービスを利用していない」は、

44.4%で、小学校段階、中学校段階に比べて割合が高い。 

44.4 

38.6 

17.3 

0.0 

4.5 

1.9 

0.0 

0.0 

1.9 

4.4 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

1.9 

37.8 

56.8 

76.9 

0.0 

2.3 

0.0 

33.3 

9.1 

17.3 

13.3 

9.1 

5.8 

4.4 

4.5 

1.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

図表Ⅲ－Ｆ－３３ サービスの利用状況（Ｆ-２～Ｆ-４）（複数回答）

短期入所（ショートステイ） 日中一時支援 総合支援学校放課後サポート事業

ファミリー・サポート・センター 放課後等デイサービス 施設入所

移動支援 居宅介護（ホームヘルプ） その他

サービスを利用していない

※ファミリー・サポー

ト・センターは、高等
学校段階に対する設

問は設定していない
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２）サービスの情報取得（Ｆ-１問２・Ｆ-２問５・Ｆ-３問６・Ｆ-４問６） 

   問 1、問 4 または問 5 で「利用している」と回答した人に、サービスを利用するためにどこか

ら情報を取得したか複数回答でたずねた。 

就学前児童：「市役所」は、25.0%、「医療機関」と「児童相談所」と「通所支援施設」は、ともに

18.8%である。（「その他」は除く） 
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小学校段階：「市役所」と「通所支援施設」は、ともに 25.6%、「特別支援学校」は、23.3%、「親の

会・当事者団体」と「保育園・幼稚園・認定こども園」は、ともに 20.9%、「医療機関」

は、18.6%である。 

18.6 

25.6 

7.0 

25.6 

20.9 

11.6 

20.9 

7.0 

23.3 

16.3 

14.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

医療機関

市役所

児童相談所

通所支援施設

親の会・当事者団体

障害者相談支援

センター

保育園・幼稚園

認定子ども園

小学校

特別支援学校

インターネット、図書雑誌

その他

図表Ⅲ－Ｆ－３５ サービスの情報取得（Ｆ-２）（複数回答）

小学校段階(n=43) 

※入所施設

※研究機関
以上は回答なし

 

 

中学校段階：「障害者相談支援センター」は、29.6%、「親の会・当事者団体」と「特別支援学校」は、

ともに 18.5%、「医療機関」と「市役所」と「通所支援施設」は、ともに 14.8%である。 

14.8 

14.8 

14.8 

18.5 

29.6 

7.4 

7.4 

3.7 

18.5 

14.8 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

医療機関

市役所

通所支援施設

親の会・当事者団体

障害者相談支援

センター

保育園・幼稚園

認定子ども園

小学校

中学校

特別支援学校

その他

図表Ⅲ－Ｆ－３６ サービスの情報取得（Ｆ-３）（複数回答）

中学校段階(n=27) 

※児童相談所

※入所施設
※研究機関

※インターネット・図書雑誌

以上は回答なし
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高等学校段階：「特別支援学校」は、48.0%、「障害者相談支援センター」は、44.0%、「市役所」は、

24.0%である。 

12.0 

24.0 

4.0 

8.0 

44.0 

8.0 

4.0 

48.0 

12.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

医療機関

市役所

児童相談所

親の会・当事者団体

障害者相談支援センター

中学校

高等学校

特別支援学校

インターネット、図書雑誌

図表Ⅲ－Ｆ－３７ サービスの情報取得（Ｆ-４）（複数回答）

高等学校段階(n=25)   

※通所支援施設 ※入所施設

※保育園・幼稚園・認定こども園
※小学校 ※研究機関 ※その他

以上は回答なし
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３）サービスを利用していない理由（Ｆ-１問３・Ｆ-２問６・Ｆ-３問７・Ｆ-４問７） 

   問 1、問 4 または問 5 で「利用していない」と回答した人に、サービスを利用していない理由

をたずねた。 

全体の傾向：「サービスを利用する必要がないから」は、72.9%、「必要なサービスがないから」は、

16.7%である。 

就学前児童：「サービスを利用する必要がないから」は、100.0%である。 

小学校段階：「サービスを利用する必要がないから」は、55.6%、「必要なサービスがないから」は、

22.2%である。 

中学校段階：「サービスを利用する必要がないから」は、70.6%、「必要なサービスがないから」は、

11.8%である。 

高等学校段階：「サービスを利用する必要がないから」は、80.0%、「必要なサービスがないから」は、

20.0%である。 

80.0 

70.6 

55.6 

100.0 

72.9 

20.0 

11.8 

22.2 

0.0 

16.7 

0.0 

17.6 

22.2 

0.0 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高等学校段階(n=20)   

中学校段階(n=17) 

小学校段階(n=9) 

就学前児童(n=2)   

全体 (n=48) 

図表Ⅲ－Ｆ－３８ サービスを利用しない理由（Ｆ-１～Ｆ-４）

サービスを利用する必要がないから 必要なサービスがないから その他
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４）今後利用したいサービス内容（Ｆ-１問４・Ｆ-２問７・Ｆ-３問８・Ｆ-４問８） 

   今後どのようなサービスを利用したいか複数回答でたずねた。 

全体の傾向：「地域交流」は、62.9%、「日帰りデイサービス」は、39.6%、「短期入所」は、28.3%で

ある。 

就学前児童：「地域交流」と「日帰りデイサービス」は、ともに 50.0%である。 

小学校段階：「地域交流」は、65.4%、「日帰りデイサービス」は、44.2%、「短期入所」は、26.9%で

ある。 

中学校段階：「地域交流」は、70.5%で、就学前児童、小学校段階、高等学校段階に比べて割合が高

い。「日帰りデイサービス」は、40.9%、「短期入所」は、38.6%である。 

高等学校段階：「地域交流」は、57.8%、「日帰りデイサービス」は、28.9%、「短期入所」は、24.4%

である。 

11.1 

9.1 

5.8 

0.0 

7.5 

0.0 

4.5 

3.8 

0.0 

2.5 

0.0 

2.3 

1.9 

5.6 

1.9 

57.8 

70.5 

65.4 

50.0 

62.9 

8.9 

18.2 

7.7 

0.0 

10.1 

28.9 

40.9 

44.2 

50.0 

39.6 

24.4 

38.6 

26.9 

16.7 

28.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=159) 

図表Ⅲ－Ｆ－３９ 今後のサービス利用希望（Ｆ-１～Ｆ-４）（複数回答）

短期入所 日帰りデイサービス 移動介助 地域交流 身体介護 施設入所 その他
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３ 就労について 

 １）就労の状況、２）普段の過ごし方についてたずねた。 

１）就労の状況（Ｆ-５問１） 

   現在の就労についてたずねた。 

   「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」は、100.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）普段の過ごし方（Ｆ-５問２） 

   問 1で「就労していないし、障害者施設へも通所していない」と回答した人に、普段どこで過

ごしているかたずねた。 

   「その他」は、66.7%、「自宅」は、33.3%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している

0.0%

就労していないが、

障害者施設等へ通所

している 0.0%

就労していない

し、障害者施設

等へも通所して

いない 100.0%

図表Ⅲ－Ｆ－４０ 就労の状況（Ｆ-５）（ｎ＝3）

自宅 33.3%

入所施設 0.0%その他 66.7%

図表Ⅲ－Ｆ－４１ 普段の過ごしている場所（Ｆ-５）（ｎ＝3）
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４ 生活の場について 

 １）現在の生活状況、２）主に昼間過ごしたい場所についてたずねた。 

１）現在の生活状況（Ｆ-５問３） 

   現在の過ごし方を続けたいかたずねた。 

「続けたいと考える」は、66.7%、「変えたいと考えている」は、33.3%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）主に昼間過ごしたい場所（Ｆ-５問４） 

   問 3で「変えたいと考えている」と回答した人に、今後、主に昼間どこで過ごしたいかたずね

た。 

   「自宅」は、100.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続けたいと考

えている

66.7%

変えたいと考

えている

33.3%

図表Ⅲ－Ｆ－４２ 現在の過ごし方の考え（Ｆ-５）（ｎ＝3）

自宅

100%

図表Ⅲ－Ｆ－４３ 今後の

昼間の過ごしたい場所（Ｆ-５）（ｎ＝1）
※学校、

※会社などの勤め先
※障害者通所施設

※グループホーム、

ケア ホーム
※障害者入所施設

以上は該当なし
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５ 外出について 

 １）外出の頻度、２）外出するときに困っていることについてたずねた。 

１）外出の頻度（Ｆ-５問５） 

  どのくらい外出しているかたずねた。 

  「ほぼ毎日」と「週に１回」と「年に数回」は、ともに 33.3%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）外出するときに困っていること（Ｆ-５問６） 

   外出するときに困っていることを複数回答でたずねた。 

   「他人の目が気になる」は、33.3%である。一方、「特に困っていない」は、66.7%である。 

 

33.3 

66.7 

他人の目が気になる

特に困っていない

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

図表Ⅲ－Ｆ－４５ 外出時に困っていること（Ｆ-５）（複数回答ｎ＝3）

※記載以外は該当なし
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６ 相談場所について 

１）相談場所（Ｆ-１問５・Ｆ-２問８・Ｆ-３問９・Ｆ-４問９・Ｆ-５問７） 

   日常生活における相談や支援について、普段どこに相談するか複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「特別支援学校」は、48.1%、「医療機関」は、38.9%、「通所支援施設」は、26.5%、「障

害者相談支援センター」は、19.8%、「市役所」は、11.1%である。「特別支援学校」は

年齢が上がるほど割合も高い。 

就学前児童：「通所支援施設」は、50.0%、「医療機関」は、44.4%、「市役所」と「保育園」は、とも

に 27.8%、「認定こども園」は、22.2%である。 

小学校段階：「医療機関」は、50.0%、「通所支援施設」と「小学校」が、ともに 38.5%、「特別支援

学校」は、34.6%である。 

中学校段階：「特別支援学校」は、54.5%、「医療機関」は、36.4%、「中学校」は、34.1%、「通所支援

施設」は、22.7%、「障害者相談支援センター」は、20.5%である。 

高等学校段階：「特別支援学校」は、75.6%、「障害者相談支援センター」は、31.1%、「医療機関」は、

24.4%である。 

義務教育修了未就学：「医療機関」と「特別支援学校」は、ともに 66.7%である。 
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38.9 

11.1 

8.0 

26.5 

2.5 

7.4 

19.8 

44.4 

27.8 

16.7 

50.0 

5.6 

11.1 

5.6 

50.0 

5.8 

3.8 

38.5 

3.8 

11.5 

15.4 

36.4 

15.9 

6.8 

22.7 

2.3 

6.8 

20.5 

24.4 

6.7 

11.1 

8.9 

0.0 

2.2 

31.1 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

医療機関

市役所

児童相談所

通所支援施設

入所施設

親の会・当事者団体

障害者相談支援センター

図表Ⅲ－Ｆ－４６ 相談場所（Ｆ-１～Ｆ-５）（複数回答）

全体 (n=162) 就学前児童(n=18)   小学校段階(n=52) 

中学校段階(n=44) 高等学校段階(n=45)   義務教育修了未就学(n=3)   
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3.1 

0.6 

2.5 

12.3 

9.3 

2.5 

48.1 

0.0 

4.9 

27.8 

5.6 

22.2 

0.0 

0.0 

11.1 

38.5 

34.6 

0.0 

7.7 

34.1 

54.5 

0.0 

2.3 

8.9 

75.6 

0.0 

2.2 

66.7 

0.0 

0.0 

保育園

幼稚園

認定こども園

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

研究機関

その他

全体 (n=162) 就学前児童(n=18)   

小学校段階(n=52) 中学校段階(n=44) 

高等学校段階(n=45)   義務教育修了未就学(n=3)   

※保育園、幼稚園は就学前児童のみ回

答

※小学校は小学校段階のみ回答

※中学校は中学校段階のみ回答

※高等学校は高等学校のみ回答

※最終学歴の学校

以上は回答者なし
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７ 保育園や幼稚園、認定こども園の利用について（Ｆ-１問６） 

  現在、保育園や幼稚園、認定こども園を利用しているかたずねた。 

  「保育園利用」は、50.0%、「認定こども園利用」は、27.8%、「幼稚園利用」は、回答がない。一

方、「利用していない」は、16.7%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「利用していない」と答えた方の理由は、以下の３件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童発達支援施設のみ利用。今は、特性を理解し、個別対応してくださる場が本人に適してい

ると思ったので。 

胃瘻や在宅酸素等の医療ケアを要するため。覚醒時間が短く、ほぼ寝たきりの状態なので地

域の保育園に行っても発達が促されるとは思わないから。 

児童発達支援センターの判断。今の発達状況での入園は難しいと言われたから。 

保育園利用

50.0%

幼稚園利用

0.0%

認定こども園

利用 27.8%

利用していな

い 16.7%

不明・無回答

5.6%

図表Ⅲ－Ｆ－４７ 保育園・幼稚園・認定こども園の利用状況

（Ｆ-１）（ｎ＝56）（ｎ＝18） 
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８ 個別の教育支援計画及び指導計画について 

１）個別の教育支援計画及び指導計画作成状況、２）計画作成における学校との話し合い状況をた

ずねた。 

 

１）個別の教育支援計画及び指導計画作成状況（Ｆ-２問９・Ｆ-３問１０・Ｆ-４問１０） 

  個別の教育支援計画及び指導計画の作成状況をたずねた。 

全体の傾向：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.8%、「指導計画のみ作成」は、12.8%、「作成

されていない」は、6.4%である。 

小学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.1%、「指導計画のみ作成」は、21.2%で、中

学校段階・高等学校段階に比べて割合が高い。 

中学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、75.0%で、小学校段階・高等学校段階に比べて

割合が高い。「指導計画のみ作成」は、11.4%、「作成されていない」は、4.5%である。 

高等学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.3%、「作成されていない」は、13.3%であ

る。 

6.7 

9.1 

1.9 

5.7 

4.4 

11.4 

21.2 

12.8 

73.3 

75.0 

73.1 

73.8 

13.3 

4.5 

1.9 

6.4 

2.2 

0.0 

1.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

全体 (n=141) 

図表Ⅲ－Ｆ－４８ 個別支援計画の作成状況（Ｆ-２～Ｆ-４）

教育支援計画のみ作成 指導計画のみ作成

教育支援計画と指導計画を作成 作成されていない

不明・無回答
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２）計画作成における学校との話し合い状況（Ｆ-２問１０・Ｆ-３問１１・Ｆ-４問１１） 

 問 9または問 10で「個別の教育支援計画のみが作成されている」または「個別の指導計画のみ

が作成されている」、「個別の教育支援計画と個別の指導計画が作成されている」と回答した人に、

個別の教育支援計画または個別の指導計画の作成にあたり、学校とどのくらい話し合いをしたか

たずねた。 

 

全体の傾向：「年２回以上」は、85.4%、「年１回」は、12.3%、「話し合っていない」は、1.5%である。 

小学校段階：「年２回以上」は、82.0%、「年１回」は、14.0%である。 

中学校段階：「年２回以上」は、83.3%、「年１回」は、14.3%である。 

高等学校段階：「年２回以上」は、92.1%で、小学校段階・中学校段階に比べて割合が高い。「年１回」

は、7.9%である。 

92.1 

83.3 

82.0 

85.4 

7.9 

14.3 

14.0 

12.3 

0.0 

2.4 

2.0 

1.5 

0.0 

0.0 

2.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高等学校段階(n=38)   

中学校段階(n=42) 

小学校段階(n=50) 

全体 (n=130) 

図表Ⅲ－Ｆ－４９ 個別支援計画の話し合い状況（Ｆ-２～Ｆ-４）

年２回以上 年1回 話し合っていない 不明・無回答
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９ 進学・進路先について 

１）進学・進路先、２）進学・進路先として考える理由、３）進学・進路先を選択するときの悩 

みの有無、４）進学・進路先を選択するときの悩みの理由、５）学校の指導に対する要望、６）進 

学・進路先を選択するときに悩んでいない理由、７）自分の適性がわかった理由をたずねた。 

 

１）進学・進路先（Ｆ-１問７・Ｆ-２問１１・Ｆ-３問１２・Ｆ-４問１２） 

  進学・進路先としてどこを考えているかをたずねた。 

就学前児童：「小学校の特別支援学級」は、44.4%、「特別支援学校小学部」は、33.3%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校段階：「特別支援学校中学部」は、57.7%、「中学校の特別支援学級」は、34.6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の通常学

級 1.9%

中学校の通常学

級での通級によ

る指導 0.0%

中学校の特別支

援学級 34.6%

特別支援学校

中学部 57.7%

その他 5.8%

図表Ⅲ－Ｆ－５１ 進学・進路先（Ｆ-２）（ｎ＝52）
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中学校段階：「特別支援学校高等部」は、90.9%、「全日制高校」は、4.5%である。 

        中学校卒業後は、「特別支援学校高等部」を進学希望する傾向が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校段階：「通所施設」は、37.8%、「就職」は、33.3%、「専門学校」は、11.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日制高校 4.5%

定時制高校 0.0%

通信制高校 2.3%

特別支援学校高

等部 90.9%

高等専門学校

0.0%

テクノスクール

0.0%

就職 0.0%

通所施設 0.0%

入所施設 0.0%

その他 2.3%

図表Ⅲ－Ｆー５２ 進学・進路先（Ｆ-３）（ｎ＝44）

高等専門学校 0.0%

大学 0.0%

短期大学 0.0%

専門学校 11.1%

テクノスクール

0.0%

就職 33.3%
通所施設

37.8%

入所施設 0.0%

その他 15.6%

不明・無回答 2.2%

図表Ⅲ－Ｆ－５３ 進学・進路先（Ｆ-４）（ｎ＝45）
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２）進学・進路先として考える理由（Ｆ-１問８・Ｆ-２問１２・Ｆ-３問１３・Ｆ-４問１３） 

  問 7、問 11 または問 12 で選んだ学校等を進学・進路先として考える理由を複数回答でたずね

た。 

就学前児童：「障害に理解のある先生がいるから」と「同じ学校にきょうだいが通っているから」

は、ともに 44.4%、「現在と同じ療育や教育の支援を受けることができると思うから」

と「障害のない同年齢の子どもと一緒に学べるから」は、ともに 27.8%、「地域との結

びつきがあるから」は、22.2%である。 

27.8 

22.2 

0.0 

11.1 

44.4 

16.7 

27.8 

44.4 

16.7 

0.0 

現在と同じ療育や教育の支援を

受けることができると思うから

地域との結びつきがあるから

希望する学校への入学だから

現在と環境が変わらないから

同じ学校にきょうだいが

通っているから

仲のよい友だちと同じ学校に

通えるから

障害のない同年齢の子どもと

一緒に学べるから

障害に理解のある先生が

いるから

通学が便利だから

その他

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

図表Ⅲ－Ｆ－５４ 進学・進路先として考える理由（Ｆ-１）（複数回答ｎ＝18）
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小学校段階：「一人ひとりのニーズにあった教育支援が受けられるから」は、67.3%、「親が希望し

ているから」は、53.8%、「障害に理解のある先生がいるから」は、34.6%、「通学が便

利だから」は、23.1%である。 

67.3 

3.8 

7.7 

53.8 

34.6 

9.6 

3.8 

11.5 

23.1 

9.6 

一人ひとりのニーズにあった

教育支援が受けられるから

担任や学校のすすめにより

本人が希望しているから

親が希望しているから

障害に理解のある先生が

いるから

仲のよい友だちと同じ学校に

通えるから

同じ学校にきょうだいが

通っているから

地域との結びつきがあるから

通学が便利だから

その他

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

図表Ⅲ－Ｆ－５５ 進学・進路先として考える理由（Ｆ-２）（複数回答ｎ＝52）
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中学校段階：「一人ひとりのニーズにあった教育支援が受けられるから」は、54.5%、「親が希望し

ているから」は、50.0%、「障害に理解のある先生がいるから」は、45.5%、「本人が希

望しているから」は、20.5%である。 

54.5 

18.2 

20.5 

50.0 

2.3 

45.5 

13.6 

0.0 

6.8 

2.3 

9.1 

一人ひとりのニーズにあった

教育支援が受けられるから

担任や学校のすすめにより

本人が希望しているから

親が希望しているから

相談機関のすすめにより

障害に理解のある先生が

いるから

仲のよい友だちと同じ学校に

通えるから

同じ学校にきょうだいが

通っているから

地域との結びつきがあるから

通学が便利だから

その他

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

図表Ⅲ－Ｆ－５６ 進学・進路先として考える理由（Ｆ-３）（複数回答ｎ＝44）

 

 

高等学校段階：「本人が希望しているから」は、44.4%、「親が希望しているから」は、24.4%、「担任

や学校のすすめにより」は、11.1%である。 

11.1 

44.4 

24.4 

2.2 

2.2 

15.6 

担任や学校のすすめにより

本人が希望しているから

親が希望しているから

相談機関のすすめにより

その他

不明・無回答

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

図表Ⅲ－Ｆ－５７ 進学・進路先として考える理由（Ｆ-４）（ｎ＝45）
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３）進学・進路先を選択するときの悩みの有無 

（Ｆ-１問９・Ｆ-２問１３・Ｆ-３問１４・Ｆ-４問１４） 

  進学・進路先を選択するときに悩んでいることの有無をたずねた。 

全体の傾向：「ある」は、52.2%、「ない」は、46.5%である。 

就学前児童：「ある」は、72.2%で、小学校段階・中学校段階、高等学校段階に比べて割合が高い。

「ない」は、22.2%である。 

小学校段階：「ある」は、42.3%、「ない」は、57.7%である。 

中学校段階：「ある」は、47.7%、「ない」は、52.3%である。 

高等学校段階：「ある」は、60.0%、「ない」は、37.8%である。 

60.0 

47.7 

42.3 

72.2 

52.2 

37.8 

52.3 

57.7 

22.2 

46.5 

2.2 

0.0 

0.0 

5.6 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高等学校段階(n=45)   

中学校段階(n=44) 

小学校段階(n=52) 

就学前児童(n=18)   

全体 (n=159) 

図表Ⅲ－Ｆ－５８ 進学・進路先選択での悩みの有無（Ｆ-１～Ｆ-４）

ある ない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



156 

 

４）進学・進路先を選択するときの悩みの理由 

（Ｆ-１問１０・Ｆ-２問１４・Ｆ-３問１５・Ｆ-４問１５） 

  問 9、問 13 または問 14 で「ある」と回答した人に、進学・進路先を選択するときに悩んでい

る理由を複数回答でたずねた。 

 

就学前児童：「環境が変わるから」は、61.5%、「現在と同じ療育や教育の支援を受けることができ

ないと思うから」と「希望する学校に入学できないかもしれないから」と「障害に基

づくいじめなどがおきないか心配だから」は、ともに 30.8%である。 
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就学段階 

全体の傾向：「自分の適性がわからないから」は、50.0%、「進路が決まっていないから」は、45.7%、

「勉強についていけるか心配だから」は、37.1%である。 

小学校段階：「勉強についていけるか心配だから」は、59.1%、「自分の適性がわからないから」は、

50.0%、「進路が決まっていないから」は、40.9%である。 

中学校段階：「進路が決まっていないから」は、42.9%、「自分の適性がわからないから」と「希望

する進路先についての情報がないから」と「勉強についていけるか心配だから」は、

ともに 33.3%、「進路先へ通う手段がないから」は、28.6%である。 

高等学校段階：「自分の適性がわからないから」は、63.0%、「進路が決まっていないから」は、51.9%、

「希望する進路先についての情報がないから」は、29.6%である。 

45.7 

50.0 

28.6 

11.4 

37.1 

2.9 

1.4 

11.4 

20.0 

40.9 

50.0 

22.7 

4.5 

59.1 

0.0 

0.0 

0.0 

18.2 

42.9 

33.3 

33.3 

23.8 

33.3 

9.5 

4.8 

28.6 

33.3 

51.9 

63.0 

29.6 

7.4 

22.2 

0.0 

0.0 

7.4 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

進路が決まっていないから

自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから

相談にのってくれる人が

いないから

勉強についていけるか

心配だから

進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから

進路先へ通う手段がないから

その他

図表Ⅲ－Ｆ－６０ 進路選択での悩んでいる理由（Ｆ-２～Ｆ-４）（複数回答）

全体 (n=70) 小学校段階(n=22) 中学校段階(n=21) 高等学校段階(n=27)   
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５）学校の指導に対する要望（Ｆ-２問１５・Ｆ-３問１６・Ｆ-４問１６） 

  問 13 または問 14 で「ある」と回答した人に、学校で指導してほしかったこと、学校に対する

要望を複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「希望している進路先に関する情報の収集」は、58.6%、「進路指導に詳しい外部専門

家の巡回相談」は、41.4%、「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」は、30.0%、

「学校の先生の助言」は、28.6%である。 

小学校段階：「希望している進路先に関する情報の収集」は、59.1%、「進路指導に詳しい外部専門家

の巡回相談」は、40.9%、「学校の先生の助言」は、31.8%、「上級学校訪問や就業体験

などの体験学習」は、22.7%である。 

中学校段階：「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」は、52.4%、「進路指導に詳しい外部専門家

の巡回相談」は、47.6%、「希望している進路先に関する情報の収集」は、42.9%、「ホ

ームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習」と「学校の先生の進路指導

についての理解」は、ともに 28.6%である。 

高等学校段階：「希望している進路先に関する情報の収集」は、70.4%、「進路指導に詳しい外部専門

家の巡回相談」は、37.0%、「学校の先生の助言」は、33.3%、「学校の先生の進路指

導についての理解」は、22.2%である。 
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30.0 

14.3 

28.6 

41.4 

58.6 

22.9 

2.9 

22.7 

9.1 

31.8 

40.9 

59.1 

18.2 

4.5 

52.4 

28.6 

19.0 

47.6 

42.9 

28.6 

0.0 

18.5 

7.4 

33.3 

37.0 

70.4 

22.2 

3.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

上級学校訪問や就業体験などの体験学習

ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進

路学習

学校の先生の助言

進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談

希望している進路先に関する情報の収集

学校の先生の進路指導についての理解

その他

図表Ⅲ－Ｆ－６１ 学校の指導に対する要望（Ｆ-２～Ｆ-４）（複数回答）

全体 (n=70) 小学校段階(n=22) 中学校段階(n=21) 高等学校段階(n=27)   
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６）進学・進路先を選択するときに悩んでいない理由 

（Ｆ-１問１１・Ｆ-２問１６・Ｆ-３問１７・Ｆ-４問１７） 

  問 9、問 13 または問 14 で「ない」と回答した人に、進学・進路先を選択するときに悩んでい

ない理由をたずねた。（Ｆ-１のみ複数回答） 

就学前児童：「日ごろから就学に関する教育相談を受けているから」と「現在と同じ療育や教育の

支援を受けることができると思うから」と「希望する学校に入学できると思うから」

と「同じ学校にきょうだいが通っているので、安心感があるから」は、ともに 50.0%

である。 
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小学校段階：「進路が決まっているから」は、26.7%、「自分の適性がわかっているから」は、20.0%、

「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、16.7%である。 

中学校段階：「進路が決まっているから」は、34.8%、「家族が進路先を決めてくれると思うから」

は、26.1%、「自分の適性がわかっているから」と「進路を決めるまでにまだ時間があ

るから」は、ともに 13.0%である。 

高等学校段階：「進路が決まっているから」は、29.4%、「自分の適性がわかっているから」と「ま

進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、ともに 17.6%、「家族が進路先を決め

てくれると思うから」が 11.8%である。 
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７）自分の適性がわかったきっかけ（Ｆ-２問１７・Ｆ-３問１８・Ｆ-４問１８） 

  問 16 または問 17 で「進路が決まっているから」または「自分の適性がわかっているから」と

回答した人に、自分の適性がわかったきっかけを複数回答でたずねた。 

 

全体の傾向：「家族の助言」は、51.5%、「学校の先生の助言」は、33.3%、「上級学校訪問などの体験

学習」は、30.3%である。 

小学校段階：「家族の助言」は、71.4%、「学校の先生の助言」は、42.9%、「上級学校訪問などの体験

学習」は、14.3%である。 

中学校段階：「家族の助言」は、45.5%、「学校の先生の助言」は、36.4%、「上級学校訪問などの体験

学習」は、18.2%である。 

高等学校段階：「上級学校訪問などの体験学習」は、75.0%、「家族の助言」は、25.0%、「学校の先生

の助言」は、12.5%である。 

30.3 

33.3 

51.5 
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12.1 
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42.9 

71.4 

0.0 
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18.2 
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45.5 

9.1 

0.0 

36.4 

75.0 

12.5 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

上級学校訪問などの体験学習

学校の先生の助言

家族の助言

卒業生の体験談と助言

ホームルーム活動などでの

自らの生き方に関する進路学習

その他

図表Ⅲ－Ｆ－６４ 自分の適性がわかったきっかけ（Ｆ-２～Ｆ-４）

（複数回答）

全体 (n=33) 小学校段階(n=14) 中学校段階(n=11) 高等学校段階(n=8)   

※進路相談に詳しい外部専門

家の巡回相談は、 回答なし

 

 



 

 

 

 

Ⅳ 調査結果（調査対象者別） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



Ａ 身体障害者 
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１ 生活の場について 

（１）住居形態（問４） 

 現在、どこで暮らしているかをたずねた。 

 「自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、81.5%、「民間の賃貸

アパート・マンション、借家」は、11.2%、「市営住宅、県営住宅」は、2.0%、「グループホ

ーム」は、0.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自分または家族の持

ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、10 歳代が 100.0%、次に 20 歳代が 88.6%であ

る。「民間の賃貸アパート・マンション、借家」は、30 歳代が 32.6%、次に 50 歳代が 12.4%

である。 
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80.1 
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60.5 

88.6 
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12.4 

7.1 

32.6 
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5.7 
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2.4 

2.9 

2.5 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１ 住居形態－年齢別

自分または

家族の持ち

家（一戸建

て、分譲マ

ンションなど）

民間の賃貸

アパート・

マンション、

借家

市営住宅、

県営住宅

グループ

ホーム、

ケアホーム

その他 不明・

無回答
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（２）暮らしの場の変更（問５） 

現在の暮らしの場を変えたいかをたずねた。 

｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、82.4%、一方「現在の暮らしの場を変えたい｣は、

14.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の暮らしの場を

変えたくない｣は、10 歳代が 100.0%、次に 60 歳代が 90.5%である。一方「現在の暮らしの

場を変えたい｣は、20 歳代が 25.7%、次に 30 歳代が 20.9%である。 
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18.0 

15.7 

20.9 

25.7 
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14.9 

90.5 
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74.4 
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100.0 

82.4 

2.9 

3.1 

1.4 

4.7 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－２ 暮らしの場の変更－年齢別

現在の暮らしの場を変えたい 現在の暮らしの場を変えたくない

不明・無回答
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（３）暮らしたい場所（問６） 

 問５で「現在の暮らしの場を変えたい」と回答した人に、今後、どこで暮らしたいか

をたずねた。 

「自分または家族の持ち家｣は、36.8%、「民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、

23.5%である。  

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分または家族の持

ち家｣は、40 歳代が 55.6%、次に 30 歳代が 44.4%である。「民間の賃貸アパート・マンショ

ン、借家｣は、30 歳代が 55.6%、次に 40 歳代が 33.3%である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=9）

５０歳代（n=29）

４０歳代（n=9）

３０歳代（n=9）

全 体（n=68）

図表Ⅳ－Ａ－３ 暮らしたい場所－年齢別

自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）

民間の賃貸アパート・マンション、借家

市営住宅、県営住宅

グループホーム

その他

不明・無回答

※10歳代・20歳代

回答なし
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（４）世帯構成（問７） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。 

 「家族」は、82.3%、「自分ひとり」は、13.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢家族｣は、30 歳代が

90.7%、次に 40 歳代が 84.3%である。一方「自分ひとり」は、20 歳代が 15.2%、次に 50 歳

代が 14.3%である。 
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６０歳代（n=405）

５０歳代（n=426）

４０歳代（n=204）

３０歳代（n=107）

２０歳代（n=66）

１０歳代（n=13）

全 体（n=1,235）

図表Ⅳ－Ａ－４ 暮らしている者－年齢別

自分ひとり 家族 その他 不明・無回答
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（５）同居者の変更（問８） 

現在の同居者を変えたいかをたずねた。 

「現在の同居者を変えたくない｣は、85.7%、｢現在の同居者を変えたい｣は、11.2%で

ある。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の同居者を変え

たくない｣は、10 歳代が 100.0%、次に 40 歳代が 90.0%である。一方「現在の同居者を変え

たい」は、20 歳代が 20.0%、次に 50 歳代が 13.7%である。 
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88.4 
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６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－５ 同居者の変更－年齢別

現在の同居者を変えたい 現在の同居者を変えたくない 不明・無回答
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（６）暮らしたい者（問９） 

問８で「現在の同居者を変えたい」と回答した人に、今後、だれと暮らしたいかをた

ずねた。 

「自分ひとりで暮らしたい｣は、41.2%、「その他」は、29.4%、「家族と暮らしたい」

は、25.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分ひとりで暮らし

たい｣は、30 歳代が 75.0%、次に 20 歳代が 57.1%である。一方「家族と暮らしたい」は、

60 歳代が 40.0%、次に 20 歳代が 28.6%である。 
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６０歳代（n=10）

５０歳代（n=22）

４０歳代（n=6）

３０歳代（n=4）

２０歳代（n=7）

全 体（n=51）

図表Ⅳ－Ａ－６ 暮らしたい者－年齢別

自分ひとりで暮らしたい 家族と暮らしたい その他 不明・無回答

※10歳代

回答なし
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（７）平日の昼間に過ごしている場所（問１０） 

現在、平日の昼間に主にどこで過ごしているかをたずねた。 

｢会社などの勤め先｣は、44.1%、「自宅｣は、39.8%、｢障害者通所施設｣は、8.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢会社などの勤め先｣

は、40 歳代が 56.4%、次に 30 歳代が 50.5%である。30 歳代から 50 歳代の割合が高い。「自

宅」は、60 歳代が 54.8%、次に 50 歳代が 39.2%である。年齢が上がるごとに割合が高い。

｢障害者通所施設｣は、10 歳代が 46.2%、次に 20 歳代が 37.9%である。年齢が下がるごとに

割合が高い。 

 

54.8 

39.2 

28.4 

25.2 

16.7 

7.7 

39.8 

0.0 

0.2 

0.5 

0.9 

12.1 

23.1 

1.1 

33.8 

48.8 

56.4 

50.5 

31.8 

15.4 

44.1 

3.2 

4.9 

7.8 

18.7 

37.9 

46.2 

8.3 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

6.7 

4.9 

6.9 

3.7 

1.5 

0.0 

5.4 

1.2 

1.9 

0.0 

0.9 

0.0 

7.7 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=405）

５０歳代（n=426）

４０歳代（n=204）

３０歳代（n=107）

２０歳代（n=66）

１０歳代（n=13）

全 体（n=1,235）

図表Ⅳ－Ａ－７ 平日の昼間に過ごしている場所－年齢別

自宅 学校 会社などの勤め先 障害者通所施設

グループホーム その他 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



174 

 

（８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所（問１１（１）） 

  今後の昼間の過ごし方について、平日の昼間、主にどこで過ごしたいかをたずねた。 

「会社などの勤め先｣は、44.2%、「自宅｣は、40.0%、｢障害者通所施設｣は、7.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢会社などの勤め先｣

は、30 歳代が 60.5%、次に 20 歳代が 57.1%である。20 歳代から 50 歳代の割合が高い。 

「自宅」は、60 歳代が 61.3%、次に 50 歳代が 38.5%である。年齢が上がるごとに割合が高

い。｢障害者通所施設｣は、10 歳代が 50.0%、次に 20 歳代が 22.9%である。年齢が下がるご

とに割合が高い。 

 

 

61.3 

38.5 

28.6 

20.9 

8.6 

0.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

50.0 

0.7 

27.0 

49.7 

50.0 

60.5 

57.1 

0.0 

44.2 

3.6 

3.1 

11.4 

14.0 

22.9 

50.0 

7.3 

0.0 

0.6 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

3.6 

1.2 

1.4 

2.3 

2.9 

0.0 

2.2 

2.2 

4.3 

7.1 

2.3 

0.0 

0.0 

3.5 

2.2 

2.5 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－８ 昼間の過ごし方 （１）平日の昼間に過ごしたい場所－年齢別

自宅 学校 会社などの

勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム、

ケアホーム

障害者

入所施設

その他 不明・

無回答
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（８）昼間の過ごし方-(2)昼間に利用したいサービスや支援（問１１（２）） 

 今後、昼間どのようなサービスや支援が必要かを複数回答でたずねた。 

「サービスや支援は必要ない」は、61.5%、以降は 10%台以下となっている。｢ホームヘ

ルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもらいたい｣は、9.7%、｢障害者

施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣は、9.2%、「出かけると

きに、ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい」と｢介護をしてくれる家族などが病気や用

事があるときや休養のため、短期間、施設に入所したい｣は、8.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢サービスや支援は必

要ない｣は、50 歳代が 65.8%、次に 30 歳代が 65.1%である。全年代で 50%以上と高い。「ホ

ームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもらいたい」は、20 歳代

が 14.3%である。｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣

は、10 歳代が 50.0%、次に 40 歳代が 15.7%である。「出かけるときに、ガイドヘルパーに

付き添ってもらいたい」は、10 歳代が 50.0%である。 
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5.7%

9.7%

8.4%

4.6%

8.4%

3.7%

4.8%

5.7%

9.2%

6.4%

61.5%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

50.0%

8.6%

14.3%

11.4%

5.7%

17.1%

2.9%

14.3%

0.0%

11.4%

2.9%

54.3%

2.3%

9.3%

9.3%

4.7%

4.7%

7.0%

7.0%

16.3%

11.6%

11.6%

65.1%

0.0%

7.1%

7.1%

1.4%

10.0%

5.7%

2.9%

10.0%

15.7%

4.3%

58.6%

5.6%

9.3%

5.0%

5.0%

5.0%

2.5%

3.1%

4.3%

7.5%

8.7%

65.8%

8.8%

9.5%

10.2%

5.8%

10.2%

3.6%

5.1%

3.6%

6.6%

3.6%

59.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ホームヘルパーに

入浴や排せつなどの身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに

掃除・洗濯・調理・買い物などの

家事を支援してもらいたい

出かけるときに、

ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが

病気や用事があるときや

休養のため、短期間、

施設に入所したい

施設に通って、

生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、

施設に通って、

入浴や排せつ、食事の

介護などを受けたい

将来就職したいので、

施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、

簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅳ－Ａ－９ 昼間の過ごし方 （２）昼間に利用したいサービスや支援－年齢別

（複数回答）

全 体（n=455）

１０歳代（n=2）

２０歳代（n=35）

３０歳代（n=43）

４０歳代（n=70）

５０歳代（n=161）

６０歳代（n=137）
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２ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問１２） 

  現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

「している｣は、63.1%、「したいと思うが、していない」は、26.6%、｢したいと思わない｣

は、7.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、10 歳

代が 100.0%、次に 30 歳代が 83.7%である。「したいと思うが、していない」は、40 歳代が

35.7%、次に 50 歳代が 28.6%である。40 歳代から 60 歳代の割合が高い。｢したいと思わな

い｣は、60 歳代が 12.4%、次に 40 歳代が 8.6%である。 

 

56.2 

63.4 

54.3 

83.7 

74.3 

100.0 

63.1 

27.7 

28.6 

35.7 

9.3 

20.0 

0.0 

26.6 

12.4 

6.2 

8.6 

7.0 

0.0 

0.0 

7.9 

3.6 

1.9 

1.4 

0.0 

5.7 

0.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１０ 芸術・文化活動－年齢別

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、

聴覚障害・平衡機能障害が 72.0%、次に音声・言語・そしゃく機能障害が 66.7%である。「し

たいと思うが、していない」は、その他が 35.7%、次に視覚障害が 31.7%である。｢したい

と思わない｣は、その他が 14.3%、次に肢体不自由が 9.3%である。 

 

42.9 

63.6 

61.3 

66.7 

72.0 

56.1 

63.1 

35.7 

28.7 

26.7 

23.3 

18.0 

31.7 

26.6 

14.3 

5.6 

9.3 

6.7 

8.0 

7.3 

7.9 

7.1 

2.1 

2.7 

3.3 

2.0 

4.9 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=143）

肢体不自由（n=225）

音声・言語・そしゃく機能障

害（n=30）

聴覚障害・平衡機能障害

（n=50）

視覚障害（n=41）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１１ 芸術・文化活動－障害種別

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答
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（２）スポーツ活動の実施（問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

「している｣は、12.5%、｢していない｣は、85.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、10 歳

代が 50.0%、次に 20 歳代が 14.3%である。「していない」は、40 歳代が 90.0%、次に 30 歳

代が 86.0%である。 

 

13.1 

13.0 

8.6 

11.6 

14.3 

50.0 

12.5 

83.9 

85.7 

90.0 

86.0 

85.7 

50.0 

85.7 

2.9 

1.2 

1.4 

2.3 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１２ スポーツ活動－年齢別

している していない 不明・

無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、

聴覚障害・平衡機能障害が 26.0%、次に音声・言語・そしゃく機能障害が 16.7%である。「し

ていない」は、その他が 92.9%、次に肢体不自由が 91.1%である。 

 

3.6 

14.0 

7.6 

16.7 

26.0 

12.2 

12.5 

92.9 

84.6 

91.1 

83.3 

72.0 

80.5 

85.7 

3.6 

1.4 

1.3 

0.0 

2.0 

7.3 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=143）

肢体不自由（n=225）

音声・言語・そしゃく機能障害（n=30）

聴覚障害・平衡機能障害（n=50）

視覚障害（n=41）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１３ スポーツ活動－障害種別

している していない 不明・

無回答
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（３）スポーツ活動の頻度（問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

「週に２～３回｣は、36.8%、「週に１回」は、24.6%、「月に１回｣は、10.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢週に２～３回｣は、

30 歳代が 100.0%、次に 20 歳代が 40.0%である。「週に１回」は、40 歳代と 60 歳代が 33.3%

である。 

 

5.6 

9.5 

16.7 

0.0 

20.0 

0.0 

8.8 

33.3 

33.3 

0.0 

100.0 

40.0 

0.0 

36.8 

33.3 

23.8 

33.3 

0.0 

20.0 

0.0 

24.6 

16.7 

4.8 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

8.8 

11.1 

4.8 

33.3 

0.0 

0.0 

100.0 

10.5 

0.0 

19.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

8.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=18）

５０歳代（n=21）

４０歳代（n=6）

３０歳代（n=5）

２０歳代（n=5）

１０歳代（n=1）

全 体（n=57）

図表Ⅳ－Ａ－１４ スポーツ活動の頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



182 

 

【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢週に２～３回｣

は、視覚障害が 80.0%、次に聴覚障害・平衡機能障害が 50.0%である。「週に１回」は、肢

体不自由が 35.3%、次に内部障害が 35.0%である。 

 

0.0 

5.0 

11.8 

25.0 

16.7 

0.0 

8.8 

0.0 

30.0 

29.4 

25.0 

50.0 

80.0 

36.8 

0.0 

35.0 

35.3 

0.0 

8.3 

0.0 

24.6 

0.0 

10.0 

11.8 

0.0 

8.3 

0.0 

8.8 

100.0 

10.0 

11.8 

25.0 

0.0 

0.0 

10.5 

0.0 

10.0 

0.0 

25.0 

16.7 

20.0 

8.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=1）

内部障害（n=20）

肢体不自由（n=17）

音声・言語・そしゃく機能障害

（n=4）

聴覚障害・平衡機能障害

（n=12）

視覚障害（n=5）

全 体（n=57）

図表Ⅳ－Ａ－１５ スポーツ活動の頻度－障害種別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不明・無回答
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

「したいと思う｣は、46.4%、｢したいと思わない｣は、52.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢したいと思う｣は、

10 歳代が 100.0%、次に 30 歳代が 59.5%である。一方「したいと思わない」は、60 歳代が

57.4%、次に 20 歳代が 56.7%である。 

 

40.9 

43.5 

57.1 

59.5 

43.3 

100.0 

46.4 

57.4 

55.8 

39.7 

40.5 

56.7 

0.0 

52.3 

1.7 

0.7 

3.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=115）

５０歳代（n=138）

４０歳代（n=63）

３０歳代（n=37）

２０歳代（n=30）

１０歳代（n=1）

全 体（n=390）

図表Ⅳ－Ａ－１６ スポーツ活動の希望意志－年齢別

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢したいと思う｣

は、聴覚障害・平衡機能障害が 52.8%、次に内部障害が 50.8%である。一方「したいと思わ

ない」は、その他が 65.4%、次に視覚障害が 63.6%である。 

 

34.6 

50.8 

43.8 

40.0 

52.8 

36.4 

46.4 

65.4 

49.2 

56.2 

60.0 

47.2 

63.6 

52.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=26）

内部障害（n=118）

肢体不自由（n=203）

音声・言語・そしゃく機能障害（n=25）

聴覚障害・平衡機能障害（n=36）

視覚障害（n=33）

全 体（n=390）

図表Ⅳ－Ａ－１７ スポーツ活動の希望意志－障害種別

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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３ 就労について 

（１）就労状況（問１６） 

 現在、就労をしているかをたずねた。 

｢1 年以上継続して就労している｣は、52.5%、「就労していないし、障害者施設等へも通

所していない」は、32.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢1 年以上継続して就

労している｣は、30 歳代が 65.1%、次に 50 歳代が 58.4%である。一方「就労していないし、

障害者施設等へも通所していない」は、10 歳代が 50.0%、次に 60 歳代が 46.0%である。 

「就労していないが、障害者施設等へ通所している」は、10 歳代が 50.0%、次に 20 歳代が

20.0%である。 

 

40.1 

58.4 

57.1 

65.1 

54.3 

0.0 

52.5 

6.6 

4.3 

2.9 

9.3 

5.7 

0.0 

5.3 

4.4 

3.7 

15.7 

14.0 

20.0 

50.0 

8.1 

46.0 

31.7 

22.9 

11.6 

17.1 

50.0 

32.1 

2.9 

1.9 

1.4 

0.0 

2.9 

0.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１８ 就労状況－年齢別

１年以上

継続して

就労

している

過去１年

の間に、

就労した

就労して

いないが、

障害者

施設等へ

通所している

就労して

いないし、

障害者

施設等へも

通所していない

不明・

無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢1 年以上継続し

て就労している｣は、内部障害が 59.4%、次に聴覚障害・平衡機能障害が 58.0%である。一

方「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」は、視覚障害が 48.8%、次に

音声・言語・そしゃく機能障害が 46.7%である。 

 

28.6 

59.4 

48.4 

13.3 

58.0 

29.3 

52.5 

0.0 

5.6 

5.8 

3.3 

2.0 

2.4 

5.3 

32.1 

5.6 

11.6 

30.0 

4.0 

14.6 

8.1 

35.7 

27.3 

32.4 

46.7 

32.0 

48.8 

32.1 

3.6 

2.1 

1.8 

6.7 

4.0 

4.9 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=143）

肢体不自由（n=225）

音声・言語・そしゃく機能障害（n=30）

聴覚障害・平衡機能障害（n=50）

視覚障害（n=41）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－１９ 就労状況－障害種別

１年以上

継続して

就労

している

過去１年の

間に、

就労した

就労して

いないが、

障害者施設等へ

通所している

就労して

いないし、

障害者施設等へも

通所していない

不明・

無回答
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（２）就労継続できる理由（問１７） 

 問 16 で「1 年以上継続して就労している」と回答した人に、就労し続けている、ま 

たは、続けることができている理由を複数回答でたずねた。 

「生活のために働かなければならないから｣は、72.0%、｢仕事の内容が自分に合ってい

るから｣は、46.4%、「勤務時間が合っているから」は、38.5%、「仕事にやりがいがあるか

ら｣は、32.2%、「職場の同僚との関係が良好だから」は、25.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢生活のために働かな

ければならないから｣は、40 歳代が 85.0%、次に 50 歳代が 76.6%である。30 歳代から 50

歳代の割合が高い。「仕事の内容が自分に合っているから」は、60 歳代が 56.4%、次に 20

歳代が 47.4%である。「勤務時間が合っているから」は、30 歳代が 53.6%、次に 60 歳代が

47.3%である。「仕事にやりがいがあるから」は、20 歳代が 47.4%、次に 50 歳代が 35.1%で

ある。「職場の同僚との関係が良好だから」は、20 歳代が 47.4%、次に 50 歳代が 26.6%で

ある。 
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32.2%

46.4%

38.5%

25.9%

10.5%

1.3%

7.5%

72.0%

4.6%

0.8%

47.4%

47.4%

31.6%

47.4%

31.6%

5.3%

5.3%

57.9%

5.3%

0.0%

28.6%

46.4%

53.6%

21.4%

17.9%

3.6%

17.9%

75.0%

3.6%

0.0%

30.0%

37.5%

17.5%

25.0%

7.5%

2.5%

10.0%

85.0%

5.0%

2.5%

35.1%

44.7%

40.4%

26.6%

6.4%

0.0%

6.4%

76.6%

3.2%

1.1%

23.6%

56.4%

47.3%

20.0%

9.1%

0.0%

3.6%

60.0%

7.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

仕事にやりがいがあるから

仕事の内容が自分に合っているから

勤務時間が合っているから

職場の同僚との関係が良好だから

職場に相談できる人がいるから

福祉サービスの就労定着支援を利用しているから

給料や賃金が高いから

生活のために働かなければならないから

その他

特にない

図表Ⅳ－Ａ－２０ 就労継続できる理由－年齢別（複数回答）

全 体（n=239）

２０歳代（n=19）

３０歳代（n=28）

４０歳代（n=40）

５０歳代（n=94）

６０歳代（n=55）

※10歳代

該当者なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢生活のために働

かなければならないから｣は、その他が 41.7%、次に内部障害が 33.0%である。「仕事の内容

が自分に合っているから」は、視覚障害が 23.3%、次に内部障害が 20.1%である。「勤務時

間が合っているから」は、障害種別であまり差は少ない。「仕事にやりがいがあるから」は、

視覚障害が 20.0%、次に音声・言語・そしゃく機能障害が 18.8%である。 

 

 

 



190 

 

32.2%

46.4%

38.5%

25.9%

10.5%

1.3%

7.5%

72.0%

4.6%

0.8%

20.0%

23.3%

16.7%

6.7%

3.3%

0.0%

0.0%

26.7%

3.3%

0.0%

13.9%

15.2%

17.7%

8.9%

7.6%

0.0%

6.3%

30.4%

0.0%

0.0%

18.8%

18.8%

12.5%

12.5%

12.5%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

12.4%

19.5%

16.9%

12.4%

4.5%

0.4%

2.6%

27.8%

2.6%

0.8%

13.4%

20.1%

14.9%

9.3%

3.1%

1.0%

3.6%

33.0%

1.5%

0.0%

0.0%

8.3%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

41.7%

16.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

仕事にやりがいがあるから

仕事の内容が自分に合っているから

勤務時間が合っているから

職場の同僚との関係が良好だから

職場に相談できる人がいるから

福祉サービスの就労定着支援

を利用しているから

給料や賃金が高いから

生活のために働かなければならないから

その他

特にない

図表Ⅳ－Ａ－２１ 就労継続できる理由－障害種別（複数回答）

全 体（n=239）

視覚障害（n=30）

聴覚障害・平衡機能障害（n=79）

音声・言語・そしゃく機能障害（n=16）

肢体不自由（n=266）

内部障害（n=194）

その他（n=12）
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（３）障害福祉サービスの利用（問１８） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」回答

した人に、就労するために障害者施設等で行う職業訓練系の障害福祉サービスの利用を

たずねた。 

「利用していない｣は、91.3%、｢利用した｣は、6.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用していない｣は、

60 歳代が 98.4%、次に 50 歳代が 92.1%である。年齢が上がるごとに割合が高い。「利用し

た」は、20 歳代が 23.8%、次に 30 歳代が 15.6%である。 

 

0.0 

5.9 

2.4 

15.6 

23.8 

6.5 

98.4 

92.1 

90.5 

84.4 

76.2 

91.3 

1.6 

2.0 

7.1 

0.0 

0.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=64）

５０歳代（n=101）

４０歳代（n=42）

３０歳代（n=32）

２０歳代（n=21）

全 体（n=263）

図表Ⅳ－Ａ－２２ 障害福祉サービスの利用－年齢別

利用した 利用していない 不明・

無回答

※10歳代

該当者なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



192 

 

【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用していない｣

は、その他が 100.0%、次に内部障害が 98.9%、聴覚障害・平衡機能障害が 96.7%である。「利

用した」は、視覚障害が 30.8%、次に音声・言語・そしゃく機能障害が 20.0%である。 

 

0.0 

1.1 

9.4 

20.0 

3.3 

30.8 

6.5 

100.0 

98.9 

90.6 

80.0 

96.7 

69.2 

91.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=8）

内部障害（n=91）

肢体不自由（n=117）

音声・言語・そしゃく機能障害（n=5）

聴覚障害・平衡機能障害（n=30）

視覚障害（n=13）

全 体（n=263）

図表Ⅳ－Ａ－２３ 障害福祉サービスの利用－障害種別

利用した 利用していない 不明・

無回答
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【就労状況別】他の就労状況別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用してい

ない｣は、「過去 1 年の間に、就労した」が 95.8%、次に「1 年以上継続して就労している」

が 90.8%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

6.5 

0.0 

0.0 

95.8 

90.8 

91.3 

0.0 

0.0 

4.2 

2.1 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労していないし、

障害者施設等へも通所していない（n=0）

就労していないが、

障害者施設等へ通所している（n=0）

過去１年の間に、

就労した（n=24）

１年以上継続して就労

している（n=239）

全 体（n=263）

図表Ⅳ－Ａ－２４ 障害福祉サービスの利用－就労状況別

利用した 利用していない 不明・

無回答
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（４）就労している人の就労形態（問１９） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、どのような仕事をしているかをたずねた。 

「会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣は、47.1%、「会社や役所などの臨

時職員・派遣社員・パート・アルバイト｣は、36.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢会社や役所などの正

社員・正規職員、会社役員｣は、40 歳代が 60.0%、次に 30 歳代が 53.1%である。30 歳代か

ら 50 歳代の割合が高い。「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト」

は、20 歳代が 47.6%、次に 60 歳代が 43.9%である。 
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢会社や役所など

の正社員・正規職員、会社役員｣は、聴覚障害・平衡機能障害が 65.5%、次に内部障害が 53.3%

である。「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト」は、視覚障害が

58.3%、次にその他が 50.0%である。「自営業」は、視覚障害が 25.0%である。「家の仕事（家

業）の手伝い」は、音声・言語・そしゃく機能障害が 20.0%である。 

 

12.5 

11.1 

5.9 

0.0 

0.0 

25.0 

7.6 

0.0 

1.1 

0.8 

20.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

25.0 

53.3 

46.2 

40.0 

65.5 

8.3 

47.1 

50.0 

30.0 

41.2 

40.0 

31.0 

58.3 

36.5 

12.5 

4.4 

5.0 

0.0 

3.4 

8.3 

4.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=8）

内部障害（n=90）

肢体不自由（n=119）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=5）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=29）

視覚障害（n=12）

全 体（n=263）

図表Ⅳ－Ａ－２６ 就労している人の就労形態－障害種別

自営業 家の仕事

（家業）の

手伝い

内職 会社や

役所などの

正社員・

正規職員、

会社役員

会社や

役所などの

臨時職員・

派遣社員・

パート・

アルバイト

その他 不明・

無回答
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（５）就労上で困っていること（問２０） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、就労する上で困っていることはあるかを複数回答でたずねた。 

「特に困っていない｣は、46.0%、｢給料や賃金が少ない｣は、22.1%、「通勤が不便」は、

12.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困っていない｣

は、20 歳代が 57.1%、次に 60 歳代が 51.6%である。「給料や賃金が少ない」は、40 歳代が

28.6%、次に 20 歳代が 23.8%である。「通勤が不便」は、20 歳代が 14.3%、次に 30 歳代が

12.5%である。「仕事の時間が長すぎる」は、40 歳代が 19.0%である。「職場に相談できる人

がいない」は、20 歳代が 19.0%である。「職場の人の理解がない」は、30 歳代が 18.8%であ

る。 

 

7.6%

22.1%

7.6%

8.0%

12.2%

9.1%

7.6%

7.2%

7.2%

9.1%

46.0%

14.3%

23.8%

4.8%

4.8%

14.3%

9.5%

19.0%

9.5%

0.0%

0.0%

57.1%

12.5%

21.9%

12.5%

3.1%

12.5%

18.8%

9.4%

9.4%

12.5%

12.5%

40.6%

11.9%

28.6%

11.9%

19.0%

4.8%

7.1%

7.1%

7.1%

9.5%

16.7%

31.0%

6.9%

19.8%

8.9%

6.9%

8.9%

8.9%

6.9%

6.9%

6.9%

9.9%

48.5%

1.6%

20.3%

1.6%

6.3%

7.8%

6.3%

4.7%

6.3%

4.7%

4.7%

51.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ａ－２７ 就労上で困っていること－年齢別（複数回答）

全 体（n=263） ２０歳代（n=21）

３０歳代（n=32） ４０歳代（n=42）

５０歳代（n=101） ６０歳代（n=64）

※10歳代

該当なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困っていな

い｣は、その他が 75.0%、次に視覚障害が 40.0%である。 

「給料や賃金が少ない」は、内部障害が 18.3%、次に音声・言語・そしゃく機能障害が 16.7%

である。「通勤が不便」は、視覚障害が 20.0%である。「職場に相談できる人がいない」は、

音声・言語・そしゃく機能障害が 16.7%である。「職場の人とのコミュニケーションが取れ

ない」は、聴覚障害・平衡機能障害が 16.7%である。 

 

7.6%

22.1%

7.6%

8.0%

12.2%

9.1%

7.6%

7.2%

7.2%

9.1%

46.0%

13.3%

13.3%

6.7%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

40.0%

2.4%

9.5%

4.8%

0.0%

7.1%

9.5%

4.8%

16.7%

7.1%

14.3%

23.8%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

6.1%

16.2%

6.1%

7.3%

5.0%

7.3%

6.7%

5.0%

6.7%

6.1%

27.4%

4.8%

18.3%

5.6%

6.3%

6.3%

5.6%

4.0%

2.4%

3.2%

4.8%

38.9%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

75.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが

取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化

されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ａ－２８ 就労上で困っていること－障害種別（複数回答）

全 体（n=263）

視覚障害（n=15）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=42）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=6）

肢体不自由（n=179）

内部障害（n=126）

その他（n=8）
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【就労形態別】他の就労形態別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困って

いない｣は、「家の仕事（家業）の手伝い」が 66.7%、次に「自営業」が 60.0%である。「給

料や賃金が少ない」は、「内職」が 100.0%、次に「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・

パート・アルバイト」が 32.3%である。 

 

7.6%

22.1%

7.6%

8.0%

12.2%

9.1%

7.6%

7.2%

7.2%

9.1%

46.0%

0.0%

20.0%

0.0%

15.0%

5.0%

5.0%

5.0%

0.0%

0.0%

15.0%

60.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.2%

16.1%

7.3%

9.7%

6.5%

8.1%

7.3%

6.5%

8.9%

8.9%

49.2%

14.6%

32.3%

8.3%

6.3%

11.5%

12.5%

9.4%

9.4%

8.3%

8.3%

43.8%

16.7%

8.3%

16.7%

0.0%

25.0%

0.0%

8.3%

8.3%

0.0%

16.7%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ａ－２９ 就労上で困っていること－就労形態別（複数回答）

全 体（n=263）

自営業（n=20）

家の仕事（家業）の手伝い（n=3）

内職 （n=1）

会社や役所などの正社員・正規職員、会

社役員（n=124）
会社や役所などの臨時職員・派遣社員・

パート・アルバイト（n=96）
その他（n=12）
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【就労状況別】他の就労状況別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困って

いない｣は、「1 年以上継続して就労している」が 47.3%、次に「過去 1 年の間に、就労した」

が 33.3%である。「給料や賃金が少ない」は、「過去 1 年の間に、就労した」が 29.2%、次に

「1 年以上継続して就労している」が 21.3%である。 

 

7.6%

22.1%

7.6%

8.0%

12.2%

9.1%

7.6%

7.2%

7.2%

9.1%

46.0%

7.1%

21.3%

5.9%

7.9%

8.4%

9.2%

7.1%

7.1%

6.3%

8.4%

47.3%

12.5%

29.2%

25.0%

8.3%

12.5%

8.3%

12.5%

8.3%

16.7%

16.7%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ａ－３０ 就労上で困っていること－就労状況（複数回答）

全 体（n=263）

１年以上継続して就労している（n=239）

過去１年の間に、就労した（n=24）

就労していないが、障害者施設等へ通所

している（n=0）

就労していないし、障害者施設等へも通

所していない（n=0）
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（６）職業訓練系の障害福祉サービスの利用（問２１） 

 問 16 で「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、

過去に職業訓練系の障害福祉サービスの利用をたずねた。 

「利用しようと考えたことはない｣は、76.0%、｢利用しようと考えたことはあるが、

特に行動していない｣は、11.0%、｢利用したことはあるが、現在は利用していない｣は、

6.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用しようと考えた

ことはない｣は、10 歳代が 100.0%、次に 60 歳代が 85.7%である。「利用しようと考えたこ

とはあるが、特に行動していない」は、40 歳代が 18.8%、次に 50 歳代が 15.7%である。「利

用したことはあるが、現在は利用していない」は、30 歳代が 60.0%、次に 20 歳代が 50.0%

である。 

 

0.0 

5.9 

6.3 

60.0 

50.0 

0.0 

6.8 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

6.3 

15.7 

18.8 

0.0 

0.0 

0.0 

11.0 

85.7 

76.5 

62.5 

20.0 

50.0 

100.0 

76.0 

7.9 

2.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=63）

５０歳代（n=51）

４０歳代（n=16）

３０歳代（n=5）

２０歳代（n=6）

１０歳代（n=1）

全 体（n=146）

図表Ⅳ－Ａ－３１ 職業訓練系の障害福祉サービスの利用－年齢別

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用にいたらなかった

利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない

利用しようと考えたことはない

不明・無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用しようと考

えたことはない｣は、その他が 90.0%、次に聴覚障害・平衡機能障害が 86.7%である。「利用

しようと考えたことはあるが、特に行動していない」は、視覚障害が 27.8%、次に肢体不

自由が 11.4%である。「利用したことはあるが、現在は利用していない」は、音声・言語・

そしゃく機能障害が 16.7%、次に聴覚障害・平衡機能障害が 13.3%である。 

 

10.0 

10.8 

7.1 

16.7 

13.3 

5.6 

6.8 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

2.7 

11.4 

8.3 

0.0 

27.8 

11.0 

90.0 

86.5 

78.6 

75.0 

86.7 

66.7 

76.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=10）

内部障害（n=37）

肢体不自由（n=70）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=12）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=15）

視覚障害（n=18）

全 体（n=146）

図表Ⅳ－Ａ－３２ 職業訓練系の障害福祉サービスの利用－障害種別

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用にいたらなかった

利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない

利用しようと考えたことはない

不明・無回答
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（７）就労していない人の就労意向（問２２） 

 問 16 で「就労していないが、障害者施設等へ通所している」または「就労していない

し、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、就労をしたいかをたずねた。 

「就労したいができない｣は、44.8%、｢就労したくない｣は、29.0%、｢就労したい｣は、

16.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢就労したいができな

い｣は、20 歳代が 61.5%、次に 40 歳代が 59.3%である。「就労したくない」は、60 歳代が

39.1%、次に 30 歳代が 36.4%である。「就労したい」は、10 歳代が 50.0%、次に 40 歳代が

25.9%である。 

 

11.6 

17.5 

25.9 

18.2 

15.4 

50.0 

16.4 

33.3 

47.4 

59.3 

45.5 

61.5 

50.0 

44.8 

39.1 

26.3 

11.1 

36.4 

23.1 

0.0 

29.0 

15.9 

8.8 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=69）

５０歳代（n=57）

４０歳代（n=27）

３０歳代（n=11）

２０歳代（n=13）

１０歳代（n=2）

全 体（n=183）

図表Ⅳ－Ａ－３３ 就労していない人の就労意向－年齢別

就労したい 就労したいが

できない

就労

したくない

不明・

無回答
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（８）就労したい人の希望職種（問２３） 

問 22 で「就労したい」と回答した人に、どのような内容の仕事をしたいと思うかを 

たずねた。 

「その他｣は、30.0%、「生産工程｣は、26.7%、｢サービス業｣は、20.0%、｢医療関係｣は、

10.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答（その他以外）を見てみると、｢生産

工程｣は、60 歳代が 62.5%、次に 40 歳代が 28.6%である。「サービス業」は、30 歳代が 50.0%、

次に 50 歳代が 30.0%である。「医療関係」は、10 歳代が 100.0%、次に 20 歳代が 50.0%であ

る。 

 

農業、林
業、漁業

一般事務
営業、販

売
医療関係

専門的、
技術的職

業

サービス
業（調理
人、接客
業、ビル
や駐車場
などの管
理人、警
備員、清
掃業な
ど）

生産工程
（部品組
み立てや
仕分け作
業、採
掘・製

造・建設
作業、運
輸・通信
など）

その他
不明・無
回答

合計

3.3 6.7 0.0 10.0 3.3 20.0 26.7 30.0 0.0 100.0

１０歳代（n=　1） 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

２０歳代（n=  2） 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0

３０歳代（n=  2） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 100.0

４０歳代（n=  7） 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 28.6 28.6 0.0 100.0

５０歳代（n= 10） 10.0 10.0 0.0 10.0 10.0 30.0 10.0 20.0 0.0 100.0

６０歳代（n=  8） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 62.5 37.5 0.0 100.0

年
齢

図表Ⅳ-Ａ-３４　就労したい人の希望職種－年齢別

全  　体（n=30）
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答（その他以外）を見てみると、｢生

産工程｣は、視覚障害と音声・言語・そしゃく機能障害が 40.0%、次に肢体不自由が 28.6%

である。「サービス業」は、肢体不自由が 21.4%である。「医療関係」は、内部障害が 40.0%、

次に音声・言語・そしゃく機能障害が 20.0%である。 

 

農業、林
業、漁業

一般事務
営業、販

売
医療関係

専門的、
技術的職

業

サービス
業（調理
人、接客
業、ビル
や駐車場
などの管
理人、警
備員、清
掃業な
ど）

生産工程
（部品組
み立てや
仕分け作
業、採
掘・製

造・建設
作業、運
輸・通信
など）

その他
不明・無
回答

合計

3.3 6.7 0.0 10.0 3.3 20.0 26.7 30.0 0.0 100.0

視覚障害（n=  5） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 40.0 40.0 0.0 100.0

聴覚障害・平衡機能
障害（n= 2）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

音声・言語・そしゃ
く機能障害（n= 5）

0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 40.0 20.0 0.0 100.0

肢体不自由（n=14） 0.0 14.3 0.0 0.0 7.1 21.4 28.6 28.6 0.0 100.0

内部障害（n=5） 20.0 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 100.0

その他（n= 2） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

図表Ⅳ-Ａ-３５　就労したい人の希望職種－障害種別

全　体（n= 30）

障
害
種
別
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（９）就労できない・したくない理由（問２４） 

問 22 で「就労したいができない」または「就労したくない」と回答した人に、その

理由をたずねた。 

｢働く自信がないから｣は、33.3%、「障害が重いから｣は、30.4%、「働く必要がないか

ら」は、7.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢働く自信がないから｣

は、60 歳代が 44.0%、次に 50 歳代が 35.0%である。年齢が上がるごとに割合が高い。「障

害が重いから」は、10 歳代が 100.0%、次に 30 歳代が 55.6%である。年齢が下がるごとに

割合が高い。「働く必要がないから」は、60 歳代が 16.0%である。 

 

12.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

2.0 

12.5 

10.5 

11.1 

0.0 

0.0 

6.7 

4.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

16.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.4 

44.0 

35.0 

26.3 

22.2 

18.2 

0.0 

33.3 

12.0 

30.0 

52.6 

55.6 

54.5 

100.0 

30.4 

6.0 

5.0 

5.3 

0.0 

18.2 

0.0 

5.9 

4.0 

2.5 

5.3 

11.1 

9.1 

0.0 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=50）

５０歳代（n=40）

４０歳代（n=19）

３０歳代（n=9）

２０歳代（n=11）

１０歳代（n=1）

全 体（n=135）

図表Ⅳ－Ａ－３６ 就労できない・したくない理由－年齢別

希望の職種がないから 通勤手段がない、通勤が困難だから

家庭の事情（家事、結婚、育児、就学など）があるから 働く必要がないから

働く自信がないから（年齢や体力的な理由を含む） 障害が重いから

その他 不明・無回答

※給料や賃金が安
いから
※職場環境が悪い
から
該当なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢働く自信がない

から｣は、その他が 42.9%、内部障害が 40.5%、聴覚障害・平衡機能障害が 38.5%である。「障

害が重いから」は、音声・言語・そしゃく機能障害が 81.3%、次に視覚障害が 52.6%である。

「希望の職種がないから」は、聴覚障害・平衡機能障害が 23.1%、次に視覚障害が 10.5%

である。 

 

0.0 

5.4 

1.4 

0.0 

23.1 

10.5 

5.9 

7.1 

0.0 

8.6 

6.3 

0.0 

10.5 

6.7 

0.0 

5.4 

2.9 

0.0 

7.7 

0.0 

3.0 

0.0 

5.4 

8.6 

0.0 

7.7 

10.5 

7.4 

42.9 

40.5 

28.6 

12.5 

38.5 

15.8 

33.3 

21.4 

29.7 

48.6 

81.3 

23.1 

52.6 

30.4 

28.6 

13.5 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=93）

肢体不自由（n=290）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=41）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=27）

視覚障害（n=41）

全 体（n=437）

図表Ⅳ－Ａ－３７ 就労できない・したくない理由－障害種別

希望の職種がないから 通勤手段がない、通勤が困難だから

家庭の事情（家事、結婚、育児、就学など）があるから 働く必要がないから

働く自信がないから（年齢や体力的な理由を含む） 障害が重いから

その他 不明・無回答

※給料や賃金が安

いから
※職場環境が悪い

から

該当なし
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（１０）就労するために必要なこと（問２５） 

全員に、就労するために必要なことは何だと思うかをたずねた。 

「自分の能力に合った仕事や勤務体制｣は、32.3%、「職場の人の理解、手助けが得られ

る環境｣は、24.2%、「職業相談・職業紹介｣は、10.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分の能力に合った

仕事や勤務体制｣は、10 歳代が 50.0%、次に 60 歳代が 41.6%である。「職場の人の理解、手

助けが得られる環境」は、10 歳代が 50.0%、次に 30 歳代が 37.2%である。「職業相談・職

業紹介」は、30 歳代が 16.3%、次に 40 歳代が 11.4%である。 

 

2.9 

2.5 

4.3 

4.7 

2.9 

0.0 

3.3 

10.2 

9.9 

11.4 

16.3 

8.6 

0.0 

10.5 

1.5 

3.7 

8.6 

2.3 

2.9 

0.0 

3.7 

41.6 

31.7 

25.7 

20.9 

22.9 

50.0 

32.3 

17.5 

25.5 

22.9 

37.2 

31.4 

50.0 

24.2 

1.5 

3.1 

2.9 

0.0 

2.9 

0.0 

2.4 

1.5 

0.6 

5.7 

2.3 

5.7 

0.0 

2.2 

5.1 

5.6 

7.1 

2.3 

0.0 

0.0 

4.8 

18.2 

17.4 

11.4 

14.0 

22.9 

0.0 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－３８ 就労するために必要なこと－年齢別

ハローワーク

などの

職業訓練

職業相談・

職業紹介

職場への

送迎、

通勤費用の助成

自分の能力

に合った

仕事や

勤務体制

職場の人

の理解、

手助けが

得られる環境

会社内の

設備の

バリア

フリー化

障害者施設での職業訓練 その他 不明・

無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分の能力に合

った仕事や勤務体制｣は、内部障害が 37.8%、次にその他が 32.1%、肢体不自由が 30.7%で

ある。「職場の人の理解、手助けが得られる環境」は、聴覚障害・平衡機能障害が 32.0%、

次に内部障害が 26.6%である。「職業相談・職業紹介」は、聴覚障害・平衡機能障害が 14.0%、

次に内部障害が 11.2%である。 

 

7.1 

2.1 

2.2 

10.0 

2.0 

4.9 

3.3 

10.7 

11.2 

10.2 

10.0 

14.0 

7.3 

10.5 

0.0 

2.8 

4.0 

3.3 

0.0 

7.3 

3.7 

32.1 

37.8 

30.7 

10.0 

24.0 

14.6 

32.3 

25.0 

26.6 

22.7 

23.3 

32.0 

22.0 

24.2 

3.6 

0.0 

4.0 

3.3 

2.0 

4.9 

2.4 

0.0 

0.0 

4.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

3.6 

4.2 

4.4 

10.0 

8.0 

14.6 

4.8 

17.9 

15.4 

17.3 

30.0 

18.0 

24.4 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=143）

肢体不自由（n=225）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=30）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=50）

視覚障害（n=41）

全 体（n=455)

図表Ⅳ－Ａ－３９ 就労するために必要なこと－障害種別
ハローワークなどの職業訓練 職業相談・職業紹介

職場への送迎、通勤費用の助成 自分の能力に合った仕事や勤務体制

職場の人の理解、手助けが得られる環境 会社内の設備のバリアフリー化

障害者施設での職業訓練 その他

不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



209 

 

４ 入院・通院について 

（１）入院・通院の状況（問２６） 

 現在、入院や通院をしているかをたずねた。 

「通院している｣は、82.4%、｢入院も通院もしていない｣は、13.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢通院している｣は、

10 歳代が 100.0%、次に 50 歳代が 85.7%である。「入院も通院もしていない」は、20 歳代が

25.7%、次に 30 歳代が 23.3%である。 

 

85.4 

85.7 

80.0 

74.4 

68.6 

100.0 

82.4 

2.2 

1.9 

1.4 

2.3 

5.7 

0.0 

2.2 

10.9 

10.6 

14.3 

23.3 

25.7 

0.0 

13.6 

1.5 

1.9 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－４０ 入院・通院の状況－年齢別
通院している 入院している 入院も

通院も

していない

不明・

無回答
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（２）通院頻度（問２７） 

問 26 で「通院している」と回答した人に、現在、どのくらい医療機関に通院している 

かたずねた。 

「月に１回｣は、36.5%、「年に数回｣は、35.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「週に 2～3 回」は、

10 歳代が 50.0%、次に 40 歳代が 19.6%である。｢月に１回｣は、10 歳代が 50.0%、次に 30

歳代が 43.8%である。「年に数回」は、20 歳代が 45.8%、次に 50 歳代が 38.4%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.8 

13.8 

19.6 

9.4 

4.2 

50.0 

11.5 

0.0 

0.0 

0.0 

6.3 

12.5 

0.0 

1.3 

12.0 

12.3 

5.4 

12.5 

12.5 

0.0 

11.5 

39.3 

34.1 

39.3 

43.8 

20.8 

50.0 

36.5 

35.9 

38.4 

32.1 

21.9 

45.8 

0.0 

35.5 

3.4 

0.7 

3.6 

6.3 

4.2 

0.0 

2.7 

2.6 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=117）

５０歳代（n=138）

４０歳代（n=56）

３０歳代（n= 32）

２０歳代（n= 24）

１０歳代（n= 2）

全 体（n=375）

図表Ⅳ－Ａ－４１ 通院頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不定期 不明・無回答
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５ 外出について 

（１）外出頻度（問２８） 

現在、どのくらい外出（暮らしている場所から外に出ること）しているかをたずねた。 

「ほぼ毎日｣は、64.0%、「週に２～３回」は、14.5%、「週に１回」は、8.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、10

歳代が 100.0%、次に 20 歳代が 74.3%である。年齢が下がるごとに割合が高い。｢週に２～

３回｣は、30 歳代が 20.9%、次に 50 歳代が 16.8%である。「週に１回」は、40 歳代が 10.0%、

次に 60 歳代が 9.5%である。 

 

56.2 

62.7 

71.4 

72.1 

74.3 

100.0 

64.0 

16.1 

16.8 

5.7 

20.9 

5.7 

0.0 

14.5 

9.5 

8.7 

10.0 

2.3 

8.6 

0.0 

8.6 

5.8 

5.0 

1.4 

2.3 

2.9 

0.0 

4.2 

2.9 

2.5 

2.9 

0.0 

2.9 

0.0 

2.4 

4.4 

1.2 

4.3 

0.0 

2.9 

0.0 

2.6 

2.2 

1.9 

4.3 

2.3 

0.0 

0.0 

2.2 

2.9 

1.2 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－４２ 外出頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回

月に１回 年に数回 まったく外出しない 不明・無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢ほぼ毎日｣は、

内部障害が 74.1%、次に肢体不自由が 61.8%である。「週に２～３回」は、音声・言語・そ

しゃく機能障害が 23.3%、次に視覚障害が 22.0%である。「週に１回」は、その他が 25.0%、

次に音声・言語・そしゃく機能障害が 13.3%である。  

 

50.0 

74.1 

61.8 

33.3 

58.0 

39.0 

64.0 

7.1 

12.6 

14.2 

23.3 

12.0 

22.0 

14.5 

25.0 

5.6 

7.6 

13.3 

8.0 

12.2 

8.6 

14.3 

3.5 

3.1 

6.7 

6.0 

7.3 

4.2 

0.0 

0.7 

4.0 

0.0 

0.0 

2.4 

2.4 

0.0 

2.1 

4.0 

10.0 

8.0 

9.8 

2.6 

0.0 

0.7 

3.6 

10.0 

4.0 

4.9 

2.2 

3.6 

0.7 

1.8 

3.3 

4.0 

2.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=143）

肢体不自由（n=225）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=30）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=50）

視覚障害（n=41）

全 体（n=455)

図表Ⅳ－Ａ－４３ 外出頻度－障害種別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回

月に１回 年に数回 まったく外出しない 不明・無回答
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（２）外出時に困っていること（問２９） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。  

「特に困っていない｣は、51.6%、｢バスや電車に乗ることができない｣は、10.1%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「特に困っていない」

は、50 歳代が 56.5%、次に 60 歳代が 51.8%である。｢バスや電車に乗ることができない｣は、

10 歳代が 50.0%、次に 20 歳代が 20.0%である。「段差解消などのバリアフリー化がされて

いない」は、10 歳代が 50.0%、次に 20 歳代が 17.1%である。「他人の目が気になる」は、

30 歳代が 16.3%、次に 20 歳代と 40 歳代が 11.4%である。 

 

10.1%

6.2%

5.5%

9.0%

5.9%

1.3%

4.8%

8.1%

4.8%

1.8%

8.1%

51.6%

50.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

50.0%

20.0%

8.6%

14.3%

17.1%

8.6%

0.0%

2.9%

11.4%

5.7%

0.0%

11.4%

45.7%

4.7%

9.3%

9.3%

9.3%

11.6%

4.7%

7.0%

16.3%

0.0%

7.0%

4.7%

51.2%

7.1%

2.9%

5.7%

11.4%

10.0%

2.9%

0.0%

11.4%

8.6%

2.9%

8.6%

44.3%

9.3%

5.6%

3.7%

8.7%

4.3%

1.2%

3.1%

5.6%

3.1%

0.6%

9.3%

56.5%

10.9%

6.6%

4.4%

5.1%

2.9%

0.0%

8.8%

5.8%

4.4%

1.5%

7.3%

51.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化がされていない

発作、奇声、突然のハプニング等があり不安

利用したい施設が送迎サービスをしていない

外出する際に介助してくれる人がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える外出手段がない

手話通訳者などがいないと、意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ａ－４４ 外出するときに困っていること－年齢（複数回答）

全 体（n=455）

１０歳代（n=2）

２０歳代（n=35）

３０歳代（n=43）

４０歳代（n=70）

５０歳代（n=161）

６０歳代（n=137）
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困っていな

い｣は、内部障害が 68.5%、次に聴覚障害・平衡機能障害が 56.0%である。「バスや電車に乗

ることができない」は、視覚障害が 17.1%、次に音声・言語・そしゃく機能障害が 16.7%

である。「段差解消などのバリアフリー化がされていない」は、視覚障害が 17.1%、次に肢

体不自由が 14.2%である。 

 

10.1%

6.2%

5.5%

9.0%

5.9%

1.3%

4.8%

8.1%

4.8%

1.8%

8.1%

51.6%

17.1%

17.1%

12.2%

17.1%

2.4%

4.9%

12.2%

9.8%

4.9%

2.4%

14.6%

26.8%

6.0%

2.0%

2.0%

6.0%

4.0%

2.0%

0.0%

8.0%

0.0%

12.0%

10.0%

56.0%

16.7%

0.0%

6.7%

10.0%

0.0%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

0.0%

10.0%

46.7%

16.0%

6.7%

6.7%

14.2%

6.7%

1.3%

7.6%

10.7%

6.2%

0.0%

8.9%

40.9%

4.9%

3.5%

3.5%

2.8%

6.3%

0.7%

2.8%

3.5%

2.8%

0.7%

7.7%

68.5%

10.7%

3.6%

3.6%

7.1%

21.4%

0.0%

0.0%

10.7%

7.1%

0.0%

3.6%

53.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化

がされていない

発作、奇声、突然のハプニング

等があり不安

利用したい施設が送迎サービス

をしていない

外出する際に介助してくれる人

がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える

外出手段がない

手話通訳者などがいないと、

意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ａ－４５ 外出時に困っていること－障害種別（複数回答）

全 体（n=455)

視覚障害（n=41）

聴覚障害・平衡機能障害（n=50）

音声・言語・そしゃく機能障害（n=30）

肢体不自由（n=225）

内部障害（n=143）

その他（n=28）
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６ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問３０） 

 相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生活

支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧表示し、

このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

 「知っていた」は、44.6%、「知らなかった」は、52.7%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談窓口での相談経験（問３１） 

 問 30 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談したこ

とがあるかをたずねた。 

「相談したことがある」は、36.5%、「相談したことがない」は、63.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた, 

44.6 

知らなかった, 52.7 

不明・無回答, 2.6 

図表Ⅳ－Ａ－４６ 相談窓口の認知状況

（ｎ＝455）

相談したこと

がある, 36.5 

相談したことがな

い, 63.1 

不明・無回答, 0.5 

図表Ⅳ－Ａ－４７ 相談窓口での相談経験

（ｎ＝203）
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問３２） 

 問 31 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

 「相談することがない」は、66.4%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」は、4.7%

である。 

 

4.7 

3.9 

3.1 

1.6 

66.4 14.8 5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者(n=128)

図表Ⅳ－Ａ－４８ 相談窓口に相談したことがない理由

相談窓口の

場所や
電話番号を

知らない

相談窓口の

場所が
遠くて

行きにくい

相談窓口で

相談したことを
周囲に

知られて

しまうことが心配

相談窓口の

職員が
信用できない

相談することがない その他 不明・無回答
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７ 災害時について 

（１）災害時に困ることや心配なこと（問３３） 

災害が発生したときに、困ることや心配なことは何かをたずねた。 

「避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、39.8%、「避難場所を知らない｣は、

13.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「避難場所で必要なケ

アが受けられるか不安」は、20 歳代が 45.7%、次に 40 歳代が 44.3%である。｢避難場所を

知らない｣は、10 歳代が 50.0%、次に 30 歳代が 18.6%である。「避難場所まで行けない」は、

10 歳代が 50.0%、次に 20 歳代が 14.3%である。 

 

9.5 

13.0 

15.7 

18.6 

17.1 

50.0 

13.4 

9.5 

8.1 

8.6 

4.7 

14.3 

50.0 

8.8 

5.8 

6.2 

5.7 

9.3 

8.6 

0.0 

6.8 

6.6 

4.3 

5.7 

7.0 

0.0 

0.0 

5.3 

39.4 

41.6 

44.3 

27.9 

45.7 

0.0 

39.8 

11.7 

11.2 

8.6 

9.3 

5.7 

0.0 

10.1 

17.5 

15.5 

11.4 

23.3 

8.6 

0.0 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－４９ 災害時に困ることや心配なこと－年齢別

避難場所を知らない 避難場所まで行けない

緊急時に助けてくれる人がいない 緊急時に情報を得る手段がない

避難場所で必要なケアが受けられるか

不安（生活上の介助や医療・服薬など）

その他

不明・無回答
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢避難場所で必要

なケアが受けられるか不安｣は、内部障害が 55.9%、次にその他が 50.0%、音声・言語・そ

しゃく機能障害が 46.7%である。「避難場所を知らない」は、肢体不自由が 16.0%、次にそ

の他が 14.3%である。「避難場所まで行けない」は、視覚障害が 26.8%、次に肢体不自由が

12.0%である。 

 

14.3 

11.2 

16.0 

3.3 

12.0 

4.9 

13.4 

7.1 

2.8 

12.0 

6.7 

8.0 

26.8 

8.8 

0.0 

3.5 

7.1 

6.7 

12.0 

7.3 

6.8 

3.6 

2.1 

2.7 

10.0 

28.0 

0.0 

5.3 

50.0 

55.9 

35.1 

46.7 

14.0 

22.0 

39.8 

10.7 

11.9 

10.2 

13.3 

12.0 

9.8 

10.1 

14.3 

12.6 

16.9 

13.3 

14.0 

29.3 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他（n=28）

内部障害（n=143）

肢体不自由（n=225）

音声・言語・

そしゃく機能障害（n=30）

聴覚障害・

平衡機能障害（n=50）

視覚障害（n=41）

全 体（n=455)

図表Ⅳ－Ａ－５０ 災害時に困ることや心配なこと－障害種別

避難場所を知らない 避難場所まで行けない

緊急時に助けてくれる人がいない 緊急時に情報を得る手段がない

避難場所で必要なケアが受けられるか

不安（生活上の介助や医療・服薬など）

その他

不明・無回答
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８ 障害のある人への差別について 

 （１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問３４） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたずね

た。 

「差別を感じたことはない｣は、64.2%、｢雇用に関する場面｣は、14.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「差別を感じたことは

ない」は、30 歳代が 69.8%、次に 60 歳代が 67.2%である。｢雇用に関する場面｣は、20 歳代

が 22.9%、次に 30 歳代が 20.9%である。「教育に関する場面」は、10 歳代が 50.0%、次に

20 歳代が 17.1%である。「買い物・外食の場面」は、20 歳代が 22.9%、次に 40 歳代が 10.0%

である。 
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5.3%

4.8%

7.0%

8.6%

4.2%

2.4%

1.1%

14.3%

2.9%

4.4%

64.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

17.1%

14.3%

14.3%

22.9%

17.1%

17.1%

8.6%

22.9%

5.7%

2.9%

45.7%

0.0%

0.0%

9.3%

4.7%

7.0%

4.7%

2.3%

20.9%

7.0%

2.3%

69.8%

7.1%

7.1%

5.7%

10.0%

1.4%

1.4%

1.4%

17.1%

1.4%

5.7%

61.4%

3.7%

5.0%

7.5%

8.1%

3.1%

0.0%

0.0%

12.4%

1.9%

3.7%

66.5%

3.6%

2.9%

4.4%

6.6%

2.9%

0.7%

0.0%

10.2%

2.2%

5.8%

67.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

教育に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅳ－Ａ－５１ 障がい差別と感じた場面（複数回答）－年齢別

全 体（n=455）

１０歳代（n=2）

２０歳代（n=35）

３０歳代（n=43）

４０歳代（n=70）

５０歳代（n=161）

６０歳代（n=137）
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（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問３５） 

 障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

「障害者雇用をさらに進める」は、29.7%、「民間事業所における配慮をさらに進める｣

は、16.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「障害者雇用をさらに

進める」は、30 歳代が 40.0%、次に 50 歳代が 32.4%、40 歳代 28.6%である。｢民間事業所

における配慮をさらに進める｣は、30 歳代が 30.0%、次に 50 歳代が 18.9%である。「福祉教

育を充実させる」は、10 歳代が 100.0%、次に 20 歳代が 16.7%である。「行政機関における

配慮をさらに進める」は、20 歳代が 16.7%、次に 60 歳代が 15.4%である。 

 

11.5 

8.1 

9.5 

0.0 

16.7 

100.0 

9.9 

3.8 

2.7 

4.8 

10.0 

8.3 

0.0 

4.5 

11.5 

13.5 

9.5 

0.0 

0.0 

0.0 

9.9 

7.7 

8.1 

9.5 

0.0 

8.3 

0.0 

7.2 

15.4 

8.1 

9.5 

0.0 

16.7 

0.0 

9.9 

15.4 

18.9 

9.5 

30.0 

8.3 

0.0 

16.2 

0.0 

0.0 

9.5 

10.0 

8.3 

0.0 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

0.9 

23.1 

32.4 

28.6 

40.0 

25.0 

0.0 

29.7 

11.5 

8.1 

9.5 

10.0 

0.0 

0.0 

8.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=26）

５０歳代（n=37）

４０歳代（n=21）

３０歳代（n=10）

２０歳代（n=12）

１０歳代（n=1）

全 体（n=111）

図表Ⅳ－Ａ－５２ 障害のある人への差別を解消するために必要なこと－年齢別

福祉教育を

充実させる

講習会や

学習会などを

開催する

施設や設備

のバリアフリ

ー化をさらに

進める

福祉サービ

スをさらに

充実させる

行政機関に

おける配慮

をさらに進め

る

民間事業所

における配

慮をさらに

進める

教育におけ

る配慮をさ

らに進める

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

障害者雇用

をさらに進め

る

その他 不明・

無回答
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９ 社会生活について 

（１）社会生活を営む上で必要と考えること（問３６） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。  

「経済的な支援｣は、29.5%、｢社会的な理解の促進｣は、23.5%、「雇用促進と就労支援」

は、12.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「経済的な支援」は、

10 歳代が 50.0%、次に 60 歳代が 32.8%である。｢社会的な理解の促進｣は、10 歳代が 50.0%、

次に 30 歳代が 37.2%である。「障害福祉サービスの充実」は、20 歳代が 28.6%、次に 30 歳

代が 14.0%である。「雇用促進と就労支援」は、40 歳代が 17.1%、次に 20 歳代が 14.3%であ

る。 

 

22.6 

21.7 

21.4 

37.2 

20.0 

50.0 

23.5 

8.8 

8.1 

5.7 

11.6 

2.9 

0.0 

8.1 

11.7 

13.7 

17.1 

7.0 

14.3 

0.0 

12.7 

32.8 

32.3 

25.7 

18.6 

22.9 

50.0 

29.5 

2.2 

0.6 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

6.6 

6.8 

7.1 

0.0 

2.9 

0.0 

5.7 

5.1 

6.2 

12.9 

14.0 

28.6 

0.0 

9.5 

1.5 

1.2 

2.9 

2.3 

0.0 

0.0 

1.5 

8.8 

9.3 

5.7 

9.3 

8.6 

0.0 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=137）

５０歳代（n=161）

４０歳代（n=70）

３０歳代（n=43）

２０歳代（n=35）

１０歳代（n=2）

全 体（n=455）

図表Ⅳ－Ａ－５３ 社会生活で必要なもの－年齢別

社会的な理解の促進 保険・医療の充実 雇用促進と就労支援 経済的な支援 余暇活動の充実

生活環境の整備 障害福祉サービスの充実 その他 不明・無回答

 

 

 



Ｂ 知的障害者 
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１ 生活の場について 

（１）住居形態（問４） 

 現在、どこで暮らしているかをたずねた。 

 「自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、69.5%、「グループホ

ーム」は、11.9%、「民間の賃貸アパート・マンション、借家」は、6.9%、「市営住宅、県営

住宅」は、5.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自分または家族の持

ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、10 歳代が 94.1%、次に 20 歳代が 79.2%であ

る。「グループホーム」は、50 歳代が 25.5%、次に 60 歳代が 23.1%である。 

 

69.2 

40.0 

63.2 

75.6 

79.2 

94.1 

69.5 

0.0 

5.5 

5.3 

6.7 

9.6 

0.0 

6.9 

7.7 

5.5 

9.2 

3.3 

5.6 

5.9 

5.8 

23.1 

25.5 

15.8 

11.1 

4.8 

0.0 

11.9 

0.0 

20.0 

5.3 

3.3 

0.8 

0.0 

5.0 

0.0 

3.6 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－１ 住居形態－年齢別

自分または

家族の持ち

家（一戸建

て、分譲マ

ンションなど）

民間の賃貸

アパート・

マンション、

借家

市営住宅、

県営住宅

グループ

ホーム、

ケアホーム

その他 不明・

無回答
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（２）暮らしの場の変更（問５） 

現在の暮らしの場を変えたいかをたずねた。 

｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、80.6%、一方「現在の暮らしの場を変えたい｣は、

16.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の暮らしの場を

変えたくない｣は、60 歳代が 92.3%、次に 20 歳代が 83.2%である。一方「現在の暮らしの

場を変えたい｣は、10 歳代が 35.3%、次に 50 歳代が 21.8%である。 

 

0.0 

21.8 

14.5 

16.7 

15.2 

35.3 

16.7 

92.3 

72.7 

82.9 

82.2 

83.2 

58.8 

80.6 

7.7 

5.5 

2.6 

1.1 

1.6 

5.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－２ 暮らしの場の変更－年齢別

現在の暮らしの場を変えたい 現在の暮らしの場を変えたくない

不明・無回答
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（３）暮らしたい場所（問６） 

 問５で「現在の暮らしの場を変えたい」と回答した人に、今後、どこで暮らしたいか

をたずねた。 

「グループホーム｣は、38.1%、「民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、30.2%、

「自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、17.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「グループホーム｣は、

30 歳代が 53.3%、次に 20 歳代が 36.8%である。「民間の賃貸アパート・マンション、借家｣

は、50 歳代が 41.7%、次に 40 歳代が 36.4%である。｢自分または家族の持ち家｣は、20 歳代

が 21.1%、次に 30 歳代が 20.0%である。 

 

8.3 

18.2 

20.0 

21.1 

16.7 

17.5 

41.7 

36.4 

20.0 

26.3 

33.3 

30.2 

8.3 

0.0 

6.7 

5.3 

16.7 

6.3 

33.3 

27.3 

53.3 

36.8 

33.3 

38.1 

8.3 

9.1 

0.0 

5.3 

0.0 

4.8 

0.0 

9.1 

0.0 

5.3 

0.0 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５０歳代（n=12）

４０歳代（n=11）

３０歳代（n=15）

２０歳代（n=19）

１０歳代（n=6）

全 体（n=63）

図表Ⅳ－Ｂ－３ 暮らしたい場所－年齢別

自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）

民間の賃貸アパート・マンション、借家

市営住宅、県営住宅

グループホーム

その他

不明・無回答

※60歳代 回答なし

 

 

 

 

 

 

 

 



228 

 

（４）世帯構成（問７） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。 

 「家族」は、76.0%、「自分ひとり」は、8.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢家族｣は、20 歳代が

93.3%、次に 10 歳代が 90.7%である。一方「自分ひとり」は、60 歳代が 23.4%、次に 50 歳

代が 20.2%である。年齢が上がるごとに割合が高い。 

 

23.4 

20.2 

9.8 

6.2 

2.6 

2.3 

8.5 

48.9 

47.9 

70.6 

79.1 

93.3 

90.7 

76.0 

27.7 

29.4 

16.0 

14.7 

3.3 

7.0 

13.9 

0.0 

2.5 

3.6 

0.0 

0.7 

0.0 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=119）

４０歳代（n=194）

３０歳代（n=177）

２０歳代（n=270）

１０歳代（n=43）

全 体（n=857）

図表Ⅳ－Ｂ－４ 暮らしている者－年齢別

自分ひとり 家族 その他 不明・無回答
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（５）同居者の変更（問８） 

現在の同居者を変えたいかをたずねた。 

「現在の同居者を変えたくない｣は、85.1%、｢現在の同居者を変えたい｣は、9.8%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の同居者を変え

たくない｣は、60 歳代が 92.3%、次に 20 歳代が 87.2%である。一方「現在の同居者を変え

たい」は、10 歳代が 17.6%、次に 50 歳代が 12.7%である。 

 

0.0 

12.7 

9.2 

10.0 

8.8 

17.6 

9.8 

92.3 

76.4 

85.5 

86.7 

87.2 

82.4 

85.1 

7.7 

10.9 

5.3 

3.3 

4.0 

0.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－５ 同居者の変更－年齢別

現在の同居者を変えたい 現在の同居者を変えたくない 不明・無回答
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（６）暮らしたい者（問９） 

問８で「現在の同居者を変えたい」と回答した人に、今後、だれと暮らしたいかをた

ずねた。 

「自分ひとりで暮らしたい｣は、45.9%、「家族と暮らしたい」と「その他」は、24.3%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分ひとりで暮らし

たい｣は、50 歳代が 71.4%、次に 10 歳代が 66.7%である。一方「家族と暮らしたい」は、

40 歳代が 42.9%、次に 50 歳代が 28.6%である。 

 

71.4 

28.6 

22.2 

54.5 

66.7 

45.9 

28.6 

42.9 

22.2 

18.2 

0.0 

24.3 

0.0 

28.6 

33.3 

27.3 

33.3 

24.3 

0.0 

0.0 

22.2 

0.0 

0.0 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５０歳代（n=7）

４０歳代（n=7）

３０歳代（n=9）

２０歳代（n=11）

１０歳代（n=3）

全 体（n=37）

図表Ⅳ－Ｂ－６ 暮らしたい者－年齢別

自分ひとりで暮らしたい 家族と暮らしたい その他 不明・無回答

※60歳代

回答なし
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（７）平日の昼間に過ごしている場所（問１０） 

現在、平日の昼間に主にどこで過ごしているかをたずねた。 

｢障害者通所施設｣は、48.8%、｢会社などの勤め先｣は、23.6%、「自宅｣は、17.8%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢障害者通所施設｣は、

30 歳代が 54.4%、次に 20 歳代が 53.6%である。｢会社などの勤め先｣は、20 歳代が 28.8%、

次に 40 歳代が 23.7%である。「自宅」は、60 歳代が 38.5%、次に 50 歳代が 23.6%である。

年齢が上がるごとに割合が高い。 

 

38.5 

23.6 

18.4 

16.7 

12.8 

23.5 

17.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

23.5 

1.1 

23.1 

14.5 

23.7 

23.3 

28.8 

17.6 

23.6 

38.5 

40.0 

44.7 

54.4 

53.6 

35.3 

48.8 

0.0 

1.8 

3.9 

1.1 

0.8 

1.6 

0.0 

16.4 

5.3 

2.2 

2.4 

0.0 

4.8 

0.0 

3.6 

3.9 

2.2 

1.6 

0.0 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－７ 平日の昼間に過ごしている場所－年齢別

自宅 学校 会社などの

勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム

その他 不明・

無回答
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（８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所（問１１（１）） 

  今後の昼間の過ごし方について、平日の昼間、主にどこで過ごしたいかをたずねた。 

｢障害者通所施設｣は、43.8%、「会社などの勤め先｣は、26.5%、「自宅｣は、15.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢障害者通所施設｣は、

40 歳代が 48.7%、次に 30 歳代が 47.8%である。｢会社などの勤め先｣は、10 歳代が 41.2%、

次に 20歳代が 34.4%である。10 歳代から 40 歳代の割合が高い。「自宅」は、60歳代が 38.5%、

次に 50 歳代が 23.6%である。 

 

38.5 

23.6 

11.8 

17.8 

9.6 

23.5 

15.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

15.4 

12.7 

25.0 

24.4 

34.4 

41.2 

26.5 

30.8 

32.7 

48.7 

47.8 

45.6 

35.3 

43.8 

0.0 

3.6 

1.3 

1.1 

2.4 

0.0 

1.9 

7.7 

16.4 

6.6 

4.4 

3.2 

0.0 

6.4 

0.0 

5.5 

3.9 

1.1 

0.8 

0.0 

2.1 

7.7 

5.5 

2.6 

3.3 

4.0 

0.0 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－８ 昼間の過ごし方 （１）平日の昼間に過ごしたい場所－年齢別

自宅 学校 会社などの

勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム、

ケアホーム

障害者

入所施設

その他 不明・

無回答
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（８）昼間の過ごし方-(2)昼間に利用したいサービスや支援（問１１（２）） 

 今後、昼間どのようなサービスや支援が必要かを複数回答でたずねた。 

「障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい」は、35.5%、

「サービスや支援は必要ない」は、24.4%、「介護をしてくれる家族などが病気や用事があ

るときや休養のため、短期間、施設に入所したい」は、20.4%、「社会福祉センターなどに

通って、レクリエーションや創作的活動などをしたい」は、16.7%、「出かけるときに、ガ

イドヘルパーに付き添ってもらいたい」は、14.6%、「施設に通って、生活するための訓練

を受けたい」は、13.5%、「将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身につけた

い」は、13.3%、｢ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもら

いたい｣は、10.9%である。 

 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢障害者施設などに通

って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣は、40 歳代が 44.7%、次に 10 歳代が

41.2%である。｢サービスや支援は必要ない｣は、10 歳代が 47.1%、次に 30 歳代が 27.8%で

ある。「介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期間、施設に

入所したい」は、40 歳代が 23.7%、次に 30 歳代が 23.3%である。「社会福祉センターなど

に通って、レクリエーションや創作的活動などをしたい」は、10 歳代が 23.5%、次に 20

歳代と 40 歳代が 18.4%である。「将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身に

つけたい」は、10 歳代が 23.5%、次に 20 歳代が 19.2%である。 
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4.5%

10.9%

14.6%

2.1%

20.4%

13.5%

5.0%

13.3%

35.5%

16.7%

24.4%

0.0%

17.6%

11.8%

5.9%

17.6%

5.9%

5.9%

23.5%

41.2%

23.5%

47.1%

4.0%

8.8%

19.2%

2.4%

21.6%

13.6%

4.8%

19.2%

34.4%

18.4%

25.6%

4.4%

12.2%

11.1%

1.1%

23.3%

14.4%

5.6%

13.3%

36.7%

16.7%

27.8%

5.3%

7.9%

11.8%

1.3%

23.7%

17.1%

3.9%

9.2%

44.7%

18.4%

15.8%

5.5%

16.4%

16.4%

3.6%

10.9%

10.9%

3.6%

5.5%

25.5%

10.9%

21.8%

7.7%

7.7%

7.7%

0.0%

15.4%

7.7%

7.7%

0.0%

23.1%

7.7%

23.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ホームヘルパーに

入浴や排せつなどの身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに

掃除・洗濯・調理・買い物などの

家事を支援してもらいたい

出かけるときに、

ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが

病気や用事があるときや

休養のため、短期間、

施設に入所したい

施設に通って、

生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、

施設に通って、

入浴や排せつ、食事の

介護などを受けたい

将来就職したいので、

施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、

簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅳ－Ｂ－９ 昼間の過ごし方 （２）昼間に利用したいサービスや支援－年齢別

（複数回答）

全 体（n=377）

１０歳代（n=17）

２０歳代（n=125）

３０歳代（n=90）

４０歳代（n=76）

５０歳代（n=55）

６０歳代（n=13）
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２ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問１２） 

  現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

「している｣は、58.9%、「したいと思うが、していない」は、22.8%、｢したいと思わない｣

は、15.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、10 歳

代が 82.4%、次に 20 歳代が 75.2%である。「したいと思うが、していない」は、40 歳代が

31.6%、次に 30 歳代が 30.0%である。30 歳代から 50 歳代の割合が高い。｢したいと思わな

い｣は、60 歳代が 30.8%、次に 50 歳代が 25.5%である。年齢が上がるごとに割合が高い。 

 

61.5 

43.6 

42.1 

54.4 

75.2 

82.4 

58.9 

7.7 

29.1 

31.6 

30.0 

12.8 

11.8 

22.8 

30.8 

25.5 

21.1 

12.2 

11.2 

5.9 

15.9 

0.0 

1.8 

5.3 

3.3 

0.8 

0.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－１０ 芸術・文化活動－年齢別

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答
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（２）スポーツ活動の実施（問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

「している｣は、13.0%、｢していない｣は、83.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、10 歳

代が 17.6%、次に 20 歳代が 14.4%である。年齢が下がるごとに割合が高い。「していない」

は、60 歳代が 92.3%、次に 50 歳代が 87.3%である。 

 

0.0 

10.9 

13.2 

13.3 

14.4 

17.6 

13.0 

92.3 

87.3 

82.9 

83.3 

82.4 

82.4 

83.8 

7.7 

1.8 

3.9 

3.3 

3.2 

0.0 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－１１ スポーツ活動－年齢別

している していない 不明・

無回答
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（３）スポーツ活動の頻度（問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

「ほぼ毎日」は、24.5%、「週に２～３回｣と「週に１回」と「月に２～３回｣は、18.4%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、10

歳代が 100.0%、次に 50 歳代が 50.0%である。｢週に２～３回｣は、30 歳代 33.3%である。「週

に１回」は、20 歳代が 27.8%である。 

 

50.0 

10.0 

16.7 

16.7 

100.0 

24.5 

16.7 

10.0 

33.3 

16.7 

0.0 

18.4 

0.0 

10.0 

25.0 

27.8 

0.0 

18.4 

0.0 

20.0 

25.0 

22.2 

0.0 

18.4 

16.7 

20.0 

0.0 

5.6 

0.0 

8.2 

0.0 

20.0 

0.0 

5.6 

0.0 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５０歳代（n=6）

４０歳代（n=10）

３０歳代（n=12）

２０歳代（n=18）

１０歳代（n=3）

全 体（n=49）

図表Ⅳ－Ｂ－１２ スポーツ活動の頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回
※60歳代

該当なし
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

「したいと思う｣は、41.8%、｢したいと思わない｣は、56.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢したいと思う｣は、

10 歳代が 57.1%、次に 20 歳代が 52.4%である。年齢が下がるごとに割合が高い。一方「し

たいと思わない」は、50 歳代が 68.8%、次に 40 歳代が 68.3%である。 

 

25.0 

31.3 

27.0 

45.3 

52.4 

57.1 

41.8 

66.7 

68.8 

68.3 

53.3 

47.6 

42.9 

56.6 

8.3 

0.0 

4.8 

1.3 

0.0 

0.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=12）

５０歳代（n=48）

４０歳代（n=63）

３０歳代（n=75）

２０歳代（n=103）

１０歳代（n=14）

全 体（n=316）

図表Ⅳ－Ｂ－１３ スポーツ活動の希望意志－年齢別

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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３ 就労について 

（１）就労状況（問１６） 

 現在、就労をしているかをたずねた。 

「就労していないが、障害者施設等へ通所している」は、52.0%、｢1 年以上継続して就

労している｣は、24.9%、「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」は、14.9%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「就労していないが、

障害者施設等へ通所している」は、30 歳代が 60.0%、次に 20 歳代が 56.0%である。｢1 年以

上継続して就労している｣は、60 歳代が 30.8%、次に 30 歳代が 26.7%である。「就労してい

ないし、障害者施設等へも通所していない」は、10 歳代が 35.3%、次に 50 歳代が 30.9%で

ある。 

 

30.8 

25.5 

26.3 

26.7 

24.8 

5.9 

24.9 

7.7 

1.8 

2.6 

3.3 

6.4 

11.8 

4.5 

30.8 

38.2 

50.0 

60.0 

56.0 

47.1 

52.0 

23.1 

30.9 

14.5 

6.7 

10.4 

35.3 

14.9 

7.7 

3.6 

6.6 

3.3 

2.4 

0.0 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－１４ 就労状況－年齢別

１年以上

継続して

就労

している

過去１年

の間に、

就労した

就労して

いないが、

障害者

施設等へ

通所している

就労して

いないし、

障害者

施設等へも

通所していない

不明・

無回答
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（２）就労継続できる理由（問１７） 

 問 16 で「1 年以上継続して就労している」と回答した人に、就労し続けている、ま 

たは、続けることができている理由を複数回答でたずねた。 

｢仕事の内容が自分に合っているから｣は、56.4%、「生活のために働かなければならな

いから｣は、55.3%、「仕事にやりがいがあるから｣は、41.5%、「勤務時間が合っているか

ら」は、39.4%、「職場の同僚との関係が良好だから」は、34.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「仕事の内容が自分に

合っているから」は、10 歳代が 100.0%、次に 20 歳代が 64.5%である。｢生活のために働か

なければならないから｣は、10 歳代が 100.0%、次に 40 歳代が 70.0%である。「仕事にやり

がいがあるから」は、10 歳代が 100.0%、次に 30 歳代が 50.0%である。「勤務時間が合って

いるから」は、30 歳代が 50.0%、次に 20 歳代が 45.2%である。「職場の同僚との関係が良

好だから」は、20 歳代が 41.9%、次に 40 歳代が 40.0%である。 
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（３）障害福祉サービスの利用（問１８） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」回答

した人に、就労するために障害者施設等で行う職業訓練系の障害福祉サービスの利用を

たずねた。 

「利用した｣と｢利用していない｣は、ともに 44.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用した｣は、40 歳

代が 50.0%、次に 30 歳代が 48.1%である。「利用していない」は、60 歳代が 80.0%、次に

20 歳代が 48.7%である。 

 

0.0 

40.0 

50.0 

48.1 

46.2 

44.1 

80.0 

33.3 

40.9 

37.0 

48.7 

44.1 

20.0 

26.7 

9.1 

14.8 

5.1 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=5）

５０歳代（n=15）

４０歳代（n=22）

３０歳代（n=27）

２０歳代（n=39）

全 体（n=111）

図表Ⅳ－Ｂ－１６ 障害福祉サービスの利用－年齢別

利用した 利用していない 不明・

無回答

※10歳代

該当者なし
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【就労状況別】他の就労状況別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用してい

ない｣は、「過去 1 年の間に、就労した」が 52.9%、次に「1 年以上継続して就労している」

が 42.6%である。 

 

47.1 

43.6 

6.5 

52.9 

42.6 

91.3 

0.0 

13.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

過去１年の間に、

就労した（n=17）

１年以上継続して就労

している（n=94）

全 体（n=263）

図表Ⅳ－Ｂ－１７ 障害福祉サービスの利用－就労状況別

利用した 利用していない 不明・

無回答

※就労していないが、障

害者施設等へ通所してい
る

※就労していないし、障

害者施設等へも通所して
いない

該当なし
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（４）就労している人の就労形態（問１９） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、どのような仕事をしているかをたずねた。 

「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト｣は、61.3%、「会社や

役所などの正社員・正規職員、会社役員｣は、18.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「会社や役所などの臨

時職員・派遣社員・パート・アルバイト」は、20 歳代が 69.2%、次に 40 歳代が 68.2%であ

る。20 歳代から 40 歳代の割合が高い。｢会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣

は、30 歳代が 25.9%、次に 40 歳代が 22.7%である。 

 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.6 

0.9 

20.0 

13.3 

22.7 

25.9 

12.8 

18.0 

20.0 

40.0 

68.2 

63.0 

69.2 

61.3 

20.0 

26.7 

4.5 

7.4 

12.8 

12.6 

20.0 

20.0 

4.5 

3.7 

2.6 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=5）

５０歳代（n=15）

４０歳代（n=22）

３０歳代（n=27）

２０歳代（n=39）

全 体（n=111）

図表Ⅳ－Ｂ－１８ 就労している人の就労形態－年齢別

自営業 家の仕事

（家業）の

手伝い

内職 会社や

役所などの

正社員・

正規職員、

会社役員

会社や

役所などの

臨時職員・

派遣社員・

パート・

アルバイト

その他 不明・

無回答
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（５）就労上で困っていること（問２０） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、就労する上で困っていることはあるかを複数回答でたずねた。 

「特に困っていない｣は、37.8%、｢給料や賃金が少ない｣は、24.3%、「通勤が不便」は、

18.0%、「職場の人とコミュニケーションが取れない」は、15.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困っていない｣

は、60 歳代が 60.0%、次に 50 歳代が 46.7%である。「給料や賃金が少ない」は、40 歳代が

31.8%、次に 20 歳代が 30.8%である。「通勤が不便」は、40 歳代が 36.4%、次に 10 歳代が

33.3%である。「職場の人とコミュニケーションが取れない」は、30 歳代が 25.9%、次に 20

歳代が 17.9%である。「職場に相談できる人がいない」は、30 歳代が 25.9%である。 
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【就労形態別】他の就労形態別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困って

いない｣は、「自営業」が 100.0%、次に「その他」が 57.1%である。「給料や賃金が少ない」

は、「内職」が 100.0%、次に「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイ

ト」が 29.4%である。 

 

9.0%

24.3%

3.6%

3.6%

18.0%

10.8%

13.5%

15.3%

0.9%

3.6%

37.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.0%

10.0%

0.0%

0.0%

20.0%

10.0%

15.0%

15.0%

5.0%

5.0%

45.0%

13.2%

29.4%

4.4%

4.4%

23.5%

13.2%

16.2%

17.6%

0.0%

4.4%

35.3%

0.0%

28.6%

7.1%

7.1%

0.0%

7.1%

7.1%

14.3%

0.0%

0.0%

57.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｂ－２０ 就労上で困っていること－就労形態別（複数回答）

全 体（n=111）

自営業（n=1）

内職 （n=1）

会社や役所などの正社員・正規職員、会

社役員（n=20）

会社や役所などの臨時職員・派遣社員・

パート・アルバイト（n=68）

その他（n=14）

※家の仕事（家業）の伝い

該当なし

 



248 

 

【就労状況別】他の就労状況別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢特に困って

いない｣は、「1 年以上継続して就労している」が 39.4%、次に「過去 1 年の間に、就労した」

が 29.4%である。「給料や賃金が少ない」は、「過去 1 年の間に、就労した」が 35.3%、次に

「1 年以上継続して就労している」が 22.3%である。 

 

9.0%

24.3%

3.6%

3.6%

18.0%

10.8%

13.5%

15.3%

0.9%

3.6%

37.8%

9.6%

22.3%

3.2%

4.3%

18.1%

8.5%

12.8%

13.8%

1.1%

3.2%

39.4%

5.9%

35.3%

5.9%

0.0%

17.6%

23.5%

17.6%

23.5%

0.0%

5.9%

29.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｂ－２１ 就労上で困っていること－就労状況別（複数回答）

全 体（n=111）

１年以上継続して就労している(n=94)

過去１年の間に、就労した(n=17)

就労していないが、障害者施設等へ通所

している(n=0)

就労していないし、障害者施設等へも通

所していない(n=0)

 



249 

 

（６）職業訓練系の障害福祉サービスの利用（問２１） 

問 16 で「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、

過去に職業訓練系の障害福祉サービスの利用をたずねた。 

「利用しようと考えたことはない｣は、42.9%、｢利用したことはあるが、現在は利用

していない｣は、33.9%、｢利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない｣は、

10.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用しようと考えた

ことはない｣は、10 歳代が 66.7%、次に 50 歳代が 64.7%である。「利用したことはあるが、

現在は利用していない」は、20 歳代が 46.2%、次に 40 歳代が 36.4%である。「利用しよう

と考えたことはあるが、特に行動していない」は、20 歳代が 23.1%、次に 40 歳代が 18.2%

である。 

 

33.3 

29.4 

36.4 

33.3 

46.2 

16.7 

33.9 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

7.7 

0.0 

3.6 

0.0 

0.0 

18.2 

0.0 

23.1 

16.7 

10.7 

33.3 

64.7 

27.3 

50.0 

15.4 

66.7 

42.9 

33.3 

5.9 

18.2 

0.0 

7.7 

0.0 

8.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=3）

５０歳代（n=17）

４０歳代（n=11）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=13）

１０歳代（n=6）

全 体（n=56）

図表Ⅳ－Ｂ－２２ 職業訓練系の障害福祉サービスの利用－年齢別

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用にいたらなかった

利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない

利用しようと考えたことはない

不明・無回答
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（７）就労していない人の就労意向（問２２） 

 問 16 で「就労していないが、障害者施設等へ通所している」または「就労していない

し、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、就労をしたいかをたずねた。 

「就労したいができない｣は、42.5%、｢就労したくない｣は、29.8%、｢就労したい｣は、

18.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢就労したいができな

い｣は、20 歳代が 49.4%、次に 40 歳代が 44.9%である。「就労したくない」は、50 歳代が

44.7%、次に 30 歳代が 40.0%である。「就労したい」は、10 歳代が 42.9%、次に 20 歳代が

24.1%である。 

 

0.0 

7.9 

16.3 

15.0 

24.1 

42.9 

18.3 

42.9 

28.9 

44.9 

38.3 

49.4 

42.9 

42.5 

28.6 

44.7 

24.5 

40.0 

21.7 

14.3 

29.8 

28.6 

18.4 

14.3 

6.7 

4.8 

0.0 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=7）

５０歳代（n=38）

４０歳代（n=49）

３０歳代（n=60）

２０歳代（n=83）

１０歳代（n=14）

全 体（n=252）

図表Ⅳ－Ｂ－２３ 就労していない人の就労意向－年齢別

就労したい 就労したいが

できない

就労

したくない

不明・

無回答
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（８）就労したい人の希望職種（問２３） 

問 22 で「就労したい」と回答した人に、どのような内容の仕事をしたいと思うかを 

たずねた。 

「生産工程｣は、45.7%、「その他」は、26.1%、｢サービス業｣は、13.0%、｢営業、販売｣

は、8.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答（その他以外）を見てみると、｢生産

工程｣は、50 歳代が 100.0%、次に 20 歳代と 40 歳代が 50.0%である。「サービス業」は、10

歳代が 33.3%、次に 20 歳代が 15.0%である。「営業、販売」は、30 歳代が 22.2%、次に 20

歳代が 10.0%である。 

 

農業、林
業、漁業

一般事務
営業、販

売
医療関係

専門的、
技術的職

業

サービス
業（調理
人、接客
業、ビル
や駐車場
などの管
理人、警
備員、清
掃業な
ど）

生産工程
（部品組
み立てや
仕分け作
業、採
掘・製

造・建設
作業、運
輸・通信
など）

その他
不明・無
回答

合計

4.3 0.0 8.7 0.0 2.2 13.0 45.7 26.1 0.0 100.0

１０歳代（n=　6） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 50.0 0.0 100.0

２０歳代（n= 20） 5.0 0.0 10.0 0.0 0.0 15.0 50.0 20.0 0.0 100.0

３０歳代（n=  9） 0.0 0.0 22.2 0.0 11.1 0.0 33.3 33.3 0.0 100.0

４０歳代（n=  8） 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 50.0 25.0 0.0 100.0

５０歳代（n=  3） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0

図表Ⅳ-Ｂ-２４　就労したい人の希望職種－年齢別

全  　体（n=46）

年
齢

 

※60 歳代は対象者がいない 
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（９）就労できない・したくない理由（問２４） 

問 22 で「就労したいができない」または「就労したくない」と回答した人に、その

理由をたずねた。 

「障害が重いから｣は、46.2%、｢働く自信がないから｣は、20.3%、「希望の職種がな

いから」は、7.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「障害が重いから」は、

20 歳代が 52.5%、次に 10 歳代が 50.0%である。年齢が下がるごとに割合が高い。｢働く自

信がないから｣は、60 歳代が 60.0%、次に 50 歳代が 28.6%である。年齢が上がるごとに割

合が高い。「希望の職種がないから」は、10 歳代が 25.0%である。 

 

0.0 

7.1 

5.9 

6.3 

8.5 

25.0 

7.7 

0.0 

3.6 

2.9 

4.2 

6.8 

12.5 

4.9 

0.0 

0.0 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

3.4 

0.0 

1.6 

0.0 

7.1 

2.9 

0.0 

0.0 

12.5 

2.2 

60.0 

28.6 

20.6 

22.9 

13.6 

0.0 

20.3 

20.0 

39.3 

41.2 

47.9 

52.5 

50.0 

46.2 

20.0 

0.0 

14.7 

8.3 

8.5 

0.0 

8.2 

0.0 

14.3 

2.9 

10.4 

6.8 

0.0 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=5）

５０歳代（n=28）

４０歳代（n=34）

３０歳代（n=48）

２０歳代（n=59）

１０歳代（n=8）

全 体（n=182）

図表Ⅳ－Ｂ－２５ 就労をできない・したくない理由－年齢別

希望の職種がないから 通勤手段がない、通勤が困難だから

給料や賃金が安いから 職場環境が悪いから

家庭の事情（家事、結婚、育児、就学など）があるから 働く自信がないから（年齢や体力的な理由を含む）

障害が重いから その他

不明・無回答

※働く必要がないから
該当なし
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（１０）就労するために必要なこと（問２５） 

全員に、就労するために必要なことは何だと思うかをたずねた。 

「職場の人の理解、手助けが得られる環境｣は、29.2%、「自分の能力に合った仕事や勤

務体制｣は、18.6%、「障害者施設での職業訓練｣は、14.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「職場の人の理解、手

助けが得られる環境」は、20 歳代が 36.0%、次に 30 歳代が 33.3%である。｢自分の能力に

合った仕事や勤務体制｣は、10 歳代が 35.3%、次に 20 歳代が 20.0%である。「障害者施設で

の職業訓練」は、10 歳代が 23.5%、次に 40 歳代が 22.4%である。 

 

0.0 

9.1 

5.3 

5.6 

4.0 

11.8 

5.6 

0.0 

1.8 

2.6 

4.4 

4.0 

0.0 

3.2 

15.4 

5.5 

6.6 

5.6 

4.8 

0.0 

5.6 

15.4 

16.4 

17.1 

16.7 

20.0 

35.3 

18.6 

23.1 

21.8 

25.0 

33.3 

36.0 

5.9 

29.2 

0.0 

14.5 

22.4 

13.3 

11.2 

23.5 

14.6 

7.7 

7.3 

1.3 

2.2 

4.8 

11.8 

4.2 

38.5 

23.6 

19.7 

18.9 

15.2 

11.8 

19.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－２６ 就労するために必要なこと－年齢別

ハローワーク

などの

職業訓練

職業相談・

職業紹介

職場への

送迎、

通勤費用の助成

自分の能力

に合った

仕事や

勤務体制

職場の人

の理解、

手助けが

得られる環境

障害者施設での

職業訓練

その他 不明・

無回答

※会社内の設備

のバリアフリー化
回答なし
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４ 入院・通院について 

（１）入院・通院の状況（問２６） 

 現在、入院や通院をしているかをたずねた。 

「通院している｣は、54.9%、｢入院も通院もしていない｣は、37.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢通院している｣は、

60 歳代が 69.2%、次に 40 歳代が 64.5%である。「入院も通院もしていない」は、10 歳代が

58.8%、次に 20 歳代が 44.0%である。 

 

69.2 

52.7 

64.5 

53.3 

51.2 

41.2 

54.9 

0.0 

10.9 

3.9 

1.1 

1.6 

0.0 

3.2 

23.1 

30.9 

27.6 

40.0 

44.0 

58.8 

37.7 

7.7 

5.5 

3.9 

5.6 

3.2 

0.0 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－２７ 入院・通院の状況－年齢別

通院している 入院している 入院も

通院も

していない

不明・

無回答
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（２）通院頻度（問２７） 

問 26 で「通院している」と回答した人に、現在、どのくらい医療機関に通院している 

かたずねた。 

「月に１回｣は、44.0%、「年に数回｣は、32.9%、「月に２～３回」は、12.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢月に１回｣は、50 歳

代が 65.5%、次に 30 歳代が 50.0%である。「年に数回」は、40 歳代が 40.8%、次に 30 歳代

が 35.4%である。「月に 2～3 回」は、60 歳代が 44.4%、次に 10 歳代が 42.9%である。 

 

0.0 

3.4 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

4.1 

0.0 

1.6 

0.0 

1.4 

0.0 

3.4 

4.1 

0.0 

3.1 

0.0 

2.4 

44.4 

6.9 

8.2 

10.4 

10.9 

42.9 

12.1 

11.1 

65.5 

36.7 

50.0 

39.1 

42.9 

44.0 

33.3 

20.7 

40.8 

35.4 

32.8 

14.3 

32.9 

11.1 

0.0 

4.1 

2.1 

9.4 

0.0 

4.8 

0.0 

0.0 

2.0 

2.1 

1.6 

0.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=9）

５０歳代（n=29）

４０歳代（n=49）

３０歳代（n= 48）

２０歳代（n= 64）

１０歳代（n= 7）

全 体（n=207）

図表Ⅳ－Ｂ－２８ 通院頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不定期 不明・無回答
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５ 外出について 

（１）外出頻度（問２８） 

現在、どのくらい外出（暮らしている場所から外に出ること）しているかをたずねた。 

「ほぼ毎日｣は、60.2%、「週に２～３回」は、13.0%、「週に１回」は、6.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、10

歳代が 76.5%、次に 20 歳代が 68.0%である。｢週に２～３回｣は、50 歳代が 16.4%、次に 20

歳代が 14.4%である。「週に１回」は、60 歳代が 15.4%、次に 30 歳代が 7.8%である。 
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（２）外出時に困っていること（問２９） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。  

「特に困っていない｣は、44.6%、｢バスや電車に乗ることができない｣は、18.0%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「特に困っていない」

は、60 歳代が 61.5%、次に 30 歳代が 46.7%である。｢バスや電車に乗ることができない｣は、

20 歳代が 22.4%、次に 30 歳代が 17.8%である。「発作、奇声、突然のハプニング等」は、

10 歳代が 17.6%、次に 60 歳代が 15.4%である。「他人の目が気になる」は、20 歳代が 14.4%、

次に 50 歳代が 12.7%である。 
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６ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問３０） 

 相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生活

支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧表示し、

このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

 「知っていた」は、78.8%、「知らなかった」は、17.5%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談窓口での相談経験（問３１） 

 問 30 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談したこ

とがあるかをたずねた。 

「相談したことがある」は、74.7%、「相談したことがない」は、24.6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた, 

78.8 

知らなかった, 

17.5 

不明・無回答, 

3.7 

図表Ⅳ－Ｂ－３１ 相談窓口の認知状況

（ｎ＝377）

相談したこと

がある, 74.7 

相談したこと

がない, 24.6 

不明・無回答, 

0.7 

図表Ⅳ－Ｂ－３２ 相談窓口での相談経験

（ｎ＝297）
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問３２） 

 問 31 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

 「相談することがない」は、63.0%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、11.0%、

「相談窓口で相談したことを周囲に知られてしまうことが心配」は、6.8%である。 

 

4.1 11.0 6.8 0.0 63.0 5.5 9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知的障害者(n=73) 

図表Ⅳ－Ｂ－３３ 相談窓口に相談したことがない理由

相談窓口の

場所や
電話番号を

知らない

相談窓口の

場所が
遠くて

行きにくい

相談窓口で

相談したことを
周囲に

知られて

しまうことが心配

相談窓口の

職員が
信用できない

相談すること

がない

その他 不明・無回答
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７ 災害時について 

（１）災害時に困ることや心配なこと（問３３） 

災害が発生したときに、困ることや心配なことは何かをたずねた。 

「避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、35.8%、「避難場所を知らない｣は、

15.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「避難場所で必要なケ

アが受けられるか不安」は、60 歳代が 46.2%、次に 40 歳代が 39.5%である。｢避難場所を

知らない｣は、10 歳代が 29.4%、次に 40 歳代が 18.4%である。「避難場所まで行けない」は、

30 歳代が 10.0%である。 

 

7.7 

16.4 

18.4 

10.0 

16.0 

29.4 

15.6 

7.7 

7.3 

5.3 

10.0 

8.0 

5.9 

7.7 

0.0 

7.3 

6.6 

8.9 

2.4 

5.9 

5.6 

7.7 

7.3 

6.6 

7.8 

4.8 

5.9 

6.4 

46.2 

25.5 

39.5 

36.7 

39.2 

17.6 

35.8 

0.0 

7.3 

3.9 

4.4 

14.4 

17.6 

8.5 

30.8 

29.1 

19.7 

22.2 

15.2 

17.6 

20.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－３４ 災害時に困ることや心配なこと－年齢別

避難場所を知らない 避難場所まで行けない

緊急時に助けてくれる人がいない 緊急時に情報を得る手段がない

避難場所で必要なケアが受けられるか

不安（生活上の介助や医療・服薬など）

その他

不明・無回答
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８ 障害のある人への差別について 

 （１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問３４） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたずね

た。 

「差別を感じたことはない｣は、53.8%、「交通機関を利用する場面」は、10.6%、｢雇用

に関する場面｣は、10.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「差別を感じたことは

ない」は、60 歳代が 61.5%、次に 30 歳代が 58.9%である。「交通機関を利用する場面」は、

10 歳代が 23.5%、次に 40 歳代が 15.8%である。｢雇用に関する場面｣は、20 歳代が 14.4%、

次に 30 歳代が 10.0%である。「買い物・外食の場面」は、10 歳代が 17.6%、次に 50 歳代が

16.4%である。 
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9.5%

10.6%

9.8%

9.8%

8.5%

4.5%

3.4%

10.3%

1.9%

2.7%

53.8%

11.8%

23.5%

11.8%

17.6%

5.9%

11.8%

11.8%

5.9%

0.0%

5.9%

58.8%

11.2%

8.0%

11.2%

5.6%

10.4%

4.8%

3.2%

14.4%

2.4%

2.4%

55.2%

6.7%

8.9%

8.9%

14.4%

11.1%

1.1%

2.2%

10.0%

0.0%

0.0%

58.9%

9.2%

15.8%

7.9%

6.6%

5.3%

5.3%

1.3%

9.2%

2.6%

1.3%

52.6%

12.7%

10.9%

12.7%

16.4%

7.3%

7.3%

7.3%

7.3%

3.6%

9.1%

40.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

61.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・

意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

教育に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅳ－Ｂ－３５ 障がい差別と感じた場面（複数回答）－年齢別

全 体（n=377）

１０歳代（n=17）

２０歳代（n=125）

３０歳代（n=90）

４０歳代（n=76）

５０歳代（n=55）

６０歳代（n=13）
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（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問３５） 

 障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

「福祉教育を充実させる」は、22.3%、「障害者雇用をさらに進める」は、20.5%、「福

祉サービスをさらに充実させる｣は、15.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「福祉教育を充実させ

る」は、10 歳代が 100.0%、次に 30 歳代が 30.0%である。「障害者雇用をさらに進める」は、

40 歳代が 25.0%、次に 20 歳代が 21.4%である。｢福祉サービスをさらに充実させる｣は、30

歳代と 40 歳代がともに 20.0%である。「行政機関における配慮をさらに進める」は、40 歳

代が 15.0%である。 

 

22.2 

15.0 

30.0 

16.7 

100.0 

22.3 

11.1 

10.0 

3.3 

7.1 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

3.3 

0.0 

0.0 

0.9 

5.6 

20.0 

20.0 

14.3 

0.0 

15.2 

11.1 

15.0 

0.0 

11.9 

0.0 

8.9 

5.6 

10.0 

20.0 

9.5 

0.0 

11.6 

5.6 

5.0 

3.3 

2.4 

0.0 

3.6 

11.1 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

4.5 

16.7 

25.0 

20.0 

21.4 

0.0 

20.5 

11.1 

0.0 

0.0 

9.5 

0.0 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５０歳代（n=18）

４０歳代（n=20）

３０歳代（n=30）

２０歳代（n=42）

１０歳代（n=2）

全 体（n=112）

図表Ⅳ－Ｂ－３６ 障害のある人への差別を解消するために必要なこと－年齢別

福祉教育を

充実させる

講習会や

学習会などを

開催する

施設や設備

のバリアフリ

ー化をさらに

進める

福祉サービ

スをさらに

充実させる

行政機関に

おける配慮

をさらに進め

る

民間事業所

における配

慮をさらに

進める

教育におけ

る配慮をさ

らに進める

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

障害者雇用

をさらに進め

る

その他 不明・

無回答

60歳代は

回答なし
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９ 社会生活について 

（１）社会生活を営む上で必要と考えること（問３６） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。  

「社会的な理解の促進｣は、24.1%、｢障害福祉サービスの充実｣は、20.2%、「経済的な

支援」は、17.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢社会的な理解の促進｣

は、50 歳代が 29.1%、次に 20 歳代が 28.0%である。「障害福祉サービスの充実」は、60 歳

代が 23.1%、次に 30 歳代が 21.1%である。「経済的な支援」は、10 歳代が 29.4%、次に 60

歳代が 23.1%である。 

 

15.4 

29.1 

19.7 

22.2 

28.0 

17.6 

24.1 

0.0 

1.8 

1.3 

5.6 

0.8 

0.0 

2.1 

0.0 

5.5 

5.3 

13.3 

12.0 

17.6 

9.8 

23.1 

10.9 

17.1 

20.0 

15.2 

29.4 

17.0 

0.0 

1.8 

7.9 

5.6 

2.4 

11.8 

4.5 

0.0 

7.3 

9.2 

4.4 

9.6 

0.0 

7.2 

23.1 

20.0 

19.7 

21.1 

20.0 

17.6 

20.2 

7.7 

3.6 

2.6 

1.1 

1.6 

0.0 

2.4 

30.8 

20.0 

17.1 

6.7 

10.4 

5.9 

12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=13）

５０歳代（n=55）

４０歳代（n=76）

３０歳代（n=90）

２０歳代（n=125）

１０歳代（n=17）

全 体（n=377）

図表Ⅳ－Ｂ－３７ 社会生活で必要なもの－年齢別

社会的な理解の促進 保険・医療の充実 雇用促進と就労支援

経済的な支援 余暇活動の充実 生活環境の整備

障害福祉サービスの充実 その他 不明・無回答

 

 

 



Ｃ 精神障害者 
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１ 生活の場について 

（１）住居形態（問４） 

 現在、どこで暮らしているかをたずねた。 

 「自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、66.4%、「民間の賃貸

アパート・マンション、借家」は、18.2%、「グループホーム」と「その他」は、4.9%、「市

営住宅、県営住宅」は、4.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自分または家族の持

ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、10 歳代が 88.9%、次に 30 歳代が 70.5%であ

る。「民間の賃貸アパート・マンション、借家」は、20 歳代が 32.1%、次に 40 歳代が 18.4%

である。 

 

63.8 

69.5 

64.0 

70.5 

60.7 

88.9 

66.4 

6.4 

17.9 

18.4 

17.0 

32.1 

11.1 

18.2 

10.6 

3.2 

5.3 

4.5 

1.8 

0.0 

4.6 

8.5 

5.3 

7.0 

3.4 

0.0 

0.0 

4.9 

10.6 

4.2 

4.4 

3.4 

5.4 

0.0 

4.9 

0.0 

0.0 

0.9 

1.1 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－１ 住居形態－年齢別

自分または

家族の持ち

家（一戸建

て、分譲マ

ンションなど）

民間の賃貸

アパート・

マンション、

借家

市営住宅、

県営住宅

グループ

ホーム、

ケアホーム

その他 不明・

無回答
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（２）暮らしの場の変更（問５） 

現在の暮らしの場を変えたいかをたずねた。 

｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、71.3%、一方「現在の暮らしの場を変えたい｣は、

25.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の暮らしの場を

変えたくない｣は、60 歳代が 74.5%、次に 20 歳代が 73.2%である。一方「現在の暮らしの

場を変えたい｣は、10 歳代が 33.3%、次に 30 歳代が 27.3%である。 

 

19.1 

26.3 

23.7 

27.3 

26.8 

33.3 

25.1 

74.5 

69.5 

72.8 

71.6 

73.2 

55.6 

71.3 

6.4 

4.2 

3.5 

1.1 

0.0 

11.1 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－２ 暮らしの場の変更－年齢別

現在の暮らしの場を変えたい 現在の暮らしの場を変えたくない

不明・無回答
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（３）暮らしたい場所（問６） 

 問５で「現在の暮らしの場を変えたい」と回答した人に、今後、どこで暮らしたいか

をたずねた。 

「民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、43.7%、「自分または家族の持ち家（一

戸建て、分譲マンションなど）」は、20.4%、「グループホーム｣は、11.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「民間の賃貸アパー

ト・マンション、借家｣は、10 歳代が 66.7%、次に 20 歳代が 53.3%である。｢自分または家

族の持ち家｣は、30 歳代が 29.2%、次に 20 歳代と 50 歳代が 20.0%である。「グループホー

ム｣は、20 歳代が 20.0%、次に 40 歳代が 18.5%である。 
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（４）世帯構成（問７） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。 

 「家族」は、70.8%、「自分ひとり」は、20.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢家族｣は、10 歳代が

91.7%、次に 20 歳代が 94.0%である。一方「自分ひとり」は、60 歳代が 40.4%、次に 50 歳

代が 24.7%である。年齢が上がるごとに割合が高い。 

 

40.4 

24.7 

23.4 

10.9 

3.8 

0.0 

20.6 

39.7 

62.3 

72.3 

84.5 

94.0 

91.7 

70.8 

16.3 

10.5 

2.6 

4.1 

1.5 

0.0 

6.8 

3.5 

2.4 

1.7 

0.5 

0.8 

8.3 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=141）

５０歳代（n=247）

４０歳代（n=231）

３０歳代（n=193）

２０歳代（n=133）

１０歳代（n= 12）

全 体（n=975）

図表Ⅳ－Ｃ－４ 暮らしている者－年齢別

自分ひとり 家族 その他 不明・無回答
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（５）同居者の変更（問８） 

現在の同居者を変えたいかをたずねた。 

「現在の同居者を変えたくない｣は、77.4%、｢現在の同居者を変えたい｣は、18.7%で

ある。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の同居者を変え

たくない｣は、40 歳代が 79.8%、次に 50 歳代が 78.9%である。一方「現在の同居者を変え

たい」は、10 歳代が 22.2%、次に 20 歳代が 21.4%である。 

 

19.1 

18.9 

16.7 

18.2 

21.4 

22.2 

18.7 

70.2 

78.9 

79.8 

78.4 

78.6 

55.6 

77.4 

10.6 

2.1 

3.5 

3.4 

0.0 

22.2 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－５ 同居者の変更－年齢別

現在の同居者を変えたい 現在の同居者を変えたくない 不明・無回答
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（６）暮らしたい者（問９） 

問８で「現在の同居者を変えたい」と回答した人に、今後、だれと暮らしたいかをた

ずねた。 

「自分ひとりで暮らしたい｣は、51.9%、「その他」は、24.7%、「家族と暮らしたい」

は、15.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分ひとりで暮らし

たい｣は、30 歳代が 68.8%、次に 60 歳代が 66.7%である。一方「家族と暮らしたい」は、

50 歳代が 38.9%、次に 40 歳代が 15.8%である。 

 

66.7 

16.7 

63.2 

68.8 

58.3 

50.0 

51.9 

0.0 

38.9 

15.8 

6.3 

8.3 

0.0 

15.6 

22.2 

33.3 

15.8 

18.8 

33.3 

50.0 

24.7 

11.1 

11.1 

5.3 

6.3 

0.0 

0.0 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=9）

５０歳代（n=18）

４０歳代（n=19）

３０歳代（n=16）

２０歳代（n=12）

１０歳代（n=2）

全 体（n=77）

図表Ⅳ－Ｃ－６ 暮らしたい者－年齢別

自分ひとりで暮らしたい 家族と暮らしたい その他 不明・無回答
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（７）平日の昼間に過ごしている場所（問１０） 

現在、平日の昼間に主にどこで過ごしているかをたずねた。 

「自宅｣は、57.4%、｢会社などの勤め先｣は、20.4%、｢障害者通所施設｣は、12.7%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自宅」は、60 歳代

が 72.3%、次に 50 歳代が 65.3%である。年齢が上がるごとに割合が高い。｢会社などの勤め

先｣は、20歳代が 41.1%、次に 10歳代が 22.2%である。｢障害者通所施設｣は、40歳代が 18.4%、

次に 30 歳代が 15.9%である。 

 

72.3 

65.3 

52.6 

58.0 

42.9 

33.3 

57.4 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

33.3 

1.5 

4.3 

16.8 

19.3 

21.6 

41.1 

22.2 

20.4 

4.3 

10.5 

18.4 

15.9 

7.1 

11.1 

12.7 

4.3 

2.1 

1.8 

1.1 

0.0 

0.0 

1.7 

8.5 

4.2 

5.3 

1.1 

5.4 

0.0 

4.4 

4.3 

1.1 

2.6 

2.3 

0.0 

0.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－７ 平日の昼間に過ごしている場所－年齢別

自宅 学校 会社などの

勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム

その他 不明・

無回答
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（８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所（問１１（１）） 

  今後の昼間の過ごし方について、平日の昼間、主にどこで過ごしたいかをたずねた。 

「自宅｣は、48.2%、「会社などの勤め先｣は、30.7%、｢障害者通所施設｣は、9.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自宅」は、60 歳代

が 72.3%、次に 50 歳代が 53.7%である。年齢が上がるごとに割合が高い。｢会社などの勤め

先｣は、20歳代が 51.8%、次に 30歳代が 36.4%である。｢障害者通所施設｣は、40歳代が 13.2%、

次に 10 歳代が 11.1%である。 

 

72.3 

53.7 

45.6 

40.9 

37.5 

33.3 

48.2 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

22.2 

1.0 

6.4 

24.2 

31.6 

36.4 

51.8 

33.3 

30.7 

4.3 

10.5 

13.2 

9.1 

5.4 

11.1 

9.7 

0.0 

3.2 

1.8 

2.3 

3.6 

0.0 

2.2 

2.1 

1.1 

2.6 

2.3 

0.0 

0.0 

1.7 

8.5 

7.4 

3.5 

1.1 

0.0 

0.0 

3.9 

4.3 

0.0 

1.8 

8.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－８ 昼間の過ごし方 （１）平日の昼間に過ごしたい場所－年齢別

自宅 学校 会社などの

勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム、

ケアホーム

障害者

入所施設

その他 不明・

無回答
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（８）昼間の過ごし方-(2)昼間に利用したいサービスや支援（問１１（２）） 

 今後、昼間どのようなサービスや支援が必要かを複数回答でたずねた。 

「サービスや支援は必要ない」は、38.9%、「障害者施設などに通って、簡単な作業をし

たり、社会との交流をしたい」と「将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身

につけたい」は、21.7%、｢ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援

してもらいたい｣は、16.3%、「社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作的

活動などをしたい」は、15.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢サービスや支援は必

要ない｣は、20 歳代が 50.0%、次に 10 歳代が 44.4%である。「将来就職したいので、施設に

通って、技術や知識を身につけたい」は、10 歳代が 55.6%、次に 20 歳代が 35.7%である。

年齢が下がるごとに割合が高い。｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会と

の交流をしたい｣は、30 歳代が 28.4%、次に 40 歳代が 26.3%である。｢ホームヘルパーに掃

除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもらいたい｣は、60 歳代が 25.5%、次に 50

歳代が 23.2%である。「社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作的活動な

どをしたい」は、30 歳代が 19.3%、次に 50 歳代が 16.8%である。 
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2.7%

16.3%

6.1%

2.4%

5.1%

10.0%

1.9%

21.7%

21.7%

15.3%

38.9%

0.0%

11.1%

11.1%

0.0%

0.0%

22.2%

0.0%

55.6%

11.1%

0.0%

44.4%

1.8%

3.6%

5.4%

1.8%

1.8%

12.5%

1.8%

35.7%

16.1%

10.7%

50.0%

1.1%

11.4%

6.8%

0.0%

6.8%

11.4%

0.0%

30.7%

28.4%

19.3%

38.6%

2.6%

17.5%

6.1%

1.8%

5.3%

11.4%

1.8%

21.1%

26.3%

14.9%

36.0%

4.2%

23.2%

8.4%

4.2%

5.3%

6.3%

4.2%

11.6%

17.9%

16.8%

36.8%

4.3%

25.5%

0.0%

6.4%

6.4%

6.4%

2.1%

4.3%

14.9%

14.9%

34.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ホームヘルパーに

入浴や排せつなどの身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに

掃除・洗濯・調理・買い物などの

家事を支援してもらいたい

出かけるときに、

ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが

病気や用事があるときや

休養のため、短期間、

施設に入所したい

施設に通って、

生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、

施設に通って、

入浴や排せつ、食事の

介護などを受けたい

将来就職したいので、

施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、

簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅳ－Ｃ－９ 昼間の過ごし方 （２）昼間に利用したいサービスや支援－年齢別

（複数回答）

全 体（n=411）

１０歳代（n=9）

２０歳代（n=56）

３０歳代（n=88）

４０歳代（n=114）

５０歳代（n=95）

６０歳代（n=47）
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２ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問１２） 

  現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

「している｣は、64.5%、「したいと思うが、していない」は、18.5%、｢したいと思わない｣

は、14.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、10 歳

代が 88.9%、次に 20 歳代が 83.9%である。「したいと思うが、していない」は、40 歳代が

25.4%、次に 50 歳代が 20.0%である。｢したいと思わない｣は、50 歳代が 18.9%、次に 60 歳

代が 17.0%である。 

 

57.4 

57.9 

55.3 

73.9 

83.9 

88.9 

64.5 

17.0 

20.0 

25.4 

15.9 

8.9 

11.1 

18.5 

17.0 

18.9 

16.7 

10.2 

5.4 

0.0 

14.4 

8.5 

3.2 

2.6 

0.0 

1.8 

0.0 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－１０ 芸術・文化活動－年齢別

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答
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（２）スポーツ活動の実施（問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

「している｣は、13.4%、｢していない｣は、84.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、20 歳

代が 26.8%、次に 40 歳代が 14.0%である。「していない」は、50 歳代が 88.4%、次に 30 歳

代が 87.5%である。 

 

10.6 

7.4 

14.0 

12.5 

26.8 

11.1 

13.4 

83.0 

88.4 

85.1 

87.5 

73.2 

77.8 

84.4 

6.4 

4.2 

0.9 

0.0 

0.0 

11.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－１１ スポーツ活動－年齢別

している していない 不明・

無回答
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（３）スポーツ活動の頻度（問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

「週に２～３回｣は、25.5%、「週に１回」は、23.6%、「ほぼ毎日」は、21.8%、「月に２

～３回｣は、12.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢週に２～３回｣は、

60 歳代が 60.0%、次に 40 歳代が 31.3%である。「週に１回」は、50 歳代が 57.1%、次に 40

歳代が 25.0%である。「ほぼ毎日」は、20 歳代が 26.7%、次に 40 歳代が 25.0%である。 

 

20.0 

14.3 

25.0 

18.2 

26.7 

0.0 

21.8 

60.0 

14.3 

31.3 

18.2 

20.0 

0.0 

25.5 

0.0 

57.1 

25.0 

18.2 

20.0 

0.0 

23.6 

0.0 

14.3 

6.3 

36.4 

6.7 

0.0 

12.7 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

6.7 

100.0 

7.3 

20.0 

0.0 

0.0 

9.1 

20.0 

0.0 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=5）

５０歳代（n=7）

４０歳代（n=16）

３０歳代（n=11）

２０歳代（n=15）

１０歳代（n=1）

全 体（n=55）

図表Ⅳ－Ｃ－１２ スポーツ活動の頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

「したいと思う｣は、49.0%、｢したいと思わない｣は、49.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢したいと思う｣は、

20 歳代が 68.3%、次に 30 歳代が 51.9%である。10 歳代を除き、年齢が下がるごとに割合が

高い。一方「したいと思わない」は、60 歳代が 59.0%、次に 10 歳代と 50 歳代が 57.1%で

ある。 

 

38.5 

42.9 

49.5 

51.9 

68.3 

42.9 

49.0 

59.0 

57.1 

49.5 

48.1 

29.3 

57.1 

49.9 

2.6 

0.0 

1.0 

0.0 

2.4 

0.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=39）

５０歳代（n=84）

４０歳代（n=97）

３０歳代（n=77）

２０歳代（n=41）

１０歳代（n=7）

全 体（n=347）

図表Ⅳ－Ｃ－１３ スポーツ活動の希望意志－年齢別

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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３ 就労について 

（１）就労状況（問１６） 

 現在、就労をしているかをたずねた。 

「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」は、49.1%、｢1 年以上継続し

て就労している｣は、19.7%、「就労していないが、障害者施設等へ通所している」は、18.0%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「就労していないし、

障害者施設等へも通所していない」は、60 歳代が 63.8%、次に 10 歳代が 55.6%である。｢1

年以上継続して就労している｣は、20 歳代が 35.7%、次に 30 歳代が 23.9%である。「就労し

ていないが、障害者施設等へ通所している」は、30 歳代が 21.6%、次に 40 歳代が 21.1%で

ある。 

 

6.4 

13.7 

20.2 

23.9 

35.7 

11.1 

19.7 

4.3 

9.5 

11.4 

13.6 

10.7 

22.2 

10.7 

17.0 

14.7 

21.1 

21.6 

12.5 

11.1 

18.0 

63.8 

56.8 

46.5 

40.9 

41.1 

55.6 

49.1 

8.5 

5.3 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－１４ 就労状況－年齢別

１年以上

継続して

就労

している

過去１年

の間に、

就労した

就労して

いないが、

障害者

施設等へ

通所している

就労して

いないし、

障害者

施設等へも

通所していない

不明・

無回答
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（２）就労継続できる理由（問１７） 

 問 16 で「1 年以上継続して就労している」と回答した人に、就労し続けている、ま 

たは、続けることができている理由を複数回答でたずねた。 

「生活のために働かなければならないから｣は、65.4%、「勤務時間が合っているから」

は、58.0%、｢仕事の内容が自分に合っているから｣は、55.6%、「仕事にやりがいがあるか

ら｣は、37.0%、「職場の同僚との関係が良好だから」は、35.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢生活のために働かな

ければならないから｣は、60 歳代が 100.0%、次に 50 歳代が 76.9%である。「勤務時間が合

っているから」は、10 歳代が 100.0%、次に 60 歳代が 66.7%である。「仕事の内容が自分に

合っているから」は、10 歳代が 100.0%、次に 40 歳代が 69.6%である。「仕事にやりがいが

あるから」は、10 歳代が 100.0%、次に 60 歳代が 66.7%である。「職場の同僚との関係が良

好だから」は、10 歳代が 100.0%、次に 50 歳代が 38.5%である。 
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37.0%

55.6%

58.0%

35.8%

23.5%

13.6%

12.3%

65.4%

6.2%

1.2%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

35.0%

65.0%

60.0%

35.0%

30.0%

15.0%

15.0%

45.0%

10.0%

0.0%

33.3%

38.1%

57.1%

33.3%

19.0%

19.0%

14.3%

71.4%

9.5%

0.0%

43.5%

69.6%

56.5%

34.8%

13.0%

13.0%

4.3%

69.6%

0.0%

4.3%

23.1%

38.5%

53.8%

38.5%

38.5%

7.7%

15.4%

76.9%

7.7%

0.0%

66.7%

66.7%

66.7%

33.3%

33.3%

0.0%

33.3%

100.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事にやりがいがあるから

仕事の内容が自分に合っているから

勤務時間が合っているから

職場の同僚との関係が良好だから

職場に相談できる人がいるから

福祉サービスの就労定着支援を利用しているから

給料や賃金が高いから

生活のために働かなければならないから

その他

特にない

図表Ⅳ－Ｃ－１５ 就労継続できる理由－年齢別（複数回答）

全 体（n=81）

１０歳代（n=1）

２０歳代（n=20）

３０歳代（n=21）

４０歳代（n=23）

５０歳代（n=13）

６０歳代（n=3）
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（３）障害福祉サービスの利用（問１８） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」回答

した人に、就労するために障害者施設等で行う職業訓練系の障害福祉サービスの利用を

たずねた。 

「利用した｣は、29.6%、｢利用していない｣は、67.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用した｣は、20 歳

代が 50.0%、次に 30 歳代が 30.3%である。「利用していない」は、10 歳代が 100.0%、次に

50 歳代と 60 歳代が 80.0%である。 

 

20.0 

15.0 

27.8 

30.3 

50.0 

0.0 

29.6 

80.0 

80.0 

72.2 

66.7 

50.0 

100.0 

67.2 

0.0 

5.0 

0.0 

3.0 

0.0 

0.0 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳代（n=5）

５０歳代（n=20）

４０歳代（n=36）

３０歳代（n=33）

２０歳代（n=26）

１０歳代（n=3）

全 体（n=125）

図表Ⅳ－Ｃ－１６ 障害福祉サービスの利用－年齢別

利用した 利用していない 不明・

無回答
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【就労状況別】他の就労状況別と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用してい

ない｣は、「過去 1 年の間に、就労した」が 72.7%、次に「1 年以上継続して就労している」

が 64.2%である。 

 

22.7 

33.3 

29.6 

72.7 

64.2 

67.2 

4.5 

2.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

過去１年の間に、

就労した（n=44）

１年以上継続して就労

している（n=81）

全 体（n=125）

図表Ⅳ－Ｃ－１７ 障害福祉サービスの利用－就労状況別

利用した 利用していない 不明・

無回答

※就労していないが、障

害者施設等へ通所してい
る

※就労していないし、障

害者施設等へも通所して
いない

該当なし
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（４）就労している人の就労形態（問１９） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、どのような仕事をしているかをたずねた。 

「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト｣は、69.6%、「会社や

役所などの正社員・正規職員、会社役員｣は、18.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「会社や役所などの臨

時職員・派遣社員・パート・アルバイト」は、40 歳代が 77.1%、次に 50 歳代が 76.2%であ

る。20 歳代から 50 歳代の割合が高い。｢会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣

は、60 歳代が 40.0%、次に 30 歳代が 18.2%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

6.1 

0.0 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0.0 

0.8 

40.0 

14.3 

17.1 

18.2 

20.0 

18.4 

40.0 

76.2 

77.1 

66.7 

72.0 

69.6 

20.0 

9.5 

5.7 

3.0 

8.0 

6.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=5）

５０歳代（n=21）

４０歳代（n=35）

３０歳代（n=33）

２０歳代（n=25）

全 体（n=125）

図表Ⅳ－Ｃ－１８ 就労している人の就労形態－年齢別

自営業 家の仕事

（家業）の

手伝い

内職 会社や

役所などの

正社員・

正規職員、

会社役員

会社や

役所などの

臨時職員・

派遣社員・

パート・

アルバイト

その他 不明・

無回答
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（５）就労上で困っていること（問２０） 

問 16 で「1 年以上継続して就労している」または「過去 1 年の間に、就労した」と回

答した人に、就労する上で困っていることはあるかを複数回答でたずねた。 

｢給料や賃金が少ない｣は、41.6%、「職場の人とコミュニケーションが取れない」は、

25.6%、「特に困っていない｣は、20.8%、「職場に相談できる人がいない」は、18.4%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「給料や賃金が少ない」

は、60 歳代が 60.0%、次に 40 歳代が 45.7%である。「職場の人とコミュニケーションが取

れない」は、30 歳代が 36.4%、次に 40 歳代が 28.6%である。｢特に困っていない｣は、60

歳代が 40.0%、次に 50 歳代が 28.6%である。「職場に相談できる人がいない」は、10 歳代

が 25.0%、次に 20 歳代が 24.0%である。「正社員として雇ってもらえない」は、50 歳代が

28.6%である。 
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16.8%

41.6%

13.6%

9.6%

12.8%

16.8%

18.4%

25.6%

0.8%

13.6%

20.8%

0.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

0.0%

25.0%

25.0%

0.0%

0.0%

25.0%

20.0%

44.0%

16.0%

12.0%

12.0%

8.0%

24.0%

24.0%

4.0%

16.0%

16.0%

12.1%

45.5%

12.1%

9.1%

15.2%

18.2%

21.2%

36.4%

0.0%

15.2%

12.1%

17.1%

45.7%

17.1%

8.6%

17.1%

22.9%

14.3%

28.6%

0.0%

8.6%

25.7%

28.6%

28.6%

9.5%

9.5%

0.0%

19.0%

19.0%

14.3%

0.0%

23.8%

28.6%

0.0%

60.0%

0.0%

0.0%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｃ－１９ 就労上で困っていること－年齢別（複数回答）

全 体（n=125）

１０歳代（n=4）

２０歳代（n=25）

３０歳代（n=33）

４０歳代（n=35）

５０歳代（n=21）

６０歳代（n=5）
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【就労形態別】他の就労形態別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「給料や賃金

が少ない」は、「自営業」と「その他」が 50.0%、次に「会社や役所などの臨時職員・派遣

社員・パート・アルバイト」が 46.0%である。「職場の人とコミュニケーションが取れない」

は、「会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート・アルバイト」が 29.9%、次に｢会社

や役所などの正社員・正規職員、会社役員｣が、21.7%である。｢特に困っていない｣は、「内

職」が 100.0%、次に「自営業」が 50.0%である。 

 

16.8%

41.6%

13.6%

9.6%

12.8%

16.8%

18.4%

25.6%

0.8%

13.6%

20.8%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

4.3%

21.7%

17.4%

17.4%

13.0%

30.4%

17.4%

21.7%

0.0%

4.3%

30.4%

19.5%

46.0%

13.8%

8.0%

12.6%

14.9%

19.5%

29.9%

1.1%

17.2%

18.4%

12.5%

50.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｃ－２０ 就労上で困っていること－就労形態別（複数回答）

全 体（n=125）

自営業（n=2）

家の仕事（家業）の手伝い（n=1）

内職 （n=1）

会社や役所などの正社員・正規職員、会

社役員（n=23）
会社や役所などの臨時職員・派遣社員・

パート・アルバイト（n=87）
その他（n=8）

※家の仕事（家業）の伝い

該当なし
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【就労状況別】他の就労状況別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「給料や賃金

が少ない」は、「過去 1 年の間に、就労した」が 45.5%、次に「1 年以上継続して就労して

いる」が 39.5%である。｢職場の人とコミュニケーションが取れない｣は、「過去 1 年の間に、

就労した」が 38.6%、次に「1 年以上継続して就労している」が 18.5%である。 

 

16.8%

41.6%

13.6%

9.6%

12.8%

16.8%

18.4%

25.6%

0.8%

13.6%

20.8%

17.3%

39.5%

6.2%

2.5%

13.6%

13.6%

12.3%

18.5%

1.2%

14.8%

24.7%

15.9%

45.5%

27.3%

22.7%

11.4%

22.7%

29.5%

38.6%

0.0%

11.4%

13.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

正社員として雇ってもらえない

給料や賃金が少ない

仕事の内容が自分に合わない

仕事の時間が長すぎる

通勤が不便

職場の人の理解がない

職場に相談できる人がいない

職場の人とコミュニケーションが取れない

トイレなどの設備がバリアフリー化されていない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｃ－２１ 就労上で困っていること－就労状況別（複数回答）

全 体（n=111）

１年以上継続して就労してい

る(n=94)

過去１年の間に、就労した

(n=17)

就労していないが、障害者施

設等へ通所している(n=0)

就労していないし、障害者施

設等へも通所していない(n=0)
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（６）職業訓練系の障害福祉サービスの利用（問２１） 

 問 16 で「就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、

過去に職業訓練系の障害福祉サービスの利用をたずねた。 

「利用しようと考えたことはない｣は、48.5%、｢利用したことはあるが、現在は利用

していない｣と｢利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない｣は、17.3%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用しようと考えた

ことはない｣は、10 歳代が 100.0%、次に 60 歳代が 60.0%である。「利用したことはあるが、

現在は利用していない」は、20 歳代が 26.1%、次に 60 歳代が 20.0%である。「利用しよう

と考えたことはあるが、特に行動していない」は、30 歳代が 22.2%、次に 20 歳代が 21.7%

である。 

 

20.0 

14.8 

17.0 

16.7 

26.1 

0.0 

17.3 

0.0 

7.4 

7.5 

13.9 

17.4 

0.0 

8.4 

10.0 

20.4 

15.1 

22.2 

21.7 

0.0 

17.3 

60.0 

51.9 

52.8 

38.9 

21.7 

100.0 

48.5 

10.0 

5.6 

7.5 

8.3 

13.0 

0.0 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=30）

５０歳代（n=54）

４０歳代（n=53）

３０歳代（n=36）

２０歳代（n=23）

１０歳代（n=5）

全 体（n=202）

図表Ⅳ－Ｃ－２２ 職業訓練系の障害福祉サービスの利用－年齢別

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用にいたらなかった

利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない

利用しようと考えたことはない

不明・無回答
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（７）就労していない人の就労意向（問２２） 

 問 16 で「就労していないが、障害者施設等へ通所している」または「就労していない

し、障害者施設等へも通所していない」と回答した人に、就労をしたいかをたずねた。 

「就労したいができない｣は、38.8%、｢就労したくない｣は、25.4%、｢就労したい｣は、

21.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢就労したいができな

い｣は、10 歳代が 50.0%、次に 30 歳代が 47.3%である。「就労したくない」は、60 歳代が

31.6%、次に 40 歳代が 29.9%である。「就労したい」は、20 歳代が 40.0%、次に 10 歳代が

33.3%である。 

 

7.9 

22.1 

22.1 

20.0 

40.0 

33.3 

21.7 

39.5 

33.8 

41.6 

47.3 

26.7 

50.0 

38.8 

31.6 

29.4 

29.9 

16.4 

13.3 

16.7 

25.4 

21.1 

14.7 

6.5 

16.4 

20.0 

0.0 

14.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=38）

５０歳代（n=68）

４０歳代（n=77）

３０歳代（n=55）

２０歳代（n=30）

１０歳代（n=6）

全 体（n=276）

図表Ⅳ－Ｃ－２３ 就労していない人の就労意向－年齢別

就労したい 就労したいが

できない

就労

したくない

不明・

無回答
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（８）就労したい人の希望職種（問２３） 

問 22 で「就労したい」と回答した人に、どのような内容の仕事をしたいと思うかを 

たずねた。 

「その他」は、21.7%、「生産工程｣と｢サービス業｣は、16.7%、｢専門的、技術的職業｣

は、15.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答（その他以外）を見てみると、｢生産

工程｣は、10 歳代が 50.0%、次に 30 歳代が 36.4%である。「サービス業」は、60 歳代が 66.7%、

次に 40 歳代が 23.5%である。「専門的、技術的職業」は、10 歳代が 50.0%、次に 50 歳代が

20.0%である。 

 

農業、林
業、漁業

一般事務
営業、販

売
医療関係

専門的、
技術的職

業

サービス
業（調理
人、接客
業、ビル
や駐車場
などの管
理人、警
備員、清
掃業な
ど）

生産工程
（部品組
み立てや
仕分け作
業、採
掘・製

造・建設
作業、運
輸・通信
など）

その他
不明・無
回答

合計

1.7 11.7 6.7 0.0 15.0 16.7 16.7 21.7 10.0 100.0

１０歳代（n=　2） 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 100.0

２０歳代（n= 12） 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 8.3 8.3 25.0 25.0 100.0

３０歳代（n= 11） 0.0 0.0 9.1 0.0 18.2 0.0 36.4 27.3 9.1 100.0

４０歳代（n= 17） 0.0 17.6 5.9 0.0 5.9 23.5 11.8 29.4 5.9 100.0

５０歳代（n= 15） 6.7 13.3 13.3 0.0 20.0 20.0 6.7 13.3 6.7 100.0

６０歳代（n=  3） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 100.0

年
齢

図表Ⅳ-Ｃ-２４　就労したい人の希望職種－年齢別

全  　体（n=60）
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（９）就労できない・したくない理由（問２４） 

問 22 で「就労したいができない」または「就労したくない」と回答した人に、その

理由をたずねた。 

｢働く自信がないから｣は、41.2%、「障害が重いから｣は、22.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢働く自信がないから｣

は、10 歳代が 75.0%、次に 30 歳代が 45.7%である。「障害が重いから」は、40 歳代が 36.4%、

次に 50 歳代が 20.9%である。 
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（１０）就労するために必要なこと（問２５） 

全員に、就労するために必要なことは何だと思うかをたずねた。 

「自分の能力に合った仕事や勤務体制｣は、28.2%、「職場の人の理解、手助けが得られ

る環境｣は、28.0%、「障害者施設での職業訓練｣は、10.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分の能力に合った

仕事や勤務体制｣は、40 歳代が 34.2%、次に 20 歳代が 28.6%である。「職場の人の理解、手

助けが得られる環境」は、10 歳代が 55.6%、次に 20 歳代が 33.9%である。「障害者施設で

の職業訓練」は、40 歳代が 13.2%、次に 60 歳代が 12.8%である。 

 

8.5 

3.2 

2.6 

5.7 

3.6 

0.0 

4.1 

6.4 

7.4 

5.3 

5.7 

7.1 

0.0 

6.1 

10.6 

5.3 

4.4 

1.1 

1.8 

0.0 

4.1 

19.1 

28.4 

34.2 

26.1 

28.6 

22.2 

28.2 

23.4 

24.2 

27.2 

29.5 

33.9 

55.6 

28.0 

12.8 

8.4 

13.2 

9.1 

10.7 

0.0 

10.7 

4.3 

11.6 

5.3 

5.7 

7.1 

0.0 

6.8 

14.9 

11.6 

7.9 

17.0 

7.1 

22.2 

11.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－２６ 就労するために必要なこと－年齢別

ハローワーク

などの

職業訓練

職業相談・

職業紹介

職場への

送迎、

通勤費用の助成

自分の能力

に合った

仕事や

勤務体制

職場の人

の理解、

手助けが

得られる環境

障害者施設での

職業訓練

その他 不明・

無回答

※会社内の設

備のバリアフ

リー化

該当なし
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４ 入院・通院について 

（１）入院・通院の状況（問２６） 

 現在、入院や通院をしているかをたずねた。 

「通院している｣は、86.6%、｢入院も通院もしていない｣は、8.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢通院している｣は、

40歳代 90.4%、次に 50歳代が 89.5%である。「入院も通院もしていない」は、10歳代が 22.2%、

次に 20 歳代が 21.4%である。 

 

87.2 

89.5 

90.4 

86.4 

75.0 

77.8 

86.6 

4.3 

2.1 

5.3 

4.5 

3.6 

0.0 

3.9 

4.3 

6.3 

3.5 

8.0 

21.4 

22.2 

8.0 

4.3 

2.1 

0.9 

1.1 

0.0 

0.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－２７ 入院・通院の状況－年齢別

通院している 入院している 入院も

通院も

していない

不明・

無回答
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（２）通院頻度（問２７） 

問 26 で「通院している」と回答した人に、現在、どのくらい医療機関に通院している 

かたずねた。 

「月に１回｣は、60.4%、「年に数回｣は、18.5%、「月に２～３回」は、11.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢月に１回｣は、40 歳

代が 66.0%、次に 50 歳代が 62.4%である。「年に数回」は、10 歳代が 42.9%、次に 60 歳代

が 26.8%である。「月に 2～3 回」は、40 歳代が 14.6%、次に 10 歳代が 14.3%である。 

 

4.9 

8.2 

4.9 

2.6 

9.5 

0.0 

5.6 

4.9 

1.2 

1.0 

1.3 

4.8 

0.0 

2.0 

9.8 

10.6 

14.6 

11.8 

4.8 

14.3 

11.2 

48.8 

62.4 

66.0 

59.2 

57.1 

42.9 

60.4 

26.8 

15.3 

11.7 

22.4 

23.8 

42.9 

18.5 

4.9 

1.2 

1.0 

1.3 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

1.2 

1.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=41）

５０歳代（n=85）

４０歳代（n=103）

３０歳代（n=76）

２０歳代（n= 42）

１０歳代（n= 7）

全 体（n=356）

図表Ⅳ－Ｃ－２８ 通院頻度－年齢別

週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不定期 不明・無回答
※ほぼ毎日

回答なし
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５ 外出について 

（１）外出頻度（問２８） 

現在、どのくらい外出（暮らしている場所から外に出ること）しているかをたずねた。 

「ほぼ毎日｣は、45.7%、「週に２～３回」は、27.0%、「週に１回」は、9.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、20

歳代が 62.5%、次に 10 歳代が 55.6%である。｢週に２～３回｣は、60 歳代が 36.2%、次に 30

歳代が 30.7%である。「週に１回」は、40 歳代が 13.2%、次に 10 歳代が 11.1%である。 

 

36.2 

45.3 

42.1 

44.3 

62.5 

55.6 

45.7 

36.2 

29.5 

28.1 

30.7 

12.5 

0.0 

27.0 

6.4 

9.5 

13.2 

9.1 

7.1 

11.1 

9.7 

8.5 

5.3 

7.0 

8.0 

8.9 

0.0 

7.1 

0.0 

1.1 

3.5 

1.1 

1.8 

33.3 

2.4 

4.3 

2.1 

1.8 

1.1 

1.8 

0.0 

1.9 

4.3 

6.3 

4.4 

3.4 

5.4 

0.0 

4.9 

4.3 

1.1 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－２９ 外出頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回

月に１回 年に数回 まったく外出しない 不明・無回答
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（２）外出時に困っていること（問２９） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。  

「特に困っていない｣は、37.7%、｢他人の目が気になる｣は、27.5%、｢発作、奇声、突

然のハプニング等があり不安｣は、24.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「特に困っていない」

は、20 歳代が 50.0%、次に 50 歳代が 48.4%である。「他人の目が気になる」は、10 歳代が

44.4%、次に 30 歳代が 40.9%である。「発作、奇声、突然のハプニング等」は、10 歳代が

33.3%、次に 30 歳代が 29.5%である。｢交通手段の運賃が高い｣は、60 歳代が 27.7%である。 

 

11.9%

10.9%

11.9%

1.9%

24.8%

3.2%

3.9%

27.5%

5.8%

0.2%

9.5%

37.7%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

44.4%

0.0%

0.0%

11.1%

33.3%

10.7%

7.1%

5.4%

0.0%

23.2%

1.8%

0.0%

33.9%

8.9%

0.0%

3.6%

50.0%

9.1%

19.3%

17.0%

4.5%

29.5%

4.5%

3.4%

40.9%

11.4%

0.0%

12.5%

29.5%

13.2%

8.8%

7.9%

0.0%

26.3%

0.9%

2.6%

31.6%

1.8%

0.0%

12.3%

33.3%

9.5%

10.5%

9.5%

1.1%

22.1%

4.2%

6.3%

12.6%

5.3%

0.0%

5.3%

48.4%

19.1%

8.5%

27.7%

6.4%

19.1%

6.4%

8.5%

12.8%

4.3%

2.1%

12.8%

27.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化

がされていない

発作、奇声、突然のハプニング等

があり不安

利用したい施設が送迎サービス

をしていない

外出する際に介助してくれる人

がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える外出

手段がない

手話通訳者などがいないと、

意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｃ－３０ 外出するときに困っていること－年齢（複数回答）

全 体（n=411）

１０歳代（n=9）

２０歳代（n=56）

３０歳代（n=88）

４０歳代（n=114）

５０歳代（n=95）

６０歳代（n=47）
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６ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問３０） 

 相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生活

支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧表示し、

このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

 「知っていた」は、60.6%、「知らなかった」は、37.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談窓口での相談経験（問３１） 

 問 30 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談したこ

とがあるかをたずねた。 

「相談したことがある」は、64.7%、「相談したことがない」は、33.7%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた, 

60.6 

知らなかった, 

37.0 

不明・無回答, 

2.4 

図表Ⅳ－Ｃ－３１ 相談窓口の認知状況

（ｎ＝411）

相談したこと

がある, 64.7 

相談したこと

がない, 33.7 

不明・無回答, 

1.6 

図表Ⅳ－Ｃ－３２ 相談窓口での相談経験

（ｎ＝249）
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問３２） 

 問 31 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

 「相談することがない」は、44.0%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、13.1%、

「相談窓口で相談したことを周囲に知られてしまうことが心配」と「相談窓口の職員が信

用できない」は、7.1%である。 

 

6.0 13.1 7.1 7.1 44.0 17.9 4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者(n=84) 

図表Ⅳ－Ｃ－３３ 相談窓口に相談したことがない理由

相談窓口の

場所や
電話番号を

知らない

相談窓口の

場所が
遠くて

行きにくい

相談窓口で

相談したことを
周囲に

知られて

しまうことが心配

相談窓口の

職員が
信用できない

相談すること

がない

その他 不明・無回答
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７ 災害時について 

（１）災害時に困ることや心配なこと（問３３） 

災害が発生したときに、困ることや心配なことは何かをたずねた。 

「避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、37.0%、「避難場所を知らない｣は、

21.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「避難場所で必要なケ

アが受けられるか不安」は、50 歳代が 43.2%、次に 40 歳代が 39.5%である。｢避難場所を

知らない｣は、10 歳代が 33.3%、次に 20 歳代が 32.1%である。年齢が下がるごとに割合が

高い。 

 

10.6 

13.7 

21.9 

25.0 

32.1 

33.3 

21.2 

8.5 

4.2 

6.1 

6.8 

1.8 

0.0 

5.4 

10.6 

10.5 

7.0 

5.7 

5.4 

11.1 

7.8 

6.4 

4.2 

4.4 

3.4 

1.8 

0.0 

3.9 

31.9 

43.2 

39.5 

34.1 

32.1 

33.3 

37.0 

8.5 

10.5 

9.6 

15.9 

12.5 

0.0 

11.2 

23.4 

13.7 

11.4 

9.1 

14.3 

22.2 

13.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－３４ 災害時に困ることや心配なこと－年齢別

避難場所を知らない 避難場所まで行けない

緊急時に助けてくれる人がいない 緊急時に情報を得る手段がない

避難場所で必要なケアが受けられるか

不安（生活上の介助や医療・服薬など）

その他

不明・無回答
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８ 障害のある人への差別について 

 （１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問３４） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたずね

た。 

「差別を感じたことはない｣は、49.4%、｢雇用に関する場面｣は、21.2%、「情報の取得

や利用・意思疎通の場面」は、11.9%、「医療に関する場面」は、11.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「差別を感じたことは

ない」は、20 歳代が 60.7%、次に 60 歳代が 57.4%である。｢雇用に関する場面｣は、30 歳代

が 29.5%、次に 20 歳代が 26.8%である。「情報の取得や利用・意思疎通の場面」は、10 歳

代が 44.4%、次に 30 歳代が 15.9%である。「医療に関する場面」は、40 歳代が 16.7%、次に

30 歳代が 13.6%である。 
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6.6%

3.6%

11.9%

5.8%

11.7%

3.6%

1.7%

21.2%

4.1%

5.1%

49.4%

11.1%

0.0%

44.4%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

22.2%

0.0%

11.1%

44.4%

5.4%

1.8%

12.5%

5.4%

5.4%

5.4%

5.4%

26.8%

3.6%

1.8%

60.7%

8.0%

4.5%

15.9%

9.1%

13.6%

4.5%

1.1%

29.5%

4.5%

8.0%

45.5%

4.4%

4.4%

9.6%

7.9%

16.7%

4.4%

1.8%

16.7%

7.0%

7.0%

44.7%

9.5%

4.2%

10.5%

3.2%

11.6%

2.1%

1.1%

23.2%

2.1%

3.2%

48.4%

4.3%

2.1%

6.4%

2.1%

6.4%

0.0%

0.0%

6.4%

2.1%

2.1%

57.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・

意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

教育に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅳ－Ｃ－３５ 障がい差別と感じた場面（複数回答）－年齢別

全 体（n=411）

１０歳代（n=9）

２０歳代（n=56）

３０歳代（n=88）

４０歳代（n=114）

５０歳代（n=95）

６０歳代（n=47）
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（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問３５） 

 障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

「障害者雇用をさらに進める」は、27.1%、「行政機関における配慮をさらに進める｣

は、12.4%、「福祉教育を充実させる」は、11.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「障害者雇用をさらに

進める」は、10 歳代が 40.0%、次に 40 歳代が 32.0%である。「行政機関における配慮をさ

らに進める」は、50 歳代が 17.1%、次に 30 歳代が 16.7%である。「福祉教育を充実させる」

は、10 歳代が 20.0%、次に 20 歳代が 18.2%である。｢民間事業所における配慮をさらに進

める｣は、20 歳代が 22.7%、次に 10 歳代が 20.0%である。 

 

10.0 

4.9 

12.0 

14.3 

18.2 

20.0 

11.8 

10.0 

2.4 

6.0 

2.4 

4.5 

20.0 

4.7 

0.0 

4.9 

2.0 

2.4 

0.0 

0.0 

2.4 

10.0 

12.2 

10.0 

11.9 

4.5 

0.0 

10.0 

10.0 

17.1 

8.0 

16.7 

9.1 

0.0 

12.4 

10.0 

7.3 

8.0 

9.5 

22.7 

20.0 

10.6 

0.0 

0.0 

4.0 

2.4 

9.1 

0.0 

2.9 

0.0 

4.9 

2.0 

0.0 

4.5 

0.0 

2.4 

30.0 

26.8 

32.0 

26.2 

13.6 

40.0 

27.1 

10.0 

9.8 

6.0 

9.5 

9.1 

0.0 

8.2 

10.0 

9.8 

10.0 

4.8 

4.5 

0.0 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=10）

５０歳代（n=41）

４０歳代（n=50）

３０歳代（n=42）

２０歳代（n=22）

１０歳代（n=5）

全 体（n=170）

図表Ⅳ－Ｃ－３６ 障害のある人への差別を解消するために必要なこと－年齢別

福祉教育を

充実させる

講習会や

学習会などを

開催する

施設や設備

のバリアフリ

ー化をさらに

進める

福祉サービ

スをさらに

充実させる

行政機関に

おける配慮

をさらに進め

る

民間事業所

における配

慮をさらに

進める

教育におけ

る配慮をさ

らに進める

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

障害者雇用

をさらに進め

る

その他 不明・

無回答
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９ 社会生活について 

（１）社会生活を営む上で必要と考えること（問３６） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。  

「経済的な支援」は、29.7%、「社会的な理解の促進｣は、24.8%、｢雇用促進と就労支

援｣は、12.9%である。  

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「経済的な支援」は、

10 歳代が 44.4%、次に 60 歳代が 40.4%である。｢社会的な理解の促進｣は、10 歳代が 33.3%、

次に 20 歳代が 30.4%である。「雇用促進と就労支援」は、20 歳代が 23.2%、次に 40 歳代が

15.8%である。 

 

17.0 

25.3 

26.3 

22.7 

30.4 

33.3 

24.8 

6.4 

6.3 

5.3 

5.7 

0.0 

0.0 

4.9 

6.4 

7.4 

15.8 

13.6 

23.2 

0.0 

12.9 

40.4 

29.5 

23.7 

35.2 

21.4 

44.4 

29.7 

0.0 

1.1 

0.9 

3.4 

3.6 

0.0 

1.7 

4.3 

4.2 

4.4 

2.3 

1.8 

0.0 

3.4 

0.0 

12.6 

9.6 

3.4 

12.5 

0.0 

8.0 

2.1 

3.2 

6.1 

3.4 

5.4 

0.0 

4.1 

23.4 

10.5 

7.9 

10.2 

1.8 

22.2 

10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳代（n=47）

５０歳代（n=95）

４０歳代（n=114）

３０歳代（n=88）

２０歳代（n=56）

１０歳代（n=9）

全 体（n=411）

図表Ⅳ－Ｃ－３７ 社会生活で必要なもの－年齢別

社会的な理解の促進 保険・医療の充実 雇用促進と就労支援

経済的な支援 余暇活動の充実 生活環境の整備

障害福祉サービスの充実 その他 不明・無回答
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１ 生活の場について 

（１）入所施設の種類（問４） 

 現在、どこの障害者入所施設に入所しているかをたずねた。 

｢知的障害者入所施設｣は、66.3%、｢身体障害者入所施設｣は、30.6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者

入所施設
30.6%

知的障害者

入所施設
66.3%

その他

1.0%

不明・無回答

2.0%

図表Ⅳ－Ｄ－１ 入所施設の種類（n=98）
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（２）施設入所と退所の意向（問５） 

 今後、どこで暮らしたいかをたずねた。 

｢施設に入所して暮らしたい｣は、83.7%、｢施設を退所して暮らしたい｣は、11.2%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「施設に入所して暮ら

したい」は、65 歳以上が 89.5%、次に 50 歳代と 60 歳～64 歳が 84.6%である。 

「施設を退所して暮らしたい」は、20 歳代が 100.0%、次に 30 歳代が 16.7%である。 

 

89.5 

84.6 

84.6 

71.4 

83.3 

0.0 

83.7 

7.9 

15.4 

11.5 

7.1 

16.7 

100.0 

11.2 

2.6 

0.0 

3.8 

21.4 

0.0 

0.0 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=38）

６０歳～６４歳（n=13）

５０歳代（n=26）

４０歳代（n=14）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=1）

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－２ 施設入所と退所の意向－年齢別

施設に入所して暮らしたい 施設を退所して暮らしたい 不明・無回答

※「１０歳代」は

該当者なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「施設に入所して

暮らしたい」は、身体障害者手帳総合等級４～６級と精神障害者保健福祉手帳 1 級～3 級

が 100.0%である。 

 一方、「施設に退所して暮らしたい」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 11.9%、次

に療育手帳Ａが 11.1%である。 

 

100.0 

81.3 

84.4 

100.0 

85.7 

83.7 

0.0 

6.3 

11.1 

0.0 

11.9 

11.2 

0.0 

12.5 

4.4 

0.0 

2.4 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者保健福祉手帳1級～３級(n=2)

療育手帳Ｂ(n=16)

療育手帳Ａ(n=45)

身体障害者手帳総合等級４～６級(n=5)

身体障害者手帳総合等級１～３級(n=42)

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－３ 施設入所と退所の意向－障害種別

施設に入所して暮らしたい 施設を退所して暮らしたい 不明・無回答
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（３）施設に入所して暮らしたい理由（問６） 

 問５で「施設に入所して暮らしたい」と回答した人に、その理由を複数回答でたずね

た。 

｢安心して生活することができるから｣は、79.3%、｢自宅などで面倒をみてくれる家族

などがいないから｣は、46.3%、｢障害が重いから｣は、41.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「安心して生活するこ

とができるから」は、30 歳代が 100.0%、次に 50 歳代が 90.9%である。「自宅などで面倒を

みてくれる家族などがいないから」は、30 歳代が 75.0%、次に 60 歳～64 歳が 72.7%である。

｢障害が重いから｣は、30 歳代と 40 歳代と 65 歳以上が 50.0%である。 

41.5%

79.3%

46.3%

17.1%

8.5%

9.8%

9.8%

50.0%

100.0%

75.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

50.0%

90.0%

40.0%

10.0%

0.0%

10.0%

10.0%

27.3%

90.9%

27.3%

9.1%

4.5%

13.6%

9.1%

36.4%

72.7%

72.7%

27.3%

9.1%

9.1%

9.1%

50.0%

70.6%

50.0%

23.5%

11.8%

8.8%

11.8%

障害が重いから

安心して生活することができるから

自宅などで面倒をみてくれる家族など

がいないから

自宅などがバリアフリーになって

いないから

自宅などで暮らしていくために

必要なお金がないから

障害者のグループホーム

でどのような介護が受けら

れるかよくわからないから

その他

図表Ⅳ－Ｄ－４ 施設に入所して暮らしたい理由（複数回答）－年齢別

全 体（n=82） ３０歳代（n=4） ４０歳代（n=10）

５０歳代（n=22） ６０歳～６４歳（n=11） ６５歳以上（n=34）

※10歳代と

20歳代

回答なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「安心して生活す

ることができるから」は、療育手帳Ａが、81.6%、次に身体障害者手帳総合等級４～６級が

80.0%である。「自宅などで面倒をみてくれる家族などがいないから」は、精神障害者保健

福祉手帳 1 級～３級が 100.0%、次に身体障害者手帳総合等級４～６級が 60.0%である。「障

害が重いから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 58.3% 、次に療育手帳Ａが 47.4%

である。 

 

41.5%

79.3%

46.3%

17.1%

8.5%

9.8%

9.8%

58.3%

75.0%

44.4%

22.2%

8.3%

5.6%

13.9%

40.0%

80.0%

60.0%

20.0%

20.0%

40.0%

0.0%

47.4%

81.6%

39.5%

10.5%

7.9%

7.9%

15.8%

7.7%

76.9%

30.8%

7.7%

0.0%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

障害が重いから

安心して生活することが

できるから

自宅などで面倒をみてくれる

家族などがいないから

自宅などがバリアフリーに

なっていないから

自宅などで暮らしていくために

必要なお金がないから

障害者のグループホームでどの

ような介護が受けられるかよく

わからないから

その他

図表Ⅳ－Ｄ－５ 施設に入所して暮らしたい理由（複数回答）－障害種別

全 体（n=82）

身体障害者手帳

総合等級１～３級(n=36)

身体障害者手帳

総合等級４～６級(n=5)

療育手帳Ａ(n=38)

療育手帳Ｂ(n=13)

精神障害者保健

福祉手帳1級～３級(n=2)
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（４）施設入所で昼間利用したいサービスや支援（問７） 

問５で「施設に入所して暮らしたい」と回答した人に、昼間どのようなサービスや支

援を利用したいかをたずねた。 

｢入浴や排泄、食事の介護を受けたい｣は、41.5%、｢施設のレクリエーションなどに参

加して、自由に過ごしたい｣は、29.3%、｢自立した生活ができるように、施設の中で体

の機能訓練や生活するために必要な訓練をしたい｣は、4.9%である。（不明・無回答は除

く） 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「入浴や排泄、食事の

介護を受けたい」は、40 歳代が 60.0%、次に 60 歳～64 歳が 45.5%である。「施設のレクリ

エーションなどに参加して、自由に過ごしたい」は、50 歳代が 50.0%、次に 60 歳～64 歳

が 27.3%である。｢自立した生活ができるように、施設の中で体の機能訓練や生活するため

に必要な訓練をしたい｣は、30 歳代が 40.0%である。 

 

44.1 

45.5 

27.3 

60.0 

40.0 

41.5 

2.9 

0.0 

4.5 

0.0 

40.0 

4.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

23.5 

27.3 

50.0 

20.0 

0.0 

29.3 

2.9 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

26.5 

18.2 

18.2 

20.0 

20.0 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=38）

６０歳～６４歳（n=13）

５０歳代（n=26）

４０歳代（n=14）

３０歳代（n=6）

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－６ 施設入所で昼間利用したいサービスや支援－年齢別

入浴や排せつ、食事の介護を受けたい

自立した生活ができるように、施設の中で体の機能訓練や生活するために必要な訓練をしたい

将来就職したいので、技術や知識を身につけたい

施設のレクリエーションなどに参加して、自由に過ごしたい

その他

不明・無回答

※「１０歳代」・「２０歳代」は

該当者なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「入浴や排泄、食

事の介護を受けたい」は、身体障害者手帳総合等級４～６級が 60.0%、次に精神障害者保

健福祉手帳 1 級～３級が 50.0%である。「施設のレクリエーションなどに参加して、自由に

過ごしたい」は、療育手帳Ｂが 61.5%、次に精神障害者保健福祉手帳 1 級～３級が 50.0%

である。「自立した生活ができるように、施設の中で体の機能訓練や生活するために必要な

訓練をしたい」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 2.8% 、次に療育手帳Ａが 2.6%で

ある。 

 

50.0 

23.1 

42.1 

60.0 

44.4 

41.5 

0.0 

0.0 

2.6 

0.0 

2.8 

4.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

61.5 

23.7 

20.0 

25.0 

29.3 

0.0 

0.0 

2.6 

0.0 

5.6 

2.4 

0.0 

15.4 

28.9 

20.0 

22.2 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者保健福祉手帳1級～３級(n=2)

療育手帳Ｂ(n=13)

療育手帳Ａ(n=38)

身体障害者手帳総合等級４～６級(n=5)

身体障害者手帳総合等級１～３級(n=36)

全 体（n=82）

図表Ⅳ－Ｄ－７ 施設入所で昼間利用したいサービスや支援－障害種別

入浴や排せつ、食事の介護を受けたい

自立した生活ができるように、施設の中で体の機能訓練や生活するために必要な訓練をしたい

将来就職したいので、技術や知識を身につけたい

施設のレクリエーションなどに参加して、自由に過ごしたい

その他

不明・無回答
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（５）施設を退所して暮らしたい場所（問８） 

 問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、どこで暮らしたいかをたずね

た。 

｢自分や家族の持ち家｣は、45.5%、｢障害者のグループホーム｣は、27.3%、「市営住宅、

県営住宅」と｢その他｣は、9.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自分や家族の持ち家」

は、20 歳代と 30 歳代と 40 歳代が 100.0%である。「障害者のグループホーム」は、50 歳代

が 66.7%、次に 65 歳以上が 33.3%である。｢市営住宅、県営住宅｣は、50 歳代が 33.3%であ

る。 

 

33.3 

50.0 

0.0 

100.0 

100.0 

100.0 

45.5 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

33.3 

0.0 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

27.3 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=3）

６０歳～６４歳（n=2）

５０歳代（n=3）

４０歳代（n=1）

３０歳代（n=1）

２０歳代（n=1）

全 体（n=11）

図表Ⅳ－Ｄ－８ 施設を退所して暮らしたい場所－年齢別

自分や家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）
市営住宅、県営住宅
障害者のグループホーム
その他
不明・無回答

※「１０歳代」は

該当者なし

※民間の賃貸アパート・マンション

該当者なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自分や家族の持

ち家」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 60.0%、次に療育手帳Ａが 40.0%である。「障

害者のグループホーム」は、療育手帳Ｂが 100.0%、次に療育手帳Ａが 40.0%である。「市営

住宅、県営住宅」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 20.0%である。 

 

0.0 

40.0 

60.0 

45.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

9.1 

0.0 

40.0 

20.0 

27.3 

100.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

20.0 

0.0 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

療育手帳Ｂ(n=1)

療育手帳Ａ(n=5)

身体障害者手帳総合等級１～３級(n=5)

全 体（n=11）

図表Ⅳ－Ｄ－９ 施設を退所して暮らしたい場所－障害種別

自分や家族の

持ち家

（一戸建て、

分譲マンションなど）

民間の

賃貸アパート・

マンション、

借家

市営住宅、

県営住宅

障害者の

グループホーム

その他 不明・

無回答
※「身体障害者手帳総合

等級４～６級」

※「精神障害者保健福祉

手帳1級～３級」

該当者なし
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（６）施設を退所しない・できない理由（問９） 

問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、施設を退所しない、または退

所できない理由を複数回答でたずねた。 

｢安心して生活することができないから｣は、45.5%、｢障害が重いから｣と｢自宅などで

面倒をみてくれる家族などがいないから｣と｢家族の同意が得られないから｣は、27.3%で

ある。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「安心して生活するこ

とができないから」は、30 歳代と 40 歳代と 50 歳代が 100.0%である。「障害が重いから」

は、40 歳代が 100.0%、次に 60 歳～64 歳が 50.0%である。｢自宅などで面倒をみてくれる家

族などがいないから｣は、20 歳代 100.0%、次に 60 歳～64 歳が 50.0%である。｢家族の同意

が得られないから｣は、60 歳～64 歳が 100.0%である。 
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27.3%

45.5%

27.3%

9.1%

9.1%

18.2%

27.3%

9.1%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

33.3%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

100.0%

50.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害が重いから

安心して生活することが

できないから

自宅などで面倒をみてくれる

家族などがいないから

自宅などがバリアフリーになって

いないから

自宅などで暮らして

いくために必要な

お金がないから

障害者のグループホームで

どのような介護が受けられ

るかよくわからないから

家族の同意が得られないから

家族などに悪いから

図表Ⅳ－Ｄ－１０ 施設を退所しない・できない理由（複数回答）－年齢別

全 体（n=11）

２０歳代（n=1）

３０歳代（n=1）

４０歳代（n=1）

５０歳代（n=3）

６０歳～６４歳（n=2）

６５歳以上（n=3）

※「１０歳代」は

該当者なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「安心して生活す

ることができないから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 60.0%、次に療育手帳Ａ

が 40.0%である。「障害が重いから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 60.0%、次に

療育手帳Ａが 20.0%である。「自宅などで面倒をみてくれる家族などがいないから」は、療

育手帳Ｂが 100.0%である。「家族の同意が得られないから」は、療育手帳Ｂが 100.0%であ

る。 

 

27.3%

45.5%

27.3%

9.1%

9.1%

18.2%

27.3%

9.1%

60.0%

60.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

40.0%

20.0%

20.0%

40.0%

20.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

障害が重いから

安心して生活することが

できないから

自宅などで面倒をみてくれる

家族などがいないから

自宅などがバリアフリーになって

いないから

自宅などで暮らしていくために

必要なお金がないから

障害者のグループホームで

どのような介護が受けられるか

よくわからないから

家族の同意が得られないから

家族などに悪いから

図表Ⅳ－Ｄ－１１ 施設を退所しない・できない理由（複数回答）－障害種別

全 体（n=11）

身体障害者手帳総合等級１～３級(n=5)

療育手帳Ａ(n=5)

療育手帳Ｂ(n=1)

※「身体障害者手帳総合

等級４～６級」

※「精神障害者保健福祉

手帳1級～３級」

該当者なし
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【退所して暮らしたい場所別】他の退所して暮らしたい場所別と比較して割合の高かった

回答を見てみると、「安心して生活することができないから」は、市営住宅・県営住宅が

100.0%、次に障害者のグループホームが 66.7%である。「自宅などで面倒をみてくれる家族

などがいないから」は、市営住宅・県営住宅とその他が 100.0%である。「家族の同意が得

られないから」は、その他が 100.0%である。「障害が重いから」は、自分または家族の持

ち家が 60.0%である。 

 

27.3%

45.5%

27.3%

9.1%

9.1%

18.2%

27.3%

9.1%

60.0%

40.0%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

40.0%

20.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

障害が重いから

安心して生活することが

できないから

自宅などで面倒をみてくれる

家族などがいないから

自宅などがバリアフリーになって

いないから

自宅などで暮らしていくために

必要なお金がないから

障害者のグループホームで

どのような介護が受けられるか

よくわからないから

家族の同意が得られないから

家族などに悪いから

図表Ⅳ－Ｄ－１２ 施設を退所しない・できない理由（複数回答）

－暮らしたい場所別

全 体（n=11）

自分や家族の持ち家(n=5)

市営住宅、県営住宅(n=1)

障害者のグループホーム(n=3)

その他(n=1)

※民間の賃貸アパート・マ

ンション

該当者なし
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（７）施設を退所して昼間過ごしたい場所（問１０） 

問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、昼間、主にどこで過ごしたい

かをたずねた。  

｢自宅｣は、36.4%、｢障害者通所施設｣は、27.3%、｢障害者のグループホーム｣は、18.2%

である。 

 

【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自宅」は、身体

障害者手帳総合等級１～３級が 80.0%、次に療育手帳Ａが 20.0%である。「障害者通所施設」

は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 20.0%である。「障害者のグループホ

ーム」は、療育手帳Ａが 40.0%である。 
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（８）施設を退所して昼間利用したいサービスや支援（問１１） 

問５で「施設を退所して暮らしたい」と回答した人に、昼間、どのようなサービスや

支援が必要かを複数回答でたずねた。 

「介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期間、施設に

入所したい」は、45.5%、｢介護が必要なので、施設に通って、入浴や排せつ、食事の介

護などを受けたい｣と｢障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流を

したい｣は、36.4%である。 

 

【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「介護をしてくれ

る家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期間、施設に入所したい」は、身体

障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 60.0%である。「介護が必要なので、施設に通

って、入浴や排せつ、食事の介護などを受けたい」は、身体障害者手帳総合等級１～３級

と療育手帳Ａが 40.0%である。「障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との

交流をしたい」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 40.0%である。 
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27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

45.5%

27.3%

36.4%

9.1%

36.4%

27.3%

0.0%

60.0%

40.0%

20.0%

60.0%

60.0%

20.0%

40.0%

20.0%

40.0%

60.0%

0.0%

20.0%

20.0%

40.0%

20.0%

60.0%

40.0%

40.0%

0.0%

40.0%

20.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

ホームヘルパーに入浴や排せつなどの

身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・

買い物などの家事を支援してもらいたい

出かけるときに、

ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが病気や用事が

あるときや休養のため、短期間、

施設に入所したい

施設に通って、生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、施設に通って、

入浴や排せつ、食事の介護などを受けたい

将来就職したいので、施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅳ－Ｄ－１４ 施設を退所して昼間利用したいサービスや支援－障害種別（複数回答）

全 体（n=11）

身体障害者手帳総合等級１～３級

(n=5)

療育手帳Ａ(n=5)

療育手帳Ｂ(n=1)

※精神障害者保健福祉手帳1級～３級は該当者なし

※「身体障害者手帳総合

等級４～６級」

※「精神障害者保健福祉

手帳1級～３級」

該当者なし
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２ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問１２） 

  現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

「している｣は、48.0%、「したいと思うが、していない」は、25.5%、｢したいと思わない｣

は、18.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、20 歳

代が 100.0%、次に 40 歳代が 64.3%である。「したいと思うが、していない」は、30 歳代が

100.0%、次に 50 歳代が 26.9%である。｢したいと思わない｣は、65 歳以上が 23.7%、次に 60

歳～64 歳が 23.1%である。年齢が上がるごとに割合が高い。 

 

47.4 

53.8 

46.2 

64.3 

0.0 

100.0 

48.0 

18.4 

15.4 

26.9 

21.4 

100.0 

0.0 

25.5 

23.7 

23.1 

15.4 

14.3 

0.0 

0.0 

18.4 

10.5 

7.7 

11.5 

0.0 

0.0 

0.0 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=38）

６０歳～６４歳（n=13）

５０歳代（n=26）

４０歳代（n=14）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=1）

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－１５ 芸術・文化活動－年齢別

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答
※10歳代は該当者なし
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（２）スポーツ活動の実施（問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

「している｣は、9.2%、｢していない｣は、89.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、50 歳

代が 19.2%、次に 40 歳代が 14.3%である。「していない」は、20 歳代と 30 歳代が 100.0%、

次に 65 歳以上が 94.7%である。 

 

2.6 

7.7 

19.2 

14.3 

0.0 

0.0 

9.2 

94.7 

92.3 

80.8 

85.7 

100.0 

100.0 

89.8 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６５歳以上（n=38）

６０歳～６４歳

（n=13）

５０歳代（n=26）

４０歳代（n=14）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=1）

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－１６ スポーツ活動－年齢別

している していない 不明・

無回答
※10歳代は該当者なし
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（３）スポーツ活動の頻度（問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

「ほぼ毎日｣は、55.6%、「週に２～３回」は、33.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、50

歳代が 60.0%、次に 40 歳代と 65 歳以上が 50.0%である。｢週に２～３回｣は、40 歳が 50.0%、

次に 50 歳代が 40.0%である。 

 

50.0 

60.0 

50.0 

55.6 

0.0 

40.0 

50.0 

33.3 

50.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=2）

５０歳代（n=5）

４０歳代（n=2）

全 体（n=9）

図表Ⅳ－Ｄ－１７ スポーツ活動の頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 不明・無回答

※10歳代

※20歳代
※30歳代

※60歳～64歳

該当者なし

※週に１回

※月に２～３回
※月に１回

※年に数回

該当者なし
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

「したいと思う｣は、27.3%、｢したいと思わない｣は、68.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢したいと思う｣は、

30 歳代が 50.0%、次に 50 歳代が 33.3%である。一方「したいと思わない」は、20 歳代が

100.0%、次に 65 歳以上が 77.8%である。 

 

22.2 

25.0 

33.3 

25.0 

50.0 

0.0 

27.3 

77.8 

66.7 

61.9 

58.3 

50.0 

100.0 

68.2 

0.0 

8.3 

4.8 

16.7 

0.0 

0.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６５歳以上（n=36）

６０歳～６４歳

（n=12）

５０歳代（n=21）

４０歳代（n=12）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=1）

全 体（n=88）

図表Ⅳ－Ｄ－１８ スポーツ活動の希望意志－年齢別

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答

※10歳代は該当者なし
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３ 外出について 

（１）外出頻度（問１６） 

現在、どのくらい外出（暮らしている場所から外に出ること）しているかをたずねた。 

「年に数回｣は、34.7%、「月に１回」は、21.4%、「月に２～３回」は、17.3%、「まっ

たく外出しない」は、16.3%である。 

 

【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「年に数回」は、

身体障害者手帳総合等級４～６級が 60.0%、次に精神障害者保健福祉手帳１～３級が 50.0%、

である。「月に１回」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 21.4%、次に身体障害者手帳

総合等級４～６級と療育手帳Ａが 20.0%である。「月に２～３回」は、療育手帳Ａが 26.7%、

次に療育手帳Ｂが 18.8%である。「まったく外出しない」は、療育手帳Ｂが 25.0%、次に身

体障害者手帳総合等級１～３級が 21.4%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

2.4 

2.0 

50.0 

6.3 

4.4 

20.0 

7.1 

7.1 

0.0 

18.8 

26.7 

0.0 

4.8 

17.3 

0.0 

18.8 

20.0 

20.0 

21.4 

21.4 

50.0 

31.3 

35.6 

60.0 

42.9 

34.7 

0.0 

25.0 

11.1 

0.0 

21.4 

16.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者保健福祉

手帳1級～３級(n= 2)

療育手帳Ｂ(n=16)

療育手帳Ａ(n=45)

身体障害者手帳総合

等級４～６級(n=5)

身体障害者手帳総合

等級１～３級(n=42)

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－１９ 外出頻度－障害種別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 まったく外出しない 不明・無回答
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（２）外出時に困っていること（問１７） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。 

｢バスや電車に乗ることができない｣は、57.1%、｢交通手段がない｣は、25.5%、「発作、

奇声、突然のハプニング等があり不安」は、20.4%、｢特に困っていない｣は、18.4%、｢外

出する際に介助してくれる人がいない｣は、17.3%である。 

 

【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「バスや電車に乗

ることができない」は、身体障害者手帳総合等級４～６級と療育手帳Ａと精神障害者保健

福祉手帳１～３級が 100.0%、身体障害者手帳総合等級１～３級が 97.6%である。「交通手段

がない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ｂが 50.0%である。「発作、奇声、

突然のハプニング等があり不安」は、精神障害者保健福祉手帳１～３級が 100.0%、次に療

育手帳Ａが 51.1%である。「特に困っていない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が

81.0%、次に療育手帳Ａが 77.8%である。 
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57.1%

25.5%

13.3%

13.3%

20.4%

7.1%

17.3%

7.1%

11.2%

2.0%

10.2%

18.4%

97.6%

50.0%

35.7%

54.8%

35.7%

11.9%

66.7%

16.7%

31.0%

7.1%

38.1%

81.0%

100.0%

20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

60.0%

100.0%

20.0%

17.8%

37.8%

51.1%

8.9%

46.7%

17.8%

26.7%

4.4%

40.0%

77.8%

50.0%

50.0%

6.3%

25.0%

25.0%

6.3%

37.5%

18.8%

12.5%

12.5%

12.5%

75.0%

100.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

50.0%

100.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化

がされていない

発作、奇声、突然のハプニング等

があり不安

利用したい施設が送迎サービス

をしていない

外出する際に介助してくれる人

がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える

外出手段がない

手話通訳者などがいないと、

意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｄ－２０ 外出時に困っていること－障害種別（複数回答）

全 体（n=98）

身体障害者手帳総合等級１～

３級(n=42)

身体障害者手帳総合等級４～

６級(n=5)

療育手帳Ａ(n=45)

療育手帳Ｂ(n=16)

精神障害者保健福祉手帳1級

～３級(n=2)
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４ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問１８） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・ 

生活支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧

表示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

｢知っていた｣は、43.9%、｢知らなかった｣は、52.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢知っていた｣は、20

歳代が 100.0%、次に 30 歳代が 66.7%である。一方「知らなかった」は、40 歳代が 64.3%、

次に 50 歳代と 60 歳～64 歳が 53.8%である。 

 

44.7 

46.2 

42.3 

28.6 

66.7 

100.0 

43.9 

50.0 

53.8 

53.8 

64.3 

33.3 

0.0 

52.0 

5.3 

0.0 

3.8 

7.1 

0.0 

0.0 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=38）

６０歳～６４歳（n=13）

５０歳代（n=26）

４０歳代（n=14）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=1）

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－２１ 相談窓口の認知状況－年齢別

知っていた 知らなかった 不明・無回答

※10歳代は該当者なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



333 

 

（２）相談窓口での相談経験（問１９） 

 問 18 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談したこ

とがあるかをたずねた。 

｢相談したことがない｣は、51.2%、｢相談したことがある｣は、48.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢相談したことがない｣

は、60 歳～64 歳が 66.7%、次に 50 歳代が 63.6%である。一方「相談したことがある」は、

20 歳代が 100.0%、次に 30 歳代と 40 歳代が 75.0%である。 

 

47.1 

33.3 

36.4 

75.0 

75.0 

100.0 

48.8 

52.9 

66.7 

63.6 

25.0 

25.0 

0.0 

51.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=17）

６０歳～６４歳（n=6）

５０歳代（n=11）

４０歳代（n=4）

３０歳代（n=4）

２０歳代（n=1）

全 体（n=43）

図表Ⅳ－Ｄ－２２ 相談窓口での相談経験－年齢別

相談したことがある 相談したことがない 不明・無回答
※10歳代は該当者なし
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問２０） 

 問 19 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

｢相談することがない｣は、77.3%、｢相談窓口の場所や電話番号を知らない｣は、13.6%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢相談することがない｣

は、30 歳代と 40 歳代と 60 歳～64 歳が 100.0%、次に 65 歳以上が 77.8%である。「相談窓口

の場所や電話番号を知らない」は、65 歳以上が 22.2%、50 歳代が 14.3%である。 

 

22.2 

0.0 

14.3 

0.0 

0.0 

13.6 

77.8 

100.0 

57.1 

100.0 

100.0 

77.3 

0.0 

0.0 

28.6 

0.0 

0.0 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=9）

６０歳～６４歳（n=4）

５０歳代（n=7）

４０歳代（n=1）

３０歳代（n=1）

全 体（n=70）

図表Ⅳ－Ｄ－２３ 相談窓口に相談したことがない理由－年齢別

相談窓口の場所や電話番号を知らない

相談することがない

その他

※10歳代

※20歳代

該当者なし
※相談窓口の場所が遠くて行きにくい

※相談窓口で相談したことを周囲に知ら

れてしまうことが心配

※相談窓口の職員が信用できない

該当者なし
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５ 障害のある人への差別について 

（１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問２１） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたずね

た。 

｢差別を感じたことはない｣は、64.3%、｢買い物・外食の場面｣と｢医療に関する場面｣

は、5.1%、「公共施設を利用する場面」は、4.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「差別を感じたことは

ない」は、20 歳代が 100.0%、次に 65 歳以上が 71.1%である。｢買い物・外食の場面｣は、

30歳代が 16.7%、次に 60 歳～64 歳が 7.7%である。「医療に関する場面」は、30歳代が 16.7%、

次に 60 歳～64 歳が 7.7%である。「公共施設を利用する場面」は、60 歳～64 歳が 7.7%、次

に 40 歳代が 7.1%である。 
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4.1%

3.1%

5.1%

5.1%

1.0%

7.1%

64.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0%

33.3%

7.1%

0.0%

7.1%

7.1%

0.0%

7.1%

64.3%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

0.0%

7.7%

61.5%

7.7%

0.0%

7.7%

7.7%

0.0%

0.0%

61.5%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

0.0%

10.5%

71.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

公共施設を利用する場面

情報の取得や利用・意思疎通の

場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

文化活動に関する場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅳ－Ｄ－２４ 障がい差別と感じた場面－年齢別（複数回答）

全 体（n=98）

２０歳代（n=1）

３０歳代（n=6）

４０歳代（n=14）

５０歳代（n=26）

６０歳～６４歳（n=13）

６５歳以上（n=38）

※「１０歳代」は該当者なし

※交通機関を利用する場面

※教育に関する場面
※雇用に関する場面

※婚姻・出産・子育ての場面

該当者なし
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（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問２２） 

 障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

｢福祉サービスをさらに充実させる｣は、31.3%、｢福祉教育を充実させる｣は、25.0%で

ある。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「福祉サービスをさら

に充実させる」は、50 歳代が 50.0%、次に 65 歳以上が 40.0%である。「福祉教育を充実さ

せる」は、40 歳代が 50.0%、次に 30 歳代が 33.3%である。「イベントなどへ参加しやすい

よう配慮する」は、40 歳代が 50.0%である。 

 

20.0 

0.0 

25.0 

50.0 

33.3 

25.0 

40.0 

0.0 

50.0 

0.0 

33.3 

31.3 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

6.3 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

6.3 

20.0 

0.0 

25.0 

0.0 

0.0 

12.5 

20.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=5）

６０歳～６４歳（n=2）

５０歳代（n=4）

４０歳代（n=2）

３０歳代（n=3）

全 体（n=16）

図表Ⅳ－Ｄ－２５ 障害のある人への差別を解消するために必要なこと－年齢別

福祉教育を充実させる 福祉サービスをさらに充実させる 民間事業所における配慮をさらに進める

教育における配慮をさらに進める イベントなどへ参加しやすいよう配慮する その他

不明・無回答

※１０歳代

※２０歳代

該当者なし

※講習会や学習会などを開催する

※施設や設備のバリアフリー化をさらに進める

※行政機関における配慮をさらに進める

※障害者雇用をさらに進める

該当者なし

 
 

 

 

 

 

 



338 

 

６ 社会生活について 

（１）社会生活を営む上で必要と考えること（問２３） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。  

「生活環境の整備」は、20.4%、｢障害福祉サービスの充実｣は、16.3%、｢社会的な理解

の促進｣は、15.3%、「余暇活動の充実」は、14.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「生活環境の整備」は、

40 歳代が 35.7%、次に 50 歳代が 26.9%である。｢障害福祉サービスの充実｣は、60 歳～64

歳が 23.1%、次に 40 歳代が 21.4%である。「社会的な理解の促進」は、20 歳代が 100.0%、

次に 30 歳代が 33.3%である。「余暇活動の充実」は、40 歳代が 21.4%、次に 65 歳以上が 15.8%

である。 

 

13.2 

15.4 

11.5 

14.3 

33.3 

100.0 

15.3 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

10.5 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

7.1 

15.8 

7.7 

15.4 

21.4 

0.0 

0.0 

14.3 

15.8 

15.4 

26.9 

35.7 

0.0 

0.0 

20.4 

15.8 

23.1 

11.5 

21.4 

16.7 

0.0 

16.3 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

26.3 

38.5 

15.4 

7.1 

33.3 

0.0 

22.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６５歳以上（n=38）

６０歳～６４歳（n=13）

５０歳代（n=26）

４０歳代（n=14）

３０歳代（n=6）

２０歳代（n=1）

全 体（n=98）

図表Ⅳ－Ｄ－２６ 社会生活で必要なもの－年齢別

社会的な理解の促進 保険・医療の充実 雇用促進と就労支援

経済的な支援 余暇活動の充実 生活環境の整備

障害福祉サービスの充実 その他 不明・無回答

※10歳代

該当者なし

 



Ｅ  高齢者 
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１ 生活の場について 

（１）住居形態（問４） 

  現在、どこで暮らしているかをたずねた。 

｢自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）｣は、64.9%、「その他」

は、15.4%、｢グループホーム｣は、9.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自分または家族の持

ち家（一戸建て、分譲マンションなど）」は、90 歳以上が 88.9%、次に 80 歳代が 78.8%で

ある。年齢が上がるごとに割合が高い。「グループホーム」は、65 歳～69 歳が 17.9%、次

に 70 歳代が 10.3%である。 
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（２）暮らしの場の変更（問５） 

現在の暮らしの場を変えたいかをたずねた。 

｢現在の暮らしの場を変えたくない｣は、83.0%、｢現在の暮らしの場を変えたい｣は、

12.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の暮らしの場を

変えたくない｣は、90 歳以上が 94.4%、次に 80 歳代が 85.0%である。年齢が上がるごとに

割合が高い。一方「現在の暮らしの場を変えたい｣は、65 歳～69 歳が 17.9%、次に 70 歳代

が 11.8%である。 

 

5.6 

10.0 

11.8 

17.9 

12.1 

94.4 

85.0 

83.1 

79.1 

83.0 

0.0 

5.0 

5.1 

3.0 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－２ 暮らしの場の変更－年齢別

現在の暮らしの場を変えたい 現在の暮らしの場を変えたくない

不明・無回答
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（３）暮らしたい場所（問６） 

 問５で「現在の暮らしの場を変えたい」と回答した人に、今後、どこで暮らしたいか

をたずねた。 

｢自分または家族の持ち家｣は、29.7%、｢グループホーム｣は、21.6%、「市営住宅・県

営住宅」と「その他」は、16.2%、「民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、13.5%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢自分または家族の持

ち家｣は、90 歳以上が 100.0%、次に 70 歳代が 37.5%である。「グループホーム｣は、80 歳代

が 37.5%、次に 65 歳～69 歳が 25.0%である。「市営住宅・県営住宅」は、65 歳～69 歳が 25.0%

である。「民間の賃貸アパート・マンション、借家｣は、70 歳代が 18.8%である。 

 

100.0 

25.0 

37.5 

16.7 

29.7 

0.0 

0.0 

18.8 

16.7 

13.5 

0.0 

12.5 

12.5 

25.0 

16.2 

0.0 

37.5 

12.5 

25.0 

21.6 

0.0 

12.5 

18.8 

16.7 

16.2 

0.0 

12.5 

0.0 

0.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=1）

８０歳代（n=8）

７０歳代（n=16）

６５歳～６９歳

（n=12）

全 体（n=37）

図表Ⅳ－Ｅ－３ 暮らしたい場所－年齢別
自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）

民間の賃貸アパート・マンション、借家

市営住宅、県営住宅

グループホーム

その他

不明・無回答
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（４）世帯構成（問７） 

現在、だれと暮らしているかをたずねた。 

 「家族」は、56.1%、「自分ひとり」は、20.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢家族｣は、80 歳代が

68.8%、次に 90 歳以上が 66.7%である。一方「自分ひとり」は、65 歳～69 歳が 31.3%、次

に 70 歳代が 19.9%である。年齢が下がるごとに割合が高い。 

 

11.1 

13.8 

19.9 

31.3 

20.0 

66.7 

68.8 

55.9 

37.3 

56.1 

22.2 

12.5 

19.1 

29.9 

20.0 

0.0 

5.0 

5.1 

1.5 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－４ 暮らしている者－年齢別

自分ひとり 家族 その他 不明・無回答
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（５）同居者の変更（問８） 

現在の同居者を変えたいかをたずねた。 

「現在の同居者を変えたくない｣は、79.3%、｢現在の同居者を変えたい｣は、7.5%であ

る。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢現在の同居者を変え

たくない｣は、70 歳代が 81.6%、次に 90 歳以上が 77.8%である。一方「現在の同居者を変

えたい」は、90 歳以上が 11.1%、次に 65 歳～69 歳が 9.0%である。 

 

11.1 

7.5 

6.6 

9.0 

7.5 

77.8 

76.3 

81.6 

77.6 

79.3 

11.1 

16.3 

11.8 

13.4 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－５ 同居者の変更－年齢別

現在の同居者を変えたい 現在の同居者を変えたくない 不明・無回答
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（６）暮らしたい者（問９） 

問８で「現在の同居者を変えたい」と回答した人に、今後、だれと暮らしたいかをた

ずねた。 

「家族と暮らしたい」は、47.8%、「自分ひとりで暮らしたい｣は、30.4%、「その他」

は、21.7%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「家族と暮らしたい」

は、70 歳代が 66.7%、次に 80 歳代と 90 歳以上が 50.0%である。一方｢自分ひとりで暮らし

たい｣は、65 歳～69 歳が 66.7%、次に 80 歳代が 33.3%である。 

 

0.0 

33.3 

11.1 

66.7 

30.4 

50.0 

50.0 

66.7 

16.7 

47.8 

50.0 

16.7 

22.2 

16.7 

21.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=2）

８０歳代（n=6）

７０歳代（n=9）

６５歳～６９歳

（n=6）

全 体（n=23）

図表Ⅳ－Ｅ－６ 暮らしたい者－年齢別

自分ひとりで暮らしたい 家族と暮らしたい その他 不明・無回答
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（７）平日の昼間に過ごしている場所（問１０） 

現在、平日の昼間に主にどこで過ごしているかをたずねた。 

｢自宅｣は、64.6%と最も高く、｢障害者通所施設｣は、7.5%、｢グループホーム｣は、3.9%

である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自宅」は、90 歳以

上が 83.3%、次に 80 歳代が 72.5%である。年齢が上がるごとに割合が高い。｢障害者通所施

設｣は、65 歳～69 歳が 11.9%、次に 70 歳代が 8.8%である。｢グループホーム｣は、65 歳～

69 歳が 9.0%である。 

 

83.3 

72.5 

64.7 

49.3 

64.6 

0.0 

0.0 

1.5 

6.0 

2.0 

5.6 

2.5 

8.8 

11.9 

7.5 

0.0 

0.0 

4.4 

9.0 

3.9 

11.1 

18.8 

16.2 

20.9 

17.7 

0.0 

6.3 

4.4 

3.0 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－７ 平日の昼間に過ごしている場所－年齢別

自宅 会社などの

勤め先

障害者

通所施設

グループ

ホーム

その他 不明・

無回答

※学校

回答なし
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（８）昼間の過ごし方－(1)平日の昼間に過ごしたい場所（問１１（１）） 

  今後の昼間の過ごし方について、平日の昼間、主にどこで過ごしたいかをたずねた。 

｢自宅｣は、64.3%、｢障害者通所施設｣と｢グループホーム｣は、6.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「自宅」は、90 歳以

上が 83.3%、次に 80 歳代が 72.5%である。年齢が上がるごとに割合が高い。｢障害者通所施

設｣は、65 歳～69 歳が 9.0%、次に 70 歳代が 7.4%である。｢グループホーム｣は、65 歳～69

歳が 11.9%である。 
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（８）昼間の過ごし方-(2)昼間に利用したいサービスや支援（問１１（２）） 

 今後、昼間どのようなサービスや支援が必要かを複数回答でたずねた。 

｢サービスや支援は必要ない｣は、31.1%、「ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い

物などの家事を支援してもらいたい｣は、15.7%、「介護が必要なので、施設に通って、

入浴や排せつ、食事の介護などを受けたい」は、14.8%、｢介護をしてくれる家族などが

病気や用事があるときや休養のため、短期間、施設に入所したい｣は、13.8%、｢障害者

施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣は、12.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢サービスや支援は必

要ない｣は、65 歳～69 歳が 35.8%、次に 70 歳代が 34.6%である。年齢が下がるごとに割合

が高い。｢ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支援してもらいたい｣

は、90 歳以上が 22.2%、次に 65 歳～69 歳が 19.4%である。「介護が必要なので、施設に通

って、入浴や排せつ、食事の介護などを受けたい」は、90 歳以上が 22.2%、次に 80 歳代が

16.3%である。「介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養のため、短期間、

施設に入所したい」は、90 歳以上が 22.2%、次に 80 歳代が 17.5%である。｢障害者施設な

どに通って、簡単な作業をしたり、社会との交流をしたい｣は、65 歳～69 歳が 17.9%であ

る。 
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9.5%

15.7%

8.5%

8.5%

13.8%

7.2%

14.8%

2.0%

12.8%

9.5%

31.1%

7.5%

19.4%

10.4%

6.0%

7.5%

10.4%

9.0%

4.5%

17.9%

13.4%

35.8%

12.5%

14.0%

11.0%

6.6%

13.2%

8.8%

16.2%

1.5%

9.6%

9.6%

34.6%

7.5%

15.0%

5.0%

8.8%

17.5%

2.5%

16.3%

1.3%

3.8%

5.0%

23.8%

5.6%

22.2%

0.0%

5.6%

22.2%

0.0%

22.2%

0.0%

0.0%

11.1%

16.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ホームヘルパーに

入浴や排せつなどの身体介護をしてもらいたい

ホームヘルパーに

掃除・洗濯・調理・買い物などの

家事を支援してもらいたい

出かけるときに、

ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい

自宅で訪問入浴サービスを利用したい

介護をしてくれる家族などが

病気や用事があるときや

休養のため、短期間、

施設に入所したい

施設に通って、

生活するための訓練を受けたい

介護が必要なので、

施設に通って、

入浴や排せつ、食事の

介護などを受けたい

将来就職したいので、

施設に通って、

技術や知識を身につけたい

障害者施設などに通って、

簡単な作業をしたり、

社会との交流をしたい

社会福祉センターなどに通って、

レクリエーションや創作的活動などをしたい

サービスや支援は必要ない

図表Ⅳ－Ｅ－９ 昼間の過ごし方 （２）昼間に利用したいサービスや支援－年齢別

（複数回答）

全 体（n=305）

６５歳～６９歳（n=67）

７０歳代（n=136）

８０歳代（n=80）

９０歳以上（n=18）
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２ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問１２） 

  現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしてい

るかをたずねた。 

「している｣は、35.4%、「したいと思うが、していない」は、29.5%、｢したいと思わない｣

は、30.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、90 歳

以上が 50.0%、次に 70 歳代が 36.8%である。「したいと思うが、していない」は、80 歳代

が 37.5%、次に 70 歳代が 31.6%である。｢したいと思わない｣は、90 歳以上が 44.4%、次に

65 歳～69 歳が 34.3%である。 

 

50.0 

27.5 

36.8 

35.8 

35.4 

0.0 

37.5 

31.6 

25.4 

29.5 

44.4 

28.8 

27.2 

34.3 

30.2 

5.6 

6.3 

4.4 

4.5 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－１０ 芸術・文化活動－年齢別

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・

無回答
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（２）スポーツ活動の実施（問１３） 

   現在、スポーツをしているかをたずねた。 

「している｣は、7.2%、｢していない｣は、90.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢している｣は、65 歳

～69 歳が 11.9%、次に 70 歳代が 7.4%である。「していない」は、90 歳以上が 100.0%、次

に 80 歳代が 96.3%である。年齢が上がるごとに割合が高い。 

 

0.0 

1.3 

7.4 

11.9 

7.2 

100.0 

96.3 

89.7 

88.1 

90.8 

0.0 

2.5 

2.9 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－１１ スポーツ活動－年齢別

している していない 不明・

無回答
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（３）スポーツ活動の頻度（問１４） 

問１３で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。  

｢ほぼ毎日｣と｢週に２～３回｣は、36.4%、｢週に１回｣は、18.2%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、70

歳代が 40.0%、次に 65 歳～69 歳が 37.5%である。｢週に２～３回｣は、80 歳代が 100.0%、

次に 65 歳～69 歳が 37.5%である。「週に１回」は、70 歳代が 20.0%、次に 65 歳～69 歳が

12.5%である。 

 

0.0 

40.0 

37.5 

36.4 

100.0 

30.0 

37.5 

36.4 

0.0 

20.0 

12.5 

18.2 

0.0 

0.0 

12.5 

4.5 

0.0 

10.0 

0.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８０歳代（n=1）

７０歳代（n=10）

６５歳～６９歳

（n=8）

全 体（n=22）

図表Ⅳ－Ｅ－１２ スポーツ活動の頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 年に数回※90歳以上

※月に１回

該当なし
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問１５） 

問１３で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。  

「したいと思う｣は、18.4%、｢したいと思わない｣は、76.9%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢したいと思う｣は、

70 歳代が 23.0%、次に 65 歳～69 歳が 20.3%である。一方「したいと思わない」は、90 歳

以上が 88.9%、次に 65 歳～69 歳が 79.7%である。 

 

11.1 

11.7 

23.0 

20.3 

18.4 

88.9 

79.2 

73.0 

79.7 

76.9 

0.0 

9.1 

4.1 

0.0 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=77）

７０歳代（n=122）

６５歳～６９歳

（n=59)

全 体（n=277）

図表Ⅳ－Ｅ－１３ スポーツ活動の希望意志－年齢別

したいと思う したいと思わない 不明・

無回答
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３ 介護保険サービスの利用について 

（１）要介護認定の有無（問１６） 

介護保険の要介護認定を受けているかをたずねた。 

「受けていない」は、55.1%、要介護認定を受けている人の要介護度は、順に、｢要介

護１｣と｢要介護３｣は、6.6%、｢要支援２｣は、6.2%、「要介護２」は、5.9%、「要介護５」

は、5.2%、「要介護４」は、4.9%、｢要支援１｣は、4.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢受けていない｣は、

65 歳～69 歳が 67.2%、次に 70 歳代が 58.1%である。、｢要支援２｣は、90 歳以上が 22.2%、

「要介護２」は、90 歳以上が 27.8%である。 

 

4.3 

6.2 

6.6 

5.9 

6.6 

4.9 

5.2 

55.1 

5.2 

6.0 

0.0 

10.4 

3.0 

3.0 

3.0 

3.0 

67.2 

4.5 

2.9 

8.8 

4.4 

3.7 

6.6 

6.6 

3.7 

58.1 

5.1 

5.0 

3.8 

8.8 

7.5 

8.8 

1.3 

10.0 

48.8 

6.3 

5.6 

22.2 

0.0 

27.8 

11.1 

11.1 

5.6 

11.1 

5.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

受けていない

不明・

無回答

図表Ⅳ－Ｅ－１４ 要介護認定状況－年齢別

全 体（n=305） ６５歳～６９歳（n=67） ７０歳代（n=136） ８０歳代（n=80） ９０歳以上（n=18）
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「受けていない」

は、精神障害者保健福祉手帳 1 級～3 級が 65.7%、次に療育手帳Ｂが、65.0%である。 

 「要支援１～要支援２合計」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 12.9%、次に身体

障害者手帳総合等級４～６級が 11.3%である。「要介護１～要介護５合計」は、身体障害者

手帳総合等級１～３級が 37.9%、次に療育手帳Ｂが 30.0%である。 

 

10.5 

4.3 

6.2 

29.2 

6.6 

5.9 

6.6 

4.9 

5.2 

55.1 

12.9 

2.3 

10.6 

37.9 

6.8 

6.8 

9.1 

6.8 

8.3 

41.7 

11.3 

8.8 

2.5 

18.8 

2.5 

7.5 

0.0 

5.0 

3.8 

61.3 

0.0 

0.0 

0.0 

15.8 

0.0 

0.0 

5.3 

10.5 

0.0 

47.4 

0.0 

0.0 

0.0 

30.0 

15.0 

5.0 

10.0 

0.0 

0.0 

65.0 

9.0 

4.5 

4.5 

20.9 

9.0 

3.0 

4.5 

0.0 

4.5 

65.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

要支援１～要支援

２

合計

要支援１

要支援２

要介護１～要介護

５

合計

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

受けていない

図表Ⅳ－Ｅ－１５ 要介護認定状況－障害種別

全 体（n=305） 身体障害者手帳総合等級１～３級(n=132)

身体障害者手帳総合等級４～６級(n=80) 療育手帳Ａ(n=19)

療育手帳Ｂ(n=20) 精神障害者保健福祉手帳1級～３級(n=67)
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（２）介護保険サービスの利用状況（問１７） 

問 16 で要介護認定を受けていると回答した人に、介護保険サービスを利用している

かをたずねた。 

「利用している」は、65.3%、「利用していない」は、23.1%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢利用している｣は、

90 歳以上が 86.7%、次に 80 歳代が 66.7%である。年齢が上がるごとに割合が高い。｢利用

していない｣は、65 歳～69 歳が 26.3%、次に 70 歳代が 26.0%である。 
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（３）利用している介護保険サービス（問１８） 

問 17 で介護保険サービスを利用していると回答した人に、どのような介護保険のサ

ービスを利用しているかを複数回答でたずねた。 

「通所サービス」は、53.2%、「福祉用具」は、44.3%、「訪問サービス」は、31.6%、「住

宅改修」は、24.1%、「ショートステイ」は、21.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢通所サービス｣は、

70 歳代が 56.7%、次に 65 歳～69 歳が 54.5%である。｢福祉用具｣は、90 歳以上が 61.5%、次

に 65 歳～69 歳が 45.5%である。｢訪問サービス｣は、65 歳～69 歳が 45.5%、次に 70 歳代が

36.7%である。｢住宅改修｣は、80 歳代が 29.2%、次に 70 歳代が 23.3%である。｢ショートス

テイ｣は、65 歳～69 歳が 27.3%、次に 90 歳以上が 23.1%である。 
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31.6 

53.2 

21.5 

44.3 

24.1 

6.3 

2.5 

3.8 

3.8 

5.1 

45.5 

54.5 

27.3 

45.5 

18.2 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

36.7 

56.7 

20.0 

43.3 

23.3 

3.3 

3.3 

3.3 

0.0 

10.0 

29.2 

50.0 

20.8 

37.5 

29.2 

4.2 

4.2 

4.2 

8.3 

4.2 

7.7 

53.8 

23.1 

61.5 

23.1 

15.4 

0.0 

7.7 

7.7 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

訪問サービス

通所サービス

ショートステイ

福祉用具

住宅改修

特定施設入居者生活介護

巡回訪問サービス

小規模多機能型居宅介護

介護予防サービス

その他

図表Ⅳ－Ｅ－１７ 利用している介護保険サービス－年齢別（複数回答）

全 体（n=79） ６５歳～６９歳（n=11） ７０歳代（n=30） ８０歳代（n=24） ９０歳以上（n=13）

※認知症グループ

ホーム
該当なし
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【障害種別】他の障害種別と比較して割合の高かった回答を見てみると、「通所サービス」

は、精神障害者保健福祉手帳 1 級～3 級が 80.0%、療育手帳Ｂが 75.0%である。「福祉用具」

は、精神障害者保健福祉手帳 1 級～3 級と療育手帳Ｂが 50.0%、次に身体障害者手帳総合等

級１～３級が 45.7%である。「訪問サービス」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に身体障害者手

帳総合等級１～３級が 37.0%である。「住宅改修」は、身体障害者手帳総合等級４～６級が

43.8%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 23.9%である。「ショートステイ」は、身

体障害者手帳総合等級１～３級が 26.1%、次に精神障害者保健福祉手帳 1 級～3 級が 20.0%

である。 

 

 

 



361 

 

 



362 

 

４ 入院・通院について 

（１）入院・通院の状況（問１９） 

 現在、入院や通院をしているかをたずねた。 

「通院している｣は、75.4%、｢入院している｣は、10.5%、｢入院も通院もしていない｣

は、9.5%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢通院している｣は、

65 歳～69 歳が 79.1%、次に 80 歳代が 76.3%である。｢入院している｣は、70 歳代が 12.5%、

次に 65 歳～69 歳が 11.9%である。「入院も通院もしていない」は、90 歳以上が 11.1%、次

に 70 歳代が 10.3%である。 

 

72.2 

76.3 

73.5 

79.1 

75.4 

5.6 

7.5 

12.5 

11.9 

10.5 

11.1 

10.0 

10.3 

6.0 

9.5 

11.1 

6.3 

3.7 

3.0 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－１９ 入院・通院の状況－年齢別

通院している 入院している 入院も

通院も

していない

不明・

無回答
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（２）通院頻度（問２０） 

問 19 で「通院している」と回答した人に、現在、どのくらい医療機関に通院している 

かたずねた。 

「月に１回｣は、44.8%、｢月に２～３回｣は、23.5%、｢年に数回｣は、20.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢月に１回｣は、65 歳

～69 歳が 56.6%、次に 80 歳代が 45.9%である。「月に 2～3 回」は、80 歳代が 29.5%、次に

90 歳以上が 23.1%である。「年に数回」は、90 歳以上が 38.5%、次に 70 歳代が 21.0%であ

る。 

 

0.0 

4.9 

7.0 

1.9 

4.8 

0.0 

1.6 

3.0 

1.9 

2.2 

23.1 

29.5 

21.0 

20.8 

23.5 

30.8 

45.9 

40.0 

56.6 

44.8 

38.5 

16.4 

21.0 

17.0 

20.0 

0.0 

1.6 

2.0 

1.9 

1.7 

7.7 

0.0 

6.0 

0.0 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=13）

８０歳代（n=61）

７０歳代（n=100）

６５歳～６９歳

（n=53）

全 体（n=230）

図表Ⅳ－Ｅ－２０ 通院頻度－年齢別

週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回 不定期 不明・無回答※ほぼ毎日

該当なし
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５ 外出について 

（１）外出頻度（問２１） 

現在、どのくらい外出（暮らしている場所から外に出ること）しているかをたずねた。 

｢ほぼ毎日｣は、28.2%、｢週に２～３回｣は、27.5%、｢まったく外出しない｣は、14.4%、

｢週に１回｣は、8.2%、｢月に２～３回｣は、6.9%、｢年に数回｣は、6.6%、｢月に１回｣は、

4.3%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「ほぼ毎日」は、65

歳～69 歳が 32.8%、次に 70 歳代が 32.4%である。｢週に２～３回｣は、65 歳～69 歳が 28.4%、

次に 90 歳以上が 27.8%である。「週に１回」は、80 歳代が 11.3%、次に 90 歳以上が 11.1%

である。一方、｢まったく外出しない｣は、80 歳代が 16.3%、次に 70 歳代が 15.4%である。 

 

16.7 

21.3 

32.4 

32.8 

28.2 

27.8 

27.5 

27.2 

28.4 

27.5 

11.1 

11.3 

7.4 

4.5 

8.2 

11.1 

7.5 

3.7 

11.9 

6.9 

11.1 

6.3 

2.9 

3.0 

4.3 

11.1 

6.3 

6.6 

4.5 

6.6 

5.6 

16.3 

15.4 

11.9 

14.4 

5.6 

3.8 

4.4 

3.0 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－２１ 外出頻度－年齢別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回

月に１回 年に数回 まったく外出しない 不明・無回答
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（２）外出時に困っていること（問２２） 

外出時に困っていることを複数回答でたずねた。  

｢特に困っていない｣は、43.9%、｢バスや電車に乗ることができない｣は、22.3%、「交

通手段の運賃が高い」は、15.7%、「交通手段がない」は、13.4%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「特に困っていない」

は、90 歳以上が 55.6%、次に 70 歳代が 44.1%である。「バスや電車に乗ることができない」

は、80 歳代が 30.0%、次に 90 歳以上が 27.8%である。｢交通手段の運賃が高い｣は、65 歳～

69 歳が 11.9%、次に 70 歳代が 11.8%である。「交通手段がない」は、65 歳～69 歳が 13.4%、

次に 70 歳代と 80 歳代が 12.5%である。 

 

22.3%

13.4%

15.7%

7.2%

3.3%

3.0%

4.9%

4.9%

4.3%

0.7%

6.9%

43.9%

19.4%

13.4%

11.9%

6.0%

6.0%

1.5%

7.5%

6.0%

6.0%

0.0%

9.0%

43.3%

19.1%

12.5%

11.8%

8.1%

3.7%

3.7%

5.1%

5.1%

4.4%

0.7%

4.4%

44.1%

30.0%

12.5%

7.5%

6.3%

1.3%

3.8%

2.5%

5.0%

3.8%

1.3%

10.0%

40.0%

27.8%

11.1%

11.1%

11.1%

0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

55.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

バスや電車に乗ることができない

交通手段がない

交通手段の運賃が高い

段差解消などのバリアフリー化

がされていない

発作、奇声、突然のハプニング等

があり不安

利用したい施設が送迎サービス

をしていない

外出する際に介助してくれる人

がいない

他人の目が気になる

他人に気兼ねなく使える外出

手段がない

手話通訳者などがいないと、

意思疎通ができない

その他

特に困っていない

図表Ⅳ－Ｅ－２２ 外出するときに困っていること－年齢（複数回答）

全 体（n=305）

６５歳～６９歳（n=67）

７０歳代（n=136）

８０歳代（n=80）

９０歳以上（n=18）
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６ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問２３） 

 相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生活

支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員）とその内容について、一覧表示し、

このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

 「知っていた」は、44.6%、「知らなかった」は、49.8%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談窓口での相談経験（問２４） 

 問 23 で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談したこ

とがあるかをたずねた。 

「相談したことがある」は、38.2%、「相談したことがない」は、58.1%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた

44.6%知らなかった

49.8%

不明・無回答

5.6%

図表Ⅳ－Ｅ－２３ 相談窓口の認知状況(n=305)

相談したことが

ある
38.2%

相談したことが

ない
58.1%

不明・無回答

3.7%

図表Ⅳ－Ｅ－２４ 相談窓口での相談経験(n=136)
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問２５） 

 問 24 で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

｢相談することがない｣は、63.3%、｢相談窓口の場所や電話番号を知らない｣は、6.3%、

「相談窓口の職員が信用できない」は、3.8%である。 

 

6.3%

1.3%

3.8% 63.3% 19.0% 6.3%高齢者

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

図表Ⅳ－Ｅ－２５ 相談窓口に相談したことがない理由(n=79)

相談窓口の場所や電話番号を知らない 相談窓口の場所が遠くて行きにくい

相談窓口の職員が信用できない 相談することがない

その他 不明・無回答

※相談窓口

で相談したこ

とを周囲に
知られてしま

うことが心配

回答なし
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７ 災害時について 

（１）災害時に困ることや心配なこと（問２６） 

災害が発生したときに、困ることや心配なことは何かをたずねた。 

｢避難場所で必要なケアが受けられるか不安｣は、31.1%、｢避難場所まで行けない｣は、

16.1%、｢避難場所を知らない｣は、9.8%である。  

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「避難場所で必要なケ

アが受けられるか不安」は、90 歳以上が 38.9%、次に 70 歳代が 33.1%である。｢避難場所

まで行けない｣は、80 歳代が 27.5%、次に 90 歳以上が 22.2%である。｢避難場所を知らない｣

は、65 歳～69 歳が 19.4%、次に 70 歳代が 8.1%である。年齢が下がるごとに割合が高い。 

 

0.0 

7.5 

8.1 

19.4 

9.8 

22.2 

27.5 

13.2 

7.5 

16.1 

5.6 

2.5 

6.6 

9.0 

6.6 

5.6 

2.5 

2.9 

7.5 

3.9 

38.9 

31.3 

33.1 

25.4 

31.1 

11.1 

3.8 

8.8 

11.9 

8.5 

16.7 

25.0 

27.2 

19.4 

23.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳

（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－２６ 災害時に困ることや心配なこと－年齢別

避難場所を知らない 避難場所まで行けない

緊急時に助けてくれる人がいない 緊急時に情報を得る手段がない

避難場所で必要なケアが受けられるか

不安（生活上の介助や医療・服薬など）

その他

不明・無回答
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８ 障害のある人への差別について 

（１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問２７） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は何かを複数回答でたずね

た。 

｢差別を感じたことはない｣は、63.0%、｢買い物・外食の場面｣は、5.6%、「医療に関する

場面｣は、4.6%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「差別を感じたことは

ない」は、90 歳以上が 83.3%、次に 65 歳～69 歳が 65.7%である。｢買い物・外食の場面｣

は、70 歳代が 7.4%、次に 80 歳代が 5.0%である。「医療に関する場面」は、65 歳～69 歳が

6.0%、次に 90 歳以上が 5.6%である。 
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3.0%

3.0%

2.6%

5.6%

4.6%

0.3%

1.3%

0.3%

4.3%

63.0%

0.0%

3.0%

3.0%

4.5%

6.0%

0.0%

3.0%

1.5%

6.0%

65.7%

2.9%

5.1%

2.2%

7.4%

5.1%

0.7%

1.5%

0.0%

6.6%

58.1%

5.0%

0.0%

2.5%

5.0%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

63.8%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

83.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

公共施設を利用する場面

交通機関を利用する場面

情報の取得や利用・

意思疎通の場面

買い物・外食の場面

医療に関する場面

文化活動に関する場面

雇用に関する場面

婚姻・出産・子育ての場面

その他

差別を感じたことはない

図表Ⅳ－Ｅ－２７ 障がい差別と感じた場面（複数回答）－年齢別

全 体（n=305）

６５歳～６９歳

（n=67）

７０歳代（n=136）

８０歳代（n=80）

９０歳以上（n=18）

※教育に関する場面

該当なし
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（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問２８） 

 障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何かをたずねた。 

｢福祉サービスをさらに充実させる｣は、18.0%、「行政機関における配慮をさらに進め

る」は、16.0%、｢障害者雇用をさらに進める｣は、8.0%、｢講習会や学習会などを開催す

る｣は、6.0%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、｢福祉サービスをさら

に充実させる｣は、65 歳～69 歳と 70 歳代がともに 23.1%である。「行政機関における配慮

をさらに進める」は、90 歳以上が 100.0%、次に 65 歳～69 歳が 23.1%である。「障害者雇用

をさらに進める」は、65 歳～69 歳が 15.4%、次に 70 歳代が 7.7%である。「講習会や学習会

などを開催する」は、65 歳～69 歳と 70 歳代がともに 7.7%である。 

 

0.0 

0.0 

3.8 

7.7 

4.0 

0.0 

0.0 

7.7 

7.7 

6.0 

0.0 
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0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

23.1 

23.1 

18.0 

100.0 

20.0 

7.7 

23.1 

16.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

2.0 

0.0 

10.0 

3.8 

0.0 

4.0 

0.0 

10.0 

3.8 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

7.7 

15.4 

8.0 

0.0 

10.0 

15.4 

7.7 

12.0 

0.0 

30.0 

23.1 

15.4 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=1）

８０歳代（n=10）

７０歳代（n=26）

６５歳～６９歳

（n=13）

全 体（n=50）

図表Ⅳ－Ｅ－２８ 障害のある人への差別を解消するために必要なこと－年齢別

福祉教育を

充実させる

講習会や

学習会などを

開催する

施設や設備

のバリアフリ

ー化をさらに

進める

福祉サービ

スをさらに

充実させる

行政機関に

おける配慮

をさらに進め

る

民間事業所

における配

慮をさらに

進める

教育におけ

る配慮をさ

らに進める

イベントな

どへ参加し

やすいよう

配慮する

障害者雇用

をさらに進め

る

その他 不明・

無回答
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９ 社会生活について 

（１）社会生活を営む上で必要と考えること（問２９） 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものをたずねた。  

「経済的な支援」は、30.5%、｢障害福祉サービスの充実｣は、15.1%、｢社会的な理解

の促進｣は、14.8%である。 

 

【年齢別】他の年齢層と比較して割合の高かった回答を見てみると、「経済的な支援」は、

65 歳～69 歳が 49.3%、次に 70 歳代が 28.7%である。「障害福祉サービスの充実」は、90 歳

以上が 22.2%、次に 80 歳代が 16.3%である。年齢が上がるごとに割合が高い。｢社会的な理

解の促進｣は、80 歳代が 16.3%、次に 70 歳代が 16.2%である。 
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16.3 

16.2 
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14.8 
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16.3 
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49.3 

30.5 
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6.3 

5.1 

9.0 

6.2 

22.2 

16.3 

14.7 

13.4 

15.1 

0.0 

2.5 

1.5 

1.5 

2.0 

16.7 

22.5 

20.6 

9.0 

18.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９０歳以上（n=18）

８０歳代（n=80）

７０歳代（n=136）

６５歳～６９歳（n=67）

全 体（n=305）

図表Ⅳ－Ｅ－２９ 社会生活で必要なもの－年齢別

社会的な理解の促進 保険・医療の充実 雇用促進と就労支援

経済的な支援 余暇活動の充実 生活環境の整備

障害福祉サービスの充実 その他 不明・無回答
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共通回答項目（Ⅰ） 

 

 就学前児童（Ｆ－１）は該当数 18、小学校段階（Ｆ－２）は該当数 52、中学校段階（Ｆ

－３）は該当数 44、高等学校段階（Ｆ－４）は該当数 45、義務教育修了未就学（Ｆ－５）

は該当数 3 の５段階を対象として、手帳別にクロス集計を行った。 

 

１ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問５） 

 現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしている

かをたずねた。              （Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢している｣は、44.4%、「したいと思うが、していない」は、38.9%、｢したい

と思わない｣は、16.7%である。 

小学校段階：｢している｣は、65.4%、「したいと思うが、していない」は、25.0%、｢したい

と思わない｣は、9.6%である。 

中学校段階：｢している｣は、70.5%、「したいと思うが、していない」は、22.7%、｢したい

と思わない｣は、6.8%である。 

高等学校段階：｢している｣は、77.8%、「したいと思うが、していない」と｢したいと思わ

ない｣は、11.1%である。 

義務教育修了未就学：｢している｣は、66.7%、「したいと思わない｣は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「している」は、療育手帳Ａが 100.0%である。「したいと思うが、していない」

は、療育手帳Ｂが 54.5%である。 

小学校段階：｢している｣は、障害者手帳は持っていないが 75.0%、次に身体障害者手帳総

合等級１～３級と療育手帳Ａが 66.7%である。「したいと思うが、していない」

は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 33.3%、次に療育手帳Ａが 29.2%であ

る。 

中学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 78.3%、次に療育手帳Ａが 57.9%である。「した

いと思うが、していない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 66.7%、

次に療育手帳Ａが 31.6%である。 

高等学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 82.4%、次に身体障害者手帳総合等級１～３

級が 75.0%である。「したいと思うが、していない」は、身体障害者手帳総合

等級１～３級が 25.0%である。｢したいと思わない｣は、療育手帳Ａが 20.0%

である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１６歳

義務教育終了後未就学(n=1)   

１５歳

義務教育終了後未就学(n=1)   

１８歳

高等学校段階(n=1)   

１７歳

高等学校段階(n=16)   

１６歳

高等学校段階(n=19)   

１５歳

高等学校段階(n=8)   

１４歳

高等学校段階(n=1)   

１５歳

中学校段階(n=8) 

１４歳

中学校段階(n=9) 

１３歳

中学校段階(n=15) 

１２歳

中学校段階(n=12) 

１２歳

小学校段階(n=5) 

１１歳

小学校段階(n=7) 

１０歳

小学校段階(n=5) 

９歳

小学校段階(n=7) 

８歳

小学校段階(n=14) 

７歳

小学校段階(n=8) 

６歳

小学校段階(n=6) 

６歳

就学前児童(n=3) 

５歳

就学前児童(n=8) 

４歳

就学前児童(n=4) 

３歳

就学前児童(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－１ 芸術・文化活動－年齢（教育段階）

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・無回答
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（２）スポーツ活動の実施（問６） 

  現在、スポーツをしたり、見たりしているかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢していない｣は、、100.0%である。 

小学校段階：｢している｣は、23.1%、｢していない｣は、76.9%である。 

中学校段階：｢している｣は、25.0%、｢していない｣は、72.7%である。 

高等学校段階：｢している｣は、33.3%、｢していない｣は、66.7%である。 

義務教育修了未就学：｢していない｣は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「していない」は、療育手帳Ａと療育手帳Ｂが 100.0%である。 

小学校段階：｢している｣は、障害者手帳は持っていないが 50.0%、次に療育手帳Ａが 25.0%

である。「していない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 100.0%、次

に療育手帳Ｂが 83.3%である。 

中学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 4.3%である。「していない」は、療育手帳Ｂが

34.8%、次に療育手帳Ａが 15.8%である。 

高等学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 38.2%、次に身体障害者手帳総合等級１～３

級が 25.0%である。「していない」は、療育手帳Ａが 80.0%、次に身体障害者

手帳総合等級１～３級が 75.0%である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－２ スポーツ活動－手帳等級別

している していない 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

※義務教育終了未就学

該当なし
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（３）スポーツ活動の頻度（問７） 

 問６で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：｢週に１回｣は、58.3%、｢月に２～３回｣は、25.0%である。 

中学校段階：｢週に２～３回｣と｢週に１回｣は、ともに 27.3%、「ほぼ毎日｣は、18.2%である。 

高等学校段階：｢ほぼ毎日｣は、80.0%、｢週に２～３回｣は、13.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢週に１回｣は、療育手帳Ｂが 75.0%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。「月に

２～３回」は、療育手帳Ａが 50.0%である。 

中学校段階：｢週に１回｣は、療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。｢週に

２～３回」は、療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。 

高等学校段階：｢ほぼ毎日｣は、療育手帳Ｂが 76.9%である。 
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療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=13)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=2)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=8) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=6) 

図表Ⅳ－Ｆ－３ スポーツ活動の頻度－手帳等級別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

※就学前児童

※義務教育終了未就学

※回答がなかったもの

該当なし
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問８） 

問６で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢したいと思う｣は、77.8%、｢したいと思わない｣は、22.2%である。 

小学校段階：｢したいと思う｣は、62.5%、｢したいと思わない｣は、37.5%である。 

中学校段階：｢したいと思う｣は、59.4%、｢したいと思わない｣は、37.5%である。 

高等学校段階：｢したいと思う｣は、63.3%、｢したいと思わない｣は、36.7%である。 

義務教育修了未就学：｢したいと思う｣は、33.3%、｢したいと思わない｣は、66.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「したいと思う」は、療育手帳Ｂが 81.8%、次に療育手帳Ａが 50.0%である。

「したいと思わない」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 18.2%であ

る。 

小学校段階：｢したいと思う」は、療育手帳Ｂが 65.0%、次に療育手帳Ａが 61.1%である。

「したいと思わない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 44.4%、次に

療育手帳Ａが 38.9%である。 

中学校段階：｢したいと思う」は、療育手帳Ａが 68.8%、次に療育手帳Ｂが 57.1%である。

「したいと思わない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 100.0%、次に

療育手帳Ｂが 35.7%である。 

高等学校段階：｢したいと思う」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ｂが 66.7%、

次に療育手帳Ａが 62.5%である。「したいと思わない」は、療育手帳Ａが 37.5%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ｂが 33.3 である。 
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障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=21)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=8)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=3)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=14) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=16) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=20) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=18) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－４ スポーツ活動の希望意志－手帳等級別

したいと思う したいと思わない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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２ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問９） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生

活支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員、長岡市子ども家庭センターこ

ども発達相談室、子ども・青少年相談センター、長岡市学校教育課特別支援教育係）と

その内容について、一覧表示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢知っていた｣は、77.8%、｢知らなかった｣は、16.7%である。 

小学校段階：｢知っていた｣は、76.9%、｢知らなかった｣は、23.1%である。 

中学校段階：｢知っていた｣は、77.3%、｢知らなかった｣は、22.7%である。 

高等学校段階：｢知っていた｣は、80.0%、｢知らなかった｣は、20.0%である。 

義務教育修了未就学：｢知っていた｣は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「知っていた」は、療育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 63.6%である。「知

らなかった」は、療育手帳Ｂが 27.3%である。 

小学校段階：｢知っていた」は、療育手帳Ｂが 83.3%、次に身体障害者手帳総合等級１～３

級が 77.8%である。「知らなかった」は、障害者手帳は持っていないが 50.0%、

療育手帳Ａが 25.0%である。 

中学校段階：｢知っていた」は、療育手帳Ａが 78.9%、次に療育手帳Ｂが 73.9%である。「知

らなかった」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 33.3%、次に療育手帳

Ｂが 26.1%である。 

高等学校段階：｢知っていた」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが、100.0%、

次に療育手帳Ｂが 73.5%である。「知らなかった」は、療育手帳Ｂが 26.5%で

ある。 
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障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－５ 相談窓口の認知状況－手帳等級別

知っていた 知らなかった 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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（２）相談窓口での相談経験（問１０） 

問９で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談した

ことがあるかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢相談したことがある｣は、78.6%、「相談したことがない」は、21.4%である。 

小学校段階：｢相談したことがある｣は、92.5%、「相談したことがない」は、7.5%である。 

中学校段階：｢相談したことがある｣は、88.2%、「相談したことがない」は、11.8%である。 

高等学校段階：｢相談したことがある｣は、75.0%、「相談したことがない」は、25.0%である。 

義務教育修了未就学：｢相談したことがない｣は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「相談したことがある」は、療育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 57.1%

である。「相談したことがない」は、療育手帳Ｂが 42.9%である。 

小学校段階：｢相談したことがある」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 100.0%、次

に療育手帳Ｂが 95.0%である。「相談したことがない」は、療育手帳Ａが 11.1%、

次に療育手帳Ｂが 5.0%である。 

中学校段階：｢相談したことがある」は、療育手帳Ｂが 88.2%、次に療育手帳Ａが 86.7%で

ある。「相談したことがない」は、療育手帳Ａが 13.3%、次に療育手帳Ｂが 11.8%

である。 

高等学校段階：｢相談したことがある」は、療育手帳Ａが 90.0%、次に身体障害者手帳総合

等級１～３級が 75.0%である。「相談したことがない」は、療育手帳Ｂが 28.0%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%である。 
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高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=25)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=17) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=15) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=20) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=18) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=7) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=7) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－６ 相談窓口での相談経験－手帳等級別

相談したことがある 相談したことがない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問１１） 

 問１０で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「相談することがない」が 66.7%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、

33.3%である。 

小学校段階：｢相談することがない｣が 66.7%である。 

中学校段階：｢相談することがない｣が 75.0%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」が

25.0%である。 

高等学校段階：｢相談することがない｣は、77.8%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」

が 22.2%である。 

義務教育修了未就学：｢相談することがない｣は、66.7%、「相談窓口の場所が遠くて行きに

くい」は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「相談することがない」は、療育手帳Ｂが 66.7%である。「相談窓口の場所が

遠くて行きにくい」は、療育手帳Ｂが 33.3%である。 

小学校段階：該当者が少ない。 

中学校段階：該当者が少ない。 

高等学校段階：｢相談することがない」は、療育手帳Ｂが 71.4%である。「相談窓口の場所

や電話番号を知らない」は、療育手帳Ｂが 28.6%である。 

義務教育修了未就学：該当者が少ない。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=7)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=1)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=2) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－７ 相談したことがない理由－手帳等級別

相談窓口の場所や電話番号を知らない 相談窓口の場所が遠くて行きにくい 相談することがない その他

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

※回答があった年代のみ記載

※相談窓口で相談したことを周囲に知ら

れてしまうことが心配

※相談窓口の職員が信用できない
回答なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 



388 

 

３ 相談支援ファイル「すこやかファイル」について（問１２） 

 市で配布している相談支援ファイル「すこやかファイル」を知っているかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「知っているし、利用している」は、27.8%、「知っているが、利用していな

い」は、38.9%、「知らない」が 33.3%である。 

小学校段階：「知っているし、利用している」は、82.7%、「知っているが、利用していな

い」は、11.5%、「知らない」が 5.8%である。 

中学校段階：「知っているし、利用している」は、75.0%、「知っているが、利用していな

い」は、15.9%、「知らない」が 9.1%である。 

高等学校段階：「知っているし、利用している」は、80.0%、「知っているが、利用してい

ない」は、8.9%、「知らない」が 11.1%である。 

義務教育修了未就学：「知っているし、利用している」は、66.7%、「知らない」が 33.3%

である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「知っているし、利用している」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが

18.2%である。「知っているが、利用していない」は、療育手帳Ａが 50.0%、

次に療育手帳Ｂが 36.4%である。「知らない」は、療育手帳Ｂが 45.5%である。 

小学校段階：｢知っているし、利用している」は、障害者手帳は持っていないが 100.0%、

次に療育手帳Ａが 83.3%である。「知っているが、利用していない」は、身体

障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「知

らない」は、療育手帳Ｂが 12.5%である。 

中学校段階：｢知っているし、利用している」は、療育手帳Ａが 89.5%、次に身体障害者手

帳総合等級１～３級が 66.7%である。「知っているが、利用していない」は、

療育手帳Ｂが 26.1%、次に療育手帳Ａが 5.3%である。「知らない」は、身体障

害者手帳総合等級１～３級が 33.3%、次に療育手帳Ｂが 8.7%である。 

高等学校段階：｢知っているし、利用している」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療

育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 76.5%である。「知っているが、利用し

ていない」は、療育手帳Ｂが 11.8%である。「知らない」は、療育手帳Ｂが 11.8%

である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－８ 「すこやかファイル」の認知－手帳等級別

知っているし、利用している 知っているが、利用していない 知らない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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４ 在宅福祉サービスについて 

（１）在宅福祉サービスの利用内容（問１３） 

在宅福祉サービスの利用内容を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「児童発達支援」は、55.6%、短期入所（ショートステイ）は、5.6%である。

一方、「在宅福祉サービスを利用していない」は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】就学前児童の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「児童発達支援」は、療育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂ

が 45.5%である。 
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障害者手帳は持っ

ていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－９ 在宅福祉サービスの利用内容（F-1）－手帳等級別

短期入所（ショートステイ） 児童発達支援 在宅福祉サービスを利用していない

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

は、該当なし
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小学校段階：「放課後等デイサービス」は、67.3%、「総合支援学校放課後サポート事業」

は、11.5%、「放課後児童クラブ」は、9.6%である。一方、「在宅福祉サービ

スを利用していない」は、19.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「放課後等デイサービス」は、療育手帳Ａと療育手帳Ｂが 70.8%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 55.6%である。「総合支援学校放課後サポート事

業」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%である。 

「放課後児童クラブ」は、療育手帳Ｂが 16.7%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が

11.1%である。「在宅福祉サービスを利用していない」は、療育手帳Ｂと障害者手帳は持っ

ていないが 25.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%である。 

25.0 

25.0 

12.5 

22.2 

0.0 

0.0 

8.3 

22.2 

25.0 

70.8 

70.8 

55.6 

0.0 

16.7 

4.2 

11.1 

0.0 

0.0 

25.0 

22.2 

0.0 

0.0 

12.5 

11.1 

0.0 

0.0 

4.2 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っ

ていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－１０ 在宅福祉サービスの利用内容（F-2）－手帳等級別
短期入所（ショートステイ） 日中一時支援
総合支援学校放課後サポート事業 放課後児童クラブ
放課後等デイサービス その他
在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「放課後等デイサービス」は、52.3%、「総合支援学校放課後サポート事業」

と「日中一時支援」は、ともに 6.8%である。一方、「在宅福祉サービスを利

用していない」は、40.9%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「放課後等デイサービス」は、療育手帳Ａが 63.2%、次に療育

手帳Ｂが 39.1%である。「短期入所（ショートステイ）」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 66.7%である。「在宅福祉サービスを利用していない」は、療育手帳Ｂが 56.5%、次

に身体障害者手帳総合等級１～３級が 33.3%である。 
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身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－１１ 在宅福祉サービスの利用内容（F-3）－手帳等級別

短期入所（ショートステイ） 日中一時支援

総合支援学校放課後サポート事業 放課後等デイサービス

その他 在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「放課後等デイサービス」は、42.2%、「総合支援学校放課後サポート事業」

は、17.8%、「日中一時支援」は、11.1%である。一方、「在宅福祉サービス

を利用していない」は、46.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「放課後等デイサービス」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 75.0%、次に療育手帳Ａが 70.0%である。「総合支援学校放課後サポート事業」は、

身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 40.0%である。「短期入所（シ

ョートステイ）」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%である。「在宅福祉サービ

スを利用していない」は、療育手帳Ｂが 58.8%である。 
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療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

図表Ⅳ－Ｆ－１２ 在宅福祉サービスの利用内容（F-4）－手帳等級別

短期入所（ショートステイ） 日中一時支援

総合支援学校放課後サポート事業 放課後等デイサービス

その他 在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし

 

 

義務教育修了未就学：「在宅福祉サービスを利用していない」は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】義務教育修了未就学の手帳等級より割合が高かった回答をみる

と、「在宅福祉サービスを利用していない」は、療育手帳Ｂと精神障害者保健福祉手帳１～

３級が 100.0%である。 
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療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学

(n=2)   

図表Ⅳ－Ｆ－１３ 在宅福祉サービスの利用内容（F-5）－手帳等級別

在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※療育手帳Ａ

※障害者手帳はもっていない

以上は、該当なし
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（２）在宅福祉サービスの利用理由（問１４） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用している」と回答した人に、どのような理由で在

宅福祉サービスを利用しているか複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、58.3%

である。 

 

【教育段階・手帳等級別】就学前児童の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるた

め」は、療育手帳Ｂが 100.0%、次に療育手帳Ａが 75.0%である。 
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療育手帳Ｂ

就学前児童(n=4) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－１４ 在宅福祉サービスの利用理由（F-1）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから
冠婚葬祭などで家族が不在になるから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため
その他

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳はもっていない

以上は、該当なし
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小学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、47.6%、

「親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、42.9%、

「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、26.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるた

め」は、療育手帳Ｂが 52.6%、次に療育手帳Ａが 40.9%である。「親が働いていて不在のた

め面倒を見てもらうことができないから」は、療育手帳Ｂが 47.4%、次に療育手帳Ａが 40.9%

である。「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 42.9%、次に療育手帳Ａが 27.3%である。 
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40.9 

28.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていな

い

小学校段階(n=3) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=19) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=22) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=7) 

図表Ⅳ－Ｆ－１５ 在宅福祉サービスの利用理由（F-2）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから
冠婚葬祭などで家族が不在になるから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、65.4%、

「親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、50.0%、

「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、30.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるた

め」は、療育手帳Ｂが 70.0%、次に療育手帳Ａが 57.1%である。「親が働いていて不在のた

め面倒を見てもらうことができないから」は、療育手帳Ｂが 60.0%、次に療育手帳Ａが 50.0%

である。「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、療育手帳Ｂが 40.0%、次に療

育手帳Ａが 28.6%である。 
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50.0 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っ

ていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=10) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=14) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－１６ 在宅福祉サービスの利用理由（F-3）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、50.0%、

「親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、

41.7%、「ときどき家族が休息をとってもらうため」は、37.5%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受ける

ため」は、療育手帳Ｂが 57.1%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。「親が働いていて不在の

ため面倒を見てもらうことができないから」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に療育手帳Ａが

22.2%である。「ときどき家族が休息をとってもらうため」は、身体障害者手帳総合等級１

～３級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 44.4%である。「冠婚葬祭などで家族が不在になるから」

は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 22.2%である。「親以外

に面倒を見てくれる家族がいないから」は、療育手帳Ａが 44.4%、次に身体障害者手帳総

合等級１～３級が 25.0%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていな

い

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=14)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=9)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

図表Ⅳ－Ｆ－１７ 在宅福祉サービスの利用理由（F-4）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
冠婚葬祭などで家族が不在になるから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし

 

 

 

 

義務教育修了未就学：回答者は、いない。 
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（３）在宅福祉サービスの利用度（問１５） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用している」と回答した人に、在宅福祉サービスを

十分利用できているかたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「十分に利用できている」は、16.7%、「おおむね利用できている」は、41.7%

である。一方、「ほとんど利用できていない」は、16.7%である。 

小学校段階：「十分に利用できている」は、35.7%、「おおむね利用できている」は、38.1%

である。 

中学校段階：「十分に利用できている」は、42.3%、「おおむね利用できている」は、34.6%

である。一方、「利用できないことがよくある」は、11.5%である。 

高等学校段階：「十分に利用できている」は、50.0%、「おおむね利用できている」は、41.7%

である。 

義務教育修了未就学：回答者がいなかった。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「十分に利用できている」は、療育手帳Ａが 50.0%である。「おおむね利用で

きている」は、療育手帳Ｂが 100.0%、次に療育手帳Ａが 25.0%である。「ほと

んど利用できていない」は、療育手帳Ａが 25.0%である。 

小学校段階：｢十分に利用できている」は、療育手帳Ａが 40.9%、次に障害者手帳は持って

いないが 33.3%である。「おおむね利用できている」は、療育手帳Ｂが 57.9%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 28.6%である。「利用できないことが

よくある」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 28.6%である。 

中学校段階：｢十分に利用できている」は、療育手帳Ａが 42.9%、次に療育手帳Ｂが 40.0%

である。「おおむね利用できている」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に療育手帳

Ａが 28.6%である。「利用できてないことがよくある」は、療育手帳Ａが 14.3%、

次に療育手帳Ｂが 10.0%である。 

高等学校段階：｢十分に利用できている」は、療育手帳Ｂが 57.1%、次に身体障害者手帳総

合等級１～３級が 50.0%である。「おおむね利用できている」は、療育手帳Ａ

が 55.6%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%である。「利用でき

てないことがよくある」は、療育手帳Ａが 11.1%である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=14)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=9)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=10) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=14) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=3) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=19) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=22) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=7) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=4) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－１８ 在宅福祉サービスの利用度－手帳等級別

十分に利用できている おおむね利用できている

利用できないことがよくある ほとんど利用できていない

不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

 

 



400 

 

（４）在宅福祉サービスを利用しない理由（問１６） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用していない」と回答した人に、在宅福祉サービス

を利用しない理由をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、100.0%である。 

小学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、80.0%、「在宅福祉サー

ビスを利用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあ

ることを知らなかったから」は、ともに 10.0%である。 

中学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、77.8%、「在宅福祉サー

ビスを利用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあ

ることを知らなかったから」は、ともに 5.6%である。 

高等学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、85.7%、「在宅福祉サ

ービスを利用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービス

をあることを知らなかったから」は、ともに 4.8%である。 

義務教育修了未就学：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、66.7%、「在宅

福祉サービスをあることを知らなかったから」は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ｂが 100.0%で

ある。 

小学校段階：｢在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ａが 150.0%、

療育手帳Ｂが 80.0%である。「在宅福祉サービスを利用したいが、十分に利用

できないから」は、療育手帳Ｂが 20.0%である。「在宅福祉サービスをあるこ

とを知らなかったから」は、療育手帳Ｂが 20.0%である。 

療育手帳Ａと療育手帳Ｂは、身体障害者手帳総合等級 1～3 級と重複して手帳

の交付を受けている。 

中学校段階：｢在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ｂが 84.6%、次

に療育手帳Ａが 60.0%である。「在宅福祉サービスをあることを知らなかった

から」は、療育手帳Ａが 20.0%である。 

高等学校段階：｢在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ｂが 85.0%で

ある。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=20)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=13) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=5) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=5) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=4) 

図表Ⅳ－Ｆ－１９ 在宅福祉サービスの利用していない理由－手帳等級別

在宅福祉サービスを利用したいが、十分に利用できないから

在宅福祉サービスを利用する必要がないから（施設入所している方も含みま

す）
在宅福祉サービスがあることを知らなかったから

※身体障害者帳総合等級１～３級

（就学前児童・高等学校・義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（就学前児童・小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（就学前児童・義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（高等学校・義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

障害重複のため、100％を超えている

障害重複のため、100％を超えている
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（５）在宅福祉サービスを利用できなくて困ったこと（問１７） 

問１５で「利用できないことがよくある」または「ほとんど利用できていない」、問

１６で「在宅福祉サービスを利用したいが十分に利用できないから」と回答した人に、

在宅福祉サービスを利用できなくて困っていることを複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「その他」は、100.0%である。 

小学校段階：「家族の用事をキャンセルした」は、40.0%である。 

中学校段階：「祖父母など親以外の家族の負担が増えた」と「家族の用事をキャンセルし

た」は、ともに 50.0%である。 

高等学校段階：「家族の用事をキャンセルした」は、50.0%である。 

義務教育修了未就学：対象はいなかった。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 1

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：該当数が少ない。 

小学校段階：｢家族の用事をキャンセルした」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育

手帳Ａが 50.0%、療育手帳Ｂが 33.3%である。「祖父母など親以外の家族の負

担が増えた」は、療育手帳Ｂが 33.3%である。「親戚や近隣の友人に負担をか

けた」は、療育手帳Ｂが 33.3%である。 

中学校段階：｢家族の用事をキャンセルした」は、療育手帳Ａが 100.0%である。「祖父母な

ど親以外の家族の負担が増えた」は、療育手帳Ａと療育手帳Ｂが 50.0%であ

る。「あなたが学校を休んだ」は、療育手帳Ｂが 50.0%である。「親が仕事を

辞めた、または転職した」は、療育手帳Ａが 50.0%である。 

高等学校段階：該当数が少ない。 
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0.0 

0.0 

50.0 

50.0 
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33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=2) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級
中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=3) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級
小学校段階(n=2) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=1) 

図表Ⅳ－Ｆ－２０ 在宅福祉サービスを利用できなくて困ったこと－手帳等級別

祖父母など親以外の家族の負担が増えた

家族の用事をキャンセルした

あなたが学校を休んだ

親が仕事を辞めた、または転職した

親戚や近隣の友人に負担をかけた

あなた一人で留守番をしなければならず、不安だった

その他

※身体障害者帳総合等級１～３級

（高等学校・義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（就学前児童・小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※療育手帳Ｂ（就学前児童・義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（就学前児童・小学校・中学校・高等学校・義務

教育終了未就学）
以上は、該当なし
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５ 障害のある人への差別について 

（１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問１８） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面について複数回答でたず

ねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「教育に関する場面」は、16.7%、「公共施設を利用する場面」と「買い物・外

食の場面」は、ともに 11.1%である。一方、「差別を感じたことはない」は、

61.1%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】就学前児童の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、療育手帳Ｂが 63.6%、次に療

育手帳Ａが 50.0%である。「教育に関する場面」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に療育手帳Ｂ

が 18.2%である。「公共施設を利用する場面」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に療育手帳Ｂが

9.1%である。「買い物・外食の場面」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に療育手帳Ｂが 9.1%であ

る。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－２１ 障がい差別と感じた場面（F-1）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面 買い物・外食の場面

医療に関する場面 教育に関する場面 その他

差別を感じたことはない

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

は、該当なし
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小学校段階：「買い物・外食の場面」は、17.3%、「教育に関する場面」は、15.4%、「公共施

設を利用する場面」は、13.5%である。一方、「差別を感じたことはない」は、

57.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、療育手帳Ｂが 79.2%、次に障

害者手帳は持っていないが 50.0%である。「公共施設を利用する場面」は、身体障害者手帳

総合等級１～３級が 33.3%、次に障害者手帳は持っていないが 25.0%である。「買い物・外

食の場面」は、療育手帳Ａが 29.2%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%である。

「教育に関する場面」は、障害者手帳は持っていないが 25.0%、次に療育手帳Ａが 20.8%

である。 
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障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－２２ 障がい差別と感じた場面（F-2）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面 医療に関する場面 教育に関する場面

文化活動に関する場面 その他 差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「教育に関する場面」は、29.5%、「公共施設を利用する場面」は、15.9%、「買

い物・外食の場面」と「文化活動に関する場面」は、ともに 13.6%である。

一方、「差別を感じたことはない」は、47.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 66.7%、次に療育手帳Ｂが 52.2%である。「教育に関する場面」は、療育手帳Ａが 31.6%、

次に療育手帳Ｂが 30.4%である。「公共施設を利用する場面」は、療育手帳Ｂが 17.4%、次

に療育手帳Ａが 15.8%である。「買い物・外食の場面」は、療育手帳Ａが 21.1%、次に療育

手帳Ｂが 8.7%である。「文化活動に関する場面」は、療育手帳Ｂが 17.4%、次に療育手帳Ａ

が 10.5%である。 
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障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－２３ 障がい差別と感じた場面（F-3）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面 医療に関する場面 教育に関する場面

文化活動に関する場面 その他 差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「教育に関する場面」は、20.0%、「買い物・外食の場面」は、11.1%である。

一方、「差別を感じたことはない」は、57.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、療育手帳Ｂが 64.7%、次に

身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%である。「教育に関する場面」は、療育手帳Ａが

30.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%である。「情報の取得や利用・意思

疎通の場面」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%、次に療育手帳Ａが 20.0%であ

る。「買い物・外食の場面」は、療育手帳Ｂが 11.8%、次に療育手帳Ａが 10.0%である。 
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障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

図表Ⅳ－Ｆ－２４ 障がい差別と感じた場面（F-4）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面 医療に関する場面 教育に関する場面

差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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義務教育修了未就学：「教育に関する場面」は、66.7%、「情報の取得や利用・意思疎通の場

面」は、33.3%である。一方、「差別を感じたことはない」は、33.3%

である。 

 

【教育段階・手帳等級別】義務教育終了未就学の手帳等級より割合が高かった回答（該当

数 1 名以下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」とは、療育手帳Ｂが 50.0%

である。「情報の取得や利用・意思疎通の場面」は、療育手帳Ｂが 50.0%である。「教育に

関する場面」は、療育手帳Ｂが 50.0%である。 

 

0.0 

50.0 

100.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

図表Ⅳ－Ｆ－２５ 障がい差別と感じた場面（F-5）－手帳等級別

情報の取得や利用・意思疎通の場面 教育に関する場面 差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※療育手帳Ａ

※障害者手帳はもっていない

以上は、該当なし ※回答があった質問項目のみ
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（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問１９） 

問１８で「差別を感じた場面がある」と回答した人に、障害のある人への差別を解

消するために必要と考えることについてたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「福祉教育を充実させる」と「施設や設備のバリアフリー化をさらに進める」

と「行政機関における配慮をさらに進める」は、ともに 33.3%である。 

小学校段階：「福祉教育を充実させる」は、27.3%である。 

中学校段階：「教育における配慮をさらに進める」は、28.6%、「障害者雇用をさらに進め

る」は、14.3%である。 

高等学校段階：「福祉教育を充実させる」と「教育における配慮をさらに進める」は、と

もに 22.2%、「行政機関における配慮をさらに進める」は、11.1%である。 

義務教育修了未就学：「教育における配慮をさらに進める」は、50.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 1

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「福祉教育を充実させる」は、療育手帳Ｂが 66.7%である。「施設や設備のバ

リアフリー化をさらに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育

手帳Ａがともに 50.0%である。「行政機関における配慮をさらに進める」は、

身体障害者手帳総合等級４～６級が 100.0%、次に療育手帳Ａが 50.0%である。 

小学校段階：｢福祉教育を充実させる」は、療育手帳Ｂが 80.0%、次に療育手帳Ａが 18.8%

である。「講習会や学習会などを開催する」は、療育手帳Ｂが 20.0%、次に身

体障害者手帳総合等級１～３級が 16.7%である。「施設や設備のバリアフリー

化をさらに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 16.7%、次に療

育手帳Ａが 6.3%である。「行政機関における配慮をさらに進める」は、身体

障害者手帳総合等級１～３級が 16.7%、次に療育手帳Ａが 6.3%である。「障害

者雇用をさらに進める」は、障害者手帳を持っていないが 50.0%である。 

中学校段階：｢教育における配慮をさらに進める」は、療育手帳Ｂが 44.4%、次に療育手帳

Ａが 16.7%である。「障害者雇用をさらに進める」は、療育手帳Ｂが 22.2%で

ある。「イベントなどへ参加しやすいよう配慮する」は、療育手帳Ａが 16.7%

である。 

高等学校段階： 「教育における配慮をさらに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３

級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。「行政機関における配慮をさ

らに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、次に療育手

帳Ａが 16.7%である。｢福祉教育を充実させる」は、障害者手帳を持ってい

ないが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 18.2%である。「福祉サービスをさらに充

実させる」は、療育手帳Ａが 16.7%である。 
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精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=1)   

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=11)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=6)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=2)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=9) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=12) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=5) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=16) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=6) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=3) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－２６ 障害のある人への差別を解消するために必要と考えること－手帳等級別
福祉教育を充実させる 講習会や学習会などを開催する
施設や設備のバリアフリー化をさらに進める 福祉サービスをさらに充実させる
行政機関における配慮をさらに進める 民間事業所における配慮をさらに進める
教育における配慮をさらに進める イベントなどへ参加しやすいよう配慮する
障害者雇用をさらに進める その他
不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

（小学校・中学校・高等学校・義務教育修了後未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育修了後未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級（就学前児童・小学校・

中学校・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（就学前児童・中学校・義務教

育修了後未就学）

以上は、該当なし

 
 



411 

 

個別回答項目（Ⅱ） 

 小学校段階（Ｆ－２）は該当数 52、中学校段階（Ｆ－３）は該当数 44、高等学校段階（Ｆ

－４）は該当数 45 の３段階（就学者）を対象として、手帳別にクロス集計を行った。 

 なお、就学前児童（Ｆ－１）は該当数 18、義務教育修了未就学（Ｆ－５）は該当数 3 で

あった。 

 

１ 個別の教育支援計画及び指導計画について 

（１）個別の教育支援計画及び指導計画作成状況 

（Ｆ-２問９・Ｆ-３問１０・Ｆ-４問１０） 

個別の教育支援計画及び指導計画の作成状況をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.1%、「指導計画のみ作成」は、21.2%

で、中学校段階・高等学校段階に比べて割合が高い。 

中学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、75.0%で、小学校段階・高等学校段階

に比べて割合が高い。「指導計画のみ作成」は、11.4%、「作成されていない」

は、4.5%である。 

高等学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.3%、「作成されていない」は、

13.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢教育支援計画と指導計画を作成」は、療育手帳Ａが 83.3%、次に身体障害者

手帳総合等級１～３級が 77.8%である。「指導計画のみ作成」は、療育手帳Ｂ

が 33.3%、次に障害者手帳は持っていないが 25.0%である。 

中学校段階：｢教育支援計画と指導計画を作成」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が

100.0%、次に療育手帳Ａが 89.5%である。「指導計画のみ作成」は、療育手帳

Ｂが 13.0%、次に療育手帳Ａが 10.5%である。 

高等学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が

100.0%、次に療育手帳Ａが 90.0%である。「個別の教育支援計画のみが作成さ

れている」は、療育手帳Ａが 10.0%、次に療育手帳Ｂが 5.9%である。 
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障害者手帳は持っていな

い

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていな

い

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていな

い

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－２７ 個別の教育計画等の作成状況－手帳等級別

「個別の教育支援計画」のみが作成されている
「個別の指導計画」のみが作成されている
「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」が作成されている
作成されていない
不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（２）計画作成における学校との話し合い状況（Ｆ-２問１０・Ｆ-３問１１・Ｆ-４問１１） 

問９または問１０で「個別の教育支援計画のみが作成されている」または「個別の指 

導計画のみ作成されている」、「個別の教育支援計画と個別の指導計画が作成されてい

る」と回答した人に、個別の教育支援計画または個別の指導計画の作成にあたり、学校

とどのくらい話し合いをしたかたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：「年２回以上」は、82.0%、「年１回」は、14.0%である。 

中学校段階：「年２回以上」は、83.3%、「年１回」は、14.3%である。 

高等学校段階：「年２回以上」は、92.1%で、小学校段階・中学校段階に比べて割合が高い。

「年１回」は、7.9%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢年２回以上」は、療育手帳Ｂが 83.3%、次に療育手帳Ａが 82.6%である。「年

１回」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%、次に療育手帳Ｂが 16.7%

である。「話し合っていない」は、障害者手帳は持っていないが 25.0%である。 

中学校段階：｢年２回以上」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 100.0%、

次に療育手帳Ｂが 66.7%である。「年１回」は、療育手帳Ｂが 28.6%である。 

高等学校段階：「年２回以上」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 100.0%、

次に療育手帳Ｂが 89.3%である。「年１回」は、療育手帳Ｂが 10.7%である。 
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療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=28)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持ってい

ない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=21) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持ってい

ない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=23) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=8) 

図表Ⅳ－Ｆ－２８ 個別支援計画の話し合い状況－手帳等級別

年に２回以上話し合った 年に１回話し合った 話し合っていない 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない（高等学校）

以上は、該当なし
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２ 進学・進路先について 

（１）進学・進路先を選択するときの悩みの有無 

（Ｆ-２問１３・Ｆ-３問１４・Ｆ-４問１４） 

進学・進路先を選択するときに悩んでいることの有無をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：「ある」は、42.3%、「ない」は、57.7%である。 

中学校段階：「ある」は、47.7%、「ない」は、52.3%である。 

高等学校段階：「ある」は、60.0%、「ない」は、37.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢ある」は、療育手帳Ｂが 62.5%、次に障害者手帳は持っていないと療育手帳

Ａが 25.0%である。「ない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 77.8%、

次に療育手帳Ａと障害者手帳は持っていないが 75.0%である。 

中学校段階：｢ある」は、療育手帳Ｂが 52.2%、次に療育手帳Ａが 36.8%である。「ない」は、

身体障害者手帳総合等級１～３級が 66.7%、次に療育手帳Ａが 63.2%である。 

高等学校段階：「ある」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 75.0%、次に療育手帳Ａが

60.0%である。「ない」は、療育手帳Ａが 40.0%、次に療育手帳Ｂが 38.2%であ

る。 
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療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持ってい

ない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持ってい

ない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－２９ 進路先選択での悩みの有無－手帳等級別

ある ない 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（２）進学・進路先を選択するときの悩みの理由 

（Ｆ-２問１４・Ｆ-３問１５・Ｆ-４問１５） 

問１３または問１４で「ある」と回答した人に、進学・進路先を選択するときに悩ん

でいる理由を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「勉強についていけるか心配だから」は、59.1%、「自分の適性がわからないか

ら」は、50.0%、「進路が決まっていないから」は、40.9%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「勉強についていけるか心配だから」は、療育手帳Ａが 66.7%、

次に療育手帳Ｂが 53.3%である。「自分の適性がわからないから」は、療育手帳Ｂが 60.0%、

次に療育手帳Ａが 33.3%である。「進路が決まっていないから」は、療育手帳Ｂが 46.7%、

次に療育手帳Ａが 33.3%である。「希望する進路先についての情報がないから」は、療育手

帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 20.0%である。 
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障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=15) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=6) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３０ 進路先について悩んでいる理由（F-2）－手帳等級別

進路が決まっていないから 自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから 相談にのってくれる人がいないから

勉強についていけるかどうか心配だから 進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから 進路先に通う手段がないから

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「進路が決まっていないから」は、42.9%、「自分の適性がわからないから」と

「希望する進路先についての情報がないから」と「勉強についていけるか心

配だから」は、ともに 33.3%、「進路先へ通う手段がないから」は、28.6%で

ある。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「進路が決まっていないから」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に

療育手帳Ａが 14.3%である。「希望する進路先についての情報がないから」は、療育手帳Ａ

が 42.9%、次に療育手帳Ｂが 33.3%である。「進路先へ通う手段がないから」は、療育手帳

Ａが 42.9%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。「勉強についていけるか心配だから」は、療

育手帳Ｂが 33.3%、次に療育手帳Ａが 28.6%である。 
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中学校段階(n=7) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

図表Ⅳ－Ｆ－３１ 進路先について悩んでいる理由（F-3）－手帳等級別

進路が決まっていないから 自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから 相談にのってくれる人がいないから

勉強についていけるかどうか心配だから 進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから 進路先に通う手段がないから

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「自分の適性がわからないから」は、63.0%、「進路が決まっていないから」

は、51.9%、「希望する進路先についての情報がないから」は、29.6%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「自分の適性がわからないから」は、療育手帳Ｂが 70.0%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 33.3%である。「進路が決まっていな

いから」は、療育手帳Ａが 66.7%、次に療育手帳Ｂが 45.0%である。「希望する進路先につ

いての情報がないから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 66.7%、次に療育手帳Ａ

が 50.0%である。 

 

0.0 

10.0 

16.7 

33.3 

0.0 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

30.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

16.7 

0.0 

0.0 

25.0 

50.0 

66.7 

100.0 

70.0 

33.3 

33.3 

100.0 

45.0 

66.7 

33.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=20)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=6)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=3)   

図表Ⅳ－Ｆ－３２ 進路先について悩んでいる理由（F-4）－手帳等級別

進路が決まっていないから 自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから 相談にのってくれる人がいないから

勉強についていけるかどうか心配だから 進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから 進路先に通う手段がないから

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（３）学校の指導に対する要望（Ｆ-２問１５・Ｆ-３問１６・Ｆ-４問１６） 

 問１３または問１４で「ある」と回答した人に、学校で指導してほしかったこと、学

校に対する要望を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「希望している進路先に関する情報の収集」は、59.1%、「進路指導に詳しい

外部専門家の巡回相談」は、40.9%、「学校の先生の助言」は、31.8%、「上級

学校訪問や就業体験などの体験学習」は、22.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「希望している進路先に関する情報の収集」は、療育手帳Ａが

66.7%、次に療育手帳Ｂが 60.0%である。「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談」は、

療育手帳Ｂが 53.3%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「学校の先生の助言」は、療育手帳

Ｂが 33.3%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」

は、療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 20.0%である。 

 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

20.0 

16.7 

0.0 

0.0 

60.0 

66.7 

50.0 

0.0 

53.3 

16.7 

0.0 

100.0 

33.3 

16.7 

50.0 

0.0 

6.7 

16.7 

50.0 

0.0 

20.0 

33.3 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=15) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=6) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３３ 学校の指導に対する要望（F-2）－手帳等級別
上級学校訪問や就業体験などの体験学習

ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習

学校の先生の助言

進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談

希望している進路先に関する情報の収集

学校の先生の進路指導についての理解

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」は、52.4%、「進路指導に詳しい

外部専門家の巡回相談」は、47.6%、「希望している進路先に関する情報の収

集」は、42.9%、「ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習」

と「学校の先生の進路指導についての理解」は、ともに 28.6%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」は、療育手帳Ａが

71.4%、次に療育手帳Ｂが 33.3%である。「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談」は、

療育手帳Ｂが 58.3%、次に療育手帳Ａが 42.9%である。「希望している進路先に関する情報

の収集」は、療育手帳Ａが 85.7%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。「ホームルーム活動な

どでの自らの生き方に関する進路学習」は、療育手帳Ａが 28.6%、次に療育手帳Ｂが 25.0%

である。「学校の先生の進路指導についての理解」は、療育手帳Ｂが 33.3%、次に療育手帳

Ａが 28.6%である。 
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中学校段階(n=7) 
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総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

図表Ⅳ－Ｆ－３４ 学校の指導に対する要望（F-3）－手帳等級別
上級学校訪問や就業体験などの体験学習
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
学校の先生の助言
進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談
希望している進路先に関する情報の収集
学校の先生の進路指導についての理解
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「希望している進路先に関する情報の収集」は、70.4%、「進路指導に詳し

い外部専門家の巡回相談」は、37.0%、「学校の先生の助言」は、33.3%、「学

校の先生の進路指導についての理解」は、22.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「希望している進路先に関する情報の収集」は、療育手帳Ｂ

が 75.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 66.7%である。「上級学校

訪問や就業体験などの体験学習」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に身体障害者手帳総合等級

１～３級が 33.3%である。「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談」は、療育手帳Ｂが

40.0%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「学校の先生の助言」は、身体障害者手帳総合等

級１～３級と療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 30.0%である。 
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療育手帳Ａ
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総合等級１～３級

高等学校段階(n=3)   

図表Ⅳ－Ｆ－３５ 学校の指導に対する要望（F-4）－手帳等級別

上級学校訪問や就業体験などの体験学習

ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習

学校の先生の助言

進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談

希望している進路先に関する情報の収集

学校の先生の進路指導についての理解

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（４）進学・進路先を選択するときに悩んでいない理由 

（Ｆ-２問１６・Ｆ-３問１７・Ｆ-４問１７） 

 問１３または問１４で「ない」と回答した人に、進学・進路先を選択するときに悩ん

でいない理由をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「進路が決まっているから」は、26.7%、「自分の適性がわかっているから」

は、20.0%、「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、16.7%である。 

中学校段階：「進路が決まっているから」は、34.8%、「家族が進路先を決めてくれると思

うから」は、26.1%、「自分の適性がわかっているから」と「進路を決めるま

でにまだ時間があるから」は、ともに 13.0%である。 

高等学校段階：「進路が決まっているから」は、29.4%、「自分の適性がわかっているから」

と「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、ともに 17.6%、「家族

が進路先を決めてくれると思うから」が 11.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢進路が決まっているから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、

次に療育手帳Ａが 35.7%である。「自分の適性がわかっているから」は、療育

手帳Ｂが 25.0%、次に療育手帳Ａが 21.4%である。「進路を決めるまでにまだ

時間があるから」は、療育手帳Ａが 28.6%、次に身体障害者手帳総合等級１

～３級が 25.0%である。 

中学校段階：｢進路が決まっているから」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 30.0%

である。「家族が進路先を決めてくれると思うから」は、療育手帳Ａと療育手

帳Ｂが 30.0%である。「自分の適性がわかっているから」は、療育手帳Ｂが

20.0%、次に療育手帳Ａが 10.0%である。「進路を決めるまでにまだ時間があ

るから」は、療育手帳Ｂが 20.0%、次に療育手帳Ａが 10.0%である。 

高等学校段階：「進路が決まっているから」は、療育手帳Ｂが 38.5%である。「自分の適性

がわかっているから」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 7.7%であ

る。「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、療育手帳Ｂが 23.1%であ

る。「家族が進路先を決めてくれると思うから」は、療育手帳Ａが 25.0%、次

に療育手帳Ｂが 7.7%である。 
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小学校段階(n=4) 

図表Ⅳ－Ｆ－３６ 進路選択で悩んでいない理由－手帳等級別

進路が決まっているから 自分の適性がわかっているから 学校が進路先を決めてくれると思うから

家族が進路先を決めてくれると思うから 進路を決めるまでにまだ時間があるから その他

不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない（高等学校）

以上は、該当なし
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（５）自分の適性がわかったきっかけ（Ｆ-２問１７・Ｆ-３問１８・Ｆ-４問１８） 

 問１６または問１７で「進路が決まっているから」または「自分の適性がわかってい

るから」と回答した人に、自分の適性がわかった理由を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「家族の助言」は、71.4%、「学校の先生の助言」は、42.9%、「上級学校訪問

などの体験学習」は、14.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「家族の助言」は、療育手帳Ｂが 75.0%、次に療育手帳Ａが 62.5%

である。「学校の先生の助言」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に療育手帳Ａが 37.5%である。

「上級学校訪問などの体験学習」は、療育手帳Ａが 25.0%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

75.0 

62.5 

50.0 

50.0 

50.0 

37.5 

50.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=8) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３７ 自分の適正がわかったきっかけ（F-2）－手帳等級別

上級学校訪問などの体験学習
学校の先生の助言
家族の助言
卒業生の体験談と助言
進路相談に詳しい外部専門家の巡回相談
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「家族の助言」は、45.5%、「学校の先生の助言」は、36.4%、「上級学校訪問

などの体験学習」は、18.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「家族の助言」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 40.0%

である。「学校の先生の助言」は、療育手帳Ｂが 40.0%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。

「上級学校訪問などの体験学習」は、療育手帳Ｂが 20.0%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。

「卒業生の体験談と助言」は、療育手帳Ｂが 20.0%である。 

 

20.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

40.0 

50.0 

50.0 

40.0 

33.3 

50.0 

20.0 

16.7 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=5) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=6) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３８ 自分の適正がわかったきっかけ（F-3）－手帳等級別

上級学校訪問などの体験学習
学校の先生の助言
家族の助言
卒業生の体験談と助言
進路相談に詳しい外部専門家の巡回相談
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない

以上は、該当なし
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高等学校段階：「上級学校訪問などの体験学習」は、75.0%、「家族の助言」は、25.0%、「学

校の先生の助言」は、12.5%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「上級学校訪問などの体験学習」は、療育手帳Ｂが 83.3%、

次に療育手帳Ａが 50.0%である。「家族の助言」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂ

が 16.7%である。「学校の先生の助言」は、療育手帳Ａが 50.0%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

50.0 

0.0 

50.0 

83.3 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=6)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=2)   

図表Ⅳ－Ｆ－３９ 自分の適正がわかったきっかけ（F-4）－手帳等級別

上級学校訪問などの体験学習
学校の先生の助言
家族の助言
卒業生の体験談と助言
進路相談に詳しい外部専門家の巡回相談
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
その他

※身体障害者手帳総合等級１～３級

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない

以上は、該当なし

 

 

 

 



 



 

 

 

 

Ⅴ 調査票・単純集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査票Ａ（身体障害者手帳所持者） 
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                     調査票Ａ 

長岡市障害者生活実態調査 

 

＜問い合わせ先＞ 長岡市福祉保健部 福祉総務課 

住   所 〒940-8501 長岡市大手通１丁目４番地 10 

電   話 （0258）39‐2371（直通） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

   

長岡市では、令和３年３月に「長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、障害児

福祉計画」をつくり、障害者施策を進めてきましたが、来年度、計画の見直し

を行います。 

この見直しにあたり、基礎資料とするため、「長岡市障害者生活実態調査」を

行います。 

この調査票は、１８歳以上６５歳未満で身体障害者手帳をお持ちの方にお送り

いたしました。 

今回の調査で使用した個人情報は、長岡市個人情報保護条例に基づく適正な取

り扱いを行います。 

また、調査票は無記名となっており、調査結果は、計画の見直しのためだけに

利用するもので、調査目的以外に用いることはありません。 

皆様のご意見やご要望を長岡市の福祉施策に生かすための大切な調査ですの

で、ぜひご協力くださいますようお願いします。 

令和４年１１月  長 岡 市  

回答方法は、以下の２つからどちらか１つを選択してください。 

① 調査票に直接記入し、同封の返信用封筒に入れて、郵送してください。 

封筒には、切手をはる必要も、住所・名前を書く必要もありません。 

② 右下の２次元コードを端末で読み取り、インターネット上の回答フォーム

から回答してください。 

 

回答期限：１１月２５日（金曜日）まで（①・②とも） 

 

ご記入にあたって 

・調査票の中の「あなた」とは、障害のあるご本人のことです。 

・ご本人が記入もしくは回答の難しい場合は、ご家族の方などがご本人のお考

えやお気持ちを記入してください。 

・ 令和４年８月１日現在の状況についてお答えください。 
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（ｎ＝455） 

１．１０歳代   0.4%      ２．２０歳代     7.7% 

３．３０歳代   9.5%      ４．４０歳代   15.4% 

５．５０歳代   35.4%      ６．６０歳代      30.1% 

      ＮＡ              1.5% 

 

問２ あなたの障害の状態について、（１）、（２）の問にお答えください。 

 

(１) 
あなたの障害の種類は次のどれですか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

（ｎ＝455） 

１．視覚障害                                                 9.0% 

２．聴覚・平衡機能障害                                      11.0% 

３．音声・言語・そしゃく機能障害                             6.6% 

４．肢体不自由                                              49.5% 

５．内部障害（内臓や呼吸器系などの障害）                    31.4% 

６．その他（                    ）       6.2% 

 

(２) 
あなたの身体障害者手帳の総合等級は何級ですか。あてはまる番号に

１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．１級   34.1%  ２．２級  18.9%   ３．３級    14.3% 

４．４級   16.9%  ５．５級  8.1%   ６．６級     6.2% 

       ＮＡ         1.5% 

 

問３ 
あなたは身体障害者手帳のほかに障害者手帳の交付を受けていますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．療育手帳                                                 6.8% 

２．精神障害者保健福祉手帳                                   1.1% 

３．ほかの手帳は持っていない                                85.9% 

 

 

 

 

 

 

問１ 
あなたの年齢はどれにあてはまりますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 
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問４ 
あなたは現在、どこで暮らしていますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝455） 

１．自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）  81.5% 

２．民間の賃貸アパート・マンション、借家                    11.2% 

３．市営住宅、県営住宅                                       2.0% 

４．グループホーム                                           0.9% 

５．その他（                    ）       2.4% 

       ＮＡ                                                        2.0% 

問５ 
あなたは、現在の暮らしの場を変えたいですか。どちらか１つの番号に○

をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．現在の暮らしの場を変えたい   → 問６                14.9% 

２．現在の暮らしの場を変えたくない → 問７                82.4% 

       ＮＡ                                                        2.6% 

問６ 

問５で、「１．現在の暮らしの場を変えたい」と答えた方にお聞きします。

あなたは今後、どこで暮らしたいですか。最もあてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

（ｎ＝68） 

１．自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）  36.8% 

２．民間の賃貸アパート・マンション、借家                    23.5% 

３．市営住宅、県営住宅                                      10.3% 

４．グループホーム                                          10.3% 

５．その他（                    ）      11.8% 

       ＮＡ                                                        7.4% 

問７ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、だれと暮らしていますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝455） 

１．自分ひとり                                              14.1% 

２．家族                                                    80.4% 

３．その他（                    ）       3.7% 

       ＮＡ                                                        1.8% 

問８ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在の同居者を変えたいですか。どちらか１つの番号に○をつけ

てください。（現在ひとり暮らしの方で、今後誰かと同居したいと考えて

いる場合は、「１．現在の同居者を変えたい」に〇をつけてください。） 

（ｎ＝455） 

１．現在の同居者を変えたい   →問９                      11.2% 

２．現在の同居者を変えたくない →問 10                      85.7% 

       ＮＡ                                                        3.1% 
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問９ 

問８で、「１．現在の同居者を変えたい」と答えた方にお聞きします。 

あなたは今後、だれと暮らしたいですか。最もあてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

（ｎ＝51） 

１．自分ひとりで暮らしたい                                  41.2% 

２．家族と暮らしたい                                        25.5% 

３．その他（                    ）      29.4% 

       ＮＡ                                                        3.9% 

問 10 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、平日の昼間、主にどこで過ごしていますか。あてはまる番

号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．自宅                                         40.0% 

２．学校                                            1.1% 

３．会社などの勤め先                                        45.9% 

４．障害者通所施設                                           7.0% 

５．グループホーム                                           0.0% 

６．その他（                    ）       3.7% 

       ＮＡ                                                        2.2% 

問 11 
すべての方にお聞きします。 

今後の昼間の過ごし方について、（１）、（２）の問にお答えください。 

 

(１) 
あなたは今後、平日の昼間、主にどこで過ごしたいですか。最もあて

はまる番号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．自宅                                         40.0% 

２．学校                                            0.7% 

３．会社などの勤め先                                        44.2% 

４．障害者通所施設                                           7.3% 

５．グループホーム                                           0.4% 

６．障害者入所施設                                           2.2% 

７．その他（                    ）       3.5% 

       ＮＡ                                                        1.8% 
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(２) 
あなたは今後、昼間どのようなサービスや支援が必要ですか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

自
宅
や
外
出
先
で
利
用
す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援 

１ 
ホームヘルパーに入浴や排せつなどの身体介護をしてもら

いたい                                          5.7% 

２ 
ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支

援してもらいたい                                9.7% 

３ 
出かけるときに、ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい 

8.4% 

４ 自宅で訪問入浴サービスを利用したい              4.6% 

施
設
な
ど
に
通
っ
て
利
用
す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援 

５ 
介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養

のため、短期間、施設に入所したい                8.4% 

６ 施設に通って、生活するための訓練を受けたい      3.7% 

７ 
介護が必要なので、施設に通って、入浴や排せつ、食事の介

護などを受けたい                                4.8% 

８ 
将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身につけ

たい                                            5.7% 

９ 
障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交

流をしたい                                      9.2% 

10 
社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作的

活動などをしたい                                6.4% 

     11 サービスや支援は必要ない                       61.5% 

 

問 12 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、

聴いたりしていますか（趣味を含む）。あてはまる番号に１つだけ○をつ

けてください。 

（ｎ＝455） 

   １．している                                               63.1% 

   ２．したいと思うが、していない                              26.6% 

３．したいと思わない                                         7.9% 

       ＮＡ                                                        2.4% 
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問 13 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号に○をつけ

てください。 

（ｎ＝455） 

   １．している    →問 14 へ                               12.5% 

   ２．していない   →問 15 へ                               85.7% 

       ＮＡ                                                        1.8% 

問 14 

問 13 で、「１．している」と答えた方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号に 1

つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝57） 

１．ほぼ毎日    8.8%    ２．週に２～３回    36.8% 

３．週に 1回     24.6%   ４．月に２～３回      8.8% 

 ５．月に 1回   10.5%   ６．年に数回           8.8% 

       ＮＡ             1.8% 

問 15 

問 13 で、「２．していない」と答えた方にお聞きします。 

あなたは機会があれば、スポーツをしたいと思いますか。どちらか１つの

番号に○をつけてください。 

（ｎ＝390） 

１．したいと思う                                            46.4% 

   ２．したいと思わない                                        52.3% 

       ＮＡ                                                        1.3% 

問 16 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、就労していますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけて

ください。 

（ｎ＝455） 

１．１年以上継続して就労している   → 問 17 へ            52.5% 

２．過去１年の間に、就労した     → 問 18 へ             5.3% 

３．就労していないが、障害者施設等へ通所している   →問 22 へ 

8.1% 

４．就労していないし、障害者施設等へも通所していない →問 21 へ 

32.1% 

       ＮＡ                                                        2.0% 
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問 17 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」と答えた方にお聞きします。 

あなたが就労し続けている、または続けることができている理由は何です

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝239） 

１．仕事にやりがいがあるから                32.2% 

２．仕事の内容が自分に合っているから                        46.4% 

３．勤務時間が合っているから                                38.5% 

４．職場の同僚との関係が良好だから                          25.9% 

５．職場に相談できる人がいるから                            10.5% 

６．福祉サービスの就労定着支援を利用しているから 

1.3% 

７．給料や賃金が高いから                                     7.5% 

８．生活のために働かなければならないから                    72.0% 

９．その他（               ）                 4.6% 

10．特にない                                                 0.8% 

 

問 18 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」または「２.過去１年の間

に、就労した」と答えた方にお聞きします。 

就労するために障害者施設等で行う職業訓練系の障害福祉サービスを利

用しましたか。どちらか１つの番号に〇をつけてください。 

（ｎ＝263） 

１．利用した                                                 6.5% 

２．利用していない                                          91.3% 

       ＮＡ                                                        2.3% 

問 19 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」または「２.過去１年の間

に、就労した」と答えた方にお聞きします。 

どのような仕事をしていますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてく

ださい。 

（ｎ＝263） 

１．自営業                                                   7.6% 

２．家の仕事（家業）の手伝い                                 1.1% 

３．内職                                                     0.4% 

４．会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員              47.1% 

５．会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート 

・アルバイト                                             36.5% 

６．その他（                ）               4.6% 

       ＮＡ                                                        2.7% 

→ 問 19 へ 

→ 問 18 へ 

→ 問 20 へ 
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問 20 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」または「２.過去１年の間

に、就労した」と答えた方にお聞きします。 

仕事をする上で困っていることはありますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

（ｎ＝263） 

１．正社員として雇ってもらえない                             7.6% 

２．給料や賃金が少ない                                      22.1% 

３．仕事の内容が自分に合わない                               7.6% 

４．仕事の時間が長すぎる                                     8.0% 

５．通勤が不便                                               8.7% 

６．職場の人の理解がない              → 問 25 へ 

9.1% 

７．職場に相談できる人がいない                               7.6% 

８．職場の人とコミュニケーションが取れない                   7.2% 

９．トイレなどの設備がバリアフリー化されていない             7.2% 

10．その他（                ）               9.1% 

11．特に困っていない                                        46.0% 

 

問 21 

問 16 で、「４.就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と

答えた方にお聞きします。 

過去に職業訓練系の障害福祉サービスを利用したことはありますか。あて

はまる番号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝146） 

１．利用したことはあるが、現在は利用していない               6.8% 

２．利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用に 

いたらなかった                                           1.4% 

３．利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない      11.0% 

 

４．利用しようと考えたことはない                            76.0% 

       ＮＡ                                                        4.8% 

 

 

 

→ 問 22 へ 
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問 22 

問 16 で、「３.就労していないが、障害者施設等へ通所している」または

「４.就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と答えた方

にお聞きします。 

就労したいと思いますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてくださ

い。 

（ｎ＝183） 

１．就労したい            → 問 23 へ            16.4% 

２．就労したいができない                                    44.8% 

３．就労したくない                                          29.0% 

       ＮＡ                                                        9.8% 

 

問 23 

問 22 で、「１.就労したい」と答えた方にお聞きします。 

どのような内容の仕事をしたいと思いますか。最もあてはまる番号に１つ

だけ○をつけてください。 

（ｎ＝30） 

１．農業、林業、漁業                                     3.3% 

２．一般事務                                                 6.7% 

３．営業、販売                                               0.0% 

４．医療関係                                                10.0% 

５．専門的、技術的職業                                 3.3% 

６．サービス業（調理人、接客業、ビルや駐車場など 

の管理人、警備員、清掃業など）                          20.0% 

７．生産工程（部品組み立てや仕分け作業、採掘・              26.7% 

製造・建設作業、運輸・通信など） 

８．その他（                 ）            30.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問 24 へ 

→ 問 25 へ 
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問 24 

問 22 で、「２.就労したいができない」または「３. 就労したくない」と

答えた方にお聞きします。 

就労したいができない、またはしたくない理由は何ですか。最もあてはま

る番号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝135） 

１．希望の職種がないから                                     5.9% 

２．通勤手段がない、通勤が困難だから                         6.7% 

３．給料や賃金が安いから                                     0.0% 

４．職場環境が悪いから                                       0.0% 

５．家庭の事情（家事、結婚、育児、就学など）があるから       3.0% 

６．働く必要がないから                                       7.4% 

７．働く自信がないから（年齢や体力的な理由を含む）          33.3% 

８．障害が重いから                                          30.4% 

９．その他（                    ）       5.9% 

       ＮＡ                                                        7.4% 

 

問 25 

すべての方にお聞きします。 

就労するために必要なことは何だと思いますか。最もあてはまる番号に１

つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．ハローワークなどの職業訓練                               3.3% 

２．職業相談・職業紹介                                      10.5% 

３．職場への送迎、通勤費用の助成                             3.7% 

４．自分の能力に合った仕事や勤務体制                        32.3% 

５．職場の人の理解、手助けが得られる環境                    24.2% 

６．会社内の設備のバリアフリー化                             2.4% 

７．障害者施設での職業訓練                                   2.2% 

８．その他（              ）                   4.8% 

       ＮＡ                                                       16.5% 
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問 26 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、入院や通院をしていますか。あてはまる番号に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝455） 

   １．通院している        → 問 27 へ                  82.4% 

   ２．入院している                                             2.2% 

   ３．入院も通院もしていない                                  13.6% 

       ＮＡ                                                        1.8% 

問 27 

問 26 で、「１.通院している」と答えた方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらい医療機関に通院していますか。あてはまる番号

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝375） 

  １．ほぼ毎日       0.0%      ２．週に２～３回   11.5% 

 ３．週に１回       1.3%      ４．月に２～３回    11.5% 

  ５．月に１回      36.5%      ６．年に数回      35.5% 

   ７．不定期          2.7%      ＮＡ                 1.1% 

問 28 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらい外出していますか。あてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。（※ここでいう外出とは、現在暮らしている場所から

外に出ることです。） 

（ｎ＝455） 

  １．ほぼ毎日     64.0%      ２．週に２～３回    14.5% 

 ３．週に１回      8.6%      ４．月に２～３回      4.2% 

  ５．月に１回      2.4%      ６．年に数回        2.6% 

  ７．まったく外出しない    2.2%    ＮＡ             1.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問 28 へ 
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問 29 

すべての方にお聞きします。 

外出するときに困っていることはありますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

（ｎ＝455） 

  １．バスや電車に乗ることができない                          10.1% 

   ２．交通手段がない                                           6.2% 

   ３．交通手段の運賃が高い                                     5.5% 

   ４．段差解消などのバリアフリー化がされていない               9.0% 

   ５．発作、パニック、突然のハプニング等があり不安             5.9% 

   ６．利用したい施設が送迎サービスをしていない                 1.3% 

   ７．外出する際に介助してくれる人がいない                     4.8% 

   ８．他人の目が気になる                                       8.1% 

   ９．他人に気兼ねなく使える外出手段がない                     4.8% 

   10．手話通訳者などがいないと、意思疎通ができない             1.8% 

   11．その他（                  ）           8.1% 

12．特に困っていない                                        51.6% 

 

★ 次の表をご覧になってから、後の質問にお答えください。 

 

相談窓口 内容 

障害者相談支援センター  

地域における生活の中でのさまざ

まな相談や福祉サービスの紹介や

手続きの手伝いなどを行います。 

 相談支援センターふかさわ分室サンスマイル 

障がい者支援センターあさひ 

越路ハイム地域生活支援センター 

相談支援センターふかさわ 

障害者相談支援センターとちお 

障害者地域生活支援センター 生活全般に関する相談を受け、助言

や福祉サービス等の情報提供を行

います。 

 長岡療育園 

障害者就業・生活支援センター 就労面全般にわたる支援や日常生

活上の支援を行います。  障害者就業・生活支援センターこしじ 

身体障害者相談員・知的障害者相談員 
医療、補助具、生活、身の上、税金

などの相談を受けます。 
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問 30 

すべての方にお聞きします。 

あなたは上記のような相談窓口があることを知っていましたか。どちらか

１つの番号に○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

   １．知っていた      → 問 31 へ                        44.6% 

   ２．知らなかった     → 問 33 へ                        52.7% 

       ＮＡ                                                        2.6% 

問 31 

問 30 で、「１.知っていた」と答えた方にお聞きします。 

あなたは、困ったことや悩みごとを上記のような相談窓口に相談したこと

がありますか。どちらか１つの番号に○をつけてください。 

（ｎ＝203） 

   １．相談したことがある  → 問 33 へ                        36.5% 

   ２．相談したことがない  → 問 32 へ                        63.1% 

       ＮＡ                                                        0.5% 

問 32 

問 31 で、「２.相談したことがない」と答えた方にお聞きします。 

相談したことがない理由は何ですか。最もあてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝128） 

１．相談窓口の場所や電話番号を知らない                       4.7% 

２．相談窓口の場所が遠くて行きにくい                         3.9% 

３．相談窓口で相談したことを周囲に知られてしまうことが心配   3.1% 

４．相談窓口の職員が信用できない                             1.6% 

５．相談することがない                                      66.4% 

６．その他（                  ）          14.8% 

       ＮＡ                                                        5.5% 

問 33 

すべての方にお聞きします。 

あなたが、災害が発生したときに困ることや心配なことは何ですか。最も

あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．避難場所を知らない                                      13.4% 

２．避難場所まで行けない                                     8.8% 

３．緊急時に助けてくれる人がいない                           6.8% 

４．緊急時に情報を得る手段がない                             5.3% 

５．避難場所で必要なケアが受けられるか不安                  39.8% 

（生活上の介助や医療・服薬など） 

６．その他（                ）              10.1% 

       ＮＡ                                                       15.8% 
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問 34 

すべての方にお聞きします。 

あなたは、過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は

ありましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

※障害者差別をなくすため、①不当な差別的取扱いの禁止、②合理的配慮の提供

が法律で定められています。 

①不当な差別的取扱いの禁止 

…障害を理由にサービスの提供等を拒否、制限すること 

②合理的配慮 

…障害のある人が困っているときに、支援側の負担になりすぎない範囲で配

慮をすること 

（ｎ＝455） 

１．公共施設を利用する場面                                   5.3% 

２．交通機関を利用する場面                                   4.8% 

３．情報の取得や利用・意思疎通の場面                         7.0% 

４．買い物・外食の場面                                       8.6% 

５．医療に関する場面                                         4.2% 

６．教育に関する場面                                         2.4% 

７．文化活動に関する場面                                     1.1% 

８．雇用に関する場面                                        14.3% 

９．婚姻・出産・子育ての場面                                 2.9% 

10．その他（             ）                     4.4% 

11．差別を感じたことはない →問 36 へ                       64.2% 

 

問 35 

問 34 で、「１、２、３、４、５、６、７、８、９、10」と答えた方にお聞

きします。 

あなたが、障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何

ですか。最もあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝111） 

１．福祉教育を充実させる                                     9.9% 

２．講習会や学習会などを開催する                             4.5% 

３．施設や設備のバリアフリー化をさらに進める                 9.9% 

４．福祉サービスをさらに充実させる                           7.2% 

５．行政機関における配慮をさらに進める                       9.9% 

６．民間事業所における配慮をさらに進める                    16.2% 

７．教育における配慮をさらに進める                           3.6% 

８．イベントなどへ参加しやすいよう配慮する                   0.9% 

９．障害者雇用をさらに進める                                29.7% 

10．その他（               ）                 8.1% 

 

→ 問 35 へ 
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問 36 

すべての方にお聞きします。 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものは何ですか。最

もあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝455） 

１．社会的な理解の促進                                      23.5% 

２．保険・医療の充実                                         8.1% 

３．雇用促進と就労支援                                      12.7% 

４．経済的な支援                                            29.5% 

５．余暇活動の充実                                           1.1% 

６．生活環境の整備                                           5.7% 

７．障害福祉サービスの充実                                   9.5% 

８．その他（                ）               1.5% 

       ＮＡ                                                        8.4% 

 

 

 

○ 障害者施策に関して、ご意見等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 



 



調査票Ｂ（療育手帳所持者） 
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                     調査票
ちょうさひょう

Ｂ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の見直
み な お

し

を行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、１８歳
さい

以上
いじょう

６５歳
さい

未満
み ま ん

で療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお送
おく

りいた

しました。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などがご本人
ほんにん

のお考
かんが

えやお気持
き も

ちを記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット上
じょう

の回答
かいとう

フォーム

から回答
かいとう

してください。 

回答
かいとう

期限
き げ ん

：１１月
がつ

２５日
にち

（金
きん

曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 
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  （ｎ＝377） 

１．１０歳代
さいだい

   4.5%           ２．２０歳代
さいだい

      33.2% 

３．３０歳代
さいだい

     23.9%            ４．４０歳代
さいだい

    20.2% 

５．５０歳代
さいだい

   14.6%           ６．６０歳
さい

代
だい

       3.4% 

      ＮＡ              0.3% 

 

問
とい

２ 
あなたの持

も

っている療育
りょういく

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

は次
つぎ

のどちらですか。どちらか１つ

の番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．Ａ  32.9%   ２．Ｂ     63.9%        ＮＡ       3.2% 

 

問
とい

３ 
あなたは療育

りょういく

手帳
てちょう

のほかに障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こ う ふ

を受
う

けていますか。 

あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

                                         13.5% 

２．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

                                  4.8% 

３．ほかの手帳
てちょう

は持
も

っていない                                77.2% 

 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、どこで暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど） 69.5% 

２．民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                     6.9% 

３．市営
し え い

住宅
じゅうたく

、県営
けんえい

住宅
じゅうたく

                                     5.8% 

４．グループホーム                                          11.9% 

５．その他
た

（                    ）       5.0% 

       ＮＡ                                                        0.8% 

 

問
とい

５ 
あなたは現在

げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたいですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．現在
げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたい   → 問
とい

６                16.7% 

２．現在
げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたくない → 問
とい

７                80.6% 

       ＮＡ                                                        2.7% 

問
とい

１ 
あなたの年齢

ねんれい

はどれにあてはまりますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 
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問
とい

６ 

問
とい

５で、「１．現在
げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。

あなたは今後
こ ん ご

、どこで暮
く

らしたいですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。 

  （ｎ＝63） 

１．自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど） 17.5% 

２．民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                    30.2% 

３．市営
し え い

住宅
じゅうたく

、県営
けんえい

住宅
じゅうたく

                                     6.3% 

４．グループホーム                                          38.1% 

５．その他
た

（                    ）       4.8% 

       ＮＡ                                                        3.2% 

問
とい

７ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、だれと暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．自分
じ ぶ ん

ひとり                                               7.4% 

２．家族
か ぞ く

                                                    77.5% 

３．その他
た

（                    ）      13.5% 

       ＮＡ                                                        1.6% 

問
とい

８ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたいですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。（現在
げんざい

ひとり暮
ぐ

らしの方
かた

で、今後
こ ん ご

誰
だれ

かと同居
どうきょ

したいと考
かんが

えている場合
ば あ い

は、「１．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたい」に〇をつけてください。） 

  （ｎ＝377） 

１．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたい   →問
とい

９                       9.8% 

２．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたくない →問
とい

10                      85.1% 

       ＮＡ                                                        5.0% 

問
とい

９ 

問
とい

８で、「１．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは今後
こ ん ご

、だれと暮
く

らしたいですか。 最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだ

け○をつけてください。 

  （ｎ＝37） 

   １．自分
じ ぶ ん

ひとりで暮
く

らしたい                                  45.9% 

２．家族
か ぞ く

と暮
く

らしたい                                        24.3% 

３．その他
た

（                    ）      24.3% 

       ＮＡ                                                        5.4% 
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問
とい

10 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、平日
へいじつ

の昼間
ひ る ま

、主
おも

にどこで過
す

ごしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．自宅
じ た く

                                                    17.8% 

２．学校
がっこう

                                                     1.1% 

３．会社
かいしゃ

などの勤
つと

め先
さき

                                        23.6% 

４．障害者通所
しょうがいしゃつうしょ

施設
し せ つ

                                         48.8% 

５．グループホーム                                           1.6% 

６．その他
た

（                    ）       4.8% 

       ＮＡ                                                        2.4% 

 

問
とい

11 
すべての方

かた

にお聞
き

きします。 

今後
こ ん ご

の昼間
ひ る ま

の過
す

ごし方
かた

について、（１）、（２）の問
とい

にお答
こた

えください。 

 

(１) 
あなたは今後

こ ん ご

、平日
へいじつ

の昼間
ひ る ま

、主
おも

にどこで過
す

ごしたいですか。最
もっと

もあて

はまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．自宅
じ た く

                                         15.6% 

２．学校
がっこう

                                            0.0% 

３．会社
かいしゃ

などの勤
つと

め先
さき

                                        26.5% 

４．障害者通所
しょうがいしゃつうしょ

施設
し せ つ

                                         43.8% 

５．グループホーム                                           1.9% 

６．障害者
しょうがいしゃ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                         6.4% 

７．その他
た

（                    ）       2.1% 

       ＮＡ                                                        3.7% 
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(２) 
あなたは今後

こ ん ご

、昼間
ひ る ま

どのようなサービスや支援
し え ん

が必要
ひつよう

ですか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

自
宅

じ

た

く

や
外
出
先

が
い
し
ゅ
つ
さ
き

で
利
用

り

よ

う

す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援

し

え

ん 

１ 
ホームヘルパーに入浴

にゅうよく

や排
はい

せつなどの身体
しんたい

介護
か い ご

をしても

らいたい                                       4.5% 

２ 
ホームヘルパーに掃除

そ う じ

・洗濯
せんたく

・調理
ちょうり

・買
か

い物
もの

などの家事
か じ

を

支援
し え ん

してもらいたい                            10.9% 

３ 
出
で

かけるときに、ガイドヘルパーに付
つ

き添
そ

ってもらいたい 

14.6% 

４ 自宅
じ た く

で訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービスを利用
り よ う

したい            2.1% 

施
設

し

せ

つ

な
ど
に
通 か

よ

っ
て
利
用

り

よ

う

す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援

し

え

ん 

５ 
介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などが病気
びょうき

や用事
よ う じ

があるときや

休養
きゅうよう

のため、短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

したい        20.4% 

６ 施設
し せ つ

に通
かよ

って、生活
せいかつ

するための訓練
くんれん

を受
う

けたい    13.5% 

７ 
介護
か い ご

が必要
ひつよう

なので、施設
し せ つ

に通
かよ

って、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の

介護
か い ご

などを受
う

けたい                             5.0% 

８ 
将来
しょうらい

就 職
しゅうしょく

したいので、施設
し せ つ

に通
かよ

って、技術
ぎじゅつ

や知識
ち し き

を身
み

に

つけたい                                      13.3% 

９ 
障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

などに通
かよ

って、簡単
かんたん

な作業
さぎょう

をしたり、社会
しゃかい

との

交流
こうりゅう

をしたい                                 35.5% 

10 
社会福祉
しゃかいふくし

センターなどに通
かよ

って、レクリエーションや

創作的活動
そうさくてきかつどう

などをしたい                        16.7% 

    11 サービスや支援
し え ん

は必要
ひつよう

ない                      24.4% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

   １．している                                               58.9% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                              22.8% 

３．したいと思
おも

わない                                        15.9% 

       ＮＡ                                                        2.4% 
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問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝377） 

１．している  →問
とい

14 へ                                   13.0% 

   ２．していない →問
とい

15 へ                                   83.8% 

       ＮＡ                                                        3.2% 

 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝49） 

１．ほぼ毎日
まいにち

   24.5%     ２．週
しゅう

に２～３回
かい

     18.4% 

３．週
しゅう

に１回
かい

  18.4%     ４．月
つき

に２～３回
かい

     18.4% 

 ５．月
つき

に１回
かい

   8.2%      ６．年
ねん

に数回
すうかい

           6.1% 

   ＮＡ             6.1% 

 

問
とい

15 

問
とい

13 で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝316） 

１．したいと思
おも

う                                            41.8% 

   ２．したいと思
おも

わない                                        56.6% 

       ＮＡ                                                        1.6% 

 

問
とい

16 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、就労
しゅうろう

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけ

てください。 

  （ｎ＝377） 

１．１年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

して就労
しゅうろう

している → 問
とい

17 へ               24.9% 

２．過去
か こ

１年
ねん

の間
あいだ

に、就労
しゅうろう

した   → 問
とい

18 へ                4.5% 

３．就労
しゅうろう

していないが、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へ通所
つうしょ

している   → 問
とい

22 へ 

52.0% 

４．就労
しゅうろう

していないし、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へも通所
つうしょ

していない → 問
とい

21 へ 

14.9% 

       ＮＡ                                                        3.7% 
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問
とい

17 

問
とい

16 で、「１.１年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

して就労
しゅうろう

している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが就労
しゅうろう

し続
つづ

けている、または続
つづ

けることができている理由
り ゆ う

は何
なん

で

すか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝94） 

１．仕事
し ご と

にやりがいがあるから                                41.5% 

２．仕事
し ご と

の内容
ないよう

が自分
じ ぶ ん

に合
あ

っているから                        56.4% 

３．勤務
き ん む

時間
じ か ん

が合
あ

っているから                                39.4% 

４．職場
しょくば

の同僚
どうりょう

との関係
かんけい

が良好
りょうこう

だから                        34.0% 

５．職場
しょくば

に相談
そうだん

できる人
ひと

がいるから                            24.5% 

６．福祉
ふ く し

サービスの就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

を利用
り よ う

しているから 

14.9% 

７． 給料
きゅうりょう

や賃金
ちんぎん

が高
たか

いから                                  18.1% 

８．生活
せいかつ

のために働
はたら

かなければならないから                   55.3% 

９．その他
た

（                  ）           3.2% 

10．特
とく

にない                                                 1.1% 

 

問
とい

18 

問
とい

16 で、「１.１年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

して就労
しゅうろう

している」または「２.過去
か こ

１年の間
あいだ

に、就労
しゅうろう

した」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

就労
しゅうろう

するために障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

で 行
おこな

う 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

系
けい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービ

スを利用
り よ う

しましたか。あてはまる番号
ばんごう

に〇をつけてください。 

  （ｎ＝111） 

１．利用
り よ う

した                                                44.1% 

２．利用
り よ う

していない                     44.1% 

       ＮＡ                                                       11.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

18 へ 

→ 問
とい

19 へ 
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問
とい

19 

問
とい

16 で、「１.１年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

して就労
しゅうろう

している」または「２.過去
か こ

１年
ねん

の間
あいだ

に、就労
しゅうろう

した」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

どのような仕事
し ご と

をしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてく

ださい。 

  （ｎ＝111） 

１．自営業
じえいぎょう

                                                   0.9% 

２．家
いえ

の仕事
し ご と

（家業
かぎょう

）の手伝
て つ だ

い                                 0.0% 

３．内職
ないしょく

                                                    0.9% 

４．会社
かいしゃ

や役所
やくしょ

などの正社員
せいしゃいん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

、会社
かいしゃ

役員
やくいん

             18.0% 

５．会社
かいしゃ

や役所
やくしょ

などの臨時
り ん じ

職員
しょくいん

・派遣
は け ん

社員
しゃいん

・パート             61.3% 

・アルバイト 

６．その他
た

（                 ）            12.6% 

       ＮＡ                                                        6.3% 

 

問
とい

20 

問
とい

16 で、「１.１年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

して就労
しゅうろう

している」または「２.過去
か こ

１年
ねん

の間
あいだ

に、就労
しゅうろう

した」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

仕事
し ご と

をする上
うえ

で困
こま

っていることはありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝111） 

１．正社員
せいしゃいん

として雇
やと

ってもらえない                             9.0% 

２． 給料
きゅうりょう

や賃金
ちんぎん

が少
すく

ない                                    24.3% 

３．仕事
し ご と

の内容
ないよう

が自分
じ ぶ ん

に合
あ

わない                               3.6% 

４．仕事
し ご と

の時間
じ か ん

が長
なが

すぎる                                     3.6% 

５．通勤
つうきん

が不便
ふ べ ん

                                              18.0% 

６．職場
しょくば

の人
ひと

の理解
り か い

がない              → 問
とい

25 へ 

10.8% 

７．職場
しょくば

に相談
そうだん

できる人
ひと

がいない                              13.5% 

８．職場
しょくば

の人
ひと

とコミュニケーションが取
と

れない                  15.3% 

９．トイレなどの設備
せ つ び

がバリアフリー化
か

されていない             0.9% 

10．その他
た

（               ）                 3.6% 

11．特
とく

に困
こま

っていない                                        37.8% 

 

→ 問
とい

20 へ 
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問
とい

21 

問
とい

16 で、「４.就労
しゅうろう

していないし、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へも通所
つうしょ

していない」と

答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

過去
か こ

に 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

系
けい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

したことはありますか。

あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝56） 

１．利用
り よ う

したことはあるが、現在
げんざい

は利用
り よ う

していない              33.9% 

２．利用
り よ う

しようと考
かんが

え、体験通所
たいけんつうしょ

をしたが、実際
じっさい

に利用
り よ う

に        3.6% 

いたらなかった 

３．利用
り よ う

しようと考
かんが

えたことはあるが、特
とく

に行動
こうどう

していない     10.7% 

４．利用
り よ う

しようと考
かんが

えたことはない                           42.9% 

       ＮＡ                                                        8.9% 

 

 

問
とい

22 

問
とい

16 で、「３. 就労
しゅうろう

していないが、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へ通所
つうしょ

している」また

は「４. 就労
しゅうろう

していないし、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へも通所
つうしょ

していない」と答
こた

え

た方
かた

にお聞
き

きします。 

就労
しゅうろう

したいと思
おも

いますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

  （ｎ＝252） 

１．就労
しゅうろう

したい       → 問
とい

23 へ                     18.3% 

２．就労
しゅうろう

したいができない                                   42.5% 

３．就労
しゅうろう

したくない                                         29.8% 

       ＮＡ                                                        9.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

24 へ 

→ 問
とい

22 へ 
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問
とい

23 

問
とい

22 で、「１. 就労
しゅうろう

したい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

どのような内容
ないよう

の仕事
し ご と

をしたいと思
おも

いますか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つ

だけ○をつけてください。 

  （ｎ＝46） 

１．農業
のうぎょう

、林業
りんぎょう

、漁業
ぎょぎょう

                                      4.3% 

２．一般
いっぱん

事務
じ む

                                                 0.0% 

３．営業
えいぎょう

、販売
はんばい

                                              8.7% 

４．医療
いりょう

関係
かんけい

                                                 0.0% 

５．専門的
せんもんてき

、技術的
ぎじゅつてき

職 業
しょくぎょう

                                     2.2% 

６．サービス業
ぎょう

（調理人
ちょうりにん

、接客
せっきゃく

業
ぎょう

、ビルや駐 車 場
ちゅうしゃじょう

           13.0% 

などの管理人
かんりにん

、警備員
けいびいん

、清掃業
せいそうぎょう

など） 

７．生産
せいさん

工程
こうてい

（部品
ぶ ひ ん

組
く

み立
た

てや仕分
し わ

け作業
さぎょう

、採掘
さいくつ

・              45.7% 

製造
せいぞう

・建
けん

設
せつ

作業
さぎょう

、運輸
う ん ゆ

・通信
つうしん

など） 

８．その他
た

（                 ）            26.1% 

 

問
とい

24 

問
とい

22 で、「２. 就労
しゅうろう

したいができない」または「３. 就労
しゅうろう

したくない」

と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

就労
しゅうろう

したいができない、またはしたくない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあては

まる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝182） 

１．希望
き ぼ う

の職種
しょくしゅ

がないから                                    7.7% 

２．通勤
つうきん

手段
しゅだん

がない、通勤
つうきん

が困難
こんなん

だから                         4.9% 

３． 給料
きゅうりょう

や賃金
ちんぎん

が安
やす

いから                                   1.1% 

４．職場
しょくば

環境
かんきょう

が悪
わる

いから                                      1.6% 

５．家庭
か て い

の事情
じじょう

（家事
か じ

、結婚
けっこん

、育児
い く じ

、就学
しゅうがく

など）があるから      2.2% 

６．働
はたら

く必要
ひつよう

がないから                                      0.0% 

７．働
はたら

く自信
じ し ん

がないから（年齢
ねんれい

や体力的
たいりょくてき

な理由
り ゆ う

を含
ふく

む）        20.3% 

８．障害
しょうがい

が重
おも

いから                                         46.2% 

９．その他
た

（                    ）       8.2% 

       ＮＡ                                                        7.7% 

 

→ 問
とい

25 へ 
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問
とい

25 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

就労
しゅうろう

するために必要
ひつよう

なことは何
なん

だと思
おも

いますか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．ハローワークなどの職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

                   5.6% 

２．職 業 相 談
しょくぎょうそうだん

・職 業
しょくぎょう

紹
しょう

介
かい

                                  3.2% 

３．職場
しょくば

への送迎
そうげい

、通勤
つうきん

費用
ひ よ う

の助成
じょせい

                             5.6% 

４．自分
じ ぶ ん

の能力
のうりょく

に合
あ

った仕事
し ご と

や勤務
き ん む

体制
たいせい

                       18.6% 

５．職場
しょくば

の人
ひと

の理解
り か い

、手助
て だ す

けが得
え

られる環境
かんきょう

                   29.2% 

６．会
かい

社内
しゃない

の設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

                             0.0% 

７．障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

での職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

                               14.6% 

８．その他
た

（              ）                   4.2% 

       ＮＡ                                                       19.1% 

 

問
とい

26 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、入院
にゅういん

や通院
つういん

をしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．通院
つういん

している → 問
とい

27 へ                                 54.9% 

   ２．入院
にゅういん

している                                            3.2% 

   ３．入院
にゅういん

も通院
つういん

もしていない                                 37.7% 

       ＮＡ                                                        4.2% 

 

問
とい

27 

問
とい

26 で、「１.通院
つういん

している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらい医療
いりょう

機関
き か ん

に通院
つういん

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝207） 

  １．ほぼ毎日
まいにち

       1.0%      ２．週
しゅう

に２～３回
かい

   1.4% 

 ３．週
しゅう

に１回
かい

      2.4%      ４．月
つき

に２～３回
かい

    12.1% 

５．月
つき

に１回
かい

      44.0%      ６．年
ねん

に数回
すうかい

      32.9% 

７．不定期
ふ て い き

          4.8%      ＮＡ                 1.4% 

 

→ 問
とい

28 へ 
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問
とい

28 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらい外出
がいしゅつ

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。（※ここでいう外出
がいしゅつ

とは、現在
げんざい

暮
く

らしている場所
ば し ょ

か

ら外
そと

に出
で

ることです。） 

  （ｎ＝377） 

  １．ほぼ毎日
まいにち

     60.2%      ２．週
しゅう

に２～３回
かい

   13.0% 

 ３．週
しゅう

に１回
かい

     6.4%      ４．月
つき

に２～３回
かい

      4.2% 

  ５．月
つき

に１回
かい

      3.2%      ６．年
ねん

に数回
すうかい

        5.0% 

   ７．まったく外出
がいしゅつ

しない   2.9%    ＮＡ             5.0% 

 

問
とい

29 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

外出
がいしゅつ

するときに困
こま

っていることはありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

  １．バスや電車
でんしゃ

に乗
の

ることができない                          18.0% 

   ２．交通
こうつう

手段
しゅだん

がない                                           7.7% 

   ３．交通
こうつう

手段
しゅだん

の運賃
うんちん

が高
たか

い                                     8.8% 

   ４．段差
だ ん さ

解消
かいしょう

などのバリアフリー化
か

がされていない              2.7% 

   ５．発作
ほ っ さ

、パニック、突然
とつぜん

のハプニング等
とう

があり不安
ふ あ ん

            12.5% 

   ６．利用
り よ う

したい施設
し せ つ

が送迎
そうげい

サービスをしていない                 3.7% 

   ７．外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

してくれる人
ひと

がいない                    9.5% 

   ８．他人
た に ん

の目
め

が気
き

になる                                      10.3% 

   ９．他人
た に ん

に気兼
き が

ねなく使
つか

える外出
がいしゅつ

手段
しゅだん

がない                    6.4% 

   10．手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

などがいないと、意思
い し

疎通
そ つ う

ができない             0.5% 

   11．その他
た

（                  ）           6.1% 

   12．特
とく

に困
こま

っていない                                        44.6% 
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★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざ

まな相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを 行
おこな

いま

す。 

 相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、

助言
じょげん

や福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

などの相談
そうだん

を受
う

けます。 

 

問
とい

30 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

   １．知
し

っていた      → 問
とい

31 へ                         78.8% 

   ２．知
し

らなかった     → 問
とい

33 へ                         17.5% 

       ＮＡ                                                        3.7% 

 

問
とい

31 

問
とい

30 で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝297） 

   １．相談
そうだん

したことがある  → 問
とい

33 へ                         74.7% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  → 問
とい

32 へ                         24.6% 

       ＮＡ                                                        0.7% 
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問
とい

32 

問
とい

31 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝73） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                       4.1% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                        11.0% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを周囲
しゅうい

に知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

   6.8% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            0.0% 

５．相談
そうだん

することがない                                      63.0% 

６．その他
た

（                    ）       5.5% 

       ＮＡ                                                        9.6% 

 

問
とい

33 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが、災害
さいがい

が発生
はっせい

したときに困
こま

ることや心配
しんぱい

なことは何
なん

ですか。最
もっと

も

あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

を知
し

らない                                      15.6% 

２．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

まで行
い

けない                                     7.7% 

３．緊急
きんきゅう

時
じ

に助
たす

けてくれる人
ひと

がいない                          5.6% 

４．緊急
きんきゅう

時
じ

に情報
じょうほう

を得
え

る手段
しゅだん

がない                           6.4% 

５．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

で必要
ひつよう

なケアが受
う

けられるか不安
ふ あ ん

                  35.8% 

（生活上
せいかつじょう

の介助
かいじょ

や医療
いりょう

・服薬
ふくやく

など） 

６．その他
た

（                    ）       8.5% 

       ＮＡ                                                       20.4% 
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問
とい

34 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

  （ｎ＝377） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                  9.5% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                  10.6% 

３．情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                        9.8% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                      9.8% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         8.5% 

６．教 育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                        4.5% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                     3.4% 

８．雇用
こ よ う

に関
かん

する場面
ば め ん

                                        10.3% 

９．婚姻
こんいん

・出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

ての場面
ば め ん

                                1.9% 

10．その他
た

（           ）                         2.7% 

11．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない →問
とい

36 へ                        53.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

35 へ 
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問
とい

35 

問
とい

34 で、「１、２、３、４、５、６、７、８、９、10」と答えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝112） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                  22.3% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           7.1% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 0.9% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                         15.2% 

５．行政機関
ぎょうせいきかん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                       8.9% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                    11.6% 

７．教 育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                          3.6% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   4.5% 

９．障害者雇用
しょうがいしゃこよう

をさらに進
すす

める                                20.5% 

10．その他
た

（                  ）           5.4% 

 

問
とい

36 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

障害
しょうがい

がある人
ひと

が社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で 最
もっと

も必要
ひつよう

と 考
かんが

えるものは何
なん

です

か。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝377） 

１．社会的
しゃかいてき

な理解
り か い

の促進
そくしん

                                      24.1% 

２．保険
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

                                        2.1% 

３．雇用
こ よ う

促進
そくしん

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

                                      9.8% 

４．経済的
けいざいてき

な支援
し え ん

                                            17.0% 

５．余暇
よ か

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

                                          4.5% 

６．生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

                                          7.2% 

７．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの充実
じゅうじつ

                                20.2% 

８．その他
た

（                 ）             2.4% 

       ＮＡ                                                       12.7% 
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○ 障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。



 

 



調査票Ｃ（精神保健福祉手帳所持者） 
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                     調査票Ｃ 

長岡市障害者生活実態調査 

 

＜問い合わせ先＞ 長岡市福祉保健部 福祉総務課 

住   所 〒940-8501 長岡市大手通１丁目４番地 10 

電   話 （0258）39‐2371（直通） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp

長岡市では、令和３年３月に「長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、障害児

福祉計画」をつくり、障害者施策を進めてしてきましたが、来年度、計画の見

直しを行います。 

この見直しにあたり、基礎資料とするため、「長岡市障害者生活実態調査」を

行います。 

この調査票は、１８歳以上６５歳未満で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

にお送りいたしました。 

今回の調査で使用した個人情報は、長岡市個人情報保護条例に基づく適正な取

り扱いを行います。 

また、調査票は無記名となっており、調査結果は、計画の見直しのためだけに

利用するもので、調査目的以外に用いることはありません。 

皆様のご意見やご要望を長岡市の福祉施策に生かすための大切な調査ですの

で、ぜひご協力くださいますようお願いします。 

令和４年１１月  長 岡 市  

ご記入にあたって 

・調査票の中の「あなた」とは、障害のあるご本人のことです。 

・ご本人が記入もしくは回答の難しい場合は、ご家族の方などがご本人のお考

えやお気持ちを記入してください。 

・ 令和４年８月１日現在の状況についてお答えください。 

回答方法は、以下の２つからどちらか１つを選択してください。 

① 調査票に直接記入し、同封の返信用封筒に入れて、郵送してください。 

封筒には、切手をはる必要も、住所・名前を書く必要もありません。 

② 右下の２次元コードを端末で読み取り、インターネット上の回答フォーム

から回答してください。 

 

回答期限：１１月２５日（金曜日）まで（①・②とも） 
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問１ 

あなたの年齢はどれにあてはまりますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．１０歳代    2.2%          ２．２０歳代     13.6% 

３．３０歳代     21.4%            ４．４０歳代   27.7% 

５．５０歳代   23.1%           ６．６０歳代      11.4% 

ＮＡ             0.5% 

 

問２ 
あなたの精神障害者保健福祉手帳の等級は次のどれですか。あてはまる番

号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．１級                                                     4.6% 

２．２級                                                    83.7% 

３．３級                                                    10.0% 

       ＮＡ                                                        1.7% 

 

問３ 
あなたは精神障害者保健福祉手帳のほかに障害者手帳の交付を受けていま

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．身体障害者手帳                                           9.0% 

２．療育手帳                                                 2.4% 

３．ほかの手帳は持っていない                                86.6% 

 

問４ 
あなたは現在、どこで暮らしていますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）  66.4% 

２．民間の賃貸アパート・マンション、借家                    18.2% 

３．市営住宅、県営住宅                                       4.6% 

４．グループホーム                                           4.9% 

５．その他（                    ）       4.9% 

       ＮＡ                                                        1.0% 

 

問５ 
あなたは、現在の暮らしの場を変えたいですか。あてはまる番号に１つだ

け○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．現在の暮らしの場を変えたい   → 問６                25.1% 

２．現在の暮らしの場を変えたくない → 問７                71.3% 

       ＮＡ                                                        3.6%
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問６ 

問５で、「１．現在の暮らしの場を変えたい」と答えた方にお聞きします。

あなたは今後、どこで暮らしたいですか。最もあてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

  （ｎ＝103） 

１．自分または家族の持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）  20.4% 

２．民間の賃貸アパート・マンション、借家                    43.7% 

３．市営住宅、県営住宅                                      10.7% 

４．グループホーム                                          11.7% 

５．その他（                    ）       9.7% 

       ＮＡ                                                        3.9% 

問７ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、だれと暮らしていますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝411）１．自分ひとり                                         18.7% 

２．家族                                               73.5% 

３．その他（                 ）        6.3% 

           ＮＡ                                                    1.5% 

問８ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在の同居者を変えたいですか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。（現在ひとり暮らしの方で、今後誰かと同居したいと考

えている場合は、「１．現在の同居者を変えたい」に〇をつけてください。） 

  （ｎ＝411） 

１．現在の同居者を変えたい   →問９                      18.7% 

２．現在の同居者を変えたくない →問 10                      77.4% 

       ＮＡ                                                        3.9% 

問９ 

問８で、「１．現在の同居者を変えたい」と答えた方にお聞きします。 

あなたは今後、だれと暮らしたいですか。最もあてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

  （ｎ＝77） 

１．自分ひとりで暮らしたい                                  51.9% 

２．家族と暮らしたい                                        15.6% 

３．その他（                    ）      24.7% 

  ＮＡ                                                       7.8% 

問 10 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、平日の昼間、主にどこで過ごしていますか。あてはまる番

号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．自宅                                                    57.4% 

２．学校                                                     1.5% 

３．会社などの勤め先                                        20.4% 

４．障害者通所施設                                          12.7% 

５．グループホーム                                           1.7% 

６．その他（                    ）       4.4% 

       ＮＡ                                                        1.9% 
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問 11 
すべての方にお聞きします。 

今後の昼間の過ごし方について、（１）、（２）の問にお答えください。 

 

(１) 
あなたは今後、平日の昼間、主にどこで過ごしたいですか。最もあて

はまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．自宅                                                    48.2% 

２．学校                                                     1.0% 

３．会社などの勤め先                                        30.7% 

４．障害者通所施設                                           9.7% 

５．グループホーム                                           2.2% 

６．障害者入所施設                                           1.7% 

７．その他（                    ）       3.9% 

       ＮＡ                                                        2.7% 

(２) 
あなたは今後、昼間どのようなサービスや支援が必要ですか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

自
宅
や
外
出
先
で
利
用
す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援 

１ 
ホームヘルパーに入浴や排せつなどの身体介護をしてもら

いたい                                           2.7% 

２ 
ホームヘルパーに掃除・洗濯・調理・買い物などの家事を支

援してもらいたい                                16.3% 

３ 
出かけるときに、ガイドヘルパーに付き添ってもらいたい 

6.1% 

４ 自宅で訪問入浴サービスを利用したい               2.4% 

な
ど
に
通
っ
て
利
用
す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援 

５ 
介護をしてくれる家族などが病気や用事があるときや休養

のため、短期間、施設に入所したい                 5.1% 

６ 施設に通って、生活するための訓練を受けたい      10.0% 

７ 
介護が必要なので、施設に通って、入浴や排せつ、食事の介

護などを受けたい                                 1.9% 

８ 
将来就職したいので、施設に通って、技術や知識を身につけ

たい                                            21.7% 

９ 
障害者施設などに通って、簡単な作業をしたり、社会との交

流をしたい                                      21.7% 

10 
社会福祉センターなどに通って、レクリエーションや創作的

活動などをしたい                                15.3% 

     11 サービスや支援は必要ない                        38.9% 
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問 12 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、

聴いたりしていますか（趣味を含む）。あてはまる番号に１つだけ○をつ

けてください。 

  （ｎ＝411） 

 １．している                                               64.5% 

   ２．したいと思うが、していない                              18.5% 

３．したいと思わない                                        14.4% 

       ＮＡ                                                        2.7% 

 

問 13 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝411） 

   １．している  →問 14 へ                                   13.4% 

   ２．していない →問 15 へ                                   84.4% 

       ＮＡ                                                        2.2% 

 

問 14 

問 13 で、「１．している」と答えた方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝55） 

   １．ほぼ毎日   21.8%    ２．週に２～３回    25.5% 

 ３．週に 1回   23.6%     ４．月に２～３回    12.7% 

５．月に 1回    7.3%   ６．年に数回           9.1% 

 

問 15 

問 13 で、「２．していない」と答えた方にお聞きします。 

あなたは機会があれば、スポーツをしたいと思いますか。あてはまる番号

に 1つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝347） 

   １．したいと思う                                            49.0% 

   ２．したいと思わない                                        49.9% 

       ＮＡ                                                        1.2% 
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問 16 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、就労していますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけて

ください。 

（ｎ＝411） 

１．１年以上継続して就労している → 問 17 へ                19.7% 

２．過去１年の間に、就労した   → 問 18 へ                10.7% 

３．就労していないが、障害者施設等へ通所している   →問 22 へ 

18.0% 

４．就労していないし、障害者施設等へも通所していない →問 21 へ 

49.1% 

       ＮＡ                                                        2.4% 

問 17 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」と答えた方にお聞きしま

す。 

あなたが就労し続けている、または続けることができている理由は何です

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝81） 

１．仕事にやりがいがあるから                                37.0% 

２．仕事の内容が自分に合っているから                        55.6% 

３．勤務時間が合っているから                                58.0% 

４．職場の同僚との関係が良好だから                          35.8% 

５．職場に相談できる人がいるから                            23.5% 

６．福祉サービスの就労定着支援を利用しているから      13.6% 

７．給料や賃金が高いから                                    12.3% 

８．生活のために働かなければならないから                    64.2% 

９．その他（                 ）             6.2% 

10．特にない                                                 1.2% 

問 18 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」または「２.過去１年の間

に、就労した」と答えた方にお聞きします。 

就労するために障害者施設等で行う職業訓練系の障害福祉サービスを利

用しましたか。あてはまる番号に〇をつけてください。 

  （ｎ＝125） 

１．利用した                         29.6% 

２．利用していない                      67.2% 

       ＮＡ                                                        3.2% 

→ 問 18 へ 

→ 問 19 へ 
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問 19 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」または「２.過去１年の間

に、就労した」と答えた方にお聞きします。 

どのような仕事をしていますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてく

ださい。 

  （ｎ＝125） 

１．自営業                                                   1.6% 

２．家の仕事（家業）の手伝い                                 0.8% 

３．内職                                                     0.8% 

４．会社や役所などの正社員・正規職員、会社役員              18.4% 

５．会社や役所などの臨時職員・派遣社員・パート              69.6% 

・アルバイト 

６．その他（                ）               6.4% 

       ＮＡ                                                        2.4% 

 

問 20 

問 16 で、「１.１年以上継続して就労している」または「２.過去１年の間

に、就労した」と答えた方にお聞きします。 

仕事をする上で困っていることはありますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝125） 

１．正社員として雇ってもらえない                            16.8% 

２．給料や賃金が少ない                                      41.6% 

３．仕事の内容が自分に合わない                              13.6% 

４．仕事の時間が長すぎる                                     9.6% 

５．通勤が不便                                              12.8% 

６．職場の人の理解がない             → 問 25 へ 

16.8% 

７．職場に相談できる人がいない                              18.4% 

８．職場の人とコミュニケーションが取れない                  25.6% 

９．トイレなどの設備がバリアフリー化されていない             0.8% 

10．その他（                 ）            13.6% 

11．特に困っていない                                        20.8% 

 

 

→ 問 20 へ 
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問 21 

問 16 で、「４.就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と

答えた方にお聞きします。 

過去に職業訓練系の障害福祉サービスを利用したことはありますか。あて

はまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝202） 

１．利用したことはあるが、現在は利用していない              17.3% 

２．利用しようと考え、体験通所をしたが、実際に利用           8.4% 

にいたらなかった 

３．利用しようと考えたことはあるが、特に行動していない      17.3% 

４．利用しようと考えたことはない                            48.5% 

       ＮＡ                                                        8.4% 

問 22 

問 16 で、「３. 就労していないが、障害者施設等へ通所している」または

「４. 就労していないし、障害者施設等へも通所していない」と答えた方

にお聞きします。 

就労したいと思いますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてくださ

い。 

  （ｎ＝276） 

１．就労したい       → 問 23 へ                      21.7% 

２．就労したいができない                                    38.8% 

３．就労したくない                                          25.4% 

       ＮＡ                                                       14.1% 

問 23 

問 22 で、「１. 就労したい」と答えた方にお聞きします。 

どのような内容の仕事をしたいと思いますか。最もあてはまる番号に１つ

だけ○をつけてください。 

  （ｎ＝60） 

１．農業、林業、漁業                                     1.7% 

２．一般事務                                                11.7% 

３．営業、販売                                               6.7% 

４．医療関係                                                 0.0% 

５．専門的、技術的職業                                    15.0% 

６．サービス業                                              16.7% 

（調理人、接客業、ビルや駐車場などの管理人、 

警備員、清掃業など） 

７．生産工程（部品組み立てや仕分け作業、採掘・              16.7% 

製造・建設作業、運輸・通信など） 

８．その他（               ）                21.7% 

       ＮＡ                                                       10.0% 

→ 問 24 へ 

→ 問 25 へ 

→ 問 22 へ 
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問 24 

問 22 で、「２. 就労したいができない」または「３. 就労したくない」と

答えた方にお聞きします。 

就労したいができない、またはしたくない理由は何ですか。最もあてはま

る番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝177） 

１．希望の職種がないから                                     2.3% 

２．通勤手段がない、通勤が困難だから                         3.4% 

３．給料や賃金が安いから                                     0.0% 

４．職場環境が悪いから                                       1.7% 

５．家庭の事情（家事、結婚、育児、就学など）があるから       9.0% 

６．働く必要がないから                                       3.4% 

７．働く自信がないから（年齢や体力的な理由を含む）          41.2% 

８．障害が重いから                                          22.0% 

９．その他（                    ）       9.0% 

       ＮＡ                                                        7.9% 

 

問 25 

すべての方にお聞きします。 

就労するために必要なことは何だと思いますか。最もあてはまる番号に１

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．ハローワークなどの職業訓練                               4.1% 

２．職業相談・職業紹介                                       6.1% 

３．職場への送迎、通勤費用の助成                             4.1% 

４．自分の能力に合った仕事や勤務体制                        28.2% 

５．職場の人の理解、手助けが得られる環境                    28.0% 

６．会社内の設備のバリアフリー化                             0.0% 

７．障害者施設での職業訓練                                  10.7% 

８．その他（                    ）       6.8% 

       ＮＡ                                                       11.9% 
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問 26 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、入院や通院をしていますか。あてはまる番号に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

   １．通院している      → 問 27 へ                      86.6% 

   ２．入院している                                             3.9% 

   ３．入院も通院もしていない                                   8.0% 

       ＮＡ                                                        1.5% 

 

問 27 

問 26 で、「１.通院している」と答えた方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらい医療機関に通院していますか。あてはまる番号

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝356） 

  １．ほぼ毎日       0.0%      ２．週に２～３回    5.6% 

 ３．週に１回       2.0%      ４．月に２～３回    11.2% 

  ５．月に１回      60.4%      ６．年に数回      18.5% 

   ７．不定期          1.4%      ＮＡ                 0.8% 

 

問 28 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらい外出していますか。あてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。（※ここでいう外出とは、現在暮らしている場所から

外に出ることです。） 

  （ｎ＝411） 

  １．ほぼ毎日     45.7%      ２．週に２～３回    27.0% 

 ３．週に１回      9.7%      ４．月に２～３回      7.1% 

  ５．月に１回      2.4%      ６．年に数回        1.9% 

  ７．まったく外出しない    4.9%    ＮＡ             1.2% 

 

 

 

 

 

 

→ 問 28 へ 
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問 29 

すべての方にお聞きします。 

外出するときに困っていることはありますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

  １．バスや電車に乗ることができない                          11.9% 

   ２．交通手段がない                                          10.9% 

   ３．交通手段の運賃が高い                                    11.9% 

   ４．段差解消などのバリアフリー化がされていない               1.9% 

   ５．発作、パニック、突然のハプニング等があり不安            24.8% 

   ６．利用したい施設が送迎サービスをしていない                 3.2% 

   ７．外出する際に介助してくれる人がいない                     3.9% 

   ８．他人の目が気になる                                      27.5% 

   ９．他人に気兼ねなく使える外出手段がない                     5.8% 

   10．手話通訳者などがいないと、意思疎通ができない             0.2% 

   11．その他（                    ）       9.5% 

12．特に困っていない                                        37.7% 

 

★ 次の表をご覧になってから、後の質問にお答えください。 

 

相談窓口 内容 

障害者相談支援センター 

地域における生活の中でのさまざ

まな相談や福祉サービスの紹介や

手続きの手伝いなどを行います。 

 相談支援センターふかさわ分室サンスマイル 

障がい者支援センターあさひ 

越路ハイム地域生活支援センター 

相談支援センターふかさわ 

障害者相談支援センターとちお 

障害者地域生活支援センター 生活全般に関する相談を受け、助言

や福祉サービス等の情報提供を行

います。 

 長岡療育園 

障害者就業・生活支援センター 就労面全般にわたる支援や日常生

活上の支援を行います。  障害者就業・生活支援センターこしじ 

身体障害者相談員・知的障害者相談員 
医療、補助具、生活、身の上、税金

などの相談を受けます。 
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問 30 

すべての方にお聞きします。 

あなたは上記のような相談窓口があることを知っていましたか。どちらか

１つの番号に○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

   １．知っていた      → 問 31 へ                        60.6% 

   ２．知らなかった     → 問 33 へ                        37.0% 

       ＮＡ                                                        2.4% 

 

問 31 

問 30 で、「１.知っていた」と答えた方にお聞きします。 

あなたは、困ったことや悩みごとを上記のような相談窓口に相談したこと

がありますか。どちらか１つの番号に○をつけてください。 

  （ｎ＝249） 

   １．相談したことがある  → 問 33 へ                        64.7% 

   ２．相談したことがない  → 問 32 へ                        33.7% 

       ＮＡ                                                        1.6% 

 

問 32 

問 31 で、「２.相談したことがない」と答えた方にお聞きします。 

相談したことがない理由は何ですか。最もあてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝84） 

１．相談窓口の場所や電話番号を知らない                       6.0% 

２．相談窓口の場所が遠くて行きにくい                        13.1% 

３．相談窓口で相談したことを周囲に知られてしまうことが心配   7.1% 

４．相談窓口の職員が信用できない                             7.1% 

５．相談することがない                                      44.0% 

６．その他（                    ）      17.9% 

       ＮＡ                                                        4.8% 

 

問 33 

すべての方にお聞きします。 

あなたが、災害が発生したときに困ることや心配なことは何ですか。最も

あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．避難場所を知らない                                      21.2% 

２．避難場所まで行けない                                     5.4% 

３．緊急時に助けてくれる人がいない                           7.8% 

４．緊急時に情報を得る手段がない                             3.9% 

５．避難場所で必要なケアが受けられるか不安                  37.0% 

  （生活上の介助や医療・服薬など） 

６．その他（                 ）            11.2% 

       ＮＡ                                                       13.6% 
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問 34 

すべての方にお聞きします。 

あなたは、過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は

ありましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

※障害者差別をなくすため、①不当な差別的取扱いの禁止、②合理的配慮の提供

が法律で定められています。 

①不当な差別的取扱いの禁止 

…障害を理由にサービスの提供等を拒否、制限すること 

②合理的配慮 

…障害のある人が困っているときに、支援側の負担になりすぎない範囲で配

慮をすること 

  （ｎ＝411） 

１．公共施設を利用する場面                                   6.6% 

２．交通機関を利用する場面                                   3.6% 

３．情報の取得や利用・意思疎通の場面                        11.9% 

４．買い物・外食の場面                                       5.8% 

５．医療に関する場面                                        11.7% 

６．教育に関する場面                                         3.6% 

７．文化活動に関する場面                                     1.7% 

８．雇用に関する場面                                        21.2% 

９．婚姻・出産・子育ての場面                                 4.1% 

10．その他（             ）                     5.1% 

11．差別を感じたことはない →問 36 へ                       49.4% 

 

問 35 

問 34 で、「１、２、３、４、５、６、７、８、９、10」と答えた方にお聞

きします。 

あなたが、障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何

ですか。最もあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝170） 

１．福祉教育を充実させる                                    11.8% 

２．講習会や学習会などを開催する                             4.7% 

３．施設や設備のバリアフリー化をさらに進める                 2.4% 

４．福祉サービスをさらに充実させる                          10.0% 

５．行政機関における配慮をさらに進める                      12.4% 

６．民間事業所における配慮をさらに進める                    10.6% 

７．教育における配慮をさらに進める                           2.9% 

８．イベントなどへ参加しやすいよう配慮する                   2.4% 

９．障害者雇用をさらに進める                                27.1% 

10．その他（                 ）             8.2% 

       ＮＡ                                                        7.6% 

 

→ 問 35 へ 
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問 36 

すべての方にお聞きします。 

障害がある人が社会生活を営む上で最も必要と考えるものは何ですか。最

もあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝411） 

１．社会的な理解の促進                                      24.8% 

２．保険・医療の充実                                         4.9% 

３．雇用促進と就労支援                                      12.9% 

４．経済的な支援                                            29.7% 

５．余暇活動の充実                                           1.7% 

６．生活環境の整備                                           3.4% 

７．障害福祉サービスの充実                                   8.0% 

８．その他（            ）                       4.1% 

       ＮＡ                                                       10.5% 

 

 

 

○ 障害者施策に関して、ご意見等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 



調査票Ｄ（障害者入所施設入所者） 
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                    調査票
ちょうさひょう

Ｄ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、 令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の

見直
み な お

しを行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、新潟県内
にいがたけんない

の障害者施設
しょうがいしゃしせつ

に入所
にゅうしょ

されている方
かた

にお送
おく

りいたしま

した。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご 協力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などがご本人
ほんにん

のお考
かんが

えやお気持
き も

ちを記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット上
じょう

の回答
かいとう

フォーム

から回答
かいとう

してください。 

 

回答
かいとう

期限
き げ ん

：１１月
がつ

２５日
にち

（金
きん

曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 
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問
とい

１ 
あなたの年齢

ねんれい

はどれにあてはまりますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝98） 

１．１０歳代
さいだい

      0.0%      ２．２０歳代
さいだい

         1.0% 

３．３０歳代
さいだい

      6.1%      ４．４０歳代
さいだい

         14.3% 

５．５０歳代
さいだい

     26.5%      ６．６０歳
さい

～６４歳
さい

  13.3% 

７．６５歳
さい

以上
いじょう

    38.8% 

問
とい

２ 
あなたは、どの障害者手帳

しょうがいしゃてちょう

の交付
こ う ふ

を受
う

けていますか。あてはまる番号
ばんごう

すべ

てに○をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

                                         49.0% 

２．療育
りょういく

手帳
てちょう

                                              68.4% 

３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

                                  4.1% 

問
とい

３ 
あなたの障害者

しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

は次
つぎ

のどれですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに

○をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

１～３級
きゅう

                       42.9% 

２．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

４～６級
きゅう

                        5.1% 

３．療育
りょういく

手帳
てちょう

Ａ                                            45.9% 

４．療育
りょういく

手帳
てちょう

Ｂ                                            16.3% 

５．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

１～３級
きゅう

                         2.0% 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、どの障害者入所施設
しょうがいしゃにゅうしょしせつ

に入所
にゅうしょ

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                    30.6% 

２．知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                    66.3% 

３．その他
た

（                    ）       1.0% 

       ＮＡ                                                        2.0% 

問
とい

５ 
あなたは今後

こ ん ご

、どこで暮
く

らしたいですか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝98） 

１．施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して暮
く

らしたい → 問
とい

６へ                    83.7% 

２．施設
し せ つ

を退
たい

所
しょ

して暮
く

らしたい  → 問
とい

８へ                    11.2% 

       ＮＡ                                                        5.1%
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問
とい

６ 

問
とい

５で、「１. 施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して暮
く

らしたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

なぜ、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して暮
く

らしていきたいと思
おも

いますか。あてはまる番号
ばんごう

す

べてに○をつけてください。 

  （ｎ＝82） 

１．障害
しょうがい

が重
おも

いから                                         41.5% 

２．安心
あんしん

して生活
せいかつ

することができるから                        79.3% 

３．自宅
じ た く

などで面倒
めんどう

をみてくれる家族
か ぞ く

などがいないから          46.3% 

４．自宅
じ た く

などがバリアフリーになっていないから                17.1% 

５．自宅
じ た く

などで暮
く

らしていくために必要
ひつよう

なお金
かね

がないから         8.5% 

６．障害者
しょうがいしゃ

のグループホームでどのような介護
か い ご

が受
う

けられるかよくわから

ないから                                                 9.8% 

７．その他
た

（                    ）      9.8% 

 

問
とい

７ 

問
とい

５で、「１. 施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して暮
く

らしたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

昼間
ひ る ま

どのようなサービスや支援
し え ん

を利用
り よ う

したいですか。 最
もっと

もあてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝82） 

１．入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

を受
う

けたい                     41.5% 

２．自立
じ り つ

した生活
せいかつ

ができるように、施設
し せ つ

の中
なか

で体
からだ

の 

機能
き の う

訓練
くんれん

や生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

をしたい               4.9% 

３．将来
しょうらい

就職
しゅうしょく

したいので、技術
ぎじゅつ

や知識
ち し き

を身
み

につけたい  → 問
とい

12 へ 

0.0% 

４．施設
し せ つ

のレクリエーションなどに参加
さ ん か

して、 

自由
じ ゆ う

に過
す

ごしたい                                        29.3% 

５．その他
た

（              ）                   2.4% 

       ＮＡ                                                       22.0% 
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問
とい

８ 

問
とい

５で、「２.施設
し せ つ

を退
たい

所
しょ

して暮
く

らしたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

どこで暮
く

らしていきたいですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけ

てください。 

  （ｎ＝11） 

１．自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど） 45.5% 

２．民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

アパート・マンション                           0.0% 

３．市営
し え い

住宅
じゅうたく

、県営
けんえい

住宅
じゅうたく

                                     9.1% 

４．障害者
しょうがいしゃ

のグループホーム                                 27.3% 

５．その他
た

（                    ）       9.1% 

       ＮＡ                                                        9.1% 

問
とい

９ 

問
とい

５で、「２.施設
し せ つ

を退
たい

所
しょ

して暮
く

らしたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

施設
し せ つ

を退
たい

所
しょ

しない、または退
たい

所
しょ

できない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

す

べてに○をつけてください。 

  （ｎ＝11） 

１．障害
しょうがい

が重
おも

いから                                         27.3% 

２．安心
あんしん

して生活
せいかつ

することができないから                      45.5% 

３．自宅
じ た く

などで面倒
めんどう

をみてくれる家族
か ぞ く

などがいないから          27.3% 

４．自宅
じ た く

などがバリアフリーになっていないから                 9.1% 

５．自宅
じ た く

などで暮
く

らしていくために必要
ひつよう

なお金
かね

がないから         9.1% 

６．障害者
しょうがいしゃ

のグループホームでどのような介護
か い ご

が受
う

けられるかよくわから

ないから                                                18.2% 

７．家族
か ぞ く

の同意
ど う い

が得
え

られないから                              27.3% 

８．家族
か ぞ く

などに悪
わる

いから                                       9.1% 

９．その他
た

（                    ）       0.0% 

問
とい

10 

問
とい

５で、「２.施設
し せ つ

を退
たい

所
しょ

して暮
く

らしたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

昼間
ひ る ま

、主
おも

にどこで過
す

ごしたいですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝11） 

１．自宅
じ た く

                                                    36.4% 

２．学校
がっこう

                                                     0.0% 

３．会社
かいしゃ

などの勤
つと

め先
さき

                                         0.0% 

４．障害者通所
しょうがいしゃつうしょ

施設
し せ つ

                                         27.3% 

５．障害者
しょうがいしゃ

のグループホーム                                 18.2% 

６．その他
た

（                    ）       9.1% 

       ＮＡ                                                        9.1% 
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問
とい

11 

問
とい

５で、「２.施設
し せ つ

を退
たい

所
しょ

して暮
く

らしたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

昼間
ひ る ま

どのようなサービスや支援
し え ん

が必要
ひつよう

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝11） 

自
宅

じ

た

く

や
外
出
先

が
い
し
ゅ
つ
さ
き

で
利
用

り

よ

う

す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援

し

え

ん 

１ 
ホームヘルパーに入浴

にゅうよく

や排
はい

せつなどの身体
しんたい

介護
か い ご

をしても

らいたい                                     27.3% 

２ 
ホームヘルパーに掃除

そ う じ

・洗濯
せんたく

・調理
ちょうり

・買
か

い物
もの

などの家事
か じ

を

支援
し え ん

してもらいたい                           27.3% 

３ 
出
で

かけるときに、ガイドヘルパーに付
つ

き添
そ

ってもらい 

27.3% 

４ 自宅
じ た く

で訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービスを利用
り よ う

したい          27.3% 

施
設

し

せ

つ

な
ど
に
通 か

よ

っ
て
利
用

り

よ

う

す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援

し

え

ん 

５ 
介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などが病気
びょうき

や用事
よ う じ

があるときや

休養
きゅうよう

のため、短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

したい       45.5% 

６ 施設
し せ つ

に通
かよ

って、生活
せいかつ

するための訓練
くんれん

を受
う

けたい   27.3% 

７ 
介護
か い ご

が必要
ひつよう

なので、施設
し せ つ

に通
かよ

って、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の

介護
か い ご

などを受
う

けたい                           36.4% 

８ 
将来
しょうらい

就 職
しゅうしょく

したいので、施設
し せ つ

に通
かよ

って、技術
ぎじゅつ

や知識
ち し き

を身
み

に

つけたい                                      9.1% 

９ 
障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

などに通
かよ

って、簡単
かんたん

な作業
さぎょう

をしたり、社会
しゃかい

との

交流
こうりゅう

をしたい                                36.4% 

10 
社会福祉
しゃかいふくし

センターなどに通
かよ

って、レクリエーションや

創作的活動
そうさくてきかつどう

などをしたい                       27.3% 

    11 サービスや支援
し え ん

は必要
ひつよう

ない                      0.0% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

   １．している                                               48.0% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                              25.5% 

３．したいと思
おも

わない                                        18.4% 

       ＮＡ                                                        8.2% 
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問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝98） 

   １．している  →問
とい

14 へ                                     9.2% 

   ２．していない →問
とい

15 へ                                    89.8% 

       ＮＡ                                                        1.0% 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝9） 

   １．ほぼ毎日
まいにち

   55.6%       ２．週
しゅう

に２～３回
かい

      33.3% 

３．週
しゅう

に１回
かい

     0.0%     ４．月
つき

に２～３回
かい

      0.0% 

５．月
つき

に１回
かい

   0.0%  ６．年
ねん

に数回
すうかい

            0.0% 

       ＮＡ            11.1% 

問
とい

15 

問
とい

13 で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝88） 

   １．したいと思
おも

う                                            27.3% 

   ２．したいと思
おも

わない                                        68.2% 

       ＮＡ                                                        4.5% 

問
とい

16 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらい外出
がいしゅつ

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。（※ここでいう外出
がいしゅつ

とは、施設
し せ つ

から外
そと

に出
で

ることで

す。） 

  （ｎ＝98） 

  １．ほぼ毎日
まいにち

              0.0%    ２．週
しゅう

に２～３回
かい

   2.0% 

 ３．週
しゅう

に１回
かい

             7.1%    ４．月
つき

に２～３回
かい

    17.3% 

  ５．月
つき

に１回
かい

             21.4%    ６．年
ねん

に数回
すうかい

      34.7% 

  ７．まったく外出
がいしゅつ

しない   16.3%     ＮＡ                1.0% 
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問 17  

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

外出
がいしゅつ

するときに困
こま

っていることはありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

  １．バスや電車
でんしゃ

に乗
の

ることができない             57.1% 

   ２．交通
こうつう

手段
しゅだん

がない                                         25.5% 

   ３．交通
こうつう

手段
しゅだん

の運賃
うんちん

が高
たか

い                                   13.3% 

   ４．段差
だ ん さ

解消
かいしょう

などのバリアフリー化
か

がされていない            13.3% 

   ５．発作
ほ っ さ

、パニック、突然
とつぜん

のハプニング等
とう

があり不安
ふ あ ん

           20.4% 

   ６．利用
り よ う

したい施設
し せ つ

が送迎
そうげい

サービスをしていない                7.1% 

   ７．外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

してくれる人
ひと

がいない                  17.3% 

   ８．他人
た に ん

の目
め

が気
き

になる                                      7.1% 

   ９．他人
た に ん

に気兼
き が

ねなく使
つか

える外出
がいしゅつ

手段
しゅだん

がない                  11.2% 

   10．手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

などがいないと、意思
い し

疎通
そ つ う

ができない            2.0% 

   11．その他
た

（                    ）     10.2% 

   12．特
とく

に困
こま

っていない                                       18.4% 

 

★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざま

な相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを行
おこな

います。 

 相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、助言
じょげん

や福祉
ふくし

サービス等
とう

の 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を

行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療 育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や 日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

な

どの相談
そうだん

を受
う

けます。 
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問
とい

18 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

   １．知
し

っていた      → 問
とい

19 へ                         43.9% 

   ２．知
し

らなかった     → 問
とい

21 へ                         52.0% 

       ＮＡ                                                        4.1% 

 

問
とい

19 

問
とい

18 で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝43） 

   １．相談
そうだん

したことがある  → 問
とい

21 へ                         48.8% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  → 問
とい

20 へ                         51.2% 

 

問
とい

20 

問
とい

19 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝22） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                      13.6% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                         0.0% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを周囲
しゅうい

に知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

   0.0% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            0.0% 

５．相談
そうだん

することがない                                      77.3% 

６．その他
た

（                    ）       9.1% 
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問
とい

21 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

  （ｎ＝98） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                  4.1% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                   0.0% 

３．情報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・
てん

意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                        3.1% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                      5.1% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         5.1% 

６．教育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                        0.0% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                     1.0% 

８．雇用
こ よ う

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         0.0% 

９．婚姻
こんいん

・出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

ての場面
ば め ん

                                0.0% 

10．その他
た

（             ）                     7.1% 

11．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない →問
とい

23 へ                        64.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

22 へ 
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問
とい

22 

問
とい

21 で、「１、２、３、４、５、６、７、８、９、10」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝16） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                  25.0% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           0.0% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 0.0% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                         31.3% 

５．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                      0.0% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                     6.3% 

７．教育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                          6.3% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   6.3% 

９．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をさらに進
すす

める                                0.0% 

10．その他
た

（                   ）        12.5% 

       ＮＡ                                                       12.5% 

 

問
とい

23 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

障害
しょうがい

がある人
ひと

が社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で 最
もっと

も必要
ひつよう

と 考
かんが

えるものは何
なん

です

か。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝98） 

１．社会的
しゃかいてき

な理解
り か い

の促進
そくしん

                                      15.3% 

２．保険
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

                                        2.0% 

３．雇用
こ よ う

促進
そくしん

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

                                      1.0% 

４．経済的
けいざいてき

な支援
し え ん

                                             7.1% 

５．余暇
よ か

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

                                         14.3% 

６．生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

                                         20.4% 

７．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの充実
じゅうじつ

                                16.3% 

８．その他
た

（                   ）         1.0% 

       ＮＡ                                                       22.4% 
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○障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



調査票Ｅ（高齢者） 
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                    調査票
ちょうさひょう

Ｅ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の見直
み な お

し

を行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、６５歳
さい

以上
いじょう

で障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお送
おく

りいたしまし

た。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット上
じょう

の回答
かいとう

フォーム

から回答
かいとう

してください。 

 

回答
かいとう

期限
き げ ん

：１１月
がつ

２５日
にち

（金
きん

曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などがご本人
ほんにん

のお考
かんが

えやお気持
き も

ちを記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 
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問
とい

１ 
あなたの年齢

ねんれい

はどれにあてはまりますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．６５歳
さい

～６９歳
さい

  22.0%  ２．７０歳
さい

代
だい

  44.6%  ３．８０歳
さい

代
だい

  26.2%         

４．９０歳
さい

以上
いじょう

        5.9%  ＮＡ          1.3% 

 

問
とい

２ 
あなたは、どの障害者手帳

しょうがいしゃてちょう

の交付
こ う ふ

を受
う

けていますか。あてはまる番号
ばんごう

すべ

てに○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

                                         64.9% 

２．療育
りょういく

手帳
てちょう

                                              10.5% 

３．精神障害者保健福祉手帳
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

                                  25.6% 

問
とい

３ 
あなたの障害者手帳

しょうがいしゃてちょう

の等級
とうきゅう

は次
つぎ

のどれですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに

○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．身体障害者手帳総合等級
しんたいしょうがいしゃてちょうそうごうとうきゅう

１～３級
きゅう

                       43.3% 

２．身体障害者手帳総合等級
しんたいしょうがいしゃてちょうそうごうとうきゅう

４～６級
きゅう

                       26.2% 

３．療育
りょういく

手帳
てちょう

Ａ                                             6.2% 

４．療育
りょういく

手帳
てちょう

Ｂ                                             6.6% 

５．精神障害者保健福祉手帳
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

１～３級
きゅう

                         22.0% 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、どこで暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど） 64.9% 

２．民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                     6.2% 

３．市営
し え い

住宅
じゅうたく

、県営
けんえい

住宅
じゅうたく

                                     3.3% 

４．グループホーム                                           9.2% 

５．その他
た

（                    ）      15.4% 

       ＮＡ                                                        1.0% 

問
とい

５ 
あなたは現在

げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたいですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．現在
げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたい   →問
とい

６                  12.1% 

２．現在
げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたくない →問
とい

７                  83.0% 

       ＮＡ                                                        4.9% 



503 

 

問
とい

６ 

問５で、「１．現在
げんざい

の暮
く

らしの場
ば

を変
か

えたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。

あなたは今後
こ ん ご

、どこで暮
く

らしたいですか。 最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだ

け○をつけてください。 

  （ｎ＝37） 

１．自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど） 29.7% 

２．民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                    13.5% 

３．市営
し え い

住宅
じゅうたく

、県営
けんえい

住宅
じゅうたく

                                    16.2% 

４．グループホーム                                          21.6% 

５．その他
た

（                    ）      16.2% 

       ＮＡ                                                        2.7% 

問
とい

７ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、だれと暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．自分
じ ぶ ん

ひとり                                              20.0% 

２．家族
か ぞ く

                                                    56.1% 

３．その他
た

（                    ）      20.0% 

       ＮＡ                                                        3.9% 

問
とい

８ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたいですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。（現在
げんざい

ひとり暮
ぐ

らしの方
かた

で、今後
こ ん ご

誰
だれ

かと同居
どうきょ

したいと考
かんが

えている場合
ば あ い

は、「１．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたい」に〇をつけてください。） 

  （ｎ＝305） 

１．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたい   →問
とい

９                       7.5% 

２．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたくない →問
とい

10                      79.3% 

       ＮＡ                                                       13.1% 

問
とい

９ 

問
とい

８で、「１．現在
げんざい

の同居者
どうきょしゃ

を変
か

えたい」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは今後
こ ん ご

、だれと暮
く

らしたいですか。 最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだ

け○をつけてください。 

  （ｎ＝23） 

   １．自分
じ ぶ ん

ひとりで暮
く

らしたい                                  30.4% 

２．家族
か ぞ く

と暮
く

らしたい                                        47.8% 

３．その他
た

（                    ）      21.7% 
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問
とい

10 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、平日
へいじつ

の昼間
ひ る ま

、主
おも

にどこで過
す

ごしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．自宅
じ た く

                                                    64.6% 

２．学校
がっこう

                                                     0.0% 

３．会社
かいしゃ

などの勤
つと

め先
さき

                                         2.0% 

４．障害者通所
しょうがいしゃつうしょ

施設
し せ つ

                                          7.5% 

５．グループホーム                                           3.9% 

６．その他
た

（                    ）      17.7% 

       ＮＡ                                                        4.3% 

 

問
とい

11 
すべての方

かた

にお聞
き

きします。 

今後
こ ん ご

の昼間
ひ る ま

の過
す

ごし方
かた

について、（１）、（２）の問
とい

にお答
こた

えください。 

 

(１) 
あなたは今後

こ ん ご

、平日
へいじつ

の昼間
ひ る ま

、主
おも

にどこで過
す

ごしたいですか。最
もっと

もあて

はまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．自宅
じ た く

                                         64.3% 

２．学校
がっこう

                                            0.0% 

３．会社
がいしゃ

などの勤
つと

め先
さき

                                         1.6% 

４．障害者通所
しょうがいしゃつうしょ

施設
し せ つ

                                          6.2% 

５．グループホーム                                           6.2% 

６．障害者
しょうがいしゃ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                         4.6% 

７．その他
た

（                    ）      10.5% 

       ＮＡ                                                        6.6% 
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(２) 
あなたは今後

こ ん ご

、昼間
ひ る ま

どのようなサービスや支援
し え ん

が必要
ひつよう

ですか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

自
宅

じ

た

く

や
外
出
先

が
い
し
ゅ
つ
さ
き

で
利
用

り

よ

う

す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援

し

え

ん 

１ 
ホームヘルパーに入浴

にゅうよく

や排
はい

せつなどの身体
しんたい

介護
か い ご

をしても

らいたい                                       9.5% 

２ 
ホームヘルパーに掃除

そ う じ

・洗濯
せんたく

・調理
ちょうり

・買
か

い物
もの

などの家事
か じ

を

支援
し え ん

してもらいたい                            15.7% 

３ 
出
で

かけるときに、ガイドヘルパーに付
つ

き添
そ

ってもらいたい

8.5% 

４ 自宅
じ た く

で訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービスを利用
り よ う

したい            8.5% 

施
設

し

せ

つ

な
ど
に
通 か

よ

っ
て
利
用

り

よ

う

す
る 

サ
ー
ビ
ス
や
支
援

し

え

ん 

５ 
介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などが病気
びょうき

や用事
よ う じ

があるときや

休養
きゅうよう

のため、短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

したい        13.8% 

６ 施設
し せ つ

に通
かよ

って、生活
せいかつ

するための訓練
くんれん

を受
う

けたい     7.2% 

７ 
介護
か い ご

が必要
ひつよう

なので、施設
し せ つ

に通
かよ

って、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の

介護
か い ご

などを受
う

けたい                            14.8% 

８ 
将来
しょうらい

就 職
しゅうしょく

したいので、施設
し せ つ

に通
かよ

って、技術
ぎじゅつ

や知識
ち し き

を身
み

に

つけたい                                       2.0% 

９ 
障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

などに通
かよ

って、簡単
かんたん

な作業
さぎょう

をしたり、社会
しゃかい

との

交流
こうりゅう

をしたい                                 12.8% 

10 
社会福祉
しゃかいふくし

センターなどに通
かよ

って、レクリエーションや

創作的活動
そうさくてきかつどう

などをしたい                         9.5% 

    11 サービスや支援
し え ん

は必要
ひつよう

ない                      31.1% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

   １．している                                               35.4% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                              29.5% 

３．したいと思
おも

わない                                        30.2% 

       ＮＡ                                                        4.9% 
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問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝305） 

１．している  →問
とい

14 へ                                     7.2% 

   ２．していない →問
とい

15 へ                                    90.8% 

       ＮＡ                                                        2.0% 

 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝22） 

１．ほぼ毎日
まいにち

     36.4%     ２．週
しゅう

に２～３回
かい

     36.4% 

３．週
しゅう

に１回
かい

     18.2%    ４．月
つき

に２～３回
かい

      4.5% 

       ５．月
つき

に１回
かい

     0.0%     ６．年
ねん

に数回
すうかい

           4.5% 

問
とい

15 

問
とい

13 で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝277） 

１．したいと思
おも

う                                            18.4% 

   ２．したいと思
おも

わない                                        76.9% 

       ＮＡ                                                        4.7% 

問
とい

16 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、介護保険
か い ご ほ け ん

の要介護認定
ようかいごにんてい

を受
う

けていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．要支援
ようしえん

１                                                 4.3% 

２．要支援
ようしえん

２                                                 6.2% 

３．要介護
ようかいご

１                                                 6.6% 

４．要介護
ようかいご

２    →問
とい

17 へ                               5.9% 

５．要介護
ようかいご

３                                                 6.6% 

６．要介護
ようかいご

４                                                 4.9% 

７．要介護
ようかいご

５                                                 5.2% 

８．受
う

けていない  →問
とい

19 へ                               55.1% 

       ＮＡ                                                        5.2% 
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問
とい

17 

問
とい

16 で、「１、２、３、４、５、６、７」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、介護保険
か い ご ほ け ん

のサービスを利用
り よ う

していますか。どちらか１つの

番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝121） 

１．利用
り よ う

している  → 問
とい

18 へ                               65.3% 

   ２．利用
り よ う

していない → 問
とい

19 へ                               23.1% 

       ＮＡ                                                       11.6% 

問
とい

18 

問
とい

17 で、「１.利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、利用
り よ う

している介護保険
か い ご ほ け ん

サービスはどれですか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝79） 

１．ホームヘルパーなどの専門家
せんもんか

から自宅
じ た く

に訪問
ほうもん

してもらい、介護
か い ご

や看護

を受
う

けるサービス                                        31.6% 

  （訪問
ほうもん

介護
か い ご

、訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

介護
か い ご

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

、訪問
ほうもん

リハビリテーションなど） 

２．日帰
ひ が え

りで施設
し せ つ

に通
かよ

って介護
か い ご

やリハビリを受
う

けるサービス      53.2% 

  （通所
つうしょ

介護
か い ご

〔デイサービス〕、通所
つうしょ

リハビリテーション〔デイケア〕など） 

３．短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に宿泊
しゅくはく

して介護
か い ご

を受
う

けるサービス（ショートステイ） 

（短期
た ん き

入所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

療養
りょうよう

介護
か い ご

）                      21.5% 

４．日常生活上
にちじょうせいかつじょう

の自立
じ り つ

を助
たす

けるための福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

の利用
り よ う

          44.3% 

  （福祉用具貸与
ふ く し よ う ぐ た い よ

、福祉用具購入
ふ く し よ う ぐ こ う に ゅ う

） 

５．手
て

すりの取
と

り付
つ

けや段差解消
だんさかいしょう

などのための住宅
じゅうたく

の改修
かいしゅう

（住宅改修
じゅうたくかいしゅう

）

24.1% 

６．介護付
か い ご つ

き有料老人
ゆうりょうろうじん

ホームへの入居
にゅうきょ

（特定施設入居者生活介護
とくていしせつにゅうきょしゃせいかつかいご

） 6.3% 

７．定期的
ていきてき

な巡回訪問
じゅんかいほうもん

や通報
つうほう

により、自宅
じ た く

で介護
か い ご

や看護
か ん ご

を受
う

けるサービス

（夜間
や か ん

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、定期
て い き

巡回
じゅんかい

・随時対応型訪問介護看護
ずいじたいおうがたほうもんかいごかんご

）     2.5% 

８．認知症高齢者
にんちしょうこうれいしゃ

グループホームへの入居
にゅうきょ

                      0.0% 

（認知症対応型共同生活介護
にんちしょうたいおうがたきょうどうせいかつかいご

） 

９．施設
し せ つ

への通
かよ

いを中心
ちゅうしん

として、泊
と

まり、訪問
ほうもん

サービスを組
く

み合
あ

わせて、

介護
か い ご

や看護
か ん ご

を受
う

けるサービス                               3.8% 

（小規模多機能型居宅介護
しょうきぼたきのうがたきょたくかいご

、看護
か ん ご

小規模
しょうきぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

） 

10．介護予防
か い ご よ ぼ う

に効果
こ う か

のあるサービス                             3.8% 

・ 運動器
うんどうき

の機能
き の う

向上
こうじょう

（筋力
きんりょく

トレーニングなど） 

・ 栄養
えいよう

改善
かいぜん

 

・ 口腔
こうくう

機能
き の う

の向上
こうじょう

（お口
くち

の体操
たいそう

、口腔
こうくう

ケアなど） 

11．その他
た

                                                   5.1% 
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問
とい

19 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、入院
にゅういん

や通院
つういん

をしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

   １．通院
つういん

している → 問
とい

20 へ                                75.4% 

   ２．入院
にゅういん

している                                           10.5% 

   ３．入院
にゅういん

も通院
つういん

もしていない                                  9.5% 

       ＮＡ                                                        4.6% 

問
とい

20 

問
とい

19 で、「１.通院
つういん

している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらい医療
いりょう

機関
き か ん

に通院
つういん

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝230） 

  １．ほぼ毎日
まいにち

        0.0%     ２．週
しゅう

に２～３回
かい

    4.8% 

 ３．週
しゅう

に１回
かい

       2.2%     ４．月
つき

に２～３回
かい

     23.5% 

５．月
つき

に１回
かい

       44.8%     ６．年
ねん

に数回
すうかい

       20.0%   

７．不定期
ふ て い き

           1.7%     ＮＡ                  3.0% 

問
とい

21 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらい外出
がいしゅつ

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。（※ここでいう外出
がいしゅつ

とは、現在
げんざい

暮
く

らしている場所
ば し ょ

か

ら外
そと

に出
で

ることです。） 

  （ｎ＝305） 

  １．ほぼ毎日
まいにち

            28.2%       ２．週
しゅう

に２～３回
かい

    27.5% 

    ３．週
しゅう

に１回
かい

            8.2%       ４．月
つき

に２～３回
かい

      6.9% 

  ５．月
つき

に１回
かい

             4.3%       ６．年
ねん

に数回
すうかい

        6.6% 

   ７．まったく外出
がいしゅつ

しない  14.4%       ＮＡ                  3.9% 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

21 へ 
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問
とい

22 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

外出
がいしゅつ

するときに困
こま

っていることはありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○

をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

  １．バスや電車
でんしゃ

に乗
の

ることができない                          22.3% 

   ２．交通
こうつう

手段
しゅだん

がない                                          13.4% 

   ３．交通
こうつう

手段
しゅだん

の運賃
うんちん

が高
たか

い                                    15.7% 

   ４．段差
だ ん さ

解消
かいしょう

などのバリアフリー化
か

がされていない              7.2% 

   ５．発作
ほ っ さ

、パニック、突然
とつぜん

のハプニング等
とう

があり不安
ふ あ ん

             3.3% 

   ６．利用
り よ う

したい施設
し せ つ

が送迎
そうげい

サービスをしていない                 3.0% 

   ７．外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

してくれる人
ひと

がいない                    4.9% 

   ８．他人
た に ん

の目
め

が気
き

になる                                       4.9% 

   ９．他人
た に ん

に気兼
き が

ねなく使
つか

える外出
がいしゅつ

手段
しゅだん

がない                    4.3% 

   10．手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

などがいないと、意思
い し

疎通
そ つ う

ができない             0.7% 

   11．その他
た

（                    ）       6.9% 

   12．特
とく

に困
こま

っていない                                        43.9% 

 

★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざ

まな相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを 行
おこな

いま

す。 

 相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、

助言
じょげん

や福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

などの相談
そうだん

を受
う

けます。 
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問
とい

23 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

   １．知
し

っていた      → 問
とい

24 へ                         44.6% 

   ２．知
し

らなかった     → 問
とい

26 へ                         49.8% 

       ＮＡ                                                        5.6% 

問
とい

24 

問
とい

23 で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝136） 

   １．相談
そうだん

したことがある  → 問
とい

26 へ                         38.2% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  → 問
とい

25 へ                         58.1% 

       ＮＡ                                                        3.7% 

問
とい

25 

問
とい

24 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝79） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                       6.3% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                         1.3% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを周囲
しゅうい

に知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

   0.0% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            3.8% 

５．相談
そうだん

することがない                                      63.3% 

６．その他
た

（                    ）      19.0% 

       ＮＡ                                                        6.3% 

問
とい

26 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが、災害
さいがい

が発生
はっせい

したときに困
こま

ることや心配
しんぱい

なことは何
なん

ですか。最
もっと

も

あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

を知
し

らない                                       9.8% 

２．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

まで行
い

けない                                    16.1% 

３．緊急
きんきゅう

時
じ

に助
たす

けてくれる人
ひと

がいない                          6.6% 

４．緊急
きんきゅう

時
じ

に情報
じょうほう

を得
え

る手段
しゅだん

がない                           3.9% 

５．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

で必要
ひつよう

なケアが受
う

けられるか不安
ふ あ ん

                  31.1% 

（生活上
せいかつじょう

の介助
かいじょ

や医療
いりょう

・服薬
ふくやく

など） 

６．その他
た

（                    ）       8.5% 

 ＮＡ                                                       23.9% 

→ 問
とい

18 へ 
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問
とい

27 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

  （ｎ＝305） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                  3.0% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                   3.0% 

３．情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                        2.6% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                      5.6% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         4.6% 

６．教 育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                        0.0% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                     0.3% 

８．雇用
こ よ う

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         1.3% 

９．婚姻
こんいん

・出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

ての場面
ば め ん

                                0.3% 

10．その他
た

（             ）                     4.3% 

11．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない →問
とい

29 へ                        63.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

28 へ 
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問
とい

28 

問
とい

27 で、「１、２、３、４、５、６、７、８、９、10」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝50） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                   4.0% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           6.0% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 4.0% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                         18.0% 

５．行政
ぎょうせい

機関
きかん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                    16.0% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                     2.0% 

７．教 育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                          4.0% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   4.0% 

９．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をさらに進
すす

める                                8.0% 

10．その他
た

（                  ）          12.0% 

ＮＡ                                                        22.0% 

 

問
とい

29 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

障害
しょうがい

がある人
ひと

が社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で 最
もっと

も必要
ひつよう

と 考
かんが

えるものは何
なん

です

か。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝305） 

１．社会的
しゃかいてき

な理解
り か い

の促進
そくしん

                                      14.8% 

２．保険
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

                                        9.8% 

３．雇用
こ よ う

促進
そくしん

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

                                      1.6% 

４．経済的
けいざいてき

な支援
し え ん

                                            30.5% 

５．余暇
よ か

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

                                          2.0% 

６．生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

                                          6.2% 

７．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの充実
じゅうじつ

                                15.1% 

８．その他
た

（                   ）         2.0% 

ＮＡ                                                        18.0% 
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○ 障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。



 

 

 



調査票Ｆ－１（就学前児童） 
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                    調査票Ｆ－１ 

長岡市障害者生活実態調査 

＜問い合わせ先＞ 長岡市福祉保健部 福祉総務課 

住   所 〒940-8501 長岡市大手通１丁目４番地 10 

電   話 （0258）39‐2371（直通） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市では、令和３年３月に「長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、障害児福

祉計画」をつくり、障害者施策を進めてきましたが、来年度、計画の見直しを行い

ます。 

この見直しにあたり、基礎資料とするため、「長岡市障害者生活実態調査」を行

います。 

この調査票は、現在受けている教育（療育）段階が就学前の療育・教育段階であ

る障害者手帳や児童通所受給者証をお持ちの方にお送りいたしました。 

今回の調査で使用した個人情報は、長岡市個人情報保護条例に基づく適正な取り

扱いを行います。 

また、調査票は無記名となっており、調査結果は、計画の見直しのためだけに利

用するもので、調査目的以外に用いることはありません。 

皆様のご意見やご要望を長岡市の福祉施策に生かすための大切な調査ですので、

ぜひご協力くださいますようお願いします。 

令和４年１１月  長 岡 市  

ご記入にあたって 

・調査票の中の「あなた」とは、障害のあるご本人または通所支援を受けている 

ご本人のことです。 

・ご本人が記入もしくは回答の難しい場合は、ご家族の方などが代わりに記入し

てください。 

・令和４年８月１日現在の状況についてお答えください。 

・令和４年８月１日現在の状況についてお答えください。 
回答方法は、以下の２つからどちらか１つを選択してください。 

① 調査票に直接記入し、同封の返信用封筒に入れて、郵送してください。 

封筒には、切手をはる必要も、住所・名前を書く必要もありません。 

② 右下の２次元コードを端末で読み取り、インターネット上の回答フォームか

ら回答してください。 

回答期限：１１月２５日（金曜日）まで（①・②とも） 

 



518 

 

調査項目Ⅰ及びⅡの両方について、お答えください。 

 

調査項目Ⅰ 

 

問１ あなたは何歳ですか。回答欄に記入してください。 

  （ｎ＝18） 

（       ）歳 （令和４年８月１日現在） 

   3 歳 16.7%  4 歳 22.2% 5 歳 44.4% 6 歳 16.7% 

 

問２ 
あなたがお持ちの障害者手帳はありますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．身体障害者手帳総合等級１～３級                            11.1% 

２．身体障害者手帳総合等級４～６級                             5.6% 

３．療育手帳Ａ                                                22.2% 

４．療育手帳Ｂ                                                61.1% 

５．精神障害者保健福祉手帳１～３級                             0.0% 

６．障害者手帳は持っていない                                   5.6% 

 

問３ 
あなたは現在、どこで暮らしていますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．家族などの持ち家（一戸建て、分譲マンションなど）          88.9% 

２．賃貸アパート・マンション、借家                            11.1% 

３．入所施設                                                   0.0% 

４．その他（                    ）         0.0% 

 

問４ 
あなたは現在、だれと暮らしていますか。あてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．家族                                                     100.0% 

２．施設入所                                                   0.0% 

３．その他（                    ）         0.0%
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問５ 

あなたは現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、

聴いたりしていますか（趣味を含む）。あてはまる番号に１つだけ○をつ

けてください。 

  （ｎ＝18） 

   １．している                                                 44.4% 

   ２．したいと思うが、していない                                38.9% 

３．したいと思わない                                          16.7% 

 

問６ 
あなたは現在、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝18） 

   １．している  →問７へ                                       0.0% 

   ２．していない →問８へ                                     100.0% 

 

問７ 

問６で、「１．している」と答えた方にお聞きします。 

あなたは現在、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝0） 

   １．ほぼ毎日  0.0%    ２．週に２～３回    0.0% 

   ３．週に 1回    0.0%   ４．月に２～３回  0.0% 

５．月に 1回  0.0%   ６．年に数回        0.0% 

 

問８ 

問６で、「２．していない」と答えた方にお聞きします。 

あなたは機会があれば、スポーツをしたいと思いますか。どちらか１つの

番号に○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

   １．したいと思う                                              77.8% 

   ２．したいと思わない                                          22.2% 
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★ 次の表をご覧になってから、後の質問にお答えください。 

 

相談窓口 内容 

障害者相談支援センター 

地域における生活の中でのさまざ

まな相談や福祉サービスの紹介や

手続きの手伝いなどを行います。 

 相談支援センターふかさわ分室サンスマイル 

障がい者支援センターあさひ 

越路ハイム地域生活支援センター 

相談支援センターふかさわ 

障害者相談支援センターとちお 

障害者地域生活支援センター 生活全般に関する相談を受け、助

言や福祉サービス等の情報提供を

行います。 

 長岡療育園 

障害者就業・生活支援センター 就労面全般にわたる支援や日常生

活上の支援を行います。  障害者就業・生活支援センターこしじ 

身体障害者相談員・知的障害者相談員 
医療、補助具、生活、身の上、税

金などの相談を受けます。 

長岡市子ども家庭センターこども発達相談室 

就学前の子ども成長や発達に関す

る不安や悩みごとの相談を行いま

す。 

子ども・青少年相談センター 
発達障害、不登校、学習や行動の

悩み、就学などの相談を行います。 

長岡市学校教育課 特別支援教育係 
特別支援教育、就学などの相談を

行います。 

 

問９ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは上記のような相談窓口があることを知っていましたか。どちらか

１つの番号に○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

   １．知っていた   →問 10 へ                                77.8% 

   ２．知らなかった  →問 12 へ                                16.7% 

       ＮＡ                                                         5.6% 

問 10 

問９で、「１.知っていた」と答えた方にお聞きします。 

あなたは、困ったことや悩みごとを上記のような相談窓口に相談したこと

がありますか。どちらか１つの番号に○をつけてください。 

  （ｎ＝14） 

１．相談したことがある  →問 12 へ                          78.6% 

   ２．相談したことがない  →問 11 へ                          21.4% 
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問 11 

問 10 で、「２.相談したことがない」と答えた方にお聞きします。 

相談したことがない理由は何ですか。最もあてはまる番号に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝3） 

１．相談窓口の場所や電話番号を知らない                        0.0% 

２．相談窓口の場所が遠くて行きにくい                         33.3% 

３．相談窓口で相談したことを知り合いに知られてしまうことが心配 

0.0% 

４．相談窓口の職員が信用できない                              0.0% 

５．相談することがない                                       66.7% 

６．その他（                    ）        0.0% 

 

問 12 

すべての方にお聞きします。 

あなたは、希望する方に市が配付している相談支援ファイル「すこやかフ

ァイル」を知っていますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてくださ

い。 

  （ｎ＝18） 

１．知っているし、利用している                               27.8% 

２．知っているが、利用していない                             38.9% 

３．知らない                                                 33.3% 

 

問 13 

すべての方にお聞きします。 

あなたはどのような在宅福祉サービスを利用していますか。あてはまる番

号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．短期入所（ショートステイ）                                 5.6% 

   ２．日中一時支援                                               0.0% 

   ３．ファミリー・サポート・センター                             0.0% 

   ４．児童発達支援                                              55.6% 

   ５．保育所等訪問支援                                           0.0% 

   ６．その他（            ）                         0.0% 

   ７．在宅福祉サービスを利用していない →問 16 へ               33.3% 

 

 

 

 

 

→問 14 へ 
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問 14 

問 13 で、「１、２、３、４、５、６」と答えた方にお聞きします。 

あなたはどのような理由で在宅福祉サービスを利用していますか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝12） 

１．親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから 8.3% 

   ２．親以外に面倒を見てくれる家族がいないから                   0.0% 

   ３．家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができない 

から                                                       0.0% 

   ４．ときどき家族に休息をとってもらうため（介護負担の軽減）     8.3% 

   ５．自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから             0.0% 

   ６．冠婚葬祭などで家族が不在になるから                         0.0% 

   ７．集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため 

58.3% 

   ８．その他（                    ）         8.3% 

 

問 15 

問 13 で、「１、２、３、４、５、６」と答えた方にお聞きします。 

在宅福祉サービスは十分に利用できていますか。あてはまる番号に１つだ

け○をつけてください。 

  （ｎ＝12） 

１．十分に利用できている                                     16.7% 

   ２．おおむね利用できている                                   41.7% 

   ３．利用できないことがよくある                                0.0% 

   ４．ほとんど利用できていない                                 16.7% 

       ＮＡ                                                        25.0% 

 

問 16 

問 13 で、「７．在宅福祉サービスを利用していない」と答えた方にお聞き

します。 

あなたが在宅福祉サービスを利用していない理由は何ですか。あてはまる

番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝6） 

１．在宅福祉サービスを利用したいが、十分に利用できないから →問 17 へ 

0.0% 

２．在宅福祉サービスを利用する必要がないから                 100.0% 

（施設入所している方も含みます）        →問 18 へ 

３．在宅福祉サービスがあることを知らなかったから               0.0% 

 

 

→問 18 へ 

→問 17 へ 
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問 17 

問 15 で、「３．利用できないことがよくある」または「４．ほとんど利用

できていない」と答えた方と、問 16 で、「１．在宅福祉サービスを利用し

たいが、十分に利用できないから」と答えた方にお聞きします。 

在宅福祉サービスを利用できなくて困っていることは何ですか。あてはま

る番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝2） 

１．祖父母など親以外の家族の負担が増えた                      0.0% 

   ２．家族の用事をキャンセルした                                0.0% 

   ３．親が仕事を辞めた、または転職した                          0.0% 

   ４．親戚や近くの友人に負担をかけた                            0.0% 

   ５．あなた一人で留守番をしなければならず、不安だった          0.0% 

   ６．その他（                    ）      100.0% 

 

問 18 

すべての方にお聞きします。 

あなたは、過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面は

ありましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

※障害者差別をなくすため、①不当な差別的取扱いの禁止、②合理的配慮の提供

が法律で定められています。 

①不当な差別的取扱いの禁止 

…障害を理由にサービスの提供等を拒否、制限すること 

②合理的配慮 

…障害のある人が困っているときに、支援側の負担になりすぎない範囲で配

慮をすること 

  （ｎ＝18） 

１．公共施設を利用する場面                                   11.1% 

２．交通機関を利用する場面                                    0.0% 

３．情報の取得や利用・意思疎通の場面                          5.6% 

４．買い物・外食の場面                                       11.1% 

５．医療に関する場面                      5.6% 

６．教育に関する場面                                         16.7% 

７．文化活動に関する場面                                      0.0% 

８．その他（            ）                        5.6% 

９．差別を感じたことはない                                   61.1% 

 

 

→問 19 へ 
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問 19 

問 18 で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答えた方にお聞きします。 

あなたが、障害のある人への差別を解消するために必要と考えることは何

ですか。最もあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝7） 

１．福祉教育を充実させる                                     28.6% 

２．講習会や学習会などを開催する                              0.0% 

３．施設や設備のバリアフリー化をさらに進める                 14.3% 

４．福祉サービスをさらに充実させる                            0.0% 

５．行政機関における配慮をさらに進める                       14.3% 

６．民間事業所における配慮をさらに進める                      0.0% 

７．教育における配慮をさらに進める                            0.0% 

８．イベントなどへ参加しやすいよう配慮する                    0.0% 

９．障害者雇用をさらに進める                                  0.0% 

10．その他（                   ）         14.3% 

       ＮＡ                                                        28.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
つづいて「調査項目Ⅱ」の回答をお願いします。 
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調査項目Ⅱ 

 

問１ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、どのようなサービスを利用していますか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．短期入所（ショートステイ）                               11.1% 

２．日中一時支援                                              0.0% 

３．ファミリー・サポート・センター                            0.0% 

４．児童発達支援                                             83.3% 

５．保育所等訪問支援                                         11.1% 

     ６．移動支援                                                  0.0% 

７．居宅介護（ホームヘルプ）                                  0.0% 

８．その他（           ）                           0.0% 

９．サービスを利用していない      →問３へ             11.1% 

 

問２ 

問１で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答えた方にお聞きします。 

問１で答えたサービスを利用するためにどこで情報を得ましたか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝16） 

  １．医療機関                                                 18.8% 

２．市役所                                                   25.0% 

３．児童相談所                                               18.8% 

４．通所支援施設                                             18.8% 

５．入所施設                                                  0.0% 

６．親の会・当事者団体                                        6.3% 

７．障害者相談支援センター                                   12.5% 

８．保育園                                                    6.3% 

９．幼稚園                                                    0.0% 

10．認定こども園                                             12.5% 

11．特別支援学校（総合支援学校、聾学校など）                  0.0% 

12．大学などの研究機関                                        0.0% 

13．インターネット、図書雑誌など                             12.5% 

14．その他（             ）                     31.3% 

 

→問２へ 
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問３ 

問１で、「９.サービスを利用していない」と答えた方にお聞きします。 

あなたが現在、サービスを利用していない理由は何ですか。あてはまる番

号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝2） 

１．利用する必要がないから                                  100.0% 

２．必要なサービスがないから                                  0.0% 

３．その他（           ）                           0.0% 

 

問４ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは今後、どのようなサービスを利用したいですか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．介護をしてくれる家族などに用事があるときや、家族などの病気や休養の

ため、短期間、施設に入所（宿泊）したい。                  16.7% 

２．休日や放課後（降園後）などに介護をしてくれる家族などに用事があると

きや、家族などの病気や休養のため、一時的に施設に通所（日帰り）した

い。                                                      50.0% 

３．出かけるときにホームヘルパーに付き添ってもらい、移動などを介助して

もらいたい。                                               0.0% 

４．日常生活に必要な能力を向上させたり、集団生活に適応できたりするため

の訓練を受けたり、地域と交流したりしたい。                50.0% 

５．自宅にホームヘルパーに来てもらって、入浴や排泄などの身体介護を受け

たい。                                                     5.6% 

６．家族による介護が日常的に難しいため、長期間、施設に入所して生活した

い。                                                       0.0% 

７．その他（                      ）     0.0% 
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問５ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは、日常生活における相談や支援について、普段どこに相談してい

ますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．医療機関                                                  44.4% 

２．市役所                                                    27.8% 

３．児童相談所                                                16.7% 

４．通所支援施設                                              50.0% 

５．入所施設                                                   5.6% 

６．親の会・当事者団体                                       11.1% 

   ７．障害者相談支援センター                                     5.6% 

８．保育園                                                    27.8% 

９．幼稚園                                                     5.6% 

10．認定こども園                                              22.2% 

11．特別支援学校（総合支援学校、聾学校など）                   0.0% 

12．大学などの研究機関                                         0.0% 

13．その他（             ）                      11.1% 

問６ 

すべての方にお聞きします。 

あなたは現在、保育園や幼稚園、認定こども園を利用していますか。あて

はまる番号に１つだけ○をつけてください。「４．利用していない」と答

えた方は、理由をお書きください。 

  （ｎ＝18） 

１．保育園を利用している                                      50.0% 

２．幼稚園を利用している                                       0.0% 

３．認定こども園を利用している                                27.8% 

４．利用していない 理由（            ）          16.7% 

       ＮＡ                                                          5.6% 

問７ 

すべての方にお聞きします。 

小学校段階ではどのような学校・学級に就学したいと考えていますか。あ

てはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．小学校の通常学級                                           0.0% 

２．小学校の通常学級での通級による指導                         5.6% 

３．小学校の特別支援学級                                      44.4% 

４．特別支援学校小学部（総合支援学校小学部、聾学校小学部など）33.3% 

５．その他（              ）                     5.6% 

       ＮＡ                                                         11.1% 
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問８ 

すべての方にお聞きします。 

問７で選んだ学校・学級に就学したいと考える理由は何ですか。あてはま

る番号すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．現在と同じ療育や教育の支援を受けることができると思うから  27.8% 

２．地域との結びつきがあるから                                22.2% 

３．希望する学校への入学だから                                 0.0% 

４．現在と環境が変わらないから                                11.1% 

５．同じ学校にきょうだいが通っているから                      44.4% 

６．仲のよい友だちと同じ学校に通えるから                      16.7% 

７．障害のない同年齢の子どもと一緒に学べるから                27.8% 

８．障害に理解のある先生がいるから                            44.4% 

９．通学が便利だから                                          16.7% 

10．その他（              ）                     0.0% 

 

問９ 

すべての方にお聞きします。 

小学校段階の就学先を選択するにあたって悩んでいることはありますか。

どちらか１つの番号に○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．ある   →問 10 へ                                       72.2% 

２．ない   →問 11 へ                                       22.2% 

       ＮＡ                                                          5.6% 

 

問 10 

問９で、「１.ある」と答えた方にお聞きします。 

あなたが悩んでいる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

  （ｎ＝13） 

１．現在と同じ療育や教育の支援を受けることができないと思うから 

30.8% 

２．希望する学校に入学できないかもしれないから                30.8% 

３．環境が変わるから                                          61.5% 

４．障害に基づくいじめなどがおきないか心配だから              30.8% 

５．障害のない同年齢の子どもと一緒に学べないから              23.1% 

６．その他（              ）                    38.5% 
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問 11 

問９で、「２.ない」と答えた方にお聞きします。 

あなたが悩んでいない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

  （ｎ＝4） 

１．日ごろから就学に関する教育相談を受けているから            50.0% 

２．現在と同じ療育や教育の支援を受けることができると思うから  50.0% 

３．希望する学校に入学できると思うから                        50.0% 

４．環境が変わらないから                                       0.0% 

５．同じ学校にきょうだいが通っているので、安心感があるから    50.0% 

６．障害のない同年齢の子どもと一緒に学べるから                 0.0% 

７．その他（              ）                     0.0% 

 

 

 

 

 

○ 障害者施策に関して、ご意見等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。

 

 



 



調査票Ｆ－２（小学校段階） 
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                  調査票
ちょうさひょう

Ｆ－２ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の見直
み な お

し

を行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、現在
げんざい

受
う

けている教育
きょういく

（療育
りょういく

）段階
だんかい

が小学校
しょうがっこう

段階
だんかい

である

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

や児童通所
じどうつうしょ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をお持
も

ちの方
かた

にお送
おく

りいたしました。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

または通所
つうしょ

支援
し え ん

を受
う

けて

いるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などが代
か

わりに

記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット上
じょう

の回答
かいとう

フォーム

から回答
かいとう

してください。 

 

回答
かいとう

期限
き げ ん

：１１月
がつ

２５日
にち

（金
きん

曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ及
およ

びⅡの両方
りょうほう

について、お答
こた

えください。 

 

調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ 

 

問
とい

１ あなたは何歳
なんさい

ですか。回答欄
かいとうらん

に記入
きにゅう

してください。 

  （ｎ＝52） 

（       ）歳
さい

 （令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

   6 歳 11.5%  7 歳 15.4% 8 歳 26.9% 9 歳 13.5%  10 歳 9.6% 

11 歳 13.5% 12 歳 9.6% 

 

問
とい

２ 
あなたがお持

も

ちの障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

はありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○を

つけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

１～３級
きゅう

            17.3% 

２．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

４～６級
きゅう

            0.0% 

３．療育手帳
りょういくてちょう

Ａ                       46.2% 

４．療育手帳
りょういくてちょう

Ｂ                       46.2% 

５．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

１～３級
きゅう

             0.0% 

６．障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は持
も

っていない                7.7% 

 

問
とい

３ 
あなたは現在

げんざい

、どこで暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．家族
か ぞ く

などの持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど）    86.5% 

２．賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

             11.5% 

３．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                1.9% 

４．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、だれと暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．家族
か ぞ く

                                                    98.1% 

２．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

                                                1.9% 

３．その他
た

（                    ）       0.0% 
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問
とい

５ 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

   １．している                                               65.4% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                              25.0% 

３．したいと思
おも

わない                                         9.6% 

 

問
とい

６ 
あなたは現在

げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝52） 

１．している  →問
とい

７へ                                    23.1% 

   ２．していない →問
とい

８へ                                    76.9% 

 

問
とい

７ 

問
とい

６で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝12） 

１．ほぼ毎日
まいにち

      8.3%   ２．週
しゅう

に２～３回
かい

  8.3% 

３．週
しゅう

に１回
かい

     58.3%   ４．月
つき

に２～３回
かい

    25.0% 

 ５．月
つき

に１回
かい

     0.0%  ６．年
ねん

に数回
すうかい

          0.0% 

 

問
とい

８ 

問
とい

６で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。どちらか１つの

番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝40） 

１．したいと思
おも

う                                            62.5% 

   ２．したいと思
おも

わない                                        37.5% 
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★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざ

まな相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを 行
おこな

いま

す。 

 相談
そうだん

支援
しえん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、

助言
じょげん

や福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

などの相談
そうだん

を受
う

けます。 

長岡市
な が お か し

子
こ

ども家庭
か て い

センターこども発達
はったつ

相談室
そうだんしつ

 

就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

ども成長
せいちょう

や発達
はったつ

に関
かん

する不安
ふ あ ん

や悩
なや

みごとの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

相談
そうだん

センター 

発達
はったつ

障害
しょうがい

、不登校
ふ と う こ う

、学習
がくしゅう

や行動
こうどう

の

悩
なや

み、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

いま

す。 

長岡市
ながおかし

学校
がっこう

教育課
きょういくか

 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育 係
きょういくがかり

 
特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

 

問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．知
し

っていた   →問
とい

10 へ                               76.9% 

   ２．知
し

らなかった  →問
とい

12 へ                               23.1% 
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問
とい

10 

問
とい

９で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝40） 

１．相談
そうだん

したことがある  →問
とい

12 へ                          92.5% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  →問
とい

11 へ                           7.5% 

 

問
とい

11 

問
とい

10 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝3） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                       0.0% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                         0.0% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを知
し

り合
あ

いに知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

 

0.0% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            0.0% 

５．相談
そうだん

することがない                                      66.7% 

６．その他
た

（                    ）      33.3% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、希望
き ぼ う

する方
かた

に市
し

が配
はい

付
ふ

している相談
そうだん

支援
し え ん

ファイル「すこやかフ

ァイル」を知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

  （ｎ＝52） 

１．知
し

っているし、利用
り よ う

している                              82.7% 

２．知
し

っているが、利用
り よ う

していない                            11.5% 

３．知
し

らない                                                 5.8% 
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問
とい

13 

すべての方にお聞
き

きします。 

あなたはどのような在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              1.9% 

   ２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

                                            5.8% 

   ３．総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

放課後
ほ う か ご

サポート事業
じぎょう

                          11.5% 

   ４．放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ          →問
とい

14 へ             9.6% 

   ５．ファミリー・サポート・センター                           0.0% 

   ６．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス                                    67.3% 

   ７．その他
た

（           ）                         3.8% 

   ８．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない →問
とい

16 へ              19.2% 

 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１、２、３、４、５、６、７」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたはどのような理由
り ゆ う

で在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝42） 

１．親
おや

が働
はたら

いていて不在
ふ ざ い

のため面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができないから 

42.9% 

   ２．親
おや

以外
い が い

に面倒
めんどう

を見
み

てくれる家族
か ぞ く

がいないから                26.2% 

   ３．家族
か ぞ く

が体調
たいちょう

不良
ふりょう

または高齢
こうれい

のために面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができない

から                                                    11.9% 

   ４．ときどき家族
か ぞ く

に休息
きゅうそく

をとってもらうため（介護
か い ご

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

） 19.0% 

   ５．自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

が重
おも

くて介護
か い ご

してもらうのが大変
たいへん

だから          7.1% 

   ６．冠婚葬祭
かんこんそうさい

などで家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

になるから                       2.4% 

   ７．集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を受
う

けるため 

47.6% 

   ８．その他
た

（                    ）       0.0% 
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問
とい

15 

問
とい

13 で、「１、２、３、４、５、６、７」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスは十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つ

だけ○をつけてください。 

  （ｎ＝42） 

１．十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できている                                   35.7% 

   ２．おおむね利用
り よ う

できている                                  38.1% 

   ３．利用
り よ う

できないことがよくある                               4.8% 

   ４．ほとんど利用
り よ う

できていない                                 4.8% 

       ＮＡ                                                       16.7% 

 

問
とい

16 

問
とい

13 で、「８．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝10） 

１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

したいが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから→問
とい

17 へ 

10.0% 

２．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                80.0% 

（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

している方
かた

も含
ふく

みます）       →問
とい

18 へ 

３．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがあることを知
し

らなかったから            10.0% 

 

問
とい

17 

問
とい

15 で、「３．利用
り よ う

できないことがよくある」または「４．ほとんど利用
り よ う

で

きていない」と答
こた

えた方
かた

と、問
とい

16 で、「１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

した

いが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

できなくて困
こま

っていることは何
なん

ですか。あてはま

る番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝5） 

１．祖父母
そ ふ ぼ

など親
おや

以外
い が い

の家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が増
ふ

えた                    20.0% 

   ２．家族
か ぞ く

の用事
よ う じ

をキャンセルした                              40.0% 

   ３．あなたが学校
がっこう

を休
やす

んだ                                     0.0% 

   ４．親
おや

が仕事
し ご と

を辞
や

めた、または転職
てんしょく

した                        0.0% 

   ５．親戚
しんせき

や近
ちか

くの友人
ゆうじん

に負担
ふ た ん

をかけた                          20.0% 

   ６．あなた一人
ひ と り

で留守番
る す ば ん

をしなければならず、不安
ふ あ ん

だった         0.0% 

   ７．その他
た

（                    ）       0.0% 

→問
とい

17 へ 

→問
とい

18 へ 
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問
とい

18 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

  （ｎ＝52） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                 13.5% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                   5.8% 

３．情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                        3.8% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                     17.3% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         9.6% 

６．教 育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                       15.4% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                     7.7% 

８．その他
た

（             ）                     5.8% 

９．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない                                  57.7% 

問
とい

19 

問
とい

18 で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答
こた

えた方にお聞
き

きします。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝22） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                  27.3% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           9.1% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 4.5% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                          4.5% 

５．行政機関
ぎょうせいきかん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                       4.5% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                     0.0% 

７．教 育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                          9.1% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   9.1% 

９．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をさらに進
すす

める                                4.5% 

10．その他
た

（                   ）         0.0% 

       ＮＡ                                                       27.3% 

 つづいて「調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ」の回答
かいとう

をお願
ねが

いします。 

→問
とい

19 へ 



541 

 

調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ  

 

問
とい

１ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．小学校
しょうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                      0.0% 

２．小学校
しょうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                     0.0% 

３．小学校
しょうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  55.8% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

など） 

44.2% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 

 

問
とい

２ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

以前
い ぜ ん

に、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

について、以下
い か

の問
とい

にお答
こた

えください。 

 

(１) 
現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

以前
い ぜ ん

に、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

が

ありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．ある  →  問
とい

２（２）へ                              11.5% 

２．ない  →  問
とい

３へ                                    88.5% 

 

(２) 

在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

が複数
ふくすう

ある場合
ば あ い

は、現在
げんざい

、

在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

の一
ひと

つ前
まえ

に在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

にあて

はまる番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝6） 

１．小学校
しょうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                     16.7% 

２．小学校
しょうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                    16.7% 

３．小学校
しょうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  33.3% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

など） 

33.3% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 
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問
とい

３ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

に通
かよ

うことになったきっかけは何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．利用
り よ う

していた施設
し せ つ

や機関
き か ん

で紹
しょう

介
かい

された                     26.9% 

２．医療
いりょう

機関
き か ん

に紹
しょう

介
かい

された                                   11.5% 

３．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

で紹
しょう

介
かい

された                          0.0% 

４．本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

した                                           3.8% 

５．親
おや

が情報
じょうほう

を集
あつ

めて希望
き ぼ う

した                               78.8% 

６．小学校
しょうがっこう

の担任
たんにん

の先生
せんせい

や特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーターなどの助言
じょげん

 

40.4% 

７．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）の勉強
べんきょう

についていけなかった 

3.8% 

８．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では人間
にんげん

関係
かんけい

がうまくいかなかった 

1.9% 

９．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では教員
きょういん

の理解
り か い

が足
た

りなかった 

0.0% 

10．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では学校
がっこう

と関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

がうま

くいかなかった                                           0.0% 

11．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）と同
おな

じ地域
ち い き

の学校
がっこう

で学
まな

びたかった 

3.8% 

12．その他
た

（              ）                  13.5% 

 

問
とい

４ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのようなサービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              1.9% 

２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

                                            5.8% 

３．総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

放課後
ほ う か ご

サポート事業
じぎょう

                          17.3% 

４．ファミリー・サポート・センター                           0.0% 

５．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス            →問
とい

５へ    76.9% 

６．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

                                                1.9% 

７．移動
い ど う

支援
し え ん

                                                 1.9% 

８．居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ）                                 1.9% 

９．その他
た

（               ）                 1.9% 

10．サービスを利用
り よ う

していない          →問
とい

６へ    17.3% 
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問
とい

５ 

問
とい

４で、「１、２、３、４、５、６、７、８、９」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きし

ます。 

問
とい

４で答
こた

えたサービスを利用
り よ う

するためにどこで情報
じょうほう

を得
え

ましたか。あて

はまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝43） 

１．医療
いりょう

機関
き か ん

                                                18.6% 

２．市
し

役所
やくしょ

                                                  25.6% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                               7.0% 

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                            25.6%  

５．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                0.0% 

６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                     20.9% 

７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                 11.6% 

８．保育
ほ い く

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

                            20.9% 

９．小学校
しょうがっこう

                                                  7.0% 

10．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）                23.3% 

11．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

12．インターネット、図書
と し ょ

雑誌
ざ っ し

など                            16.3% 

13．その他
た

（             ）                    14.0% 

 

問
とい

６ 

問
とい

４で、「10.サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝9） 

１．サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                        55.6% 

２．必要
ひつよう

なサービスがないから                                22.2% 

３．その他
た

（           ）                         22.2% 
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問
とい

７ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは今後
こ ん ご

、どのようなサービスを利用
り よ う

したいですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などに用事
よ う じ

があるときや、家族
か ぞ く

などの病気
びょうき

や 

休 養
きゅうよう

のため、短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

（宿泊
しゅくはく

）したい。     26.9% 

２．休 日
きゅうじつ

や放課後
ほ う か ご

（降
こう

園後
え ん ご

）などに介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などに用事
よ う じ

があ

るときや、家族
か ぞ く

などの病気
びょうき

や休養
きゅうよう

のため、一時的
いちじてき

に通所
つうしょ

（日帰
ひ が え

り）し

たい。                                  44.2% 

３．出
で

かけるときにホームヘルパーに付
つ

き添
そ

ってもらい、移動
い ど う

などを介助
かいじょ

 

してもらいたい。                                          7.7% 

４．日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な能力
のうりょく

を向
こう

上
じょう

させたり、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

できたり 

するための訓練
くんれん

を受
う

けたり、地域
ち い き

と交
こう

流
りゅう

したりしたい。      65.4% 

５．自宅
じ た く

にホームヘルパーに来
き

てもらって、入浴
にゅうよく

や排泄
はいせつ

などの身体
しんたい

介護
か い ご

を 

受
う

けたい。                                               1.9% 

６．家族
か ぞ く

による介護
か い ご

が日常的
にちじょうてき

に難
むずか

しいため、長期間
ちょうきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して 

生活
せいかつ

したい。                                             3.8% 

７．その他
た

（                   ）         5.8% 

 

問
とい

８ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、日常生活
にちじょうせいかつ

における相談
そうだん

や支援
し え ん

について、普段
ふ だ ん

どこに相談
そうだん

して

いますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．医療
いりょう

機関
き か ん

                                                50.0% 

２．市
し

役所
やくしょ

                                                   5.8% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                               3.8% 

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                            38.5% 

５．入所施設
にゅうしょしせつ

                                                 3.8% 

６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                      11.5% 

７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                 15.4% 

８．小学校
しょうがっこう

                                                 38.5% 

９．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）                34.6% 

10．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

11．その他
た

（             ）                     7.7% 
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問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたの「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」（※１）または「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」（※

２）は作成
さくせい

されていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

※１「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」とは、福祉
ふ く し

・医療等
いりょうとう

の関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

を図
はか

り、長期
ちょうき

にわたって教育的
きょういくてき

支援
し え ん

を行
おこな

うための計画
けいかく

をいいます。 

※２「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」とは、児童生徒
じ ど う せ い と

の実態
じったい

に応
おう

じて長期目標
ちょうきもくひょう

や短期
た ん き

目標
もくひょう

を設定
せってい

し、実態
じったい

に即
そく

した指導
し ど う

を 行
おこな

うために、指導
し ど う

内容
ないよう

や指導
し ど う

方法
ほうほう

、評価等
ひょうかとう

を明
あき

らかにした計画
けいかく

をいいます。 

  （ｎ＝52） 

１．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている               1.9% 

２．「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている          21.2% 

３．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」と「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」 

が作成
さくせい

されている                                        73.1% 

   ４．作成
さくせい

されていない  → 問
とい

11 へ                           1.9% 

      ＮＡ                                                         1.9% 

問
とい

10 

問
とい

９で、「１.「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている」または「２．

「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている」、「３．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」

と「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」が作成
さくせい

されている」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたの「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」または「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」の作成
さくせい

にあ

たり、学校
がっこう

とどれくらい話
はな

し合
あ

いましたか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝50） 

１．年
ねん

に２回
かい

以上
いじょう

話
はな

し合
あ

った                                  82.0% 

２．年
ねん

に１回
かい

話
はな

し合
あ

った                                      14.0% 

３．話
はな

し合
あ

っていない                                         2.0% 

      ＮＡ                                                         2.0% 

問
とい

11 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

中学校
ちゅうがっこう

段階
だんかい

の進学先
しんがくさき

として、どこを考
かんが

えていますか。あてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                      1.9% 

２．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

での通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                   0.0% 

３．中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  34.6% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

など） 

57.7% 

５．その他
た

（              ）                   5.8% 

→ 問
とい

10 へ 
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問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

問
とい

11 で答
こた

えた学校
がっこう

を進学先
しんがくさき

として 考
かんが

える理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．一人
ひ と り

ひとりのニーズにあった教育
きょういく

支援
し え ん

が受
う

けられるから     67.3% 

２．担任
たんにん

や学校
がっこう

のすすめにより                                 3.8% 

３．本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

しているから                                   7.7% 

４．親
おや

が希望
き ぼ う

しているから                                    53.8% 

５．障害
しょうがい

に理解
り か い

のある先生
せんせい

がいるから                         34.6% 

６．仲
なか

のよい友
とも

だちと同
おな

じ学校
がっこう

に通
かよ

えるから                     9.6% 

７．同
おな

じ学校
がっこう

にきょうだいが通
かよ

っているから                     3.8% 

８．地域
ち い き

との結
むす

びつきがあるから                              11.5% 

９．通学
つうがく

が便利
べ ん り

だから                                        23.1% 

10．その他
た

（              ）                   9.6% 

問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

進学先
しんがくさき

を選択
せんたく

するにあたって悩
なや

んでいることはありますか。どちらか１つ

の番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝52） 

１．ある   →問
とい

14 へ                                      42.3% 

２．ない   →問
とい

16 へ                                      57.7% 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１.ある」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが悩
なや

んでいる理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけて

ください。 

  （ｎ＝22） 

１．進路
し ん ろ

が決
き

まっていないから                                40.9% 

２．自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわからないから                              50.0% 

３．希望
き ぼ う

する進路先
しんろさき

についての情報
じょうほう

がないから                 22.7% 

４．相談
そうだん

にのってくれる人
ひと

がいないから                         4.5% 

５．勉強
べんきょう

についていけるかどうか心配
しんぱい

だから                   59.1% 

６．進路
し ん ろ

について家族
か ぞ く

と意見
い け ん

が合
あ

わないから                     0.0% 

７．進路
し ん ろ

について先生
せんせい

と意見
い け ん

が合
あ

わないから                     0.0% 

８．進路先
しんろさき

へ通
かよ

う手段
しゅだん

がないから                               0.0% 

９．その他
た

（              ）                  18.2% 
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問
とい

15 

問
とい

13 で、「１.ある」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

学校
がっこう

でもっと指導
し ど う

してほしかった（これから指導
し ど う

してほしい）こと、また

は学校
がっこう

に対
たい

する要望
ようぼう

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてくだ

さい。 

  （ｎ＝22） 

１．上 級 学 校
じょうきゅうがっこう

訪問
ほうもん

などの体験
たいけん

学習
がくしゅう

                           22.7% 

２．ホームルーム活動
かつどう

などでの自
みずか

らの生
い

き方
かた

に関
かん

する進路
し ん ろ

学習
がくしゅう

   9.1% 

３．学校
がっこう

の先生
せんせい

の助言
じょげん

                                        31.8% 

４．進路
し ん ろ

指導
し ど う

に詳
くわ

しい外部
が い ぶ

専門家
せんもんか

の巡回
じゅんかい

相談
そうだん

                   40.9% 

５．希望
き ぼ う

している進路先
しんろさき

に関
かん

する情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

                 59.1% 

６．学校
がっこう

の先生
せんせい

の進路
し ん ろ

指導
し ど う

についての理解
り か い

                      18.2% 

７．その他
た

（              ）                   4.5% 

問
とい

16 

問
とい

13 で、「２.ない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが悩
なや

んでいない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつ

けてください。 

  （ｎ＝30） 

１．進路
し ん ろ

が決
き

まっているから                                  26.7% 

２．自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかっているから                            20.0% 

３．学校
がっこう

が進路先
しんろさき

を決
き

めてくれると思
おも

うから                     0.0% 

４．家族
か ぞ く

が進路先
しんろさき

を決
き

めてくれると思
おも

うから                    10.0% 

５．進路
し ん ろ

を決
き

めるまでにまだ時間
じ か ん

があるから                    16.7% 

６．その他
た

（              ）                   6.7% 

 ＮＡ                                                       20.0% 

問
とい

17 

問
とい

16 で、「１.進路
し ん ろ

が決
き

まっているから」または「２.自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかっ

ているから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

進学先
しんがくさき

が決
き

まったり、自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかったきっかけは何
なん

ですか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝14） 

１．上 級
じょうきゅう

学校
がっこう

訪問
ほうもん

などの体験
たいけん

学習
がくしゅう

                           14.3% 

２．学校
がっこう

の先生
せんせい

の助言
じょげん

                                        42.9% 

３．家族
か ぞ く

の助言
じょげん

                                              71.4% 

４．卒業生
そつぎょうせい

の体験談
たいけんだん

と助言
じょげん

                                    0.0% 

５．進路
し ん ろ

相談
そうだん

に詳
くわ

しい外部
が い ぶ

専門家
せんもんか

の巡回
じゅんかい

相談
そうだん

                    0.0% 

６．ホームルーム活動
かつどう

などでの自
みずか

らの生
い

き方
かた

に関
かん

する進路
し ん ろ

学習
がくしゅう

   7.1% 

７．その他
た

（              ）                   0.0% 

 

 

→ 問
とい

17 へ 
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○ 障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 



調査票Ｆ－３（中学校段階） 
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                  調査票
ちょうさひょう

Ｆ－３ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の見直
み な お

し

を行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、現在
げんざい

受
う

けている教育
きょういく

（療育
りょういく

）段階
だんかい

が中学校
ちゅうがっこう

段階
だんかい

である

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

や児童通所
じどうつうしょ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をお持
も

ちの方
かた

にお送
おく

りいたしました。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

または通所
つうしょ

支援
し え ん

を受
う

けて

いるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などが代
か

わりに

記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット上
じょう

の回答
かいとう

フォーム

から回答
かいとう

してください。 

 

回答
かいとう

期限
き げ ん

：１１月
がつ

２５日
にち

（金曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ及
およ

びⅡの両方
りょうほう

について、お答
こた

えください。 

 

調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ 

 

問
とい

１ あなたは何歳
なんさい

ですか。回答欄
かいとうらん

に記入
きにゅう

してください。 

  （ｎ＝44） 

（       ）歳
さい

 （令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

   12 歳 27.3% 13 歳 34.1% 14 歳 20.5% 15 歳 18.2% 

 

問
とい

２ 
あなたがお持

も

ちの障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

はありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○を

つけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

１～３級
きゅう

                       6.8% 

２．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

４～６級
きゅう

                        0.0% 

３．療育手帳
りょういくてちょう

Ａ                                             43.2% 

４．療育手帳
りょういくてちょう

Ｂ                                             52.3% 

５．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

１～３級
きゅう

                         0.0% 

６．障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は持
も

っていない                                2.3% 

 

問
とい

３ 
あなたは現在

げんざい

、どこで暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．家族
か ぞ く

などの持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど）       93.2% 

２．賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                           4.5% 

３．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                2.3% 

４．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、だれと暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．家族
か ぞ く

                                                    97.7% 

２．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

                                                2.3% 

３．その他
た

（                    ）       0.0% 
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問
とい

５ 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

   １．している                                                70.5% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                              22.7% 

３．したいと思
おも

わない                                         6.8% 

 

問
とい

６ 
あなたは現在

げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

  （ｎ＝44） 

１．している  →問
とい

７へ                                    25.0% 

   ２．していない →問
とい

８へ                                    72.7% 

       ＮＡ                                                       2.3% 

 

問
とい

７ 

問
とい

６で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝11） 

１．ほぼ毎日
まいにち

    18.2%       ２．週
しゅう

に２～３回
かい

     27.3% 

３．週
しゅう

に１回
かい

       27.3%       ４．月
つき

に２～３回
かい

      9.1% 

５．月
つき

に１回
かい

       9.1%       ６．年
ねん

に数回
すうかい

           9.1% 

 

問
とい

８ 

問
とい

６で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。どちらか１つの

番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝32） 

１．したいと思
おも

う                                            59.4% 

２．したいと思
おも

わない                                        37.5% 

       ＮＡ                                                       3.1% 
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★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざ

まな相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを 行
おこな

いま

す。 

 相談
そうだん

支援
しえん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、

助言
じょげん

や福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

などの相談
そうだん

を受
う

けます。 

長岡市
な が お か し

子
こ

ども家庭
か て い

センターこども発達
はったつ

相談室
そうだんしつ

 

就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

ども成長
せいちょう

や発達
はったつ

に関
かん

する不安
ふ あ ん

や悩
なや

みごとの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

相談
そうだん

センター 

発達
はったつ

障害
しょうがい

、不登校
ふ と う こ う

、学習
がくしゅう

や行動
こうどう

の

悩
なや

み、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

いま

す。 

長岡市
ながおかし

学校
がっこう

教育課
きょういくか

 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育 係
きょういくがかり

 
特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

 

問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．知
し

っていた   →問
とい

10 へ                                77.3% 

   ２．知
し

らなかった  →問
とい

12 へ                                22.7% 
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問
とい

10 

問
とい

９で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝34） 

１．相談
そうだん

したことがある  →問
とい

12 へ                          88.2% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  →問
とい

11 へ                          11.8% 

 

問
とい

11 

問
とい

10 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝4） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                      25.0% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                         0.0% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを知
し

り合
あ

いに知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

 

0.0% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            0.0% 

５．相談
そうだん

することがない                                      75.0% 

６．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、希望
き ぼ う

する方
かた

に市
し

が配
はい

付
ふ

している相談
そうだん

支援
し え ん

ファイル「すこやかフ

ァイル」を知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

  （ｎ＝44） 

１．知
し

っているし、利用
り よ う

している                              75.0% 

２．知
し

っているが、利用
り よ う

していない                            15.9% 

３．知
し

らない                                                 9.1% 
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問
とい

13 

すべての方にお聞きします。 

あなたはどのような在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              4.5% 

   ２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

                                            6.8% 

   ３．総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

放課後
ほ う か ご

サポート事業
じぎょう

                           6.8% 

   ４．ファミリー・サポート・センター                           0.0% 

   ５．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス                                    52.3% 

   ６．その他
た

（           ）                         2.3% 

   ７．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない →問
とい

16 へ              40.9% 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１、２、３、４、５、６」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたはどのような理由
り ゆ う

で在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝26） 

１．親
おや

が働
はたら

いていて不在
ふ ざ い

のため面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができないから 

50.0% 

   ２．親
おや

以外
い が い

に面倒
めんどう

を見
み

てくれる家族
か ぞ く

がいないから                 30.8% 

   ３．家族
か ぞ く

が体調
たいちょう

不良
ふりょう

または高齢
こうれい

のために面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができない

から                                                     11.5% 

   ４．ときどき家族
か ぞ く

に休息
きゅうそく

をとってもらうため（介護
か い ご

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

）  19.2%         

   ５．自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

が重
おも

くて介護
か い ご

してもらうのが大変
たいへん

だから           7.7% 

   ６．冠婚葬祭
かんこんそうさい

などで家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

になるから                        0.0% 

   ７．集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を受
う

けるため 

65.4% 

   ８．その他
た

（                    ）        3.8% 

問
とい

15 

問
とい

13 で、「１、２、３、４、５、６」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスは十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つ

だけ○をつけてください。 

  （ｎ＝26） 

１．十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できている                                   42.3% 

   ２．おおむね利用
り よ う

できている                                  34.6% 

   ３．利用
り よ う

できないことがよくある                              11.5% 

   ４．ほとんど利用
り よ う

できていない                                 0.0% 

       ＮＡ                                                       11.5% 

→問
とい

17 へ 

→問
とい

18 へ 

→問
とい

14 へ 
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問
とい

16 

問
とい

13 で、「７．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝18） 

１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

したいが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから→問
とい

17 へ 

5.6% 

２．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                77.8% 

（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

している方
かた

も含
ふく

みます）       →問
とい

18 へ 

３．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがあることを知
し

らなかったから             5.6% 

       ＮＡ                                                       11.1% 

 

問
とい

17 

問
とい

15 で、「３．利用
り よ う

できないことがよくある」または「４．ほとんど利用
り よ う

で

きていない」と答
こた

えた方
かた

と、問
とい

16 で、「１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

した

いが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

できなくて困
こま

っていることは何
なん

ですか。あてはま

る番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝4） 

１．祖父母
そ ふ ぼ

など親
おや

以外
い が い

の家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が増
ふ

えた                    50.0% 

   ２．家族
か ぞ く

の用事
よ う じ

をキャンセルした                              50.0% 

   ３．あなたが学校
がっこう

を休
やす

んだ                                    25.0% 

   ４．親
おや

が仕事
し ご と

を辞
や

めた、または転職
てんしょく

した                       25.0% 

   ５．親戚
しんせき

や近
ちか

くの友人
ゆうじん

に負担
ふ た ん

をかけた                           0.0% 

   ６．あなた一人
ひ と り

で留守番
る す ば ん

をしなければならず、不安
ふ あ ん

だった         0.0% 

   ７．その他
た

（                    ）       0.0% 
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問
とい

18 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

  （ｎ＝44） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                 15.9% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                   6.8% 

３．情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                        9.1% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                     13.6% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         2.3% 

６．教 育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                       29.5% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                    13.6% 

８．その他
ほか

（              ）                   2.3% 

９．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない                                  47.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→問
とい

19 へ 
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問
とい

19 

問
とい

18 で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝23） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                   8.7% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           0.0% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 0.0% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                          8.7% 

５．行政機関
ぎょうせいきかん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                       4.3% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                     0.0% 

７．教 育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                         26.1% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   8.7% 

９．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をさらに進
すす

める                               13.0% 

10．その他
た

（                 ）             0.0% 

       ＮＡ                                                       30.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つづいて「調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ」の回答
かいとう

をお願
ねが

いします。 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ 

 

問
とい

１ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                      2.3% 

２．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                     9.1% 

３．中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  34.1% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

など） 

54.5% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 

問
とい

２ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

小学校
しょうがっこう

段階
だんかい

についてお聞
き

きします。あなたが小学校
しょうがっこう

段階
だんかい

において在籍
ざいせき

し

ていた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけて

ください。在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級が複数
ふくすう

ある場合
ば あ い

は、小学校
しょうがっこう

段階
だんかい

にお

いて卒業
そつぎょう

時
じ

に在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

にあてはまる番号
ばんごう

に○をつけてく

ださい。 

  （ｎ＝44） 

１．小学校
しょうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                      0.0% 

２．小学校
しょうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                    15.9% 

３．小学校
しょうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  43.2% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

など） 

38.6% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 

       ＮＡ                                                        2.3% 

問
とい

３ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

以前
い ぜ ん

に、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

について、以下
い か

の問
とい

にお答
こた

えください。 

 

(１) 
現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

以前
い ぜ ん

に、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

が

ありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．ある  →  問
とい

３（２）へ                              20.5% 

２．ない  →  問
とい

４へ                                    79.5% 
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(２) 
在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝9） 

１．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                      0.0% 

２．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                    33.3% 

３．中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  11.1% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

など） 

22.2% 

５．その他
た

（              ）                  22.2% 

       ＮＡ                                                       11.1% 

 

問
とい

４ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

に通
かよ

うことになったきっかけは何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．利用
り よ う

していた施設
し せ つ

や機関
き か ん

で紹
しょう

介
かい

された                      9.1% 

２．医療
いりょう

機関
き か ん

に紹
しょう

介
かい

された                                    4.5% 

３．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

で紹
しょう

介
かい

された                          0.0% 

４．本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

した                                          13.6% 

５．親
おや

が情報
じょうほう

を集
あつ

めて希望
き ぼ う

した                               61.4% 

６．小学校
しょうがっこう

の担任
たんにん

の先生
せんせい

や特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーターなどの助言
じょげん

 

43.2% 

７．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）の勉強
べんきょう

についていけなかった 

11.4% 

８．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では人間
にんげん

関係
かんけい

がうまくいかなかった 

4.5% 

９．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では教員
きょういん

の理解
り か い

が足
た

りなかった 

6.8% 

10．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では学校
がっこう

と関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

がうま

くいかなかった                                           2.3% 

11．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）と同
おな

じ地域
ち い き

の学校
がっこう

で学
まな

びたかった 

15.9% 

12．その他
た

（              ）                   9.1% 
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問
とい

５ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのようなサービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              4.5% 

２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

 9.1% 

３．総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

放課後
ほ う か ご

サポート事業
じぎょう

                           9.1% 

４．ファミリー・サポート・センター                           2.3% 

５．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス                                    56.8% 

６．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

                                                0.0% 

７．移動
い ど う

支援
し え ん

                                                 0.0% 

８．居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ）                                 0.0% 

９．その他
た

（            ）                        4.5% 

10．サービスを利用
り よ う

していない →問
とい

７へ                      38.6% 

問
とい

６ 

問
とい

５で、「２、３、４、５、６、７、８、９」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

問
とい

５で答
こた

えたサービスを利用
り よ う

するためにどこで情報
じょうほう

を得
え

ましたか。あて

はまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝27） 

 １．医療
いりょう

機関
き か ん

                                                14.8% 

２．市
し

役所
やくしょ

                                                  14.8% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                               0.0% 

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                            14.8% 

５．入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                0.0% 

６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                      18.5% 

７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                 29.6% 

８．保育
ほ い く

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

                             7.4% 

９．小学校
しょうがっこう

                                                  7.4% 

10．中学校
ちゅうがっこう

                                                  3.7% 

11．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）                18.5% 

12．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

13．インターネット、図書
と し ょ

雑誌
ざ っ し

など                             0.0% 

14．その他
た

（            ）                      14.8% 

 

→問
とい

６へ 
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問
とい

７ 

問
とい

５で、「10.サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

  （ｎ＝17） 

１．サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                        70.6% 

２．必要
ひつよう

なサービスがないから                                11.8% 

３．その他
た

（            ）                       17.6% 

 

問
とい

８ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは今後
こ ん ご

、どのようなサービスを利用
り よ う

したいですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などに用事
よ う じ

があるときや、家族
か ぞ く

などの病気
びょうき

や 

休 養
きゅうよう

のため、短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

（宿泊
しゅくはく

）したい。        38.6% 

２．休 日
きゅうじつ

や放課後
ほ う か ご

（降
こう

園後
え ん ご

）などに介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などに用事
よ う じ

があ

るときや家族
か ぞ く

などの病気
びょうき

や休養
きゅうよう

のため、一時的
いちじてき

に施設に通所（日帰
ひ が え

り）

したい。                                                 40.9% 

３．出
で

かけるときにホームヘルパーに付
つ

き添
そ

ってもらい、移動
い ど う

などを介助
かいじょ

し

てもらいたい。                                           18.2% 

４．日常生活
にちじょうせいかつ

に必要
ひつよう

な能力
のうりょく

を向
こう

上
じょう

させたり、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

できたり

するための訓練
くんれん

を受
う

けたり、地域
ち い き

と交
こう

流
りゅう

したりしたい。      70.5% 

５．自宅
じ た く

にホームヘルパーに来
き

てもらって、入浴
にゅうよく

や排泄
はいせつ

などの身体
しんたい

介護
か い ご

を 

受
う

けたい。                                                2.3% 

６．家族
か ぞ く

による介護
か い ご

が日常的
にちじょうてき

に難
むずか

しいため、長期間
ちょうきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して生活
せいかつ

したい。                                                  4.5% 

７．その他
た

（                     ）      9.1% 
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問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、日常生活
にちじょうせいかつ

における相談
そうだん

や支援
し え ん

について、普段
ふ だ ん

どこに相談
そうだん

して

いますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．医療
いりょう

機関
き か ん

                                                36.4%  

２．市
し

役所
やくしょ

                                                  15.9% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                               6.8% 

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                            22.7% 

５．入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                2.3% 

６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                       6.8% 

７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                 20.5% 

８．中学校
ちゅうがっこう

                                                 34.1% 

９．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）                54.5% 

10．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

11．その他
た

（             ）                     2.3% 

 

問
とい

10 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたの「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」（※１）または「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」（※

２）は作成
さくせい

されていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

※１「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」とは、福祉
ふ く し

・医療等
いりょうとう

の関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

を図
はか

り、長期
ちょうき

にわたって教育的
きょういくてき

支援
し え ん

を行
おこな

うための計画
けいかく

をいいます。 

※２「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」とは、児童生徒
じ ど う せ い と

の実態
じったい

に応
おう

じて長期目標
ちょうきもくひょう

や短期
た ん き

目標
もくひょう

を設定
せってい

し、実態
じったい

に即
そく

した指導
し ど う

を 行
おこな

うために、指導
し ど う

内容
ないよう

や指導
し ど う

方法
ほうほう

、評価等
ひょうかとう

を明
あき

らかにした計画
けいかく

をいいます。 

  （ｎ＝44） 

１．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている               9.1% 

２．「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている                  11.4% 

３．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」と「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」 

が作成
さくせい

されている                                        75.0% 

   ４．作成
さくせい

されていない → 問
とい

12 へ                             4.5% 

 

→問
とい

11 へ 
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問
とい

11 

問
とい

10 で、「１.「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている」または「２．

「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている」、「３．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」

と「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」が作成
さくせい

されている」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたの「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」または「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」の作成
さくせい

にあ

たり、学校
がっこう

とどれくらい話
はな

し合
あ

いましたか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

  （ｎ＝42） 

１．年
ねん

に２回
かい

以上
いじょう

話
はな

し合
あ

った                                  83.3% 

２．年
ねん

に１回
かい

話
はな

し合
あ

った                                      14.3% 

３．話
はな

し合
あ

っていない                                         2.4% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

卒業後
そつぎょうご

の進
しん

路先
ろ さ き

として、どこを 考
かんが

えていますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに

○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．全日制
ぜんにちせい

高校
こうこう

                                               4.5% 

２．定時制
ていじせい

高校
こうこう

                                               0.0% 

３．通信制
つうしんせい

高校
こうこう

                                               2.3% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

（高等
こうとう

総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

など）90.9% 

５．高等
こうとう

専門
せんもん

学校
がっこう

（高専
こうせん

）                                     0.0% 

６．テクノスクール                                           0.0% 

７．就 職
しゅうしょく

                                                   0.0% 

８．通所
つうしょ

施設
し せ つ

                                                 0.0% 

９．入所施設
にゅうしょしせつ

                                                 0.0% 

10．その他
た

（           ）                         2.3% 
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問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

問
とい

12 で答
こた

えた学校
がっこう

等
とう

を進
しん

路先
ろ さ き

として考
かんが

える理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．一人
ひ と り

ひとりのニーズにあった教育
きょういく

支援
し え ん

が受
う

けられるから     54.5% 

２．担任
たんにん

や学校
がっこう

のすすめにより                                18.2% 

３．本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

しているから                                  20.5% 

４．親
おや

が希望
き ぼ う

しているから                                    50.0% 

５．相談
そうだん

機関
き か ん

のすすめにより                                   2.3% 

６．障害
しょうがい

に理解
り か い

のある先生
せんせい

がいるから                         45.5% 

７．仲
なか

のよい友
とも

だちと同
おな

じ学校
がっこう

に通
かよ

えるから                    13.6% 

８．同
おな

じ学校
がっこう

にきょうだいが通
かよ

っているから                     0.0% 

９．地域
ち い き

との結
むす

びつきがあるから                               6.8% 

10．通学
つうがく

が便利
べ ん り

だから                                         2.3% 

11．その他
た

（              ）                   9.1% 

 

問
とい

14 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

進路先
しんろさき

を選択
せんたく

するにあたって悩
なや

んでいることはありますか。どちらか１つ

の番号
ばんごう

に○をつけてください。 

  （ｎ＝44） 

１．ある   →問
とい

15 へ                                     47.7% 

２．ない   →問
とい

17 へ                                     52.3% 
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問
とい

15 

問
とい

14 で、「１.ある」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが悩
なや

んでいる理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけて

ください。 

  （ｎ＝21） 

１．進路
し ん ろ

が決
き

まっていないから                                42.9% 

２．自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわからないから                              33.3% 

３．希望
き ぼ う

する進路先
しんろさき

についての情報
じょうほう

がないから                 33.3% 

４．相談
そうだん

にのってくれる人
ひと

がいないから                        23.8% 

５．勉強
べんきょう

についていけるかどうか心配
しんぱい

だから                   33.3% 

６．進路
し ん ろ

について家族
か ぞ く

と意見
い け ん

が合
あ

わないから                     9.5% 

７．進路
し ん ろ

について先生
せんせい

と意見
い け ん

が合
あ

わないから                     4.8% 

８．進路先
しんろさき

に通
かよ

う手段
しゅだん

がないから                              28.6% 

９．その他
た

（              ）                  33.3% 

 

問
とい

16 

問
とい

14 で、「１.ある」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

学校
がっこう

でもっと指導
し ど う

してほしかった（これから指導
し ど う

してほしい）こと、また

は学校
がっこう

に対
たい

する要望
ようぼう

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてくだ

さい。 

  （ｎ＝21） 

１．上 級
じょうきゅう

学校
がっこう

訪問
ほうもん

や就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

などの体験
たいけん

学習
がくしゅう

               52.4% 

２．ホームルーム活動
かつどう

などでの自
みずか

らの生
い

き方
かた

に関
かん

する進路
し ん ろ

学習
がくしゅう

  28.6% 

３．学校
がっこう

の先生
せんせい

の助言
じょげん

                                        19.0% 

４．進路
し ん ろ

指導
し ど う

に詳
くわ

しい外部
が い ぶ

専門家
せんもんか

の巡回
じゅんかい

相談
そうだん

                   47.6% 

５．希望
き ぼ う

している進路先
しんろさき

に関
かん

する情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

                 42.9% 

６．学校
がっこう

の先生
せんせい

の進路
し ん ろ

指導
し ど う

についての理解
り か い

                      28.6% 

７．その他
た

（              ）                   0.0% 
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問
とい

17 

問
とい

14 で、「２.ない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが悩
なや

んでいない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつ

けてください。 

  （ｎ＝23） 

１．進路
し ん ろ

が決
き

まっているから                                  34.8% 

２．自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかっているから                            13.0% 

３．学校
がっこう

が進路先
しんろさき

を決
き

めてくれると思
おも

うから                     0.0% 

４．家族
か ぞ く

が進路先
しんろさき

を決
き

めてくれると思
おも

うから                    26.1% 

５．進路
し ん ろ

を決
き

めるまでにまだ時間
じ か ん

があるから                    13.0% 

６．その他
た

（              ）                   0.0% 

       ＮＡ                                                       13.0% 

 

問
とい

18 

問
とい

17 で、「１.進路
し ん ろ

が決
き

まっているから」または「２.自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかっ

ているから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

進学先
しんがくさき

が決
き

まったり、自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかったきっかけは何
なん

ですか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

  （ｎ＝11） 

１．上 級
じょうきゅう

学校
がっこう

訪問
ほうもん

などの体験
たいけん

学習
がくしゅう

                           18.2%  

２．学校
がっこう

の先生
せんせい

の助言
じょげん

                                        36.4% 

３．家族
か ぞ く

の助言
じょげん

                                              45.5% 

４．卒業生
そつぎょうせい

の体験談
たいけんだん

と助言
じょげん

                                    9.1% 

５．進路
し ん ろ

相談
そうだん

に詳
くわ

しい外部
が い ぶ

専門家
せんもんか

の巡回
じゅんかい

相談
そうだん

                    0.0% 

６．ホームルーム活動
かつどう

などでの自
みずか

らの生
い

き方
かた

に関
かん

する進路
し ん ろ

学習
がくしゅう

   0.0% 

７．その他
た

（              ）                  36.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 問
とい

18 へ 
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○ 障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。



 

 



調査票Ｆ－４（高等学校段階） 
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                  調査票
ちょうさひょう

Ｆ－４ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の見直
み な お

し

を行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、現在
げんざい

受
う

けている教育
きょういく

（療育
りょういく

）段階
だんかい

が高等学校
こうとうがっこう

段階
だんかい

である

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

や児童通所
じどうつうしょ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をお持
も

ちの方
かた

にお送
おく

りいたしました。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

または通所
つうしょ

支援
し え ん

を受
う

けて

いるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などが代
か

わりに

記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット上
じょう

の回答
かいとう

フォーム

から回答
かいとう

してください。 

 

回答
かいとう

期限
き げ ん

：１１月
がつ

２５日
にち

（金
きん

曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ及
およ

びⅡの両方
りょうほう

について、お答
こた

えください。 

 

調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ 

 

問
とい

１ あなたは何歳
なんさい

ですか。回答欄
かいとうらん

に記入
きにゅう

してください。 

  （ｎ＝45） 

（       ）歳
さい

 （令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

   14 歳 2.2% 15 歳 17.8% 16 歳 42.2% 17 歳 35.6% 18 歳 2.2% 

 

問
とい

２ 
あなたがお持

も

ちの障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

はありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○を

つけてください。 

（ｎ＝45） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

１～３級
きゅう

                        8.9% 

２．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

４～６級
きゅう

                        0.0% 

３．療育手帳
りょういくてちょう

Ａ                                             22.2% 

４．療育手帳
りょういくてちょう

Ｂ                                             75.6% 

５．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

１～３級
きゅう

                         0.0% 

６．障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は持
も

っていない                                2.2% 

 

問
とい

３ 
あなたは現在

げんざい

、どこで暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝45） 

１．家族
か ぞ く

などの持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど）       75.6% 

２．賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                          24.4% 

３．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                0.0% 

４．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、だれと暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝45） 

１．家族
か ぞ く

                                                   100.0% 

２．自分
じ ぶ ん

ひとり（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

を含
ふく

む）                            0.0% 

３．その他
た

（                    ）       0.0% 
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問
とい

５ 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝45） 

   １．している                                               77.8% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                              11.1% 

３．したいと思
おも

わない                                        11.1% 

 

問
とい

６ 
あなたは現在

げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

（ｎ＝45） 

１．している  →問
とい

７へ                                    33.3% 

   ２．していない →問
とい

８へ                                    66.7% 

 

問
とい

７ 

問
とい

６で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝15） 

１．ほぼ毎日
まいにち

      80.0%  ２．週
しゅう

に２～３回
かい

  13.3% 

３．週
しゅう

に１回
かい

        0.0%    ４．月
つき

に２～３回
かい

      0.0% 

５．月
つき

に１回
かい

        0.0%  ６．年
ねん

に数回
すうかい

           0.0% 

ＮＡ         6.7% 

 

問
とい

８ 

問
とい

６で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。どちらか１つの

番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝30） 

１．したいと思
おも

う                                            63.3% 

   ２．したいと思
おも

わない                                        36.7% 
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★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざ

まな相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを 行
おこな

いま

す。 

 相談
そうだん

支援
しえん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、

助言
じょげん

や福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

などの相談
そうだん

を受
う

けます。 

長岡市
な が お か し

子
こ

ども家庭
か て い

センターこども発達
はったつ

相談室
そうだんしつ

 

就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

ども成長
せいちょう

や発達
はったつ

に関
かん

する不安
ふ あ ん

や悩
なや

みごとの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

相談
そうだん

センター 

発達
はったつ

障害
しょうがい

、不登校
ふ と う こ う

、学習
がくしゅう

や行動
こうどう

の

悩
なや

み、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

いま

す。 

長岡市
ながおかし

学校
がっこう

教育課
きょういくか

 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育 係
きょういくがかり

 
特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

 

問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．知
し

っていた   →問
とい

10 へ                                80.0% 

   ２．知
し

らなかった  →問
とい

12 へ                                20.0% 
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問
とい

10 

問
とい

９で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝36） 

１．相談
そうだん

したことがある  →問
とい

12 へ                          75.0% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  →問
とい

11 へ                          25.0% 

 

問
とい

11 

問
とい

10 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝9） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                      22.2% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                         0.0% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを知
し

り合
あ

いに知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

 

0.0% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            0.0% 

５．相談
そうだん

することがない                                      77.8% 

６．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、希望
き ぼ う

する方
かた

に市
し

が配
はい

付
ふ

している相談
そうだん

支援
し え ん

ファイル「すこやかフ

ァイル」を知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

（ｎ＝45） 

１．知
し

っているし、利用
り よ う

している                              80.0% 

２．知
し

っているが、利用
り よ う

していない                             8.9% 

３．知
し

らない                                                11.1% 
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問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたはどのような在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              4.4% 

   ２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

                                           11.1% 

   ３．総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

放課後
ほ う か ご

サポート事業
じぎょう

   →問
とい

14 へ           17.8% 

   ４．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス                                    42.2% 

   ５．その他
た

（          ）                           4.4% 

   ６．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない →問
とい

16 へ             46.7% 

問
とい

14 

問
とい

13 で、「１、２、３、４、５」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたはどのような理由
り ゆ う

で在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝24） 

１．親
おや

が働
はたら

いていて不在
ふ ざ い

のため面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができないから 

41.7% 

   ２．親
おや

以外
い が い

に面倒
めんどう

を見
み

てくれる家族
か ぞ く

がいないから                16.7% 

   ３．家族
か ぞ く

が体調
たいちょう

不良
ふりょう

または高齢
こうれい

のために面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができなか

ら                                                      12.5% 

   ４．ときどき家族
か ぞ く

に休息
きゅうそく

をとってもらうため（介護
か い ご

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

） 37.5% 

   ５．自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

が重
おも

くて介護
か い ご

してもらうのが大変
たいへん

だから          0.0% 

   ６．冠婚葬祭
かんこんそうさい

などで家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

になるから                       8.3% 

   ７．集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を受
う

けるため 

50.0% 

   ８．その他
た

（                    ）       4.2% 

問
とい

15 

問
とい

13 で、「１、２、３、４、５」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスは十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つ

だけ○をつけてください。 

（ｎ＝24） 

１．十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できている                                   50.0% 

   ２．おおむね利用
り よ う

できている                                  41.7% 

   ３．利用
り よ う

できないことがよくある                               4.2% 

   ４．ほとんど利用
り よ う

できていない                                 0.0% 

       ＮＡ                                                       4.2% 

→問
とい

17 へ 

→問
とい

18 へ 
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問
とい

16 

問
とい

13 で、「６．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝21） 

１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

したいが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから→問
とい

17 へ 

4.8% 

２．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                85.7% 

（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

している方
かた

も含
ふく

みます）        →問
とい

18 へ 

３．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがあることを知
し

らなかったから             4.8% 

       ＮＡ                                                       4.8% 

 

問
とい

17 

問
とい

15 で、「３．利用
り よ う

できないことがよくある」または「４．ほとんど利用
り よ う

で

きていない」と答
こた

えた方
かた

と、問
とい

16 で、「１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

した

いが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

できなくて困
こま

っていることは何
なん

ですか。あてはま

る番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝2） 

１．祖父母
そ ふ ぼ

など親
おや

以外
い が い

の家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が増
ふ

えた                     0.0% 

   ２．家族
か ぞ く

の用事
よ う じ

をキャンセルした                              50.0% 

   ３．あなたが学校
がっこう

を休
やす

んだ                                     0.0% 

   ４．親
おや

が仕事
し ご と

を辞
や

めた、または転職
てんしょく

した                        0.0% 

   ５．親戚
しんせき

や近
ちか

くの友人
ゆうじん

に負担
ふ た ん

をかけた                           0.0% 

   ６．あなた一人
ひ と り

で留守番
る す ば ん

をしなければならず、不安
ふ あ ん

だった         0.0% 

   ７．その他
た

（                    ）      50.0% 
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問
とい

18 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

（ｎ＝45） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                  2.2% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                   4.4% 

３．情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                        8.9% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                     11.1% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         2.2% 

６．教 育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                       20.0% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                     0.0% 

８．その他
た

（           ）                         0.0% 

９．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない                                  57.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→問
とい

19 へ 
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問
とい

19 

問
とい

18 で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝19） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                  21.1% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           0.0% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 0.0% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                          5.3% 

５．行政機関
ぎょうせいきかん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                      10.5% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                     5.3% 

７．教 育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                         21.1% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   5.3% 

９．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をさらに進
すす

める                                5.3% 

10．その他
た

（                 ）             5.3% 

       ＮＡ                                                       21.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つづいて「調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ」の回答
かいとう

をお願
ねが

いします。 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ 

 

問
とい

１ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．全日制
ぜんにちせい

高校
こうこう

                                               0.0% 

２．定時制
ていじせい

高校
こうこう

                                               6.7% 

３．通信制
つうしんせい

高校
こうこう

                                               8.9% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

（高等
こうとう

総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

など）84.4% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 

 

問
とい

２ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

中学校
ちゅうがっこう

段階
だんかい

についてお聞
き

きします。あなたが中学校
ちゅうがっこう

段階
だんかい

において在籍
ざいせき

し

ていた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけて

ください。在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

が複数
ふくすう

ある場合
ば あ い

は、中学校
ちゅうがっこう

段階
だんかい

にお

いて卒業
そつぎょう

時
じ

に在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

にあてはまる番号
ばんごう

に○をつけてく

ださい。 

（ｎ＝45） 

１．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

                                      2.2% 

２．中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
し ど う

                     4.4% 

３．中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

                                  48.9% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

など） 

44.4% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 

 

問
とい

３ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

以前
い ぜ ん

に、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

について、以下
い か

の問
とい

にお答
こた

えください。 

 

(１) 
現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

以前
い ぜ ん

に、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

が

ありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．ある  →問
とい

３（２）へ                                  20.0% 

２．ない  →問
とい

４へ                                        77.8% 

       ＮＡ                                                        2.2% 
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(２) 
在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

・学級
がっきゅう

はどれですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝9） 

１．全日制
ぜんにちせい

高校
こうこう

                                              11.1% 

２．定時制
ていじせい

高校
こうこう

                                               0.0% 

３．通信制
つうしんせい

高校
こうこう

                                              11.1% 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

、聾
ろう

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

など） 

55.6% 

５．その他
た

（              ）                   0.0% 

       ＮＡ                                                       22.2% 

 

問
とい

４ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、在籍
ざいせき

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

に通
かよ

うことになったきっかけは何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．利用
り よ う

していた施設
し せ つ

や機関
き か ん

で紹
しょう

介
かい

された                      4.4% 

２．医療
いりょう

機関
き か ん

に紹
しょう

介
かい

された                                    0.0% 

３．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

で紹
しょう

介
かい

された                          0.0% 

４．本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

した                                          44.4% 

５．親
おや

が情報
じょうほう

を集
あつ

めて希望
き ぼ う

した                               40.0% 

６．中学校
ちゅうがっこう

の担任
たんにん

の先生
せんせい

や特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーターなどの助言
じょげん

 

                                                             51.1% 

７．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）の勉強
べんきょう

についていけなかった 

    15.6% 

８．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では人間
にんげん

関係
かんけい

がうまくいかなかった 

4.4% 

９．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では教員
きょういん

の理解
り か い

が足
た

りなかった 

0.0% 

10．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）では学校
がっこう

と関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

がうま

くいかなかった                                           2.2% 

11．以前
い ぜ ん

、在籍
ざいせき

していた学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）と同
おな

じ地域
ち い き

の学校
がっこう

で学
まな

びたかった 

4.4% 

12．その他
た

（              ）                   6.7% 

 

 



584 

問
とい

５ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのようなサービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              4.4% 

２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

                                           13.3% 

３．総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

放課後
ほ う か ご

サポート事業
じぎょう

                          33.3% 

４．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス                                    37.8% 

５．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

                                                0.0% 

６．移動
い ど う

支援
し え ん

                                                 4.4% 

７．居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ）                                 0.0% 

８．その他
た

（            ）                        0.0% 

９．サービスを利用
り よ う

していない →問
とい

７へ                      44.4% 

 

問
とい

６ 

問
とい

５で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

問
とい

５で答
こた

えたサービスを利用
り よ う

するためにどこで情報
じょうほう

を得
え

ましたか。あて

はまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝25） 

１．医療
いりょう

機関
き か ん

                                               12.0% 

２．市
し

役所
やくしょ

                                                 24.0% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                              4.0% 

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                            0.0% 

５．入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                               0.0% 

６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                    8.0% 

７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                 44.0% 

  ８．保育
ほ い く

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

                             0.0% 

９．小学校
しょうがっこう

                                                  0.0% 

10．中学校
ちゅうがっこう

                                                  8.0% 

11．高等
こうとう

学校
がっこう

                                                 4.0% 

12．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）                48.0% 

13．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

14．インターネット、図書
と し ょ

雑誌
ざ っ し

など                            12.0% 

15．その他
た

（            ）                       0.0% 

 

 

 

→問
とい

６へ 
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問
とい

７ 

問
とい

５で、「９.サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが現在
げんざい

、サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝20） 

１．サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                        80.0% 

２．必要
ひつよう

なサービスがないから                                20.0% 

３．その他
た

（           ）                          0.0% 

 

問
とい

８ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは今後
こ ん ご

、どのようなサービスを利用
り よ う

したいですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などに用事
よ う じ

があるときや、家族
か ぞ く

などの病気
びょうき

や 

休 養
きゅうよう

のため、短期間
たんきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

（宿泊
しゅくはく

）したい。       24.4% 

２．休 日
きゅうじつ

や放課後
ほ う か ご

（降
こう

園後
え ん ご

）などに介護
か い ご

をしてくれる家族
か ぞ く

などに用事
よ う じ

があ

るときや、家族
か ぞ く

などの病気
びょうき

や休養
きゅうよう

のため、一時的
いちじてき

に施設に通所（日帰
ひ が え

り）

したい。                                                28.9% 

３．出
で

かけるときにホームヘルパーに付
つ

き添
そ

ってもらい、移動
い ど う

などを介助
かいじょ

し

てもらいたい。                                           8.9% 

４．日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な能力
のうりょく

を向
こう

上
じょう

させたり、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

できたり 

するための訓練
くんれん

を受
う

けたり、地域
ち い き

と交
こう

流
りゅう

したりしたい。     57.8% 

５．自宅
じ た く

にホームヘルパーに来
き

てもらって、入浴
にゅうよく

や排泄
はいせつ

などの身体
しんたい

介護
か い ご

を 

受
う

けたい。                                               0.0% 

６．家
か

族
ぞく

による介護
か い ご

が日常的
にちじょうてき

に難
むずか

しいため、長期間
ちょうきかん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して生活
せいかつ

 

したい。                                                 0.0% 

７．その他
た

（                      ） 11.1% 
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問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、日常生活
にちじょうせいかつ

における相談
そうだん

や支援
し え ん

について、普段
ふ だ ん

どこに相談
そうだん

して

いますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．医療
いりょう

機関
き か ん

                                                24.4% 

２．市
し

役所
やくしょ

                                                   6.7% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                              11.1%  

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                             8.9% 

５．入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                0.0% 

   ６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                       2.2% 

   ７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                 31.1% 

   ８．高等
こうとう

学校
がっこう

                                                 8.9% 

   ９．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（高等
こうとう

総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）            75.6% 

   10．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

   11．その他
た

（             ）                     2.2% 

 

問
とい

10 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたの「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」（※１）または「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」（※

２）は作成
さくせい

されていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

※１「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」とは、福祉
ふ く し

・医療等
いりょうとう

の関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

を図
はか

り、長期
ちょうき

にわたって教育的
きょういくてき

支援
し え ん

を行
おこな

うための計画
けいかく

をいいます。 

※２「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」とは、児童生徒
じ ど う せ い と

の実態
じったい

に応
おう

じて長期目標
ちょうきもくひょう

や短期
た ん き

目標
もくひょう

を設定
せってい

し、実態
じったい

に即
そく

した指導
し ど う

を 行
おこな

うために、指導
し ど う

内容
ないよう

や指導
し ど う

方法
ほうほう

、評価等
ひょうかとう

を明
あき

らかにした計画
けいかく

をいいます。 

（ｎ＝45） 

１．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている               6.7% 

２．「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている                    4.4% 

３．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」と「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」 

が作成
さくせい

されている                                        73.3% 

４．作成
さくせい

されていない  →問
とい

12 へ                            13.3% 

       ＮＡ                                                        2.2% 

→問
とい

11 へ 
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問
とい

11 

問
とい

10 で、「１.「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている」または「２．

「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」のみが作成
さくせい

されている」、「３．「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」

と「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」が作成
さくせい

されている」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたの「個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支援
し え ん

計画
けいかく

」または「個別
こ べ つ

の指導
し ど う

計画
けいかく

」の作成
さくせい

にあ

たり、学校
がっこう

とどれくらい話
はな

し合
あ

いましたか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝38） 

１．年
ねん

に２回
かい

以上
いじょう

話
はな

し合
あ

った                                   92.1% 

２．年
ねん

に１回
かい

話
はな

し合
あ

った                                        7.9% 

３．話
はな

し合
あ

っていない                                          0.0% 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

卒業後
そつぎょうご

の進
しん

路先
ろ さ き

として、どこを 考
かんが

えていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つ

だけ○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．高等
こうとう

専門
せんもん

学校
がっこう

（高専
こうせん

）                                     0.0% 

２．大学
だいがく

                                                     0.0% 

３．短期
た ん き

大学
だいがく

                                                 0.0% 

４．専門
せんもん

学校
がっこう

                                                11.1% 

５．テクノスクール                                           0.0% 

６．就 職
しゅうしょく

                                                  33.3% 

７．通所
つうしょ

施設
し せ つ

                                                37.8% 

８．入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                0.0% 

９．その他
た

（             ）                    15.6% 

       ＮＡ                                                        2.2% 

問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

問
とい

12 で答
こた

えた学校
がっこう

等
とう

を進
しん

路先
ろ さ き

として考
かんが

える理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあては

まる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．担任
たんにん

や学校
がっこう

のすすめにより                                11.1% 

２．本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

しているから                                  44.4% 

３．親
おや

が希望
き ぼ う

しているから                                    24.4% 

４．相談
そうだん

機関
き か ん

のすすめにより                                   2.2% 

５．その他
た

（              ）                   2.2% 

       ＮＡ                                                       15.6% 
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問
とい

14 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

進路先
しんろさき

を選択
せんたく

するにあたって悩
なや

んでいることはありますか。どちらか１つ

の番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝45） 

１．ある   →問
とい

15 へ                                      60.0% 

２．ない   →問
とい

17 へ                                      37.8% 

 ＮＡ                            2.2% 

問
とい

15 

問
とい

14 で、「１.ある」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが悩
なや

んでいる理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけて

ください。 

（ｎ＝27） 

１．進路
し ん ろ

が決
き

まっていないから                                51.9% 

２．自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわからないから                              63.0% 

３．希望
き ぼ う

する進路先
しんろさき

についての情報
じょうほう

がないから                 29.6% 

４．相談
そうだん

にのってくれる人
ひと

がいないから                         7.4% 

５．勉強
べんきょう

についていけるかどうか心配
しんぱい

だから                   22.2% 

６．進路
し ん ろ

について家族
か ぞ く

と意見
い け ん

が合
あ

わないから                     0.0% 

７．進路
し ん ろ

について先生
せんせい

と意見
い け ん

が合
あ

わないから                     0.0% 

８．進路先
しんろさき

に通
かよ

う手段
しゅだん

がないから                               7.4% 

９．その他
た

（              ）                  11.1% 

問
とい

16 

問
とい

14 で、「１.ある」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

学校
がっこう

でもっと指導
し ど う

してほしかった（これから指導
し ど う

してほしい）こと、また

は学校
がっこう

に対
たい

する要望
ようぼう

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてくだ

さい。 

（ｎ＝27） 

１．上 級 学 校
じょうきゅうがっこう

訪問
ほうもん

などの体験
たいけん

学習
がくしゅう

                           18.5% 

２．ホームルーム活動
かつどう

などでの自
みずか

らの生
い

き方
かた

に関
かん

する進路
し ん ろ

学習
がくしゅう

   7.4% 

３．学校
がっこう

の先生
せんせい

の助言
じょげん

                                        33.3% 

４．進路
し ん ろ

指導
し ど う

に詳
くわ

しい外部
が い ぶ

専門家
せんもんか

の巡回
じゅんかい

相談
そうだん

                   37.0% 

５．希望
き ぼ う

している進路先
しんろさき

に関
かん

する情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

                 70.4% 

６．学校
がっこう

の先生
せんせい

の進路
し ん ろ

指導
し ど う

についての理解
り か い

                      22.2% 

７．その他
た

（              ）                   3.7% 
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問
とい

17 

問
とい

14 で、「２.ない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが悩
なや

んでいない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつ

けてください。 

（ｎ＝17） 

１．進路
し ん ろ

が決
き

まっているから                                  29.4% 

２．自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかっているから                            17.6% 

３．学校
がっこう

が進路先
しんろさき

を決
き

めてくれると思
おも

うから                     5.9% 

４．家族
か ぞ く

が進路先
しんろさき

を決
き

めてくれると思
おも

うから                    11.8% 

５．進路
し ん ろ

を決
き

めるまでにまだ時間
じ か ん

があるから                    17.6% 

６．その他
た

（              ）                   0.0% 

ＮＡ                             17.6% 

 

問
とい

18 

問
とい

17 で、「１.進路
し ん ろ

が決
き

まっているから」または「２.自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかっ

ているから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

進学先
しんがくさき

が決
き

まったり、自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

がわかったきっかけは何
なん

ですか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝8） 

１．上 級 学 校
じょうきゅうがっこう

訪問
ほうもん

や就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

などの体験
たいけん

学習
がくしゅう

               75.0% 

２．学校
がっこう

の先生
せんせい

の助言
じょげん

                                        12.5% 

３．家族
か ぞ く

の助言
じょげん

                                              25.0% 

４．卒業生
そつぎょうせい

の体験談
たいけんだん

と助言
じょげん

                                    0.0% 

５．進路
し ん ろ

相談
そうだん

に詳
くわ

しい外部
が い ぶ

専門家
せんもんか

の巡回
じゅんかい

相談
そうだん

                    0.0% 

６．ホームルーム活動
かつどう

などでの自
みずか

らの生
い

き方
かた

に関
かん

する進路
し ん ろ

学習
がくしゅう

   0.0% 

７．その他
た

（              ）                   0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

→問
とい

18 へ 
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○ 障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました 



調査票Ｆ－５（義務教育修了未就学） 
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                  調査票
ちょうさひょう

Ｆ－５ 

長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞ 長岡市
ながおかし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

 福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

 

住
じゅう

   所
しょ

 〒940-8501 長岡市
ながおかし

大手通
おおてどおり

１丁目
ちょうめ

４番地
ば ん ち

10 

電
で ん

   話
わ

 （0258）39‐2371（直通
ちょくつう

） 

ファックス （0258）39‐2275 

電子
で ん し

メール fukushi@city.nagaoka.lg.jp 

長岡市
ながおかし

では、令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

に「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくり、障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を進
すす

めてきましたが、来年度
らいねんど

、計画
けいかく

の見直
み な お

し

を行
おこな

います。 

この見直
み な お

しにあたり、基礎
き そ

資料
しりょう

とするため、「長岡市
ながおかし

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

」を

行
おこな

います。 

この調査票
ちょうさひょう

は、１８歳
さい

未満
み ま ん

で義務
ぎ む

教育
きょういく

修了後
しゅうりょうご

、高等
こうとう

学校
がっこう

等
とう

に就学
しゅうがく

していな

い、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

や児童通所
じどうつうしょ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をお持
も

ちの方
かた

にお送
おく

りいたしました。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

で使用
し よ う

した個人
こ じ ん

情報
じょうほう

は、長
なが

岡
おか

市
し

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

に基
もと

づく適正
てきせい

な取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

います。 

また、調査票
ちょうさひょう

は無記名
む き め い

となっており、調査
ちょうさ

結果
け っ か

は、計画
けいかく

の見直
み な お

しのためだけ

に利用
り よ う

するもので、調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

皆様
みなさま

のご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を長岡市
ながおかし

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

に生
い

かすための大切
たいせつ

な調査
ちょうさ

ですの

で、ぜひご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１１月
がつ

  長
なが

 岡
おか

 市
し

  

ご記入
きにゅう

にあたって 

・調査票
ちょうさひょう

の中
なか

の「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

または通所
つうしょ

支援
し え ん

を受
う

けて

いるご本人
ほんにん

のことです。 

・ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

もしくは回答
かいとう

の 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などが代
か

わりに

記入
きにゅう

してください。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

回答
かいとう

方法
ほうほう

は、以下
い か

の２つからどちらか１つを選択
せんたく

してください。 

① 調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

記入
きにゅう

し、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、郵送
ゆうそう

してください。

封筒
ふうとう

には、切手
き っ て

をはる必要
ひつよう

も、住所
じゅうしょ

・名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

もありません。 

② 右下
みぎした

の２次元
じ げ ん

コードを端末
たんまつ

で読
よ

み取
と

り、インターネット 上
じょう

の回答
かいとう

フォー

ムから回答
かいとう

してください。 

 

回答期限：１１月
がつ

２５日
にち

（金
きん

曜日
よ う び

）まで（①・②とも） 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ及
およ

びⅡの両方
りょうほう

について、お答
こた

えください。 

 

調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅰ 

 

問
とい

１ あなたは何歳
なんさい

ですか。回答欄
かいとうらん

に記入
きにゅう

してください。 

  （ｎ＝3） 

（       ）歳
さい

 （令和
れ い わ

４年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

   15 歳   33.3%   16 歳   66.7% 

 

問
とい

２ 
あなたがお持

も

ちの障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

はありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○を

つけてください。 

（ｎ＝3） 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

１～３級
きゅう

                        0.0% 

２．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

総合
そうごう

等級
とうきゅう

４～６級
きゅう

            0.0% 

３．療育手帳
りょういくてちょう

Ａ                       0.0% 

４．療育手帳
りょういくてちょう

Ｂ                       66.7% 

５．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

１～３級
きゅう

            33.3% 

６．障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は持
も

っていない                0.0% 

 

問
とい

３ 
あなたは現在

げんざい

、どこで暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝3） 

１．家族
か ぞ く

などの持
も

ち家
いえ

（一戸建
い っ こ だ

て、分譲
ぶんじょう

マンションなど）      100.0% 

２．賃貸
ちんたい

アパート・マンション、借家
しゃくや

                           0.0% 

３．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                                0.0% 

４．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

４ 
あなたは現在

げんざい

、だれと暮
く

らしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○を

つけてください。 

（ｎ＝3） 

１．家族
か ぞ く

                                                   100.0% 

２．自分
じ ぶ ん

ひとり（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

を含
ふく

む）                            0.0% 

３．その他
た

（                    ）       0.0% 
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問
とい

５ 

あなたは現在
げんざい

、音楽
おんがく

や映画
え い が

、絵画
か い が

などの芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

をしたり、見
み

た

り、聴
き

いたりしていますか（趣味
し ゅ み

を含
ふく

む）。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝3） 

   １．している                                               66.7% 

   ２．したいと思
おも

うが、していない                               0.0% 

３．したいと思
おも

わない                                        33.3% 

 

問
とい

６ 
あなたは現在

げんざい

、スポーツをしていますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけ

てください。 

（ｎ＝3） 

１．している  →問
とい

７へ                                     0.0% 

   ２．していない →問
とい

８へ                                   100.0% 

 

問
とい

７ 

問
とい

６で、「１．している」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらいスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に 1

つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝0） 

１．ほぼ毎日
まいにち

  0.0%   ２．週
しゅう

に２～３回
かい

    0.0% 

３．週
しゅう

に１回
かい

   0.0%     ４．月
つき

に２～３回
かい

     0.0% 

５．月
つき

に１回
かい

   0.0%   ６．年
ねん

に数回
すうかい

         0.0% 

 

問
とい

８ 

問
とい

６で、「２．していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは機会
き か い

があれば、スポーツをしたいと思
おも

いますか。どちらか１つの

番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．したいと思
おも

う                                            33.3% 

２．したいと思
おも

わない                                        66.7% 
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★ 次
つぎ

の表
ひょう

をご覧
らん

になってから、後
あと

の質問
しつもん

にお答
こた

えください。 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

における生活
せいかつ

の中
なか

でのさまざ

まな相談
そうだん

や福祉
ふ く し

サービスの紹介
しょうかい

や手続
て つ づ

きの手伝
て つ だ

いなどを 行
おこな

いま

す。 

 相談
そうだん

支援
しえん

センターふかさわ分室
ぶんしつ

サンスマイル 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターあさひ 

越路
こ し じ

ハイム地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

相談
そうだん

支援
し え ん

センターふかさわ 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとちお 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、

助言
じょげん

や福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 長岡
ながおか

療育
りょういく

園
えん

 

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 就労面
しゅうろうめん

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。  障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターこしじ 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 
医療
いりょう

、補助
ほ じ ょ

具
ぐ

、生活
せいかつ

、身
み

の上
うえ

、税金
ぜいきん

などの相談
そうだん

を受
う

けます。 

長岡市
な が お か し

子
こ

ども家庭
か て い

センターこども発達
はったつ

相談室
そうだんしつ

 

就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

ども成長
せいちょう

や発達
はったつ

に関
かん

する不安
ふ あ ん

や悩
なや

みごとの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

相談
そうだん

センター 

発達
はったつ

障害
しょうがい

、不登校
ふ と う こ う

、学習
がくしゅう

や行動
こうどう

の

悩
なや

み、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

いま

す。 

長岡市
ながおかし

学校
がっこう

教育課
きょういくか

 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育 係
きょういくがかり

 
特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

、就学
しゅうがく

などの相談
そうだん

を行
おこな

います。 

 

問
とい

９ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていましたか。どちらか

１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．知
し

っていた   → 問
とい

10 へ                             100.0% 

   ２．知
し

らなかった  → 問
とい

12 へ                               0.0% 
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問
とい

10 

問
とい

９で、「１.知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、困
こま

ったことや悩
なや

みごとを上記
じょうき

のような相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

したこと

がありますか。どちらか１つの番号
ばんごう

に○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．相談
そうだん

したことがある  → 問
とい

12 へ                         0.0% 

   ２．相談
そうだん

したことがない  → 問
とい

11 へ                       100.0% 

問
とい

11 

問
とい

10 で、「２.相談
そうだん

したことがない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

相談
そうだん

したことがない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○

をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

や電話番号
でんわばんごう

を知
し

らない                       0.0% 

２．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

くて行
い

きにくい                        33.3% 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

で相談
そうだん

したことを知
し

り合
あ

いに知
し

られてしまうことが心配
しんぱい

0.0% 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

が信用
しんよう

できない                            0.0% 

５．相談
そうだん

することがない                                      66.7% 

６．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

12 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、希望
き ぼ う

する方
かた

に市
し

が配
はい

付
ふ

している相談
そうだん

支援
し え ん

ファイル「すこやかフ

ァイル」を知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてくださ

い。 

（ｎ＝3） 

１．知
し

っているし、利用
り よ う

している                              66.7% 

２．知
し

っているが、利用
り よ う

していない                             0.0% 

３．知
し

らない                                                33.3% 

 

問
とい

13 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたはどのような在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あてはまる

番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）                              0.0% 

   ２．日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

                                            0.0% 

   ３．その他
た

（               ）                 0.0% 

   ４．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない →問
とい

16 へ             100.0% 

→問
とい

14 へ 
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問
とい

14 

問
とい

13 で、「１、２、３」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたはどのような理由
り ゆ う

で在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していますか。あては

まる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝0） 

１．親
おや

が働
はたら

いていて不在
ふ ざ い

のため面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができないから 

0.0% 

   ２．親
おや

以外
い が い

に面倒
めんどう

を見
み

てくれる家族
か ぞ く

がいないから                 0.0% 

   ３．家族
か ぞ く

が体調
たいちょう

不良
ふりょう

または高齢
こうれい

のために面倒
めんどう

を見
み

てもらうことができない

から                                                     0.0% 

   ４．ときどき家族
か ぞ く

に休息
きゅうそく

をとってもらうため（介護
か い ご

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

）  0.0%         

   ５．自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

が重
おも

くて介護
か い ご

してもらうのが大変
たいへん

だから          0.0% 

   ６．冠婚葬祭
かんこんそうさい

などで家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

になるから                       0.0% 

   ７．その他
た

（                    ）       0.0% 

問
とい

15 

問
とい

13 で、「１、２、３」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスは十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つ

だけ○をつけてください。 

（ｎ＝0） 

１．十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できている                                    0.0% 

   ２．おおむね利用
り よ う

できている                                   0.0% 

   ３．利用
り よ う

できないことがよくある                               0.0% 

   ４．ほとんど利用
り よ う

できていない                                 0.0% 

 

問
とい

16 

問
とい

13 で、「４．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

き

します。 

あなたが在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。あてはまる

番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

したいが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから→問
とい

17 へ 

0.0% 

２．在宅
ざいたく

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから                    66.7% 

（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

している方
かた

も含
ふく

みます）          →問
とい

18 へ 

３．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがあることを知
し

らなかったから            33.3% 

 

→問
とい

17 へ 

→問
とい

18 へ 
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問
とい

17 

問
とい

15 で、「３．利用
り よ う

できないことがよくある」または「４．ほとんど利用
り よ う

で

きていない」と答
こた

えた方
かた

と、問
とい

16 で、「１．在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

した

いが、十分
じゅうぶん

に利用
り よ う

できないから」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

できなくて困
こま

っていることは何
なん

ですか。あてはま

る番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝0） 

１．祖父母
そ ふ ぼ

など親
おや

以外
い が い

の家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が増
ふ

えた                     0.0% 

   ２．家族
か ぞ く

の用事
よ う じ

をキャンセルした                               0.0% 

   ３．あなたが学校
がっこう

を休
やす

んだ                                     0.0% 

   ４．親
おや

が仕事
し ご と

を辞
や

めた、または転職
てんしょく

した                        0.0% 

   ５．親戚
しんせき

や近
ちか

くの友人
ゆうじん

に負担
ふ た ん

をかけた                           0.0% 

   ６．あなた一人
ひ と り

で留守番
る す ば ん

をしなければならず、不安
ふ あ ん

だった         0.0% 

   ７．その他
た

（                    ）       0.0% 

問
とい

18 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、過去
か こ

３年
ねん

の間
あいだ

に、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として差別
さ べ つ

されたと感
かん

じた場面
ば め ん

は

ありましたか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

をなくすため、①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

が法律
ほうりつ

で定
さだ

められています。 

①不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

の禁止
き ん し

 

…障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にサービスの提供
ていきょう

等
とう

を拒
きょ

否
ひ

、制限
せいげん

すること 

②合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

…障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っているときに、支援側
しえんがわ

の負担
ふ た ん

になりすぎない範囲
は ん い

で

配慮
はいりょ

をすること 

（ｎ＝3） 

１．公共
こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                  0.0% 

２．交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する場面
ば め ん

                                   0.0% 

３．情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

の場面
ば め ん

                       33.3% 

４．買
か

い物
もの

・外食
がいしょく

の場面
ば め ん

                                      0.0% 

５．医療
いりょう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                         0.0% 

６．教 育
きょういく

に関
かん

する場面
ば め ん

                                       66.7% 

７．文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

する場面
ば め ん

                                     0.0% 

８．その他
た

（               ）                 0.0% 

９．差別
さ べ つ

を感
かん

じたことはない                                  33.3% 

→問
とい

19 へ 
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問
とい

19 

問
とい

18 で、「１、２、３、４、５、６、７、８」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

への差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

と考
かんが

えることは

何
なん

ですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝2） 

１．福祉
ふ く し

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる                                   0.0% 

２．講習会
こうしゅうかい

や学習会
がくしゅうかい

などを開催
かいさい

する                           0.0% 

３．施設
し せ つ

や設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

をさらに進
すす

める                 0.0% 

４．福祉
ふ く し

サービスをさらに充実
じゅうじつ

させる                          0.0% 

５．行政機関
ぎょうせいきかん

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                       0.0% 

６．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                     0.0% 

７．教 育
きょういく

における配慮
はいりょ

をさらに進
すす

める                         50.0% 

８．イベントなどへ参加
さ ん か

しやすいよう配慮
はいりょ

する                   0.0% 

９．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をさらに進
すす

める                                0.0% 

10．その他
た

（                     ）     0.0% 

ＮＡ                             50.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つづいて「調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ」の回答
かいとう

をお願
ねが

いします。 
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調査
ちょうさ

項目
こうもく

Ⅱ 

 

（ｎ＝3） 

１．就 労
しゅうろう

している                                            0.0% 

２．就 労
しゅうろう

していないが、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へ通所
つうしょ

している  

0.0% 

３．就 労
しゅうろう

していないし、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へも通所
つうしょ

していない →問
とい

２へ 

100.0% 

問
とい

２ 

問
とい

１で、「３.就労
しゅうろう

していないし、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

へも通所
つうしょ

していない」と

答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは普段
ふ だ ん

どこで過
す

ごしていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつ

けてください。 

（ｎ＝3） 

１．自宅
じ た く

                                                    33.3% 

２．入所施設
にゅうしょしせつ

                                                 0.0% 

３．その他
た

（                   ）         66.7% 

問
とい

３ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

の過
す

ごし方
かた

を続
つづ

けたいと 考
かんが

えていますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．続
つづ

けたいと考
かんが

えている  →問
とい

５へ                       66.7% 

２．変
か

えたいと考
かんが

えている  →問
とい

４へ                       33.3% 

 

 

問
とい

１ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、就労
しゅうろう

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ○をつけ

てください。 

→問
とい

３へ 
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問
とい

４ 

問
とい

３で、「２.変
か

えたいと考
かんが

えている」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは今後
こ ん ご

、主
おも

に昼間
ひ る ま

どこで過
す

ごしたいですか。最
もっと

もあてはまる番号
ばんごう

に

１つだけ○をつけてください。 

（ｎ＝1） 

１．自宅
じ た く

                                                   100.0% 

２．学校
がっこう

                                                     0.0% 

３．会社
かいしゃ

などの勤
つと

め先
さき

                                         0.0% 

４．障害者通所
しょうがいしゃつうしょ

施設
し せ つ

                                          0.0% 

５．グループホーム、ケアホーム                               0.0% 

６．障害者
しょうがいしゃ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                                         0.0% 

７．その他
た

（                    ）       0.0% 

 

問
とい

５ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのくらい外出
がいしゅつ

していますか。あてはまる番号
ばんごう

に１つだけ

○をつけてください。（※ここでいう外出
がいしゅつ

とは、現在
げんざい

暮
く

らしている場所
ば し ょ

か

ら外
そと

に出
で

ることです。） 

（ｎ＝3） 

１．ほぼ毎日
まいにち

     33.3%      ２．週
しゅう

に２～３回
かい

    0.0% 

３．週
しゅう

に１回
かい

    33.3%      ４．月
つき

に２～３回
かい

      0.0% 

  ５．月
つき

に１回
かい

      0.0%      ６．年
ねん

に数回
すうかい

        33.3% 

   ７．まったく外出
がいしゅつ

しない  0.0% 
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問
とい

６ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

外出
がいしゅつ

するときに困
こま

っていることはありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○

をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．バスや電車
でんしゃ

に乗
の

ることができない                           0.0% 

   ２．交通
こうつう

手段
しゅだん

がない                                           0.0% 

   ３．交通
こうつう

手段
しゅだん

の運賃
うんちん

が高
たか

い                                     0.0% 

   ４．段差
だ ん さ

解消
かいしょう

などのバリアフリー化
か

がされていない              0.0% 

   ５．発作
ほ っ さ

、パニック、突然
とつぜん

のハプニング等
とう

があり不安
ふ あ ん

             0.0% 

   ６．利用
り よ う

したい施設
し せ つ

が送迎
そうげい

サービスをしていない                 0.0% 

   ７．外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

してくれる人
ひと

がいない                    0.0% 

   ８．他人
た に ん

の目
め

が気
き

になる                                      33.3% 

   ９．他人
た に ん

に気兼
き が

ねなく使
つか

える外出
がいしゅつ

手段
しゅだん

がない                    0.0% 

   10．その他
た

（                    ）       0.0% 

   11．特
とく

に困
こま

っていない                                        66.7% 

 

問
とい

７ 

すべての方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは、日常生活
にちじょうせいかつ

における相談
そうだん

や支援
し え ん

について、普段
ふ だ ん

どこに相談
そうだん

して

いますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 

（ｎ＝3） 

１．医療
いりょう

機関
き か ん

                                                66.7% 

２．市
し

役所
やくしょ

                                                   0.0% 

３．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

                                               0.0% 

４．通所
つうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

                                             0.0% 

５．入所施設
にゅうしょしせつ

                                                 0.0% 

６．親
おや

の会
かい

・当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

                                       0.0% 

７．障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター                                  0.0% 

８．最終
さいしゅう

学歴
がくれき

となる学校
がっこう

                                      0.0% 

９．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（総合
そうごう

支援
し え ん

学校
がっこう

、聾
ろう

学校
がっこう

など）                66.7% 

10．大学
だいがく

などの研究
けんきゅう

機関
き か ん

                                      0.0% 

11．その他
た

（             ）                     0.0% 
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○ 障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

して、ご意見等
いけんとう

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 
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